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ʢྫʣԼهはʮใ科ֶྖҬ　コンϐューティンάɾアーキテクνϟ研究ࣨʯでબできるϓロάラムです。

˞બできるڭҭϓロάラムについては、ࡏݱ༧ఆしているもので、ޙࠓ、変ߋになる合があります。
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ใηΩϡリテΟ学研究室では、ใηΩϡリテΟをシステムに実ݱするࡍ、ηΩϡリテΟアンカ
ーとなるϋードェアの҆શੑ֬อٴび、ͦ Εを基礎としてߏさΕるηΩϡアなシステムをߏஙɾ
ӡ用するͨめの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ϋードェアηΩϡリテΟの理論とԠ用、組ࠐみシステムのηΩϡリテΟ設ܭɾ評価技術、サイドνϟ
ωル解析、ނোར用解析、ి ࣓ηΩϡリテΟ、テンϖスト、ϋードェアトロージϟン、意ਤ的ి࣓
（I&MI）、ܭଌɾηンサーηΩϡリテΟ、サイバーフΟジカルシステム、ڴҖՄ視化、ڴҖシφリ
オݕ౼、大نి࣓քࢉܭ、ϋードェアの৴པੑอূ、҉߸アルΰリズム、ཚ生、ൿີڞݤ
༗、ి ࣓քܭଌ、ి デバイスߏ機、ڥ࣓

インフϥストϥクνϟとしてのインターωοトをࢧえる基൫技術やӡ用技術からインターωοトをར
用しͨさま͟まなサーϏス技術といっͨใ基൫に関࿈する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ίンϐϡータωοトϫークӡ用理、ύーϕイシϒίンϐϡーテΟンά/ϢϏΩタスίンϐϡーテΟン
ά（ڥηンシンά、ϞϏリテΟηンシンά、大نηンサデータ解析）、Ґ置ใサーϏス（
ଌҐ、Ϗοάデータ解析、φϏゲーションシステム）、P2Pωοトϫーク、クϥドίンϐϡー
テΟンά、Ծ想化技術、ωοトϫーク/Io5ηΩϡリテΟ、マルェア解析、҉߸実装、ྟۭؒײIP
伝ૹ、ߴਫ਼細4K/8Kө૾ストリーϛンά技術、ి 子ਤॻؗシステム技術、分ࢄオンϥインスト
レージ、ωοトϫーク設定自動化、࣌ࡂωοトϫーク（Ӵωοトϫーク、メοηージフェリー）
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を理解し、知ޠݴॲ理を通して、人ؒがどのΑうにޠݴを理解おΑび生さͤる自વޠݴ機にࢉܭ
識をදݱしているのかを解明する。

［Ωーϫード］
データϕーݯࢿޠݴ、の意味解析ޠݴ、知識֫得、機ց学習、テΩストマイニンάޠݴ、解析ޠݴ
ス、リンク解析、୳ࡧ、จॻからのใநग़ʗ知識֫得、機ց༁、ޠݴ学習ɾޠݴ教ҭࢧԉ、多ݴ
ใॲ理ޠ

多ޠݴԻ通༁、機ց༁、自વޠݴॲ理、ରシステム、多ޠݴԻॲ理、ײೝ識、ใৠ
ཹ、知識֫得、自ดࢧԉ、ೝ知ૣݕظग़などの人ؒのίϛϡニケーションɾ知識をࢧԉする技
術の研究ɾ教ҭをߦう。データ駆動ܕサイΤンスηンターを౷ׅ。

［Ωーϫード］
リアルタイムಉ࣌Ի༁、ਂ 学習にΑる機ց༁、目的指ɾνϟοトܕ知的ର੍ޚ、ਂ 
学習にΑるԻೝ識ɾԻ߹、ײやύϥޠݴใೝ識のアフェクテΟϒίンϐϡーテΟンά、
ใৠཹ、人ྲྀ解析、ܭଌにΑるίϛϡニケーションଌ定、ೝ知のରシステムにΑるૣݕظ
ग़、自ดのιーシϟルスΩルトレーニンάなど、人ؒのޠݴ、ඇޠݴใをத心とするίϛϡニ
ケーションに関する研究
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　ίンϐϡータと人ؒのインタϥクションٴびメデΟアに関する技術ྖҬについての研究ɾ教ҭをߦっています。

研究室ٴび教һ 教ҭ研究分野 ท
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ηンシンά、ϒロードバンドϫイϠレス、ϫイϠレスిڅといっͨϫイϠレスωοトϫークの基൫
技術の実ݱと、こΕらの基礎となる৴߸ॲ理理論や通৴理論に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
৴߸ॲ理、変෮ௐํࣜ、ແઢ通৴、Ҡ動通৴、デΟジタル์ૹ、Ӵ通৴、光フΝイバແઢ、ϫイϠ
レスߴిڅ、 ৴པ੍ޚ通৴、ి 力ઢ通৴、ϞバイルマルνメデΟア、多ݩଓ技術、OF%M、ηンサ
ωοトϫーク、ແઢLAN、MIMO、デΟジタルճ࿏設ܭ、ιフトェアແઢ
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ීஈの生活のதで୭もがͦのԸܙに༬かることができる未དྷのインタϥクテΟϒメデΟアのありํ
を考え、ͦ Εを実ݱするͨめに必要となる、メデΟアॲ理、ώϡーマンインタフェースに関する研究ɾ
教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンインタフェース、֦ ுݱ実ࡾ、ײ次ݩϢーβインタフェース、バーνϟルリアリテΟ、ը૾ܭଌ、
ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάϥフΟοクス、ύターンೝ識、ώϡーマンロϘοトインタϥクション
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ェϒ学、ιーシϟルメデΟア解析をத心としͨใ技術を用いͨアプローνで、ҩྍを࢝めとし
ͨ実ࣾձのԠ用を目指し、実用ੑのߴいԠ用果と科学指の྆໘をซͤ持つ新しいタイプの
ใ学の研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιーシϟルίンϐϡーテΟンά、ιーシϟルメデΟア、ェϒサイΤンス、ェϒ学、自વޠݴॲ理、
ҩྍใ、ҩྍޠݴॲ理、人知能、機ց学習、データϕース

ιーシϟϧɾコンϐューςΟンά
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Society5.0の実装にదしͨ次ੈখܕɾి力ߴɾ ੑ能ࢉܭ基൫の研究։発を実ࢪ。特に、ݶ
քが見えてきͨノイマンܕίンϐϡータと、ࠓ後༗な֤छඇノイマンܕίンϐϡータの༥߹にΑる、ը
૾ॲ理、科学技術ࢉܭ、ΤοジAIίンϐϡーテΟンά基൫、ϒロοクνェインアクηϥレータについて、
デバイス、ϋードェア、アーΩテクνϟ、ιフトェアまでの෯いઌ基൫技術をٻする。

［Ωーϫード］
 ϙストシリίンデバイス、シストリοクリンάアレイ、ニアメϞリίンϐϡーテΟンά、ニϡーロϞーフΟοク
システム、ストカステΟοクίンϐϡーテΟンάߴ、 ޮϒロοクνェインߴ、 ޮը૾ॲ理、システムアー
Ωテクνϟ、ϋードェア設ߴܭ、 Ґ߹、デジタル/アφロάճ࿏、FP(A、7LSI、ίンύイϥ、ϥイϒϥ
リ、7B(MM、学習ɾ識ผアプリケーション

୭もが৴པしてར用できるデΟϖンμϒルなシステムのͨめに、分ࢄシステムɾアルΰリズムに関す
る理論的研究から7LSIのテストɾ৴པ ɾੑ̓ શੑに関する実用的研究まで多֯的にデΟϖンμϏリ
テΟの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
アルΰリズム：分ࢄアルΰリズム、ڞ༗メϞリ分ࢄシステム、自҆ݾ定アルΰリズム、ϞバイルΤー
ジェント、ηンサωοトϫーク、アドϗοクωοトϫーク、P2Pωοトϫーク、φノスケール分ࢄシステ
ム、ϒロοクνェーン
システムɾ7LSI：ニϡーロϞルフΟοクίンϐϡータ、メϞリスタ、ϋードェアトロイݕग़、7LSIߴ
৴པ設ܭ、テスト༰қ化設ܭ、テストスケジϡーリンά、組ࠐ自ݾテスト、機ց学習にΑるテスト࠷ద
化、ύϫーಋ体、デバイスϞデリンά、ଠཅ光発ిޮ࠷ద化

あらΏるॴにใ技術が༹けࠐΜだϢϏΩタスίンϐϡーテΟンάࣾձの実ݱを目ඪに、༷ 々な
要ૉ技術に関する基礎研究から、ͦ Εらを用いͨ実システムのߏஙにࢸるまで、理論と実ફの྆໘
から教ҭɾ研究をߦう。

［Ωーϫード］
スマートϗーム（生活ߦ動ೝ識ɾߦ動推ન）、ใՈి࿈ܞシステム、ίンテΩストアェアシステ
ム、݈ 、ηンシンά、サイバーフΟジカルシステム（CPS）ܕՃࢀԉシステム（e-health）、Ϣーβࢧ߁
ࣾ、通৴システム（%5N）࣌ࡂ、ަ通システム（I5S、カーシェア）ߴ ձใシステム（ιーシϟ
ルηンシンάɾϏοάデータ分析）、ίンテΩスト推定（Ґ置推定ɾߦ動ೝ識ɾ心理ঢ়態推定）、スマ
ートフォンηンシンά、Ϟノのηンサ化（Io5）、Io5システム（ηンシンάɾアクνϡΤーション）、分ࢄ
ॲ理システム、ΤοジɾフォάίンϐϡーテΟンά、ߦ動変༰ɾゲーϛフΟケーションɾφοジ、スマート
オフΟス（ストレスηンシンά）、スマートスϙーπ（छ目ೝ識ɾख़࿅ೝ識ɾίーνンά）、ը૾ೝ
識ɾॲ理（物体ೝ識、動ըΩϡレーション）、機ց学習ɾਂ 学習のԠ用

ιフトェアの։発ɾར用ɾ理ɾ教ҭをࢧԉする技術について、理論໘でのٞ論とڞに技術の༗
用ੑを֬かめる実ূ実験の྆໘から研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιフトェア࣭評価、ιフトェアリϙジトリマイニンά、ڠௐιフトェア։発ࢧԉ、ιフトェ
ア։発ࢧԉWebサーϏス、オープンιースιフトェア学、実験ιフトェア学、ιフトェア
Τίシステムデβイン、ιフトェア࠶ར用ɾႮ分析、ιフトェア実ߦϞニタリンάɾ実ߦঢ়࠶گ
生体ใを用いͨ։発活動解析、ιフト、ݩใのநग़ɾ෮ܭ分析、ιフトェアからの設ɾোݱ
ェアՄ視化ɾ実体化、ιースίードূݕの自動化、ιフトェアࡧݕ、ιフトェアޠݴॲ理

大نでෳࡶなιフトェアɾインフϥストϥクνϟやιフトェアɾインテンシϒɾシステム、クϥド
システムの設ܭɾ։発に必要とさΕる基൫技術や、設ܭ法ɾ։発理手法について研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιフトェアɾプロηス、ιフトェア解析、ίードクローン、リフΝクタリンά、クϥド基൫システム、
Ծ想ࢉܭ機、Ծ想ωοトϫーク、։発ࢧԉڥ、プロジェクト理、ιフトェア։発の見える化、ιフ
トェアɾϢーβϏリテΟŊιフトェア教ҭ、্ྲྀ分析、ιフトェアの҆શ ɾੑ৴པੑอ （ূアシϡ
アϥンス）、ιフトェアリスク分析手法、オープンιースプロジェクトのιーシϟルωοトϫーク解
析、ϋイύフォーマンスɾίンϐϡーテΟンά

サイバースϖースおΑびͦΕをߏするインターωοトをߴ化し、レジリΤンスを্さͤていく
ͨめの実ূ的な技術։発と、ࣾ ձにରするੵۃ的な技術Ҡసを目指す研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
サイバーηΩϡリテΟ、サイバーレジリΤンス、ωοトϫークηΩϡリテΟ、インシデントレスϙンス、 
S%N/NF7、ೝূ技術、オϖレーテΟンάシステム、通৴プロトίル、Ծ想マシン、クϥドサーϏス
技術、クϥドηΩϡリテΟ、ωοトϫークٖ実験技術、オーバレイωοトϫーク、Ϟバイルߏ
ωοトϫーク、ηンサωοトϫーク、Io5ηΩϡリテΟ、Ґ置ใサーϏス、%elay-/%isruption-5ol-
erant Network、デバイスؒ通৴、ドローンݕ知、ࡂใシステム

研究室ٴͼڭҭ研究
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　ίンϐϡータ本体ٴびใωοトϫークに関する技術ྖҬについての研究ɾ教ҭをߦっています。

研究室ٴび教һ 教ҭ研究分野 ท
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ใηΩϡリテΟ学研究室では、ใηΩϡリテΟをシステムに実ݱするࡍ、ηΩϡリテΟアンカ
ーとなるϋードェアの҆શੑ֬อٴび、ͦ Εを基礎としてߏさΕるηΩϡアなシステムをߏஙɾ
ӡ用するͨめの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ϋードェアηΩϡリテΟの理論とԠ用、組ࠐみシステムのηΩϡリテΟ設ܭɾ評価技術、サイドνϟ
ωル解析、ނোར用解析、ి ࣓ηΩϡリテΟ、テンϖスト、ϋードェアトロージϟン、意ਤ的ి࣓
（I&MI）、ܭଌɾηンサーηΩϡリテΟ、サイバーフΟジカルシステム、ڴҖՄ視化、ڴҖシφリ
オݕ౼、大نి࣓քࢉܭ、ϋードェアの৴པੑอূ、҉߸アルΰリズム、ཚ生、ൿີڞݤ
༗、ి ࣓քܭଌ、ి デバイスߏ機、ڥ࣓

インフϥストϥクνϟとしてのインターωοトをࢧえる基൫技術やӡ用技術からインターωοトをར
用しͨさま͟まなサーϏス技術といっͨใ基൫に関࿈する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ίンϐϡータωοトϫークӡ用理、ύーϕイシϒίンϐϡーテΟンά/ϢϏΩタスίンϐϡーテΟン
ά（ڥηンシンά、ϞϏリテΟηンシンά、大نηンサデータ解析）、Ґ置ใサーϏス（
ଌҐ、Ϗοάデータ解析、φϏゲーションシステム）、P2Pωοトϫーク、クϥドίンϐϡー
テΟンά、Ծ想化技術、ωοトϫーク/Io5ηΩϡリテΟ、マルェア解析、҉߸実装、ྟۭؒײIP
伝ૹ、ߴਫ਼細4K/8Kө૾ストリーϛンά技術、ి 子ਤॻؗシステム技術、分ࢄオンϥインスト
レージ、ωοトϫーク設定自動化、࣌ࡂωοトϫーク（Ӵωοトϫーク、メοηージフェリー）

ใηΩュϦςΟֶ

ʢྗڠ）ใج൫シεςムֶ

教 授
। 教 授
। 教 授
। 教 授
助 教

౻   ར
新Ҫイスマイル
ֽ ݪ 　 ໜ 
༉ ୩ 　 ᐁ
֞  ਖ਼ 

教 授
助 教
助 教

ྛ 　 ༏ Ұ
౻ 本 大 հ
KiN Youngwoo

1�1�

1�1�

を理解し、知ޠݴॲ理を通して、人ؒがどのΑうにޠݴを理解おΑび生さͤる自વޠݴ機にࢉܭ
識をදݱしているのかを解明する。

［Ωーϫード］
データϕーݯࢿޠݴ、の意味解析ޠݴ、知識֫得、機ց学習、テΩストマイニンάޠݴ、解析ޠݴ
ス、リンク解析、୳ࡧ、จॻからのใநग़ʗ知識֫得、機ց༁、ޠݴ学習ɾޠݴ教ҭࢧԉ、多ݴ
ใॲ理ޠ

多ޠݴԻ通༁、機ց༁、自વޠݴॲ理、ରシステム、多ޠݴԻॲ理、ײೝ識、ใৠ
ཹ、知識֫得、自ดࢧԉ、ೝ知ૣݕظग़などの人ؒのίϛϡニケーションɾ知識をࢧԉする技
術の研究ɾ教ҭをߦう。データ駆動ܕサイΤンスηンターを౷ׅ。

［Ωーϫード］
リアルタイムಉ࣌Ի༁、ਂ 学習にΑる機ց༁、目的指ɾνϟοトܕ知的ର੍ޚ、ਂ 
学習にΑるԻೝ識ɾԻ߹、ײやύϥޠݴใೝ識のアフェクテΟϒίンϐϡーテΟンά、
ใৠཹ、人ྲྀ解析、ܭଌにΑるίϛϡニケーションଌ定、ೝ知のରシステムにΑるૣݕظ
ग़、自ดのιーシϟルスΩルトレーニンάなど、人ؒのޠݴ、ඇޠݴใをத心とするίϛϡニ
ケーションに関する研究

ϝσΟΞใֶɹ.FEJB�*OGPSNBUJDT
　ίンϐϡータと人ؒのインタϥクションٴびメデΟアに関する技術ྖҬについての研究ɾ教ҭをߦっています。

研究室ٴび教һ 教ҭ研究分野 ท

ࣗવޠݴॲཧֶ

コミュニケーション

教 授
। 教 授
特 任 । 教 授
। 教 授
助 教
助 教

த ଜ 　 
ਢ ౻ ࠀ ਔ
Sakriani  Sakti
吉 野  Ұ 
田 த  ق
   ଠ ࿕

ηンシンά、ϒロードバンドϫイϠレス、ϫイϠレスిڅといっͨϫイϠレスωοトϫークの基൫
技術の実ݱと、こΕらの基礎となる৴߸ॲ理理論や通৴理論に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
৴߸ॲ理、変෮ௐํࣜ、ແઢ通৴、Ҡ動通৴、デΟジタル์ૹ、Ӵ通৴、光フΝイバແઢ、ϫイϠ
レスߴిڅ、 ৴པ੍ޚ通৴、ి 力ઢ通৴、ϞバイルマルνメデΟア、多ݩଓ技術、OF%M、ηンサ
ωοトϫーク、ແઢLAN、MIMO、デΟジタルճ࿏設ܭ、ιフトェアແઢ

ωοτϫーΫシεςムֶ

教 授
। 教 授
助 教
助 教

Ԭ 田 　 実
౦ 野  ࢙
%uong 2uang 5hang
 　 ᇠ

ීஈの生活のதで୭もがͦのԸܙに༬かることができる未དྷのインタϥクテΟϒメデΟアのありํ
を考え、ͦ Εを実ݱするͨめに必要となる、メデΟアॲ理、ώϡーマンインタフェースに関する研究ɾ
教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンインタフェース、֦ ுݱ実ࡾ、ײ次ݩϢーβインタフェース、バーνϟルリアリテΟ、ը૾ܭଌ、
ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάϥフΟοクス、ύターンೝ識、ώϡーマンロϘοトインタϥクション

ΠンλϥΫςΟϒϝσΟΞઃֶܭ

教 授
। 教 授
助 教
助 教

Ճ ౻ ത Ұ
ਆ ݪ  ೭
౻ 本 ༤ Ұ 
ᖒ ᬑ ଠ ࢤ

教 授
特 任 । 教 授
助 教

 ล ଠ 
進 ౻ ༟ ೭
大  ܒ थ
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ェϒ学、ιーシϟルメデΟア解析をத心としͨใ技術を用いͨアプローνで、ҩྍを࢝めとし
ͨ実ࣾձのԠ用を目指し、実用ੑのߴいԠ用果と科学指の྆໘をซͤ持つ新しいタイプの
ใ学の研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιーシϟルίンϐϡーテΟンά、ιーシϟルメデΟア、ェϒサイΤンス、ェϒ学、自વޠݴॲ理、
ҩྍใ、ҩྍޠݴॲ理、人知能、機ց学習、データϕース

ιーシϟϧɾコンϐューςΟンά

教 授
। 教 授
助 教
特 任 助 教

ߥ  ӳ ࣏
ए ٶ ᠳ 子
 田 ॡ ଠ 
ཱུ 　 ߁ 明

1�1�

ˑ
ˑ

ˑ

Society5.0の実装にదしͨ次ੈখܕɾి力ߴɾ ੑ能ࢉܭ基൫の研究։発を実ࢪ。特に、ݶ
քが見えてきͨノイマンܕίンϐϡータと、ࠓ後༗な֤छඇノイマンܕίンϐϡータの༥߹にΑる、ը
૾ॲ理、科学技術ࢉܭ、ΤοジAIίンϐϡーテΟンά基൫、ϒロοクνェインアクηϥレータについて、
デバイス、ϋードェア、アーΩテクνϟ、ιフトェアまでの෯いઌ基൫技術をٻする。

［Ωーϫード］
 ϙストシリίンデバイス、シストリοクリンάアレイ、ニアメϞリίンϐϡーテΟンά、ニϡーロϞーフΟοク
システム、ストカステΟοクίンϐϡーテΟンάߴ、 ޮϒロοクνェインߴ、 ޮը૾ॲ理、システムアー
Ωテクνϟ、ϋードェア設ߴܭ、 Ґ߹、デジタル/アφロάճ࿏、FP(A、7LSI、ίンύイϥ、ϥイϒϥ
リ、7B(MM、学習ɾ識ผアプリケーション

୭もが৴པしてར用できるデΟϖンμϒルなシステムのͨめに、分ࢄシステムɾアルΰリズムに関す
る理論的研究から7LSIのテストɾ৴པ ɾੑ̓ શੑに関する実用的研究まで多֯的にデΟϖンμϏリ
テΟの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
アルΰリズム：分ࢄアルΰリズム、ڞ༗メϞリ分ࢄシステム、自҆ݾ定アルΰリズム、ϞバイルΤー
ジェント、ηンサωοトϫーク、アドϗοクωοトϫーク、P2Pωοトϫーク、φノスケール分ࢄシステ
ム、ϒロοクνェーン
システムɾ7LSI：ニϡーロϞルフΟοクίンϐϡータ、メϞリスタ、ϋードェアトロイݕग़、7LSIߴ
৴པ設ܭ、テスト༰қ化設ܭ、テストスケジϡーリンά、組ࠐ自ݾテスト、機ց学習にΑるテスト࠷ద
化、ύϫーಋ体、デバイスϞデリンά、ଠཅ光発ిޮ࠷ద化

あらΏるॴにใ技術が༹けࠐΜだϢϏΩタスίンϐϡーテΟンάࣾձの実ݱを目ඪに、༷ 々な
要ૉ技術に関する基礎研究から、ͦ Εらを用いͨ実システムのߏஙにࢸるまで、理論と実ફの྆໘
から教ҭɾ研究をߦう。

［Ωーϫード］
スマートϗーム（生活ߦ動ೝ識ɾߦ動推ન）、ใՈి࿈ܞシステム、ίンテΩストアェアシステ
ム、݈ 、ηンシンά、サイバーフΟジカルシステム（CPS）ܕՃࢀԉシステム（e-health）、Ϣーβࢧ߁
ࣾ、通৴システム（%5N）࣌ࡂ、ަ通システム（I5S、カーシェア）ߴ ձใシステム（ιーシϟ
ルηンシンάɾϏοάデータ分析）、ίンテΩスト推定（Ґ置推定ɾߦ動ೝ識ɾ心理ঢ়態推定）、スマ
ートフォンηンシンά、Ϟノのηンサ化（Io5）、Io5システム（ηンシンάɾアクνϡΤーション）、分ࢄ
ॲ理システム、ΤοジɾフォάίンϐϡーテΟンά、ߦ動変༰ɾゲーϛフΟケーションɾφοジ、スマート
オフΟス（ストレスηンシンά）、スマートスϙーπ（छ目ೝ識ɾख़࿅ೝ識ɾίーνンά）、ը૾ೝ
識ɾॲ理（物体ೝ識、動ըΩϡレーション）、機ց学習ɾਂ 学習のԠ用

ιフトェアの։発ɾར用ɾ理ɾ教ҭをࢧԉする技術について、理論໘でのٞ論とڞに技術の༗
用ੑを֬かめる実ূ実験の྆໘から研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιフトェア࣭評価、ιフトェアリϙジトリマイニンά、ڠௐιフトェア։発ࢧԉ、ιフトェ
ア։発ࢧԉWebサーϏス、オープンιースιフトェア学、実験ιフトェア学、ιフトェア
Τίシステムデβイン、ιフトェア࠶ར用ɾႮ分析、ιフトェア実ߦϞニタリンάɾ実ߦঢ়࠶گ
生体ใを用いͨ։発活動解析、ιフト、ݩใのநग़ɾ෮ܭ分析、ιフトェアからの設ɾোݱ
ェアՄ視化ɾ実体化、ιースίードূݕの自動化、ιフトェアࡧݕ、ιフトェアޠݴॲ理

大نでෳࡶなιフトェアɾインフϥストϥクνϟやιフトェアɾインテンシϒɾシステム、クϥド
システムの設ܭɾ։発に必要とさΕる基൫技術や、設ܭ法ɾ։発理手法について研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ιフトェアɾプロηス、ιフトェア解析、ίードクローン、リフΝクタリンά、クϥド基൫システム、
Ծ想ࢉܭ機、Ծ想ωοトϫーク、։発ࢧԉڥ、プロジェクト理、ιフトェア։発の見える化、ιフ
トェアɾϢーβϏリテΟŊιフトェア教ҭ、্ྲྀ分析、ιフトェアの҆શ ɾੑ৴པੑอ （ূアシϡ
アϥンス）、ιフトェアリスク分析手法、オープンιースプロジェクトのιーシϟルωοトϫーク解
析、ϋイύフォーマンスɾίンϐϡーテΟンά

サイバースϖースおΑびͦΕをߏするインターωοトをߴ化し、レジリΤンスを্さͤていく
ͨめの実ূ的な技術։発と、ࣾ ձにରするੵۃ的な技術Ҡసを目指す研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
サイバーηΩϡリテΟ、サイバーレジリΤンス、ωοトϫークηΩϡリテΟ、インシデントレスϙンス、 
S%N/NF7、ೝূ技術、オϖレーテΟンάシステム、通৴プロトίル、Ծ想マシン、クϥドサーϏス
技術、クϥドηΩϡリテΟ、ωοトϫークٖ実験技術、オーバレイωοトϫーク、Ϟバイルߏ
ωοトϫーク、ηンサωοトϫーク、Io5ηΩϡリテΟ、Ґ置ใサーϏス、%elay-/%isruption-5ol-
erant Network、デバイスؒ通৴、ドローンݕ知、ࡂใシステム

研究室ٴͼڭҭ研究

コンϐューλՊֶɹ$PNQVUFS�4DJFODF
　ίンϐϡータ本体ٴびใωοトϫークに関する技術ྖҬについての研究ɾ教ҭをߦっています。

研究室ٴび教һ 教ҭ研究分野 ท
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人த心ڥで活༂するロϘοトのߴな知 ɾ֮அɾߦ動機能の実ݱにけて、機ց学習とロϘテ
Οクスの༥߹ྖҬであるロϘοトϥーニンά技術とͦの実ੈքԠ用に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
機ց学習、ڧ化学習、ਂ 学習、ਂ ڧ化学習、฿（見まͶ）学習、人ロϘοトڠௐ作業、人ࢧԉ
ロϘοト、ώϡーマンロϘοトインターフェース、)uNan-in-the-loop

ʢςニュΞɾτϥοΫ）ϩϘοτϥーニンά

特 任 । 教 授
特 任 助 教
特 任 助 教

দ ݪ ਸ ॆ
Brendan Michael
 ็ ٛ ٱ

1���

インターωοト্の大ྔのテΩストใやSNSใなどとηンサーデータなどの実ੈքのใとを
結びけ、人ؒのࣾձ的ɾࡁܦ的活動をϞデル化、分析、༧ଌし、ίϛϡニケーションの本࣭にഭる
研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
機ց学習、データマイニンά、トϐοクϞデル、ηンサใॲ理
（࿈ܞ機関 ：໊本ి৴ి（ג）N55ίϛϡニケーション科学基礎研究ॴ）

機能のใॲ理の観からの解明と、ͦ Εに基ͮく新ͨな人知能の実ݱを目指し、ϒレインɾ
デίーデΟンά、ϒレインɾマシンɾインタフェース、ニϡーロフΟードバοク、ロϘοト学習などのํ
法論をもとに࠷新の機ց学習手法を駆使しͨࢉܭ理論的ਆܦ科学の研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ଌ、動的Ϟデル、活動デίーデΟンά、機能結߹解析、ϒܭ知能、活動科学、人ܦਆࢉܭ
レインマシンインタフェース、ڧ化学習、ロϘテΟクス
（࿈ܞ機関 （通৴基礎技術研究ॴؾిࡍࠃ（ג）໊：

ࣨڀݚܞҭ࿈ڭ

ˑ
ˑ

ˑ
ˑ

ˑ
ˑ

ˑ
ˑ

ˑ

研究室ٴび教һ 教ҭ研究分野 ท
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教 授
教 授

 ು Ұ ߊ
田 த ࠫ ৫

དྷるき人知能ࣾձにおける人ؒத心のใॲ理をめ͟すώϡーマンェアを、ηンシンά技術
で実ݱする研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンΤア、ώϡーマンηンシンά、人知能、デΟープϥーニンά、生体৴߸解析、հޢ、
見कり、スマートϋス、ं ηΩϡリテΟ、ࡌ
（࿈ܞ機関 ：໊ύφιニοク（ג））

ώューϚンΣΞֶ

教 授
। 教 授

ࠤ ౻ Ղ भ
Ԭ 田 խ ࢘

人と機ց（AI）のڞ生を実ݱするͨめに、特にさま͟まな人やϞノがߦきަう実ੈքを、カメϥなど
のηンサを用いてリアルタイムɾ៛ີにೝ識ɾ理解する技術について研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ը૾ೝ識、ύターンೝ識、ਂ 学習ߴ、 Ϗジョン、物ೝূ、個体識ผ、トレーサϏリテΟ
（࿈ܞ機関 ：໊本ి（ג）ؾデータサイΤンス研究ॴ）

シンϏΦςΟοΫシεςム

教 授
। 教 授

ੴ ࢁ 　 ྥ
ٶ 野 ത ٛ

ଳҬなマルνメデΟアใが伝ୡできる次ੈҠ動通৴ํࣜのແઢճઢ設ܭ、アンテφɾి 
伝ൖ、ແઢճ࿏、MIMO技術、Ҡ動ແઢアクηス、技術についての教ҭɾ研究をߦう。

［Ωーϫード］
Ҡ動通৴、ϒロードバンド、μイバーシν、దԠアレー৴߸ॲ理、アンテφɾి 伝ൖ、ແઢճ࿏、ճ
ઢ設ܭ、Ҡ動ແઢアクηス、Մ変Ϗοトレート伝ૹ、ແઢதܧ、MIMO
（࿈ܞ機関 ̣（ג）໊： ̩ ド̩ίϞ）

ϞόΠϧ௨৴ੈ࣍

教 授
। 教 授

Ԟ ଜ  
ਢ ࢁ 　 聡

新しいイメージンά技術のग़や、ը૾ॲ理にΑるύターンや立体物のೝ識、あるいは人ؒのߦ動
や動作のೝ識などをத心に、人ؒの視֮機能にഭるϏジョンηンシンάの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
Ϗジョンηンシンά、ը૾意味理解、̏ 次ݩը૾ܭଌɾೝ識、5iNe oG Flight Sensor、ը૾ॲ理、
FAը૾ॲ理、ひとの動作理解

（࿈ܞ機関໊：オムロン（ג）技術本෦ɾ知ࡒ本෦）

教 授
। 教 授

ਡ ๚ ਖ਼ थ
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ޫηンシンά

ˑ

ˑ
ˑ

生໋ݱをใ科学にΑり解明する。φノからマクロにࢸる༷々な生໋機能にରするܭଌ手法と、
ͦΕにΑる生໋機能解明のͨめのใॲ理技術に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
バイオデータϕース、バイオωοトϫーク、バイオインフォマテΟクス、メタϘロϛクス、システムズバ 
イオロジー、データサイΤンス、バイオイメージンά、インシリίバイオロジー、ҩྍใ学、ϔルス
インフォマテΟクス、生体ҩ学、ҩ用ը૾学、ແ߆ଋ生体ใܭଌ分析

シεςムζ生物ֶࢉܭ

教 授
教 授
। 教 授
। 教 授
। 教 授
助 教
特 任 助 教

ۚ ୩ 重 
൧ 田 ल ത
Md. AltaG-6l-ANin
খ 野  ྄
ࠤ ౻  大
ԫ 
Md. Bo[lul KariN
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ˑ

ӡ動系などの֮ײするロϘテΟクス技術ɼ人ؒのߏ的にまでを人ޚใॲ理からӡ動੍֮ײ
システム論的理解やϞデリンά、さらにこΕらを༥߹しͨώϡーマンマシンシステムのߏ手法に関
する教ҭ研究をߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンロϘテΟクス、人ؒ機ցシステム、知能機ցシステム、ώϡーマンϞデリンά、ώϡーマン
マシンインタフェース、マニϐϡレーション、ロϘοトϏジョン、ώϡーマンロϘοトίϥϘレーショ
ン、Shared control、ロϘοト੍ޚ、ԕִૢ作ロϘοト、身体ੑೝ知科学、物ਲい

ίンϐϡータ੍ޚやͦの知能化ɾシステム࠷ద化などのઌ的なใ科学技術にରして、理的な
手法を駆使し、実験にΑるূݕやロϘοトɾメカトロニクスのԠ用などの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
システム੍ޚ、機ց学習、ڧ化学習、ロϘοト੍ޚ、ώϡーマンロϘοトインタϥクション、ロバス
トɾదԠ੍࠷、ޚద化、ωοトϫーク科学、マルνΤージェントシステム

シεςムใֶɹ"QQMJFE�*OGPSNBUJDT
　生໋ݱや生໋機能などを解き明かすバイオใॲ理やڞڥ生に関するシステム解析などの技術ྖҬに関する研究ɾ教ҭをߦっています。

使うことで新ͨな能力を֫得し、Αり҆શ、̓ 心、ศརな生活がૹΕるΑうな、人ؒにରするプϥά
イン、ΤクステンションϞジϡールとしてのใシステムに関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
人֦ؒு、࠶֮ײ設ܭ、ェアϥϒルίンϐϡーテΟンά、֦ ுݱ実ײ、ෳ߹ݱ実ײ、バーνϟルリ
アリテΟ、ίンϐϡータϏジョン、ίンテΩストアェアωス、人ؒやڥの理解、デΟスプレイデバ
イス、生体ใॲ理、ো者ࢧԉ

αΠόωςΟΫεɾϦΞϦςΟֶ

教 授
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シεςム੍ޚ

教 授
助 教
助 教

ਿ 本 ݠ ೋ
খ ྛ ହ հ
Ֆ 田 研 ଠ

ෆ֬実なࣾձにରするスマートな意思決定にけͨ理的手法とใॲ理技術を։発し、ݱ実シ
ステムにԠ用する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
理アφリテΟクス、ωοトϫーク࠷ద化（大نίンテンπ配৴ɼNF7ωοトϫークɼ理ܭը
法）、རݾ的࠷ద੍ޚ（ौɾࠞ ใシステムࡂ、（ɼリιースɾマωージメントɼゲーム理論؇ࡶ
（自動ආ༠ಋɼಓ࿏リスク分析ɼ人ؒߦ動知֮）、ϒロοクɾνェーン（スケーϥϒル技術ɼη
ΩϡリテΟ੬ऑੑ分析ɼIo5Ԡ用）、意思決定（ゲーム理論、ͪྻߦ理論、理࠷ద化）、クϥドɾ
ίンϐϡーテΟンά（データηンタ）、物理ηΩϡリテΟに基ͮく҆શな%2%通৴、分ࢄҾ取ா
技術に基ͮくIo5アクηス੍ޚ 

େنシεςムཧ

教 授
। 教 授
助 教
助 教
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 ෦ ণ ߂
ு 　 ݩ ۄ
ݪ 　 ਸ ಙ

理Ϟデルにもとͮいͨ問題解決、特に機ց学習アルΰリズムの։発と解析、ਆܦ活動やߦ動
データなどの生体৴߸解析やϞデル化にΑる理生໋科学、ώϡーマンɾマシンɾシステムの学Ԡ
用に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
理ใ学、機ց学習、理生໋科学、࣌系ྻ解析、インタϥクション解析、ࢉܭਆܦ科学、ೝ知
ロϘテΟクス

ཧใֶ

教 授
। 教 授
特 任 । 教 授
助 教
助 教

 田  ࢘
吉 本 ५ Ұ 
ٱ อ  
 ౢ 　 
 Ӭ 田 ஐ ֆ

ʮը ɾ૾人知能ʯ̫ ʮ生体ҩྍʯの༥߹ྖҬを։する。生体ҩ用ը૾解析をத心として、人体や
ҩྍをใ科学のπールを用いて分析ɾϞデル化し、さらにҩྍࢧԉシステムにԠ用する研究ɾ教
ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ҩ用ը૾解析、ίンϐϡータ֎科、Ծ想人体、ࢉܭ解学、ࢉܭҩ学、手術データサイΤンス、手術
φϏゲーション、ը૾ೝ識、ਂ 学習、機ց学習、౷ܭϞデル、MRI、ωοトϫークҩྍ、ҩྍϏοά
データ、ҩྍஅࢧԉ、ױ者ݻ༗シϛϡレーション

生ମҩ༻ը૾

教 授
। 教 授
助 教
特 任 助 教
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। 教 授
। 教 授
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注）　☆印：客員　

カメϥでシーンの̏次ܗݩঢ়や࣭ࡐを推定するίンϐϡータϏジョンと、本物と見分けのつかない
視֮ใを作りग़すίンϐϡータάϥフΟクスをとして、光とը૾を用いͨ人ؒと機ցをつな͙
インタフェース技術に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάϥフΟクス、ίンϐϡテーショφルフォトάϥフΟ、光学システ
ム、ύターンೝ識、ਂ 学習、分光ܭଌ、ը૾ॲ理、࣭ デジタルフΝϒリケーション、レンμ、ݱදײ
リンά、アニメ੍作ࢧԉ
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教 授
। 教 授
। 教 授
। 教 授
助 教
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人த心ڥで活༂するロϘοトのߴな知 ɾ֮அɾߦ動機能の実ݱにけて、機ց学習とロϘテ
Οクスの༥߹ྖҬであるロϘοトϥーニンά技術とͦの実ੈքԠ用に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
機ց学習、ڧ化学習、ਂ 学習、ਂ ڧ化学習、฿（見まͶ）学習、人ロϘοトڠௐ作業、人ࢧԉ
ロϘοト、ώϡーマンロϘοトインターフェース、)uNan-in-the-loop

ʢςニュΞɾτϥοΫ）ϩϘοτϥーニンά

特 任 । 教 授
特 任 助 教
特 任 助 教

দ ݪ ਸ ॆ
Brendan Michael
 ็ ٛ ٱ

1���

インターωοト্の大ྔのテΩストใやSNSใなどとηンサーデータなどの実ੈքのใとを
結びけ、人ؒのࣾձ的ɾࡁܦ的活動をϞデル化、分析、༧ଌし、ίϛϡニケーションの本࣭にഭる
研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
機ց学習、データマイニンά、トϐοクϞデル、ηンサใॲ理
（࿈ܞ機関 ：໊本ి৴ి（ג）N55ίϛϡニケーション科学基礎研究ॴ）

機能のใॲ理の観からの解明と、ͦ Εに基ͮく新ͨな人知能の実ݱを目指し、ϒレインɾ
デίーデΟンά、ϒレインɾマシンɾインタフェース、ニϡーロフΟードバοク、ロϘοト学習などのํ
法論をもとに࠷新の機ց学習手法を駆使しͨࢉܭ理論的ਆܦ科学の研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ଌ、動的Ϟデル、活動デίーデΟンά、機能結߹解析、ϒܭ知能、活動科学、人ܦਆࢉܭ
レインマシンインタフェース、ڧ化学習、ロϘテΟクス
（࿈ܞ機関 （通৴基礎技術研究ॴؾిࡍࠃ（ג）໊：
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དྷるき人知能ࣾձにおける人ؒத心のใॲ理をめ͟すώϡーマンェアを、ηンシンά技術
で実ݱする研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンΤア、ώϡーマンηンシンά、人知能、デΟープϥーニンά、生体৴߸解析、հޢ、
見कり、スマートϋス、ं ηΩϡリテΟ、ࡌ
（࿈ܞ機関 ：໊ύφιニοク（ג））

ώューϚンΣΞֶ

教 授
। 教 授

ࠤ ౻ Ղ भ
Ԭ 田 խ ࢘

人と機ց（AI）のڞ生を実ݱするͨめに、特にさま͟まな人やϞノがߦきަう実ੈքを、カメϥなど
のηンサを用いてリアルタイムɾ៛ີにೝ識ɾ理解する技術について研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ը૾ೝ識、ύターンೝ識、ਂ 学習ߴ、 Ϗジョン、物ೝূ、個体識ผ、トレーサϏリテΟ
（࿈ܞ機関 ：໊本ి（ג）ؾデータサイΤンス研究ॴ）

シンϏΦςΟοΫシεςム

教 授
। 教 授

ੴ ࢁ 　 ྥ
ٶ 野 ത ٛ

ଳҬなマルνメデΟアใが伝ୡできる次ੈҠ動通৴ํࣜのແઢճઢ設ܭ、アンテφɾి 
伝ൖ、ແઢճ࿏、MIMO技術、Ҡ動ແઢアクηス、技術についての教ҭɾ研究をߦう。

［Ωーϫード］
Ҡ動通৴、ϒロードバンド、μイバーシν、దԠアレー৴߸ॲ理、アンテφɾి 伝ൖ、ແઢճ࿏、ճ
ઢ設ܭ、Ҡ動ແઢアクηス、Մ変Ϗοトレート伝ૹ、ແઢதܧ、MIMO
（࿈ܞ機関 ̣（ג）໊： ̩ ド̩ίϞ）

ϞόΠϧ௨৴ੈ࣍

教 授
। 教 授

Ԟ ଜ  
ਢ ࢁ 　 聡

新しいイメージンά技術のग़や、ը૾ॲ理にΑるύターンや立体物のೝ識、あるいは人ؒのߦ動
や動作のೝ識などをத心に、人ؒの視֮機能にഭるϏジョンηンシンάの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
Ϗジョンηンシンά、ը૾意味理解、̏ 次ݩը૾ܭଌɾೝ識、5iNe oG Flight Sensor、ը૾ॲ理、
FAը૾ॲ理、ひとの動作理解

（࿈ܞ機関໊：オムロン（ג）技術本෦ɾ知ࡒ本෦）
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ޫηンシンά
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生໋ݱをใ科学にΑり解明する。φノからマクロにࢸる༷々な生໋機能にରするܭଌ手法と、
ͦΕにΑる生໋機能解明のͨめのใॲ理技術に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
バイオデータϕース、バイオωοトϫーク、バイオインフォマテΟクス、メタϘロϛクス、システムズバ 
イオロジー、データサイΤンス、バイオイメージンά、インシリίバイオロジー、ҩྍใ学、ϔルス
インフォマテΟクス、生体ҩ学、ҩ用ը૾学、ແ߆ଋ生体ใܭଌ分析
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教 授
教 授
। 教 授
। 教 授
। 教 授
助 教
特 任 助 教

ۚ ୩ 重 
൧ 田 ल ത
Md. AltaG-6l-ANin
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ࠤ ౻  大
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Md. Bo[lul KariN
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ˑ

ӡ動系などの֮ײするロϘテΟクス技術ɼ人ؒのߏ的にまでを人ޚใॲ理からӡ動੍֮ײ
システム論的理解やϞデリンά、さらにこΕらを༥߹しͨώϡーマンマシンシステムのߏ手法に関
する教ҭ研究をߦう。

［Ωーϫード］
ώϡーマンロϘテΟクス、人ؒ機ցシステム、知能機ցシステム、ώϡーマンϞデリンά、ώϡーマン
マシンインタフェース、マニϐϡレーション、ロϘοトϏジョン、ώϡーマンロϘοトίϥϘレーショ
ン、Shared control、ロϘοト੍ޚ、ԕִૢ作ロϘοト、身体ੑೝ知科学、物ਲい

ίンϐϡータ੍ޚやͦの知能化ɾシステム࠷ద化などのઌ的なใ科学技術にରして、理的な
手法を駆使し、実験にΑるূݕやロϘοトɾメカトロニクスのԠ用などの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
システム੍ޚ、機ց学習、ڧ化学習、ロϘοト੍ޚ、ώϡーマンロϘοトインタϥクション、ロバス
トɾదԠ੍࠷、ޚద化、ωοトϫーク科学、マルνΤージェントシステム

シεςムใֶɹ"QQMJFE�*OGPSNBUJDT
　生໋ݱや生໋機能などを解き明かすバイオใॲ理やڞڥ生に関するシステム解析などの技術ྖҬに関する研究ɾ教ҭをߦっています。

使うことで新ͨな能力を֫得し、Αり҆શ、̓ 心、ศརな生活がૹΕるΑうな、人ؒにରするプϥά
イン、ΤクステンションϞジϡールとしてのใシステムに関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
人֦ؒு、࠶֮ײ設ܭ、ェアϥϒルίンϐϡーテΟンά、֦ ுݱ実ײ、ෳ߹ݱ実ײ、バーνϟルリ
アリテΟ、ίンϐϡータϏジョン、ίンテΩストアェアωス、人ؒやڥの理解、デΟスプレイデバ
イス、生体ใॲ理、ো者ࢧԉ

αΠόωςΟΫεɾϦΞϦςΟֶ

教 授
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। 教 授
। 教 授
助 教
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シεςム੍ޚ

教 授
助 教
助 教

ਿ 本 ݠ ೋ
খ ྛ ହ հ
Ֆ 田 研 ଠ

ෆ֬実なࣾձにରするスマートな意思決定にけͨ理的手法とใॲ理技術を։発し、ݱ実シ
ステムにԠ用する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
理アφリテΟクス、ωοトϫーク࠷ద化（大نίンテンπ配৴ɼNF7ωοトϫークɼ理ܭը
法）、རݾ的࠷ద੍ޚ（ौɾࠞ ใシステムࡂ、（ɼリιースɾマωージメントɼゲーム理論؇ࡶ
（自動ආ༠ಋɼಓ࿏リスク分析ɼ人ؒߦ動知֮）、ϒロοクɾνェーン（スケーϥϒル技術ɼη
ΩϡリテΟ੬ऑੑ分析ɼIo5Ԡ用）、意思決定（ゲーム理論、ͪྻߦ理論、理࠷ద化）、クϥドɾ
ίンϐϡーテΟンά（データηンタ）、物理ηΩϡリテΟに基ͮく҆શな%2%通৴、分ࢄҾ取ா
技術に基ͮくIo5アクηス੍ޚ 

େنシεςムཧ

教 授
। 教 授
助 教
助 教

ּ ݪ ਖ਼ ࣏
 ෦ ণ ߂
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ݪ 　 ਸ ಙ

理Ϟデルにもとͮいͨ問題解決、特に機ց学習アルΰリズムの։発と解析、ਆܦ活動やߦ動
データなどの生体৴߸解析やϞデル化にΑる理生໋科学、ώϡーマンɾマシンɾシステムの学Ԡ
用に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
理ใ学、機ց学習、理生໋科学、࣌系ྻ解析、インタϥクション解析、ࢉܭਆܦ科学、ೝ知
ロϘテΟクス

ཧใֶ

教 授
। 教 授
特 任 । 教 授
助 教
助 教

 田  ࢘
吉 本 ५ Ұ 
ٱ อ  
 ౢ 　 
 Ӭ 田 ஐ ֆ

ʮը ɾ૾人知能ʯ̫ ʮ生体ҩྍʯの༥߹ྖҬを։する。生体ҩ用ը૾解析をத心として、人体や
ҩྍをใ科学のπールを用いて分析ɾϞデル化し、さらにҩྍࢧԉシステムにԠ用する研究ɾ教
ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ҩ用ը૾解析、ίンϐϡータ֎科、Ծ想人体、ࢉܭ解学、ࢉܭҩ学、手術データサイΤンス、手術
φϏゲーション、ը૾ೝ識、ਂ 学習、機ց学習、౷ܭϞデル、MRI、ωοトϫークҩྍ、ҩྍϏοά
データ、ҩྍஅࢧԉ、ױ者ݻ༗シϛϡレーション

生ମҩ༻ը૾

教 授
। 教 授
助 教
特 任 助 教

ࠤ ౻ Յ ৳
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। 教 授
। 教 授
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注）　☆印：客員　

カメϥでシーンの̏次ܗݩঢ়や࣭ࡐを推定するίンϐϡータϏジョンと、本物と見分けのつかない
視֮ใを作りग़すίンϐϡータάϥフΟクスをとして、光とը૾を用いͨ人ؒと機ցをつな͙
インタフェース技術に関する研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάϥフΟクス、ίンϐϡテーショφルフォトάϥフΟ、光学システ
ム、ύターンೝ識、ਂ 学習、分光ܭଌ、ը૾ॲ理、࣭ デジタルフΝϒリケーション、レンμ、ݱදײ
リンά、アニメ੍作ࢧԉ

ޫϝσΟΞΠンλϑΣーε

教 授
। 教 授
। 教 授
। 教 授
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生体分子の機能とͦのメカニズムを୳るͨめの、バイオインフォマテΟクスの手法を用い、大ن
ଌデータを活用しͨオϛοクス解析やドϥοάリϙジショニンά、さらに実験的データにおけるܭ
ใのܽଛをิう分子シϛϡレーションなど、ใ学的な手法にΑり生໋科学における知識発見を
目指す研究教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
バイオインフォマテΟクス、タンύク࣭、分子ؒ相互作用、分子シϛϡレーション、୯ཻ子解析

（࿈ܞ機関໊：ࠃ立研究։発法人 ࢈業技術૯߹研究ॴ）

生ମ分子ใֶ

教 授
教 授

 Ҫ ݈ ଠ 
 Ҫ Ұ 

ώトのӡ動生ɾ੍ 体や解学に基ͮいͨඪ४ɾ個人デジタルώϡーマン生ܗ、の解明を目指しޚ
のͨめのϞデル化技術、ώトの体ੑ֮ײใ推定ɾ動作解析のͨめのӡ動ɾ動力学ࢉܭ技術、ٴ
びӡ動ܭଌからフΟードバοクをߦうͨめのデバイスɾシステム։発技術について、研究ɾ教ҭをߦ
う。

［Ωーϫード］
デジタルώϡーマンϞデリンά、ίンϐϡータάϥフΟクス、ӡ動ɾ動力学ࢉܭ、体ੑ֮ײใ推定、
光学ࣜϞーションΩϟプνϟ、視 ɾ֮৮֮フΟードバοク

（࿈ܞ機関໊：ࠃ立研究։発法人 ࢈業技術૯߹研究ॴ）

σδλϧώューϚンֶ

教 授
教 授
। 教 授

多 田 ॆ ಙ
ಊ લ  ߁
ଜ Ҫ ত 

Io5࣌のインフϥやシステムに要ٻさΕる৴པ ɾੑ̓ શੑのߴまりを౿まえ、ιフトェアをؚむ
Io5システムશ体の҆શੑの֬อに必要な技術や、̓ શੑをʮ目に見えるʯܗでఏ示し説明できるΑ
うにする技術、まͨͦΕらをιフトェアシステム։発に具体的にద用するͨめに必要な手法を研
究։発し、࢈業としての҆શなιフトェアߏங手ஈの体系化を目指します。

［Ωーϫード］
ηΩϡリテΟ、デΟϖンμϏリテΟ、ιフトェア解析、ه༷ड़、ূݕࣜܗ

（࿈ܞ機関໊：ࠃ立研究։発法人 ࢈業技術૯߹研究ॴ）

ηΩュΞιϑτΣΞシεςム

教 授
। 教 授

大 ؠ 　 
A⒎eldt Reynald

未དྷのインターωοトを実ݱするͨめの、ωοトϫーク基൫ɾアーΩテクνϟɾサーϏス技術ならび
にͦのݕ ɾূల։ɾී 。うߦに関する研究ɾ教ҭをٴ

［Ωーϫード］
通৴インフϥ技術（光、ແઢ、アクηスなど）、大نωοトϫーク基൫技術、次ੈインターωο
ト技術、新技術の実ల։に関Θる౷߹、Ҡߦ技術

（࿈ܞ機関໊：ࠃ立研究։発法人ใ通৴研究機ߏ）

ωοτϫーΫ౷合ӡ༻

教 授
। 教 授

খ ྛ  真
Տ ߹ ӫ ࣏

৴པߴめらΕるιフトェアのٻでਖ਼しい動作がڥݶۃ ɾੑ̓ શੑを実ݱするͨめのํ法論を
教ҭɾ研究する。Ӊ機ιフトェア։発にޭしଓけるͨめの課題を、実ࡍの։発データから得ら
Εる༗用な知見に基ͮいて解決する。

［Ωーϫード］
৴པߴ ɾੑ̓ શੑূݕ/評価手法の։発ɾޮ 化（ロバストੑٴূݕびূݕ自動化、ιフトェアシステ
ムશ体のܽؕϞードの体系化ٴびͦのシステムの影ڹ評価手法）、実プロジェクト։発データに
基ͮく解析/分析技術の研究։発

（࿈ܞ機関໊：ࠃ立研究։発法人Ӊۭߤ研究։発機ߏ）

ߴ৴པιϑτΣΞ
シεςムֶূݕ
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注）　☆印：客員　

Ϗοάデータをରとしͨ知的で大نな、さらにはࣾձ問題解決等、ࣾ ձで立つ自વޠݴॲ
理システムのߏஙならびにͦのシステムで必要となる֤छ自વޠݴॲ理技術に関する研究ɾ教ҭ
をߦう。

［Ωーϫード］
Ϗοάデータを用いͨใநग़ʗ知識֫得技術、࣭ 問Ԡ技術、ର技術、ͦ のଞ新ޠݴنॲ理
技術の研究、おΑびͦのͨめの問題設ܭɾデータߏஙํ法論の研究ɾϏοクデータをରとしͨݴ
ن理解に関する基൫技術、大ޠݴ定等のਂいࡦ解析、自動要等のใू、推論、ର戦ུޠ
自વޠݴॲ理システム։発に関する研究
（࿈ܞ機関 （ߏ立研究։発法人ใ通৴研究機ࠃ໊：

1���

ଟޠݴφϨοδコンϐューςΟンά

教 授
। 教 授

౬ ্ ৳ ߂
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ˑ
ˑ

自વޠݴॲ理の技術を用いて、ا業やࣾձにある大な多ޠݴテΩストデータから༗ӹな知識を
நग़してߏ化、ߏ化しͨ知識をར用するAIの研究ɾ教ҭをߦう。

［Ωーϫード］
自વޠݴॲ理、多ޠݴใॲ理、ηマンテΟοクॲ理、知識֫得、知識ߏ化、φレοジάϥフ、φ
レοジɾプϥοトフォーム
（࿈ܞ機関 （通研究ॴ࢜（ג）໊：

6　-"B03"503: (6*%& ����
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ίϯϐϡʔςΟϯά・ΞʔΩςΫνϟ研究室

（写真左から）
教授：தౡ　߁ nakashiN@is.naist.jp
客һ教授：ଜ　ກ kiNura.NutsuNi.ki1@is.naist.jp
।教授：ு　任ԕ r[hang@is.naist.jp
助教：5ran 5hi )ong hong@is.naist.jp

ϋʔυ・ιϑτの྆ํ͕ΘかΕඍࡉԽݶ界を͑ΒΕΔ

研究内容
導体の性能্が行き٧ったࠓ、新しいアルゴリズムやιフトウΣアを࣮できるコンϐューλシステムは
̎です。Կ年たってもಉ͡性能のै来ܕコンϐューλに҆ॅするか、アルゴリズムをࣸ૾するඇノイマ
ンܕコンϐューλに౿Έ出すか、બࢶはここにあります。コンϐューティンάɾアーキテクνϟ研究ࣨでは、
主にখܕ高性能جࢉܭ൫にযをて、̑つの研究άルーϓが活ಈしています。

˒高性能σδλルアーキテクνϟάルーϓɿ(PPHMFなどアϓリケーションのا業が自લのアクηラϨーλ
を։発する࣌代が౸来しています。しかし、ノイマンܕコンϐューλと全く異なるシステムはॳはいい
たΊීٴに࣌間がかかります。ͦこでඇノイマンܕの中でもൺֱ的Ҡ行しやすいシストリックリンάܕアクη
ラϨーλʢ*."9ʣの研究をਐΊています。(1(16を྇կし、-4*を単७にଓするだけでスケーラϒルに
性能্できるΤッδコンϐューティンάج൫を։発し、様々なアϓリケーションϓロάラムを行させてい
ます。
˒$.04アφロάɾアϓロキシメイトアクηラϨーλάルーϓɿै来のアφロάコンϐューλはオϖアンϓによ
るݻఆ関機能のΈ利用Մ能でした。ຊάルーϓでは、ҙのଟ入ྗ関を࣮ݱՄ能な֬的コンϐューティ
ンά機構の࣮ݱをࢦしています。スパイクϕースࢉܭにより、σδλルճ࿏よりも֨ஈに高かつখܕのճ
࿏構成とすることができます。
˒ニューロモーフィックɾコンϐューティンάάルーϓɿਆࡉܦ๔の構を฿したニューロモーフィック-4*の
։発がんになっています。ຊάルーϓでは、ホッϓフィールυωットϫークʴクロスϙイントシφϓス構、
および、ηルラニューラルωットϫークʴੵシφϓス構の̎छྨの-4*を研究։発しています。طにจࣈ
認識Մ能なϨϕルに達しています。࠷ऴ的には、�%ੵによる大ن化とܕシステムの構ஙがඪです。
˒খܕ低ిྗϒロックνΣインアクηラϨーλάルーϓɿメモリ分ܕࢄシストリックアϨイをϕースとして、
*P5けϒロックνΣインアクηラϨーλについて研究しています。࠷దなパラメーλ、新しいԋࢉアルゴリズ
ム、ճ࿏アーキテクνϟを୳ࡧし、খܕコンϐューλと組Έ合わせて低ిྗ高৴པ*P5σバイスの࣮ݱにߩ
。しますݙ
˒"*アクηラϨーションάルーϓɿϕイズਪఆ法など、ΈࠐΈԋࢉ主体のニューラルωットϫークとは異な
る機ցֶशアルゴリズムと高࣮技術を研究しています。(1(16、'1("高Ґ合成、ͦのଞಠ自։発ア
クηラϨーλをجࢉܭ൫として用いています。

研究設備
　࢜通スύίンַΤントリϞデル、N7I%IA7100�̐、R593090�4、
(5910805i�10、9&ONサーバや、9&ON/P)Iサーバ、シϛϡレーショ
ン用サーバ、9ILIN9AL7&O 6280、大ن̛̥̜̖܈、;YN2Ϙー
ドࢼ、܈作̡̨ 、験装置など、多の実験設උがあります。ճ࿏評価にはࢼ̞
̫̙̘̚をར用しͨ๛な̘̖̙πール、ઌプロηスのテクノロジϥイϒ
ϥリがଗっています。ࡏݱ、シストリοクリンάアクηϥレータ、アφロά
アクηϥレータ、ニϡーロϞーフΟοク̡̨ ɼ̞ϒロοクνェインアクηϥレー
タなどを։発しています。֤自のصにはマルνϞニタのੑߴ能Linux-PCを
設置しています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業： 2006研究室設Ҏ߱、研究室メンバのड25݅、ࠪಡ

論จɾࡍࠃձٞ164݅、特21݅ڐ、টߨԋؚむޱ಄発ද
173݅

業ɾ大学等اࠃ、業ɾ大学ا֎ಉ研究：ւڞ
ࣾձ活動： ࡍࠃձٞɾࠃ学ձɾ研究ձɾ֤छҕһձのҕһ、ஂࣄװ、

ӡӦҕһ等
֎෦ࢿ ：ۚ 2006研究室設Ҏ߱、科研අ基൫（̖）̎ ݅、基൫（̗）̍

݅、ए手（̗）̎ ݅、挑๖ժ ̎݅、N&%O̍݅、̟ ̨̩ ̓ （݅
ALCA̍݅、さきがけ ̏݅）、̨ ̩̖ 業̍̌ا、̧̘݅̏ ݅Ҏ্

http://isw3.naist.jp/Contents/Research/cs-01-ja.htNl　https://www.Gacebook.coN/NAIS5.ARC)
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　ੈのதにଘࡏする༷々なίンϐϡータシステムのߏに関する好奇心。ࢉܭ基൫がϒϥοクϘοクスで良いとは考えない୳究心。ア
ルΰリズムを考えプロάϥムにදݱできる実装力。

研究室の指導方針
　ま 、ͣ研究ରとするアプリケーションをબし、次に、挑戦しͨいࢉܭ基൫をおおまかにબします。ͦの後は、จݙௐࠪに進み、
πール等を駆使ܭπール、アφロάճ࿏設ܭଘシϛϡレータ、༷々なੑ能評価πール、あるいは、デジタルճ࿏設ط、ଘプロάϥムط
して問題を明らかにし、教һの助ݴをडけながら課題を設定し、解決していきます。自ら։発しͨプロάϥム、アーΩテクνϟɾシϛϡ
レータ、あるいはճ࿏を定ྔ的に評価し、ର֎発දをߦって、࠷ऴ的に論จにまとめます。

この研究で身につく能力
　すでに、多くのछྨのඇノイマンܕίンϐϡータが発දさΕています。こΕらを使いこなすには、ैདྷܕίンϐϡータけの൚用プロ
άϥϛンάޠݴの知識だけではશくෆे分で、ࢉܭ基൫はϒϥοクϘοクスで良いと考える研究者ɾ技術者は、ঃ々に取りさΕてい
きます。ೖ手Մ能なϋードェアシステムと動かしͨいアプリケーションを結さͤる能力、機能がෆする߹にϋードェアシステ
ムにରして具体的なఏ案ができる能力、さらには、ϋードェアに߹Θͤてॊೈにアルΰリズムをௐできる能力が身につきます。

修了生の活躍の場
　ҎલはॴҦίンϐϡータメーカーに多くब৬していましͨが、ࠓでは、アプリケーションにۙいا業にもब৬ががってきています。
ϋードェアとιフトェアの྆ํがΘかる人ࡐは、こΕまでもചり手ࢢでしͨが、ࠓ後、このがさらに顕ஶになっていくと༧想
しています。

�　-"B03"503: (6*%& ����

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ
科
学

図 �� ֤छඇノイマンجࢉܭܕ൫

図 ��ΞナϩάܕχϡーϩϞーϑΟο
クͱストΧスςΟοクجࢉܭ൫

図 �� χϡーϩϞーϑΟοクνοϓ

図 ��ϒϩοクνΣインΞクηラϨータ



σΟϖϯμϒϧγεςϜ学研究室

（写真左から）
教授：Ҫ্ඒஐ子 kounoe@is.naist.jp
।教授：大Լ　ਔ G-oosita@is.naist.jp
助教：新୩　ಓ shintani@is.naist.jp

http://dslab.naist.jp/　　e-Nail:dsl-contact@is.naist.jp

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

ΞϧΰϦζϜかΒϋʔυΣΞ·Ͱ͋ΒΏΔϨϕϧのσΟϖϯμϏϦςΟ

研究内容
えらࢧのใࣾձは、アϓリケーション、システム、コンϐューλ、7-4*など様々なϨϕルの高な技術にࠓ
れています。σィϖンμϒルシステムֶ研究ࣨでは、分ࢄシステム、マルνコアコンϐューλ、7-4*、ܕコンϐュー
λなど、あらΏるϨϕルでϢーβが҆心してえるシステムのたΊの研究を行います。

˙分ࢄアルゴリズム
分ࢄアルゴリズムとは、自ಈ作するଟのϓロηスをڠ調ಈ作させるアルゴリズムです。インλーωットのよう
な大ن自分ࢄシステムからφノスケールのૉ子を用いたφノスケール分ࢄシステムまで、さま͟まなλイϓの
分ࢄシステムをޮよくσィϖンμϒルにӡ用する分ࢄアルゴリズムを։発しています。システムをՔಇさせなが
ら自ݾम෮する自҆ݾఆアルゴリズム、システムを自的にۦけճるモバイルΤーδΣント、ଟのロボットが
的に研ۃシステムもੵࢄாなどの新しい分ܕࢄϏットコインなどで用いられる分、܈ロボットࢄ調する自分ڠ
究しています。とくに、自分ࢄロボット܈については、1��の,JMPCPU、1�の,IFQFSB� *7を用いて、アル
ゴリズムの࣮ূ࣮ݧも行っています。
˙ニューロモルフィックճ࿏の高৴པ化
これまでのूੵճ࿏のਐలは$.04トランδスλのඍࡉ化にࢧえられてきましたが、物ཧ的なݶքに達しつつありこ
れ以্の性能্がࠔになっています。このة機的なঢ়گをଧ։すべく新たなコンϐューλج൫の։発がڧくٻ
Ίられています。特に、ਓ間のをしたニューロモルフィックճ࿏は、これまでのࢉܭの質を根ຊから変えるճ
࿏アーキテクνϟとしてظをूΊています。とこΖが、ニューロモルフィックճ࿏を構成するෆش発メモリૉ子は
シリコンࡐྉにൺべて長ظ用をՄ能とするݎ࿚性と৴པ性に՝があり、࣮用化にけてଟくの՝がってい
ます。ͦこで、ຊ研究ࣨでは、ニューロモルフィックճ࿏の高৴པ化ઃܭに関する研究を行っており、ࠃ外の研
究機関とྗڠし、࣮ࡍのσバイス։発からֶशアルゴリズム։発まであらΏるアϓローνで取り組んでいます。
˙ハーυウΣアのηキュリティ
7-4*サϓライνΣーンのアウトιーシンά利用などで、ハーυウΣアである7-4*ճ࿏にもෆਖ਼がࠞ入されるݥة
があります。ハーυウΣアηキュリティをڧ化するたΊ、ِ'1("ݕ出、ハーυウΣアトロイݕ出、16'	物ཧ複
ࠔ関
の研究を行っています。
˙パϫー導体モσル
4J$に代දされるϫイυバンυΪϟッϓ導体は、低ڥෛՙࣾձを࣮ݱするキーσバイスとしてされていま
す。これらのσバイスをԠ用したճ࿏を、ظ間で࠷దにઃܭするには、ճ࿏シミュϨーションによるճ࿏ಈ作
のূݕがෆՄܽであり、とりわけૉ子のৼるいをਖ਼֬にݱ࠶するσバイスモσルが重要です。ຊ研究では、σ
バイス物ཧにଇった高ਫ਼ճ࿏シミュϨーションモσルの։発に取り組んでいます。

研究設備
 、オシロスίープ、ロジοクアφϥイβ。Altera、ݯ機サーバ。%Cిࢉܭ
9ilinxࣾFP(A多。自分ࢄロϘοト܈（Kilobot 150、Khepera 
I7 15）。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙研究業：http://dslab.naist.jp/ja/publication.htNl
業૯߹研࢈、ಉ研究：立作ॴ、ルωサスΤレクトロニクスڞ業とのا˙

究ॴ、ローム
˙࿈ܞ研究機関：Sorbonne 6niversity 	France
, 6C San %iego 

	6SA
, 6NL7 	6SA
, )anbat National 6niversity 	Korea
, 65M 
	Malaysia
, ౦ژ大、ژ大、大ࡕ大、ౡ大、भ大、भ業大、໊
ۙ、大分大、ژ業大、ट大学౦ݹ 大、法大ـ

˙֎෦ࢿ ：ۚJS5 SICORP、科研අ（基൫C、ए手B）、JS5 OP&RA

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究にରする好奇心と意が必要です。
　ιフトェアでもϋードェアでもΑいのでプロάϥϛンάޠݴを̍ つ習得している、まͨは、学が得意であると、研究をスムーズ
に࢝めらΕます。

研究室の指導方針
　֤学生のر、バοクάϥンドにԠじて研究テーマを設定し、必要な知識や技術の習得から࢝め、ࡍࠃձٞɾࡍࠃジϟーφルで発
දできる研究果を目指します。論理的に物ࣄを考えて科学的にূݕできる能力、研究果をଞ者に伝える能力を身につけらΕるΑう
に指ಋします。ྫえ、アルΰリズムに関する研究では、システムを学Ϟデルでදし、論理的に手法やݶքを考えて、理論的解析ま
ͨはシϛϡレーションにΑり評価します。まͨ、ϋードェアに関する研究では、問題の本࣭を考えͨ解法をఏ案し、ճ࿏シϛϡレーショ
ンおΑび実ଌから評価します。

この研究で身につく能力
　いͣΕの研究テーマをબしても、論理的に考え解析する技術、プレゼンテーション能力、ӳձ、ӳޠの技術จॻをಡむ能力ɾ
ॻく能力が身につきます。まͨ、研究テーマにԠじͨ専門知識として、アルΰリズムを設ܭɾ解析する能力、プロάϥムの実装技術、分
ɾ解析技術が身ܭઌの機ց学習アルΰリズムを実装する技術、ϋードェア設࠷、ॲ理ɾճ࿏をシϛϡレーションで評価する技術ࢄ
につきます。

修了生の活躍の場
　ϒレインύοド、オムロン、クοクύοド、サイϘズ、ॅ༑ిใシステム、ιニー LSIデβイン、μイΩン、大本スクリーン、
デンιー、野ଜ૯߹研究ॴ、7ICʵ7isible InGorNation Center、࢜通ίンϐϡータテクノロジーズ、ଜ田作ॴ、リίー、ローム、
ඛి機、Ωオクシア、Ϟノタロなどࡾ

*nGoSNaUion Science　9 
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図 �．ࣗ ࢄϩϘοト܈

図�．ϋーυΣΞηΩϡϦςΟ
（Ϧαイクル'P("ݕग़）

図 �．ύϫーデバイスϞデϦンά

図�．χϡーϩϞルϑΟοクճ࿏ߴ৴པԽ



ϢϏΩλείϯϐϡʔςΟϯάγεςϜ研究室
（写真左から）
教授：҆本　ܚҰ yasuNoto@is.naist.jp
特任।教授：ਡ๚　ത h-suwa@is.naist.jp
助教：౻本　まなと Nanato@is.naist.jp
助教：দ田　༟و yukiNat@is.naist.jp
特任助教：தଜ　༏ޗ y-nakaNura@is.naist.jp

http://ubi-lab.naist.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

εϚʔτなະདྷ社会をҰॹにし·しΐ͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基本的には、࠷ઌ技術にରする知的好奇心が重要です。新しいデバイス、技術などをৗにνェοクしつつ、自分ならこうするといっ
ͨアイデアを考える習׳をつけて΄しいと考えています。学術的な知識としては、通৴ํࣜ、機ց学習（S7Mなど）ɾਂ学習（LS5M
など）、プロάϥϛンά（Pythonなど）、ి子ճ࿏（Arduinoなど）がありますが、こΕらはೖ学後に学習Մ能です。

研究室の指導方針
　研究テーマについては、学生自身のアイデアを֩に、専門のҟなるෳの教һが関Θり、多֯的な視で、デΟスカοションを重Ͷ
ながら決めていきます。2ؒしかないதで࠷大の果をग़すͨめに、研究はϋイϖースで進め、ੵ 、に࣌的にର֎発දしていきます。ಉۃ
的に活༂することをࡍࠃ。げつつ、ίϛϡニケーションスΩルも৳していきますಉ研究に関Θってもらうことで、視野をڞ業とのا
೦಄に、ྠߨはすてӳޠで実ࢪし、ത࢜課ఔ進学ر者にはظでւ֎ݣをߦなっています。

この研究で身につく能力
　ϢϏΩタスίンϐϡーテΟンάを実ݱするͨめの֤छ技術に関する基礎的な知識はもͪΖΜのこと、ͦΕらのઌ技術をෳ組み߹Θ
ͤ、 つ̍のシステムを具ݱ化する能力が身につきます。具体的な基礎技術としては、ηンサを用いͨܭଌ手法、機ց学習を用いͨデータ
分析手法、アプリケーションやサーϏスの։発手法などがڍげらΕます。ا業とのڞಉ研究やࣾձ実装を通じ、実ࣾձでの課題をѲす
ることもՄ能です。まͨ、学ձや論จࢽのߘをܦて、自身の考えを論理的にهड़する能力おΑびプレゼンテーション能力も身につき
ます。大の学生はࡏ学தにࡍࠃձٞ発දをؚめ、Կかର֎発දをߦい、ͦのதでԿらかのをडするఔの業をग़しています。

修了生の活躍の場
　Ұൠا業から研究ॴまで෯く活༂しています。
　ա̏ڈؒの主なब৬ઌは、SONY、Panasonic、ࡾඛి機、)I5AC)I、S)ARP、Ϡフー、Rakuten、%eNA、CyberAgent、
ຖ์ૹ、N55本、K%%I、Accenture、%&NSO、ଜ田作ॴ、ϛサϫϗームなどです。

研究内容　
　ຊ研究ࣨでは、様々なηンサから取りࠐまれる࣮世քσーλをॲཧɾू約ɾ解析ɾフィーυバックすることで、高なサーϏスをޮྑ
くϢーβにఏڙするシステムʙϢϏキλスコンϐューティンάシステムʙの࣮ݱにけた、Լهの研究に取り組んでいます。
1ʣスマートホーム
　スマートホームを活用し、Ոでの生活をより๛かにする技術の։発をࢦしています。�
�ɾ生活行ಈ認識ɾ༧ଌシステムɿՈの中でのॅਓの行ಈʢ57ࢹௌ、ྉཧ、৯ࣄ、আ、入浴などʣをηンサσーλの分析により࣮࣌
間で認識する研究を行っています。
�ɾスマートՈిɿ৯を入れると自ಈでछྨɾ重ྔを認識し、ݿの৯およびͦのྔɾফඅݶظをԕִから容қに֬認できるスマー
�トྫྷଂݿや、か͟した方にあるՈిを認識しシンϓルなインλフΣースで容қにՈిૢ作をՄ能にするリモコンを։発しています。
�ɾհهޢ自ಈ生成ɿ要հऀޢの行ಈを認識ɾし、հهޢを自ಈ生成するシステムを։発しています。
�ʣスマートライフ
　スマートフォンやウΣアラϒルηンサ、*P5化した様々なモノを用いて、ਓの身体と心のঢ়ଶをਪఆします。
�ɾ身体ঢ়گのਪఆɿあるܦ࿏をาいたときの心ഥの変ಈをࣄલに༧ଌするख法や、スマートフォンだけを用いて݂ɾۭෲのਪҠ
をਪఆする研究を行っています。�
�ɾオフィスϫーカのঢ়گਪఆɿಉ࢟͡での長࣌間作業を͙たΊ、Ճηンサを複ຒΊࠐΈ、࠲っている࣌の࢟をਖ਼֬にਪఆす
るηンシンάνΣアや、ϫーカのストϨスঢ়ଶをਪఆするηンシンάシステムを։発しています。�
�ɾ2P-؆қଌఆシステムɿ生活の質ʢ2VBMJUZ�PG�-JGFʣのࢉ出に必要な��߲の質に、ウΣアラϒルηンサとスマートフォンから得ら
れるσーλを分析して自ಈ的にճするख法を։発しています。
�ʣスマートシティ
　スマートシティを࣮ݱするたΊの様々な要ૉ技術を࣮ݱすることをࢦしています。
�ɾࢀՃܕηンシンάɿҬのσーλを一般Ϣーβのྗڠのもとऩूするシステムの共通ج൫や、؍光ใのऩूとキュϨーションを行い
�。するシステムを։発していますڙ光٬にఏ؍
�ɾ行ಈ変容システムɿࣾձࢱの࠷大化にけたਓ々の行ಈ変容にけ、ిؾ自ಈं�から構成されるモϏリティࣾ ձシステム࣮ݧ
ஔを用いた様々な研究を行っています。
�ɾใ通ɿਓに対するใ৴のదなλイミンάɾ容に関する研究を行っています。
�ɾϏッάσーλからの識ந出ɿ҉の形ࣜ化をࢦした、ෆಈ࢈σーλを対に、ϕテランӦ業マンにしかܾఆできなかったద
なྉのਪఆ方ࣜや、גՁࣔܝ൘にߘされた大ྔのメッηーδから、ະ来のגՁのಈきを༧ଌする方ࣜなどについて研究しています。
�ɾ؍光ใシステムɿ؍�光ಈըの自ಈ作成システム、؍光٬のᅂやۚમɾ体ྗɾຬのトϨーυオフを考ྀしたφϏゲーションシス
テム、؍光٬のײ認識、ࠞ雑ਪఆ、など。

研究設備
スマートϗームߴ）ڥਫ਼Ґ置ଌҐシステム、༷ 々なڥηンシンάシステム）
ϞϏリテΟࣾձシステム実験ڥ（カーシェアリンά実験用ं྆̏）
システムのϞデリンάɾシϛϡレーションπール（Scenargie）
ェアϥϒルηンサ（視ઢトϥοΩンά、生体データηンシンά）、)M%

（)oloLens）、スマートフォン、ใՈి、֤छηンサ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　研究業はϗームϖージをޚཡください。多のର֎発දをߦうとともに、
多のをडしています。ڞಉ研究は、ຖ̑ࣾʙ10ࣾఔと実ࢪしており、
研究果のࣾձؐݩを೦಄に研究を進めています。ڝ૪的ۚࢿは、科研අ（基
൫A、C、研究活動スタートࢧԉ）を࢝め、NIC5のプロジェクト̎ ݅、JS5AC5-I
（Ճフェーズ）、といっͨ༧ࢉを֫得しています。まͨ、科研අ基൫SやJS5 
CR&S5にもࢀըし、ଞ大学の研究者ともੵۃ的にڞಉ研究を実ࢪしています。
 、ඛి機、Ԭଜ作ॴ、ABCళฮ、Ϡフー研究ॴ、N55研究ॴࡾ：業اಉ研究ઌڞ
LIF6LL、オンΩϤー、K%%I૯߹研究ॴ、など
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ιϑτΣΞ学研究室
https://naist-se.github.io/
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ιϑτΣΞ͢Δ、͋なͨͱͱに

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究༰がプロάϥϛンάとີに関するͨめ、プロάϥϛンάܦ験があると研究をスムーズに進めることができます。まͨ、ϕク
トルやू߹、άϥフといっͨ学の基礎的な֓೦を知っていると立ͪます。

研究室の指導方針
すると考えݱଘの理論ɾ手法に学生の好奇心やॊೈな思考をうまく組み߹Θͤていくことで、こΕまでにないϒレークスルーが実ط　
ています。研究テーマの設定においては、こΕまでの研究の取り組みやࡏݱの課題を෯く教һからఏ示しͨうえで、学生のرや興味、
アイデΟアをもとに相ஊして決定しています。
　研究室として、学生が相互にίϛϡニケーションをとることをྭしています。ཹ学生までؚめると学生のग़身は多ذにΘͨるので、
本ޠとӳޠを組み߹Θͤて、自分の失敗をڪΕ 、ͣ相手にରしては༰に、ରしてもらいͨいと考えています。

この研究で身につく能力
　ιフトェア։発ɾར用に関する専門Ոとして、ෳの։発者がڠ力して活動するͨめのํ法論やπール、ιフトェア࣭の評価ํ
法といっͨ知識を身につけることができます。まͨ、ιフトェア։発に関する࠷新動についてのٞ論を通じて、多༷な։発プロηス
や։発ڥ、プロάϥϛンάͦޠݴΕͧΕの意ٛについての実ફ的な知識を得ることができます。
　研究活動では、論จや技術จॻにॻかΕͨ༰の細෦をີݫに解釈し、自分の研究と関࿈けて考えることにΑって、技術の特ੑ
や意ٛをద切にಡみ解く能力が身につきます。まͨ、論จのࣥචや研究発දを通して、ௌऺに߹Θͤてద切に、本ޠとӳޠを用いて、
技術を説明する能力を身につけることになります。

修了生の活躍の場
　ιフトェアϕンμー、ి機メーカー、業などで։発、研究、教ҭにܞΘっています。

（写真左から）
教授：দ本　݈Ұ NatuNoto@is.naist.jp
।教授：ੴඌ　ོ ishio@is.naist.jp
客һ।教授：ാ　ल明 hata@is.naist.jp
助教：Kula Raula (. raula-k@is.naist.jp

研究内容　
　ιフトウΣアֶ研究ࣨでは、ιフトウΣアが࣋つ੬ऑ性のࠀとιフトウΣア։発ɾ利用における新たなج൫技術のཱ֬をΊ͟し、
ιフトウΣアɾサーϏスの։発および利用に関わるཧ、方法、モσル、ڥɾツール、ϕンνマーキンά、技術Ҡసなどの研
究։発に取り組んでいます。研究対は、ιースコーυをは͡Ίとするυキュメントだけでなく、テストやσバッάなどの作業、ߋには、
ιフトウΣアの։発や利用にܞわるݸਓɾコミュニティ間でのコミュニケーションに関するϏッάσーλです。σーλ解析には、機ց
ֶश、自વޠݴॲཧ、ゲームཧ、ࣾձֶ、ਆܦ科ֶといったଟ様な技術を用い、これまでにない新な技術を࣮ݱしています。

ιフトウΣア։発ɾ利用活ಈの分析
　ιフトウΣアのجຊ෦となるιースコーυをެ։し共有することで৴པ性をอつʮオーϓンιースιフトウΣアʯが、ιフトウΣア
։発ɾ利用の大きなைྲྀとなっています。このようなঢ়گを౿まえて、ιースコーυの質やιフトウΣアΤコシステムの࣋ଓՄ能性
をࠨӈする要Ҽ等を、オーϓンιースιフトウΣアの大な։発σーλを用いてৄࡉに分析しています。また、ڝ技ϓロάラミンάや
ϨガシーιフトウΣアなどよりଟ様なιフトウΣアも対として、ϓロάラミンάのֶश方法、特に、ॳ心ऀとख़࿅ऀのࠩ異の明֬化、
ϓロάラムཧ解ϓロηスの解明等、ਓ間にযをてた研究にも取り組んでいます。

分析にجづくιフトウΣア։発ɾ利用ࢧԉ
　ιフトウΣアの։発ɾ利用活ಈの分析݁Ռにもとづいて、ιフトウΣア։発ऀɾ利用ऀのにཱつ技術を࣮ݱします。たとえば、ι
フトウΣアやライϒラリの࠷దな組Έ合わせのਪન、ιースコーυにؚまれるهड़ޡりやهड़の҉ルールの自ಈݕ出ɾՄࢹ化、ιフ
トウΣア性能ʢ利用࣌の࣮行ʣの低Լ要Ҽのࡏݦ化等に取り組Έ、ͦの有ޮ性を֬認する࣮ূ࣮ݧを行っています。

研究設備
ιフトェア学研究室は、オープンιースιフトェアの生態系とݺΕ
る活動ঢ়گをه、分析するͨめのࢉܭサーバをอ༗し、研究に使用して
います。まͨ、ιフトェア学技術の実ࣾձのԠ用として、ԕִ授業
システムʮカメレオンʯを、ಸ良ઌ大発ϕンνϟーا業であるࣜגձࣾ 
d5osh とڞಉ։発しています。こΕらのシステムにՃえて、ιフトェア
学にܞΘる実Ոɾ研究者とのࡍࠃ的なରのωοトϫークをߏஙし、研究
活動の基൫としています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
Yuki 6eda, Akinori Ihara, 5akashi Ishio, 5oshiki )irao and Kenichi MatsuNoto: 
)ow are IF-Conditional StateNents Fixed through Peer Code Review  （ίードレ
Ϗϡーを通じてIFจはどのΑうにमਖ਼さΕるか）. I&IC& 5ransactions on InGorNation and 
SysteNs, 7ol.&101-%, No.11, pp.2720-2729, Nov. 2018.
Raula (aikovina Kula, (regorio Robles: 5he LiGe and %eath oG SoGtware 
&cosysteNs （ιフトェアΤίシステムの生とࢮ）. 5owards &ngineering Free/Libre 
Open Source SoGtware 	FLOSS
 &cosysteNs Gor INpact and Sustainability. pp.97-
105, July 2019.
5oshiki )irao, Raula (aikovina Kula, Akinori Ihara and Kenichi MatsuNoto: 
6nderstanding %eveloper CoNNenting in Code Reviews （ίードレϏϡーにおける։
発者ίメントの分析）. I&IC& 5ransactions on InGorNation and SysteNs, 7ol.&102-%, 
No.12, pp.2423-2432, %ec. 2019.
YusuG Sulistyo Nugroho, )ideaki )ata, and Kenichi MatsuNoto: )ow %i⒎erent Are 
%i⒎erent %i⒎ AlgorithNs in (it  （(itのҟなる%i⒎アルΰリズムग़力にΑる影ڹの実ূ研究）. 
&Npirical SoGtware &ngineering, 7ol.25, No.1, pp.790-823, Jan. 2020.

　N55データ、࢜通研究ॴ、ࣜגձࣾΪϒリー、ࣜגձࣾスリーク、༗
人Ӊシステム、N&C、SAPなど多くのιフトェアا業と࿈ܞし、ڞಉ
研究や実ূ実験、πール։発をߦっています。 

*nGoSNaUion Science　�� 
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ιϑτΣΞ設ܭ学研究室
https://sdlab.naist.jp/　e-Nail：sdlab-contact@is.naist.jp

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

σβΠϯηϯεの学తٻʙγεςϜのΓにҙਤをࠐΊ、γεςϜのΓにͦのҙਤをټΉ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ιフトェア։発自体のڧい興味が࠷も重要です。ୡ人プロάϥマである必要はありまͤΜが、プロάϥϛンά能力はιフトェア
やシステムの։発を研究する্で大いなる器でもあります。まͨ、౷ܭ等の基礎的な学のૉཆがあΕ分析の助けになります。

研究室の指導方針
　本研究室では、学生の主体ੑを重視しͨ指ಋ体੍をߏஙしています。学生֤自が興味を持ͪ、自主的に進めることができる研究テー
マをؒ࣌をかけて決めます。研究室での論จྠߨや研究発දは、研究テーマを決める্での助けになるとともに、論理的思考能力
の্につながります。ࠃ֎とのڞಉ研究もΜで、必要であΕւ֎やࠃ研究機関とのڞಉ研究のͨめのظインターンシοプ
をܭըします。研究果に関してはੵۃ的なର֎発දを推し、ࠃ研究ձ、ࡍࠃձٞや論จࢽ等での果発දを目指します。

この研究で身につく能力
　本研究室では、ʮ༏Εͨ設ܭϞデルがඋえるʮηンスの良さʯの本࣭を୳ٻし、ηンスのΑいϞデル化能力をඋえͨ人ࡐをҭすることʯ
を主要ϛοションのҰつとଊえ、ͦのͨめのアプローνとしてʮデβインηンスの学的ٻʯを目指しています。つまり、ײやܦ験
ଇにґら 、ͣ༏Εͨ設ܭϞデルの本࣭を学的に説明Մ能とする能力をཆいます。Ϟデル化技術のバοクάϥンドには、ޠݴࣜܗ理
論やオートマトン、プロηス、άϥフ理論など基礎分野が多く関࿈し、こΕらのԆ্には6MLをはじめとする設ޠݴܭやデβ
インύターン、アーΩテクνϟなど、さらにはۙではクϥド基൫設ܭなどの༷々なԠ用技術がଘࡏしていますが、こΕらの分野につ
いても 、々教ҭɾ研究を重Ͷていきます。

修了生の活躍の場
　ιフトェア։発（࢜通、サイϘズ、Sony、N&C、立作ॴ、౦ࣳなど）、ใ通৴（N55、ドίϞなど）、ۭߤӉ（I)I、༗人
Ӊシステム）、ίンサルタント（PwC、アクηンνϡア）、Web系（ϐクシϒ）、大学ɾߴ専（ۚ大学、ಉࣾࢤ大学、๛田ߴ専）、ى業

研究内容　
　ιフトウΣアઃֶܭ研究ࣨでは、ιフトウΣアやクラウυコンϐューティンάシステムの։発ɾઃܭをࢧԉする技術について研究を行っ
ています。特に、ιフトウΣアの։発ఔ、すなわͪιフトウΣアϓロηスの分析やվળを主にਾえています。ιフトウΣア技術は、
Ոిやܞଳిなどの֤छ組ΈࠐΈ機器の։発や、クラウυコンϐューティンάに代දされる近年のࣾձج൫システム構ஙなど、
զ々の生活にくਁಁしています。ιフトウΣアϓロηス技術はྑ質なιフトウΣアを҆ఆして生࢈しଓけるたΊのݤであり、෯い分
野においてܽかせないものとなってきています。
˔ιフトウΣアઃܭɾ։発ϓロηスの分析とূݕ
近年、ιフトウΣア։発は大نɾ複雑化の一్をたどっており、ڊ大なシステムの։発には
ઍਓもの։発ऀ、ेもの։発ձࣾが関わることもあります。ຊ研究ࣨでは、このようなιフト
ウΣア։発ϓロδΣクトから生まれるιースコーυや։発ཤྺ、։発ऀ間のやり取りなど։発ϓロ
ηスに関するଟ様で大نなσーλを相खに、౷ܭ解析や機ցֶश、自વޠݴॲཧなどの技術
をԠ用し、分析をࢼΈています。分析݁Ռは։発ϓロηスのվળや、ιフトウΣアの質อূに
ཱてています。
˔クラウυج൫システムのઃܭɾ։発
近年のクラウυのඈ༂的なීٴのഎܠには、ιフトウΣア技術によりࢉܭ機ݯࢿをԾ化するこ
とで、ࢉܭ機ڥの構ஙɾ備をಈ的かつ自ಈ的に࣮行できるようになってきたことがあります。
ຊ研究ࣨではࢉܭ機ݯࢿをιフトウΣアでもって制御する技術の研究をਐΊています。特に、ωッ
トϫークのιフトウΣア制御技術である4PGUXBSF�%FpOFE�/FUXPSLJOH�
	4%/
�技術を中心に、クラウυゲーミンά、Ϗッάσーλ解析、機ցֶश、
*P5など、クラウυをࢧえるたΊのιフトウΣア技術をくかつਂくٻし
ています。
˔高性能ࢉܭιフトウΣアのઃܭɾ։発
1$্ではෆՄ能なنのࢉܭを࣮ݱする高性能ࢉܭ機ʢスーパコンϐュー
λʣは、ఱؾ༧ใのように身近なとこΖから、Ϗッάσーλ解析やਓ
能の研究։発にࢸるまで、෯いྖҬにおいて利活用されています。ຊ研
究ࣨでは、ࢉܭ、システムιフトウΣア、ハーυウΣア等、異なる֊
のࢉܭ機技術をਨ的に౷合し、高性能ࢉܭ機の性能を࠷大ݶにҾき
出すことができるアϓリケーションおよびミυルウΣアをઃܭɾ։発してい
ます。

研究設備
　実ޮ༰ྔ905Bのߴߴ৴པωοトϫークストレージと、߹160ܭίア
を༗するϒレードサーバ܈をԾ想化プϥοトフォームにΑり౷߹しͨιフト
ェア解析おΑびクϥドίンϐϡーテΟンά研究のͨめのプϥイϕートク
ϥドシステム。ڞಉ研究のԼ、20202݄ࡏݱ、本࠷のスーύίン
ϐϡータABCIおΑびੈք࠷のスーύίンϐϡータSuNNitをར用Մ能。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙(&IO5（ʮϞノのインターωοトʯ分野でのάローバルアントレプレφーҭ

プロάϥム） 
˙cross9cross	クロスɾバイɾクロス
（多໘的クロスオーバー PBLܕのアン

トレプレφーҭプロάϥム） 
˙enPi52、enPi5-Pro（分野をࢧえるใ技術人ࡐのҭڌのܗ） 
˙PRA(MA-&N5（大نࡍࠃS%Nテストϕοドのߏங） 
業技術૯߹研究ॴ࢈˙
˙Ӊۭߤ研究։発機ߏ（JA9A）
 立ใ学研究ॴࠃ˙
˙大ࡕ大学、6niversity oG CaliGornia San %iego、Kasetsart 6niversity、

2ueen�s 6niversity、6niversity oG 7ictoria、Oak Ridge National 
Laboratory ଞとのڞಉ研究多

0SSのソーシϟルωοトϫークղੳπール

0Qen'loX にΑΔࡍࠃԾωοトϫークςストϕου

（写真左から）
教授：൧田　ݩ iida@itc.naist.jp
客һ教授：ٶԼ ܟ Niyasita@atr.jp
।教授：ࢢ　Ꮴฏ ichikawa@is.naist.jp
客һ।教授：ߴҪ　རݑ takai@is.naist.jp
客һ।教授：田த　߁ yasushi-tanaka@is.naist.jp
助教：ܛ　ڮߴஐ keichi@is.naist.jp
特任助教：ฏඌ　ढ़و hirao.toshiki.ho7@is.naist.jp
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αΠόʔϨδϦΤϯεߏ学研究室
https://iplab.naist.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：門ྛ　༤基 youki-k@is.naist.jp
।教授：ົத　༤ࡾ yu[o@is.naist.jp
客һ।教授：ٶ本　大ี daisu-Ni@is.naist.jp
客һ।教授：Ҫ্　ത೭
助教：Fall %oudou doudou-G@is.naist.jp
助教：Md. %elwar )ossain delwar-h@is.naist.jp

研究内容
　近年、ใシステム利用࣌のޡ認、伝達ミス、அミスなど様々なޡりが࣮ࣾձに甚大なӨڹ
をٴ΅しています。これらの利用ऀのミスにՃえて、ɾサーϏスのఏࣄڙ業ऀによるઃఆミス、
ϓロάラムのバά、通৴ϓロトコルのઃܭミスなど様々なޡりがใシステムの৴པ性をଛなう݁
Ռとなっています。これまでใ科ֶでは、ιフトウΣアやϓロトコルのূݕなど、ઃܭɾ生࢈
ఔの一෦における৴པ性֬อについてଟくの取り組Έが行われてきましたが、近年のιフトウΣ
アの෦化、サーϏス化、インλーフΣースのඪ४化によりใシステムの合成ɾ構ஙの主導ݖが利
用ऀにҠりつつあります。このたΊ、෦Ϩϕルの৴པ性や҆全性にしたアϓローνにՃえて、
࣮ಇシステムにおける被害ܰ減技術や、利用ऀやサーϏスఏࣄڙ業ऀのミスを考ྀした҆全ӡసࢧ
ԉ技術がٻΊられています。ͦのたΊ、これらのधڅΪϟッϓを明らかにし、利用ऀやサーϏスఏ
。業ऀもؚΊたサイバーϨδリΤンス構成法に関する研究՝を解ܾする必要がありますࣄڙ

キーϫーυ
　サイバーηキュリティ、サイバーϨδリΤンス、ωットϫークηキュリティ、インシσ
ントϨスϙンス、4%/�/'7、認ূ技術、オϖϨーティンάシステム、通৴ϓロトコル、
Ծマシン、クラウυサーϏス構成技術、クラウυηキュリティ、ωットϫークٖ࣮
技術、オーバϨイωットϫーク、モバイルωットϫーク、ηンサωットϫーク、コάݧ
ニティϒແઢ、*P5ηキュリティ、ҐஔใサーϏス、%FMBZ��%JTSVQUJPO�5PMFSBOU�
/FUXPSL、σバイス間通৴、υローンݕ、ࡂ害ใシステム等

近年取り組んでいる研究՝ྫ�
�ɾインシσントϨスϙンスに関する研究
ɾフィッシンά対ࡦに関する研究
�ɾඪ的ܕメール対ࡦに関する研究
�ɾԾマシンモニλによる異常ݕシステムに関する研究�
�ɾクラウυコンϐューティンάにおけるηキュリティリスクのఆྔ化に関する研究
�ɾ*1W�ωットϫークධՁ用テストϕッυに関する研究
�ɾ悪用されたඈ行6"7の୳技術に関する研究
�ɾࡂ害ใシステムに関する研究�等

研究設備
ɾインターωοトΤϛϡレーション設උ
ɾϞバイルインターωοト実験 設උ
ɾωοトϫークηΩϡリテΟ実験装置
ɾIo5（Internet oG 5hings）デバイス
ɾ6A7（6nNanned Aerial 7ehicle）：ドローン
ɾSoGtware %epned Radio等

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　本研究室はใ通৴研究機ߏ、ใॲ理推進機ߏ、N&C、ϒロードバ
ンドηΩϡリテΟ、アϥクサϥωοトϫークス、シスίシステムズ、ܚጯٛ
क़大学、౦ژ大学、大ࡕ大学、ਆށ大学、ฌݝݿ立大学、ߴ知科大学、 
5elecoN SudParis（フϥンス）、FOR5)（Ϊリシϟ）などとڞに研究։
発に取り組Μでいます。まͨ、WI%&プロジェクト、AIII、CKP、I&5F等のωο
トϫーク研究ίンιーシアムにੵۃ的にࢀՃし、組৫ӡӦやωοトϫークӡ
用の主ಋ的立にもあります。多くの࢈学࿈ܞフォーϥムを通じ、ࣾձ
との๛なを༗しています。

αΠόʔϨδϦΤϯεのߏ๏を୳͢ٻΔ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　学、ӳޠ、プロάϥϛンάスΩル等の知識ɾ能力は研究を進めていく্で༗用であるのはؒҧいແいですが、࠷も必要なことは新
しいνϟレンジにରしてやりきる力（レジリΤンス力）がٻめらΕます。

研究室の指導方針
　研究室では、ࣾࡍࠃձで活༂できる研究者ɾ技術者をҭすることを目ඪとしています。ͦのͨめ、主体ੑを重視し、学生の自主的
なఏ案や活動をࢧԉします。まͨ、ࡍࠃ৭๛かなメンバーでߏさΕているͨめ、ӳޠにΑるৗ生活の意思ૄ通からٞ論までをߦえ
るڥにܙまΕます。研究を進めていく্で必要な作法や技術は、個人の進ঢ়گに߹Θͤてదٓ指ಋします。݄̎ճのશ体ϛーテΟ
ンάにおいて進発දをߦうことで、多ํ໘から自分の研究を分析ɾ֬ೝする機ձがあります。テーマや進等にΑっては、学֎で（ւ
֎でも）学Ϳ機ձを得ることができます。

この研究で身につく能力
　本研究室では、サイバースϖースおΑびͦΕをߏするインターωοトをߴ化し、レジリΤンスを্さͤていくͨめの実ূ的な技
術։発と、ࣾձにରするੵۃ的な技術Ҡసを目指す研究ɾ教ҭをߦっています。ͦのͨめ、インターωοトのߏに関する知識ɾ技術ɾ
ӡ用能力をはじめ、レジリΤンスを্さͤていくͨめの、෯い知識（࠷新技術ɾࣾձ動等）、問題分析力、解決能力、実ફ力を
身につけることができます。まͨ、ࡍࠃձٞ等での発දも推しているͨめ、ӳޠでの論จࣥච、発ද、ίϛϡニケーション力もཆう
ことができます。

修了生の活躍の場
　म࢜मྃ生はI5業ք（ηΩϡリテΟ、通৴等）、ത࢜मྃ生は大学、研究機関、ੈք的なI5ا業等においてୈҰઢで活༂しています。

図１ɿར༻ऀのࢹઢΛし、
ϑΟοシンάඃΛࢭ

図２ɿυϩーンͰスマートϑΥン（˺ඃऀࡂ）Λࡧ
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ใηΩϡϦςΟ学研究室
http://www.iselab.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ྛ　༏Ұ yu-ichi@is.naist.jp
助教：౻本　大հ GujiNoto@is.naist.jp
助教：KiN Youngwoo youngwoo@is.naist.jp

研究内容　
ʲ研究֓要ʳ
　ใηキュリティֶ研究ࣨでは、ใηキュリティをシステムに࣮ݱするࡍ、ηキュリティアン
カーとなるハーυウΣアの҆全性֬อに関する研究に取り組んでいます。また、ハーυウΣアをૅج
として構成される্ҐϨイϠをؚΊたシステム全体のηキュリティを֬อするたΊの研究も行ってい
ます。
ʲ研究容ʳ
�ɾ࿙えいి࣓ใによるηキュリティ低Լに関するධՁɾ対ࡦ技術に関する研究
　�ใから生ͣるి࣓৴߸を通͡たใ࿙えいによるηキュリティ低ԼのリスクධՁ	ਤ1
びٴ
対ࡦ技術に関する研究	ਤ�
を行っています。
�ɾి࣓的な外ཚによるηキュリティ低Լに関するධՁɾ対ࡦ技術に関する研究
　�ハーυウΣアのి࣓的な外ཚによるηキュリティ低ԼのリスクධՁٴび対ࡦ技術に関する研究を
行っています。
�ɾ෦ճ࿏のҙਤ的なվ変によるηキュリティ低Լに対するධՁɾ対ࡦ技術に関する研究
　ใ機器の෦ճ࿏をҙਤ的に変ߋすることで࣮されるマルハーυウΣアによるηキュリティ低
ԼのリスクධՁٴび対ࡦ技術に関する研究を行っています。
�ɾใཧ的に҆全なൿີݤ共有の組Έやϓロトコルの։発
　�34"ެ։҉ݤ߸や"&4ϒロック҉߸などのようにࢉܭのしさに҆全性の根ڌをஔこうとする҉
߸方ࣜとは一ઢをըく研究ストリームであるใཧ的に҆全な҉߸ϓロトコルの研究を行ってい
ます。
�ɾ大نి࣓քシミュϨーションに関する研究
　�࿙えいٴび害ి࣓によるใηキュリティ低Լのメカニズム解明ٴび機器のઃܭஈ֊でのリ
スクධՁを行うたΊに必要となる大نి࣓քシミュϨーションに関する研究を行っていますʢਤ
�ʣ。
�ɾใ通৴システムの৴པ性に関する研究
的な外ؾ࣓ి、からి࣓৴߸の࿙えいがগなく؍のֶび機構σバイスٴ
$.&	ֶ࣓ిڥ�　
ཚにも性のあるใ通৴システムを構成する機器のઃܭख法に関する研究を行っています。

研究設備
　ϋードェアηΩϡリテΟ評価用プϥοトフォーム、オシロスίープ、スϖ
クトϥムアφϥイβ、任意ٴびύルス৴߸発生器、֤छߴपプローϒ、ι
フトェアແઢ、࿙えいి࣓քシϛϡレーションιフトェアなどを用いて
ϋードェアηΩϡリテΟ評価ɾରࡦ技術の研究։発をߦっています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ʲڞಉ研究ʳ
ɾࠃڞಉ研究ઌ：౦大学、ిؾ通৴大学、ਆށ大学、ԣࠃ立大学、࢈業技術૯߹

研究ॴなど
ɾڞ֎ࠃಉ研究ઌ：K6 Leuven	ϕルΪー 
、5elecoN Paris5ech	フϥンス
、 Missouri 

6niversity oG Science and 5echnology	アメリカ
など
ʲ֎෦ۚࢿʳ
ɾจ෦科学লɾӽ研究һࣄ業
ɾ戦ུ的研究推進ࣄ業CR&S5
ɾ本学術ৼ興ձɾ科学研究අ助ࣄ業：基൫研究	A
	ද
、基൫研究	B
	ද
、基൫

研究	B
	分୲

ɾN&%OɾIo5推進のͨめのԣஅ技術։発プロジェクト
ɾN&%Oɾ戦ུ的イノϕーションプロάϥム	SIP
 ʗ重要インフϥ等におけるサイバー

ηΩϡリテΟの֬อ
ɾηίム科学技術ৼ興ஂࡒɾҰൠ研究助

社会ج൫を͑ࢧΔηΩϡϦςΟٕज़を։ൃしΑ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究室にೖってから必要となる知識はྠߨなどを通じて身にけるので、研究を࢝めるのに必要となる具体的な知識や能力は特にあ
りまͤΜ。Θりにʮ˓˓なシステムのηΩϡリテΟを֬อしͨいʂʯというڧい思いとやるؾのある学生さΜは大歓迎です。

研究室の指導方針
　学生のテーマ決めは学生と教һがదٓ相ஊしながらߦいます。基本的には学生がرする༰取り組める༷にテーマを設定します。
まͨ、研究室では主にϋードェアηΩϡリテΟに関する研究をߦいますが、研究室の教һがࢀըする実ફηΩϡリテΟ人ࡐҭίース
	SecCap：https://www.seccap.jp
などを通じて、物理からアプリケーション、法੍など෯いηΩϡリテΟ知識を習得し、シ
ステムશ体おΑびར用ܗ態を၆ᛌすることで、レイϠをॎஅしͨ࠷దなηΩϡリテΟରࡦを実ࢪできる人ࡐをҭすることを目指してい
ます。

この研究で身につく能力
　プロάϥϛンάྠߨ、҉߸アルΰリズムのϋードェア実装ԋ習、サイドνϟωルใܭଌɾ解析ԋ習などを研究室にೖっͨ学生શ
һに実ࢪしており、こうしͨྠߨɾԋ習を通じて、ιフトェアٴびϋードェアのプロάϥϛンάスΩルや実装をߦうアルΰリズムに関
する知識を身にけることができます。さらに、ϋードェアܭଌٴびܭଌใをॲ理するͨめに、さま͟まなܭଌ器の使用法とͦの
。学に関する知識を身にけることができますܭଌ৴߸をॲ理するͨめの౷ܭびٴ理ݪ

修了生の活躍の場
　研究室で身にけͨ実ફ手的なηΩϡリテΟスΩルを生かすとしては、通৴インフϥやηΩϡリテΟ関࿈ا業、シンクタンクをؚむ
ใ通৴業、ి機メーカーや自動ंメーカーなどをؚむ業に主に活༂のがあると思います。まͨ、ηΩϡリテΟの֬อは多くの
業छでٻめらΕていますので、্ड़の業छにݶらͣ活༂のがあると思います。

図１　Ϟバイルにର͢Δి࣓Λ
　　　հした情報࿙͍͑のϦスクධՁ

図２　࿙͍͑ి࣓Λ௨͡た情報࿙͍͑
　　　のରٕࡦज़の։ൃ

図̏　େنシϛϡϨーシϣンΛ༻͍た
　　　情報࿙͍͑ܦ࿏のՄࢹԽ
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ʢྗڠʣใج൫γεςϜ学研究室
http://inet-lab.naist.jp/　e-Nail：inet-inGo@is.naist.jp

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：౻　ར Gujikawa@itc.naist.jp
।教授：新Ҫ　イスマイル isNail@itc.naist.jp
客һ।教授：ֽݪ　ໜ shigeru@is.naist.jp
客һ।教授：༉୩　ᐁ yuta@itc.naist.jp
助教：֞　ਖ਼ Nasato@itc.naist.jp

研究内容
　ใج൫システムֶ研究ࣨのスλッフは、全ֶに対するใॲཧサーϏスఏڙ機関である૯合ใج൫ηンλー 	*5$
のスλッフとし
てのׂも݉Ͷており、ͦのݧܦや見を活かし࠷ઌのωットϫーク技術やコンϐューλωットϫークに関する研究をج൫技術ɾԠ
用技術の྆方のଆ໘から行っていますŇ �また、ຊֶෟଐਤॻؗのి子ਤॻؗサーϏスの構ஙにܞわり、新たなメσィア管ཧ技術に関
する研究も行っていますŇ
ʣ̍パーϕイシϒ�ϢϏキλスコンϐューティンά
࣮ۭ間のあらΏるモノがωットϫークにଓされたڥ	ϢϏキλス�*P5�.�.

ڥにおいて、ਓや֗のঢ়گをใシステムがηンサσーλを解析してཧ解し、ਓ々
の利ศ性を高Ίる機器のԕִ自ಈ制御や、ਓ々のҙܾࢥఆをଅすようなޮՌ的な
ใఏࣔについて、研究։発を行なっています。

̎ʣσーληンλーʗωットϫークӡ用技術
クラウυコンϐューティンάのීٴにい高性能化ɾ高ີ化がਐΉσーληン�
λーのӡ用技術に取り組んでいます。特に、ωットϫーク্でσーλをอ存ɾ共�
有するオンラインストϨーδのσーλ管ཧ技術、クラウυサーϏスج൫のݯࢿ管�
ཧɾӡ用ࢧԉ技術、通৴トラフィックのܦ࿏制御に関する研究を行っています。�
ɾࡂ害࣌に必要な通৴の༏ઌ制御ʢ2P4ʣに関する研究
ɾ平常࣌とࡂ害࣌の通৴ཱ֬の方法をりସえる等の技術։発
ɾۭ中ු༡ܕメッηーδフΣリーを用いたใऩूシステム

̏ʣࡂ害࣌ωットϫーク	Ӵωットϫーク

通৴インフラがੇஅされるなどの大نࡂ害࣌には、Ӵ通৴システムの活用がۃΊて重
要となります。低ଳҬɾ高ԆのӴճઢのݶられたリιースを࠷大ݶ有ޮ活用する通৴
ख法について研究։発を行なっています。�発ࡂॳಈ࣌においてݱスλッフはࡂ害対Ԡに
ઐ೦する必要があり、平常࣌に用するがͦのままえるڥఏڙのあり方について
もٞしています。また、Ҭに通৴インフラをଈ࣌に෮چすることはࠔなたΊオフライ
ンのݱでใをऩूし、オンラインのආॴ等にσーλをಧけるۭ中ු༡ܕメッηーδ
フΣリーの։発を行っています。

̐ʣηキュリティ
インλーωットにଓされた機器は常にマルウΣアや%P4ܸ߈のڴҖにさらされています。
*P5���.�.のීٴにより、ै来のサーバやクライアント1$のΈなら 、ͣ自ಈंやロボット、
ηンサーノーυ等、様々な機器の੬ऑ性のՄ能性やͦの対ࡦが重要な՝となっています。

̑ʣྟۭײ間*1伝ૹシステム
高�*1�ωットϫーク�を活用して、高ਫ਼ࡉ��,��,�ө૾、および、ཱ体Իڹを伝ૹするख法を用い、࣮ۭ間にඖఢするྟ
ۭײ間をԕִに形成することをඪにおき、ө૾�Ի�*1�ωットϫークの研究を行っています。

研究設備
次ੈใ基൫研究システム
ฒྻॲ理実験ɾϏοάデータ解析用サーバクϥスタシステム
খنࢉܭサーバ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
WI%&プロジェクト、サイバー関プロジェクト
	ಠ
ใ通৴研究機ߏ
N55未དྷͶっと研究ॴ
ே์ૹ	ABC
、スカύー JSA5、みなと観光バス
౦ژ大学、大ࡕ大学、ܚጯٛक़大学、ژ࢈業大学、立໋ؗ大学、
　ਆಸ科大学

࣮༻ੑをॏࢹし࣮ͨڥをར༻しͨ研究を৺͕͚͍ͯ·͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ใ通৴に関する基礎知識、特に5CP/IPに関する知識
　プロάϥϛンά能力

研究室の指導方針
　ೖ学後͙らいは、研究のͨめの基礎知識ɾスΩルを身につけるͨめに、研究室プロジェクトを実ࢪする。ͦの後、研究室ϛーテΟ
ンάでのٞ論にΑり研究テーマをߜりࠐむ。基本的には、学生が主体となって研究をߦするが、定ظ的（ि̎ճఔ）な研究室ϛーテΟ
ンάにおいて研究指ಋをߦう。

この研究で身につく能力
　ใ通৴特にインターωοトɾηΩϡリテΟに関するઌ進技術の理解、通৴データやηンサデータのϏοάデータ解析能力、ใ科
学分野における技術に関する問題を分析する能力、問題解決ࡦを思考する能力ならびにする能力、問題解決ࡦの༗用ੑを主ு
するͨめのプレゼンテーション力ならびにίϛϡニケーション力、自主的な研究ߦにΑる自ݾ理能力、研究࣌ߦに༧想֎のࣄ態
にରԠするԠ用力

修了生の活躍の場
ి機メーカー、ใ通৴系研究機関ࠃ、通৴Ωϟリアࠃ　
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情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

ࣗવޠݴॲཧ学研究室
https://nlp.naist.jp

（写真左から）
教授：ล　ଠ taro@is.naist.jp
特任।教授：進౻　༟೭ shindo@is.naist.jp
助教：大　ܒथ hiroki.ouchi@is.naist.jp

研究内容
しているݱをཧ解し、識をදޠݴॲཧを通して、ਓ間がどのようにޠݴを生成する、といった自વޠݴをཧ解しޠݴ機がࢉܭ　
のかを解明することが研究テーマです。����年�݄より新しいࢦ導ڭ官となりました。以લの研究をܧঝしつつ、自વޠݴॲཧの
。し、新しい研究をଓける༧ఆですݙߩおよびԠ用分野、ਂֶशなど機ցֶशの発లにૅج

ɾ�自વޠݴを解析ɿ自વޠݴの解析に必要な解析ࡁΈのσーλ、ࣙ ॻ、จ法などのجຊ的なޠݴσーλの構ஙを行っています。さらに、
大نテキストσーλやଟޠݴσーλを構ஙするたΊのツールの։発、および、ࡧݕɾ利用ڥの構ஙを行っています。�アノテー
ションきのޠݴσーλを利用し、形ଶૉ解析、り受け解析、νϟンキンά、ड़߲ޠ構解析などのૅج的なޠݴ解析機ց
ֶशをద用します。また、ਂֶशをద用し、単ޠやจをニューラルωットϫークによりモσル化し、大نテキストσーλか
らֶशすることで、ҙຯදݱおよびҙຯ構成性に関する研究も行っています。

ɾ�自વޠݴから識獲得ɿ科ֶ技術จや法จなど、ઐ分野のจॻのޠݴ解析に関する研究、および、識獲得に関する研究
を行っています。ઐ性の高い大نなจॻσーλのテキスト෦およびҾ用関の解析とਪ技術により、容ཧ解をったจ
ॻࡧݕ、จॻ要約、จॻ間関解析技術とͦの࣮Ԡ用ڥを構ஙしています。いくつかのԠ用分野の研究ऀとのڠಇによる࣮ূ
研究を通͡て、大نなจݙσーλにӅれた科ֶ的発見、重要จॻࡧݕ、関࿈分野の研究ಈ調ࠪなどઐՈのྗڧなࢧԉの
Έならͣ、科ֶཱࡦҊ等のಈ༧ଌなどཱࡦҊऀにも利用Մ能な౷合的ڥの構ஙをඪとしています。

ɾ�自વޠݴを生成ɿ�ਂֶशによる機ց༁や要約、キϟϓション生成の研究を行っています。対༁σーλなどのֶशσーλから
จষ生成に必要な構を自ಈ的に導出したり、様々な識を౷合することにより、高ਫ਼なจষ生成の࣮ݱをࢦしています。

ɾ��自વޠݴのڭҭɾֶशࢧԉɿຊޠをޠとしないຊֶޠशऀや、ӳޠをޠとしないӳֶޠशऀを対に、作จࢧԉや自ಈ
。ԉなどの研究を行っていますࢧ出ɾగਖ਼、読解ݕりޡ

研究設備
　(P6マシンやマルνίアのクϥスタマシンなど多༗しています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業については次のϖージをࢀরしてください。
https://nlp.naist.jp/ja/publications

֎෦ۚࢿは、科学技術研究අิ助ۚए手研究Bを֫得するとともに、大ܕ
研究අとして、JS5-CR&S5のʮߏ理解に基ͮく大نจݙใからの
知識発見ʯʮࣾձ科学と自વޠݴॲ理にΑるࣾձ的態とストレスの༧
ଌʯの主ͨるڞಉ研究者、おΑび、N&%Oҕୗࣄ業ʮࡐྉデータߏ化AI
πール։発ʯの主ͨるڞಉ研究者として活動しています。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　人ؒが使っていること	自વޠݴ
をରとしͨ研究の意が重要です。ͦのͨめに、学やアルΰリズムに関する基礎知識、まͨ、
新しいことをৗに学Ϳ知的欲ٻがٻめらΕます。

研究室の指導方針
ձが活動しており、学生はこΕらڧॲ理の֤分野に関する༷々なษޠݴจ解析、意味解析、データマイニンά、機ց学習など自વߏ　
のษڧձにて、研究進ใࠂや論จհを定ظ的にߦいます。ຖिશ体の研究ձを։࠵し、研究室શ体にରする進ใࠂもߦいます。
研究テーマを決めͨ後、ษڧձを主࠻するスタοフに相ஊしながら、研究を進めます。研究室で、専門ॻのྠಡձやࡍࠃձٞの論จ
հձを։࠵し、࠷新の知識や研究動のѲにもめています。このΑうに、基礎分野おΑび専門分野における活発なٞ論のを
設けることで෯い知識の習得とともに、新しい研究のग़を目指します。

この研究で身につく能力
　自વޠݴॲ理、機ց学習に関する෯い知識、おΑび自分の研究分野に関する࠷新のਂい知識を得ることができます。まͨ、研究
室֎でのٞ論、本ޠ、ӳޠでの論จࣥචやࠃձٞ、ࡍࠃձٞでの発දを通じて、問題のఏى、関࿈研究のௐࠪ、解決法のఏ案、
実験結果の分析といっͨ、研究をする能力をཆいます。

修了生の活躍の場
　大手メーカや༷々なI5ا業で活༂しています。この̏、̐のത࢜લظ課ఔの学生のब৬ઌ、定ઌا業は：N55ドίϞ、Yahoo�、
シϟープ、N&C、ே新ฉ、ドϫンΰ、࢜ゼロοクス、トϤタ自動ं、本IBM、PFN、ϫークスアプリケーションズ、マイクロιフ
ト、άーάル、理化学研究ॴ、ใ通৴研究機ߏなどです。

ਓؒのݴ༿、ࣝをߏԽ
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シϟルスキルトϨーニンάなど。
ใৠཹ
　複雑かつଟ様なใݯから必要なใをまとΊ্げて活用し
たり、分かりやすく伝える技術の研究。
తࢦɾνϟοτܕతର੍ޚ
　利用ऀのモσリンάや、ޠݴ的特徴とイントωーションɾײ
などのใ、إը૾などのใを利用しながらࢧԉするマルν
モーμルなコミュニケーションࢧԉ技術の研究およびը૾とޠݴ
をਂֶशにより౷合し対的に変する研究。
ଟޠݴԻॲཧ
　ਂֶशによるԻ認識ɾԻ合
成、ײやパラޠݴใ認識のアフΣ
クティϒコンϐューティンά。
ਓྲྀ解析
　ਂֶशྻܥモσルによる大ن
ਓྲྀσーλの解析、ਓྲྀクラスλリン
ά、変化༧ଌの研究。

　/"*45では、��1�年�݄から、ใ、物質、バイオ研究分野をԣ
அする、σーλۦಈܕサイΤンスηンλーをઃしました。このη
ンλーは、ਓ能技術を利用したσーλにجづく新たなサイΤンス
のをࢦし、��1�年からスλートしたσーλサイΤンスڭҭϓ
ロάラムのاը、ӡӦにもܞわっていますʢৄࡉɿ�IUUQ���XXX�ETD�
OBJTU�KQ�ETD@KQ�ʣ。また、研究ࣨはཧ化ֶ研究ॴ革新能౷合研
究ηンλーの؍光ใ解析νームʢνームリーμɿ中ଜʣとして、ηン
シンάใをリアルλイムにޠݴ化する研究をਐΊています。IUUQT���
XXX�SJLFO�KQ�SFTFBSDI�MBCT�BJQ�HPBMPSJFOU@UFDI�UPVSJTN@
JOG@BOM�JOEFY�IUNM

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

ίϛϡχέʔγϣϯ研究室
http://ahclab.naist.jp/

（写真左から）
教授：தଜ　 s-nakaNura@is.naist.jp
।教授：ਢ౻　ࠀਔ sudoh@is.naist.jp
特任।教授：Sakriani Sakti ssakti@is.naist.jp
客һ।教授：吉野　Ұ koichiro@is.naist.jp
助教：田த　ق hiroki-tan@is.naist.jp
助教：　ଠ࿕ sei.shinagawa@is.naist.jp

研究内容　
　ຊ研究ࣨでは、ޠݴ、パラޠݴ、
ඇޠݴใにجづくਓのコミュニ
ケーションに関するٙを解ܾす
る研究にઓします。ਂֶशを
は͡Ίとする様々のਓ能技
術がਐาし、ͦれらをさらに発ల
させることでこれまで解ܾできな
かった՝を解ܾします。また、
ਓ間の認機能に関する見、さらには自らܭଌを行って新たな
見をٻΊ、ͦれにجづく研究をਪਐします。特に研究においては、ཧ
的なଆ໘だけではなく、技術の࣮ݱ性を重ࢹし、
ϓロトλイϓシステムの࣮からධՁまで行いま
す。۩体的な研究トϐックは以Լの通りです。
ϦΞϧλΠムಉ࣌Ի༁
　ニュースやߨԋなどの複雑な発のਓ間の通
༁ऀのようなಉ࣌通༁、ଟޠݴଟਓのࢀՃす
るձٞの通༁ࢧԉ技術、マルνモーμルな通

༁技術などの研究。
ࣗવޠݴॲཧ
　ਂֶशによる機ց༁やݴ༿による
質や໋ྩをコンϐュー
λがཧ解し、質にえ

たり໋ྩにैったりするような、ਓ間とコンϐュー
λ間の自વޠݴインλフΣースの構ங。
ଌܭಈ׆コミュニケーションޠݴɾඇޠݴ
　ܭଌによるコミュニケーションଌఆ、認
の対システムによるૣݕظ出、自ดのιー

研究設備
 ɾਂ学習け(P6サーバーシステム（ਂ学習用に18ノード、N7I%IA 

(eForce 5I5ANɾN7I%IA (eForce (5910805i 62 (P6をඋ）
 ɾϏοάデータॲ理システム（7ノード、1.65BメϞリ、1005BデΟスクアレ

イ、ਂ学習用にN7I%IA 5esla 4 (P6をඋ
 ɾ知能ίϛϡニケーション研究用生体ܭଌ装置
 ɾマルνϞーμルίϛϡニケーションロϘοト

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ʲ研究業ʳ
https://ahcweb01.naist.jp/category/publication/ 

ʲڞಉ研究ʳ
ຽؒا業̑ࣾとڞಉ研究を実ࢪத

ʲ֎෦ۚࢿʳ
˙科研අ基൫研究（S）ʮ次ੈԻ༁の研究ʯ（ฏ29ʙ 33）
（ද：தଜ）

˙さきがけʮ次ੈޠݴ生のͨめの生จ評価基൫ʯ（ද：ਢ౻ࠀਔ）
˙CR&S5ʮԾ想ΤージェントにΑる個人దԠさΕͨ動ࣾձスΩルの܇࿅ʯ
（ྩݩʙ 6）（ද：தଜ）

研究を始めるのに必要な知識・能力
　特に、ग़身学෦を੍ݶすることはありまͤΜ。学の基本、ίンϐϡータプロάϥϛンάのܦ験があΕ立ͪます。ͨだ、なにΑり、
研究にରするඇৗにڧいと力が重要です。

研究室の指導方針
　自的に、新ͨな研究課題を発見し、問題の定ࣜ化、データऩू、解決のͨめのํ法論のߏங、実験にΑる༗ޮੑのূݕ、解析を
。ஙとͦの評価を目指しますߏにプロトタイプのࡍでの発ද、౼論、ͦして、テーマにΑっては実ޠձٞでのӳࡍࠃ、い、論จのࣥචߦ
好奇心を大切にし、研究を楽しみ、新ͨなことに挑戦します。

この研究で身につく能力
　Իޠݴใॲ理、自વޠݴॲ理、ೝ知ใॲ理、人知能に関する研究を体験し、研究力、ͦΕを推進する能力を身につけます。
自ら、研究課題を発見し、ઌߦ研究をௐࠪ、解析し、新ͨなํ法論をఏ案し、実験にΑり༗ޮੑを発見、ͦして、ࡍࠃձٞ、ࡍࠃジϟー
φルにߘ、プロトタイプをߏஙすることをܦ験し、本当の研究力をཆします。まͨ、ا業のインターン、あるいは、ത࢜後ظ課
ఔではւ֎のトοプ研究機関のཹ学をߦい、ੈք的に活༂する研究者をҭします。まͨ、ا業とのڞಉ研究を୲当することで、ࣾ
ձでٻめらΕていることがԿかについても学びます。

修了生の活躍の場
　मྃ生は、౦大を࢝めとする大学の教һ、ͦして、N55、N&C、࢜通、(oogleɼFacebookなどの研究ॴ、研究։発෦門、AI
系のϕンνϟーなどく活༂しています。

ίϛϡχέʔγϣϯをࢧԉ͢Δଟ༷なٕज़を࣮͢ݱΔ

*nGoSNaUion Science　�� 
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ιʔγϟϧ・ίϯϐϡʔςΟϯά研究室
http://sociocoN.naist.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

৽し͍学問に৽し͍ํ๏ͰΉ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　意ある大学Ӄ生（ത࢜લظ課ఔɾത࢜後ظ課ఔɾࣾ ձ人ؚむ）をืूしています。ใ科学を学ΕてきͨํはもͪΖΜ、ͦ のଞのバο
クάϥンド（ҩྍʗ生物学ʗ学ʗޠݴ学ʗਤॻؗใ学ʗ心理学など）をお持ͪのํもく歓迎いͨします。

研究室の指導方針
　ιーシϟルɾίンϐϡーテΟンά研究室のテーマは、人ؒのޠݴ理解の解明を目指しͨ基礎的研究から、ΑりԠ用にۙい研究まで多
めていきͨいと思っています。研究には新しいことが࢝と֤学生の興味とのから研究をੑの研究のํͪͨࢲ、にΘͨっておりذ
分かっͨというຬײʗୡײ、まͨ、ͦΕをڞ༗するؒʗ組৫も重要だと思います。Ұॹに研究の໘നさを楽しめるΑうなάルー
プ作りを進めていきͨいと考えております。

この研究で身につく能力
　自વޠݴॲ理、データϕース、人知能、ҩྍใに関する研究を実ફし、ࠃ学ձにとどまら ジϟーφルやトοプカンフΝࡍࠃͣ、
レンスに論จߘすることで、研究立案、論จࣥචからプレゼンテーションまでの研究のҰ࿈のྲྀΕをܦ験できます。
　まͨ、ϠフーࣜגձࣾやN55といっͨ本をදするI5ا業や、大学ෟ属පӃやがΜηンターといっͨҩྍࢪ設とのڞಉ研究も推進
しており、実ફ的なϏοάデータ解析ํ法、大نなサーϏスߏஙのํ法論を学び、ࣾձのଈ戦力となるデータ分析能力を身につける
ことができます。

修了生の活躍の場
　こΕまで、ത࢜લظ課ఔをमྃしͨ学生のうͪҎ্がത࢜後ظ課ఔ進学し、研究室֎の研究者とަྲྀしながら、ੵۃ的に
研究活動をܧଓし活༂しています。ब৬しͨ学生は、I5系ا業やメーカーで活༂しています。

研究内容　
　ຊ研究ࣨは、新しいใֶのઌ研究をਪਐすることを的とし、��1�年�݄にઃஔされました。研究ࣨでは、ιーシϟルɾコンϐュー
ティンά、8FCֶ、ਓ能、機ցֶश、自વޠݴॲཧといったใ技術を用いて、ҩྍ、ࣾձ分析など෯い分野にࣾձ࣮を行っ
ています。�
研究άルーϓは、5XJUUFSやϒロάといったιーシϟルメσィアɾσーλ分析研究をਪਐするσーλάルーϓと、ҩྍや心ཧֶのԠ用を中
心としたҩྍԠ用研究をਪਐするҩྍάルーϓの̎つから構成されています。�ຊ研究ࣨは、研究ࣨのنにൺֱして、ଟくのا業共ಉ研
究やެ的ϓロδΣクトを୲っており、研究がࣾձؐݩされていく様を体ײできます。
また、いͣれのάルーϓでも、研究に必要なσーλ構ஙやධՁには、ྟচ心ཧ࢜、ҩྍࣄऀݧܦなど���໊のスλッフが常றし、研究
をサϙートします。

σーλάルーϓɿ
8FCσーλは、ใ科ֶの新しいࡐྉです。5XJUUFSやϒロάといったテキストσーλ、
、છのྲྀ行Ѳײ、クΤリや8FCӾཡロά、合によってはಈը૾σーλもѻいࡧݕ
ༀࡎ෭作用ใのந出、σマのѲ、ᨱ中ইや໊༪ᆝଛ発ݴのݕ出、֗のงғؾ
ใのਪఆ、ڭޠݴҭࢧԉシステムの։発など様々な研究を行っています。新しいモ
σルのఏҊ、σーλのՄࢹ化、システムの։発やධՁなどが主な研究容になります。
ʢ研究ྫʣ
8FCσーλを用いたインフルΤンβྲྀ行の༧ଌʢ:BIPP��+BQBO共ಉ研究ʣ
5XJUUFS্ の࣬පに関するσマのѲʢײཱࠃછ研究ॴ共ಉ研究ʣ
がんηンλー共ಉ研究ʣࡍࠃࡕ࿏の分析ʢ大ܦのҠಈऀױ

ҩྍάルーϓɿ
インλϏュー、ྍσーλやҩֶจなどを用いて、ݸਓのҩྍɾ݈߁に関するใ
をந出する研究を行っています。また、ຊ研究ࣨはެ的ࣄ業によりଟくのҩྍ機関か
らి子カルテテキストのఏڙを受けており、迫ྗのあるنの解析がՄ能です。ҩ
ྍσーλ解析、心ཧଌఆ法、ϢーβインλーフΣースઃܭなどが主な研究容になり
ます。
ʢ研究ྫʣ
ి子カルテσーλを用いたஅࢧԉシステムの構ஙʢ౦ژ大ֶ共ಉ研究ʣ
Ի発から認機能の低Լをਪఆʢ大ࡍࠃࡕがんηンλー共ಉ研究ʣ
大ֶ共ಉ研究ʣژʢ౦の関ڥಐの発達とࣇظय़ࢥ

研究設備
（12ຕܭN7I%IA 2uadroカードなど）機サーバ8ࢉܭ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業
https://sociocoN.naist.jp/publication/
ಉ研究ڞ
࢜ゼロοクス、Yahoo� JAPAN研究ॴ、N55本、N&C、ΤスΤス
ༀなど多。
主な֎෦ۚࢿ
基൫A、基൫B、AM&%、ް 生࿑ಇ科学研究අิ助ۚなど多。

（写真左から）
教授：ߥ　ӳ࣏ araNaki@is.naist.jp
।教授：एٶ　ᠳ子 wakaNiya@is.naist.jp
助教：田　ॡଠ s-yada@is.naist.jp
特任助教：ཱུ　߁明 liew.kongNeng@is.naist.jp
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ωοτϫʔΫγεςϜ学研究室
http://inGonet.naist.jp/
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（写真左から）
教授：Ԭ田　実 Nokada@is.naist.jp
।教授：౦野　࢙ higa@is.naist.jp
助授：%uong 2uang 5hang thang@is.naist.jp
助教： ᇠ chenna@is.naist.jp

研究内容　
　ຊ研究ࣨでは、ిをったηンシンά、ϒローυバンυϫイϠϨス伝ૹ、ΤωルΪー伝ૹに関する研究を行っています。これらの
技術は、ক来のϢϏキλスωットϫークをࢧえるج൫技術であり、ి࣓ཧと৴߸ॲཧのख法を用いて࣮とධՁを行っています。研
究においては、ཧ的なଆ໘やシミュϨーションによるධՁだけではなく、技術の࣮ݱ性を重ࢹしており、࣮ࡍに࣮ݧஔをࢼ作して
ಈ作࣮ݧを行い、性能ධՁを行っています。

ϫΠϠϨεٕిڅज़
　ノート1$やλϒϨット、スマートホンなどのܞଳ機器、Ҡಈロボットでは、ిݯの制約が大きなです。Ҡಈしつつこれらのܞଳ
やҠಈロボットిྗをڅڙすることができれば、ͦの利ศ性は大෯に্します。しかし、ै来のແઢిྗ伝ૹシステムでは、
をૹ৴アンテφの近くにஔく必要があり、Ҡಈするにిྗをڅڙすることはࠔでした。ຊ研究ࣨでは、ૹ৴アンテφ形ঢ়
を࠷ద化することで、Ҡಈ体に対するແઢిྗ伝ૹをՄ能にする研究をਐΊています。
�
分ࢄΞンςφシεςムʹؔ͢Δڀݚ
　光フΝイバແઢ	3P'�3BEJP�PO�'JCFS
を用いた分ࢄアンテφシステムの研究を行なっています。ແઢجہのू中管ཧをՄ能とす
る光フΝイバແઢリンクと.*.0に代දされるۭ間分ׂଟ重の技術を༥合してप利用ޮの高いແઢ通৴システムの構ஙをࢦし
ています。

ηンシンάʹؔ͢Δڀݚ
　࿙Ӯಉ࣠ケーϒルを用いた侵入ऀݕや3'*%を用いた低侵ऻ外科ख術ࢧԉシステムの研究を行なっています。これらはి࣓を
用して、対物からの受৴৴߸からͦのҐஔをਪఆしています。

ແઢ৴߸ॲཧճ࿏の࣮ʹؔ͢Δڀݚ
　ແઢ通৴やిྗઢൖૹシステムで用いられるσδλル৴߸ॲཧは、ඇ常にԋྔࢉがଟく、かつ、ฒྻ化が単७にはできないたΊ、
ͦの࣮には、様々なが必要となります。ຊ研究ࣨでは、ԋنࢉのখさい৴߸ॲཧアルゴリズムやฒྻ化に関する研究を行なっ
ています。

৴པ低ফඅిྗແઢ௨৴シεςムߴ
していますが、ηキュリティやロ্ଳిやແઢ-"/に代දされるσδλルແઢ通৴システムは、近年、ͦの伝ૹが大෯にܞ　
ボットの制御といったඇ常に高い৴པ性が要ٻされる用్では、ͦの性能はे分ではありません。ຊ研究ࣨでは、0'%.、$%."、
アンテφμイバーシν技術、マルνホッϓωットϫーク、ޡり制御技術といった֤要ૉ技術の研究を通͡て、高৴པ性システムの࣮ݱ
をࢦしています。�
　また、�,高ਫ਼ࡉ্σδλル์ૹや、ܞଳけマルνメσィア์ૹにけた、Ҡಈ受৴アンテφや෮調アルゴリズムといったσ
δλル์ૹ受৴機の性能վળにけた研究、։発を行っています。

研究設備
、प૿෯器、マルνϙートωοトϫークアφϥイβߴ、प৴߸発生器ߴ
スϖクトルアφϥイβ、デジタル変෮ௐテスタ、ιフトΤアແઢデバイス、
シールドケース、ϫイϠレスిڅ実験装置、光フΝイバແઢૹड৴装置、ܭ
機サーバࢉ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙μイϔン　ϫイϠレスిڅに関するڞಉ研究
˙本ແઢ　খؾܕレーμのੑ能վળに関するڞಉ研究

ϫΠϠϨεγεςϜにڵຯ͋Δํͥͻडݧし͍ͯͩ͘͞ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ແઢ通৴、ి࣓ؾ学、ճ࿏、৴߸ॲ理に関する基礎知識、MatlabまͨはCのプロάϥϛンά能力があると研究がりますが、新ೖ
生はҰからトレーニンάしますので研究室配属࣌で必ਢではありまͤΜ。

研究室の指導方針
ࡍࠃ作などを通して、実ફ力を身につけることを目ඪとしています。研究果をࢼだけではなく、プロάϥムや実験系の౼ݕの্ص　
ձٞや研究ձなどにੵۃ的に֎෦発දすることをྭしています。ि1,2ճの研究室શ体のใࠂձやྠߨをߦうことで専門的なٞ論を
しͨり、プレゼンテーション能力をཆっています。研究果を発දするࡍには、ͦの研究ձや学ձߘのͨめのߘݪの作法について
も指ಋをߦいます。まͨ、ا業や研究機関とのڞಉ研究やڞಉプロジェクトにもੵۃ的にࢀՃすることで実ફ的な問題や課題に取り組
み、ଈ戦力となΕる研究։発力を身につけるͨめの指ಋをߦいます。

この研究で身につく能力
प技術やϫイϠレス技術に関する専門的知識が得らΕるとともに、ϫイϠレス関࿈の֤छଌ定機器のૢ作手法、ϫイϠレス通৴ߴ　
システムをࢉܭ機に実装するࡍに必要となるप解析に関する知識を身につけることができます。ϫイϠレスシステムのੑ能評価の
ͨめのシϛϡレーション技術の習得がՄ能です。

修了生の活躍の場
　ത࢜લظ課ఔमྃ生は、主として、ి機メーカー、ిؾ通৴ࣄ業者、์ૹہにब৬しています。まͨ、ത࢜後ظ課ఔमྃ者は、্
。にՃえて大学教һとして活༂していますه

*nGoSNaUion Science　�9 
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ΠϯλϥΫςΟϒϝσΟΞ設ܭ学研究室
http://iNd.naist.jp/ja/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：Ճ౻　തҰ kato@is.naist.jp
।教授：ਆݪ　೭ kanbara@is.naist.jp
助教：౻本　༤Ұ yGujiNoto@is.naist.jp
助教：ᖒᬑ　ଠࢤ sawabe.taishi.so0@is.naist.jp

ֵ৽తώϡʔϚϯΠϯλϑΣʔεٕज़の究ʙਅに生活ऀ社会に貢献͢Δใٕज़のཱ֬をࢦしͯʙ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ώϡーマンインタフェース、ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάϥフΟοクスに関する基礎的な知識やιフトェア։発能力があΕ
ましいですが、必ਢではありまͤΜ。まͨ、学	زԿ、֬ɾ౷࠷、ܭద化
も重要となります。

研究室の指導方針
　多༷なバοクάϥンドを持っͨ学生のडೖを歓迎するதで、研究テーマに関しては、学生のرをଚ重しつつ、教һとのଧ߹ͤを
重Ͷるதで、学生の特が活き、かつ、ࡍࠃ的に通用する研究テーマを設定します。まͨ、άローバルに活༂できる人ࡐのҭにয
を当て、本人学生とཹ学生が互いにࢧえつつ学び߹うڥのߏஙを目指しています。ͦのͨめ、研究室での研究発දやٞ論、メー
ル࿈བྷなどをݪଇӳޠでߦっています。まͨ、ίϛϡニケーション力をߴめるͨめに、プレゼンテーションスΩルやデϞンストレーショ
ンスΩルのҭにも力をೖΕています。

この研究で身につく能力
　Ұൠ的な研究ߦ能力、具体的には、論理的思考力、จݙௐࠪ能力、実験データ分析能力、論จࣥච能力、νーム研究における౼
論力などは、具体的な研究テーマにΑらͣにम得Մ能です。ͦの্で、研究室の研究指ಋํにΑるものとして、ӳޠにΑる研究発ද
スΩルやର໘での説明ɾ౼論スΩル、デϞンストレーションスΩルなどがあります。まͨ、ւ֎࿈ܞ研究室における研究インターンシο
プを推しており、ͦのΑうな活動を通じて、ࡍࠃ研究プロジェクトにࢀըするͨめのӳޠӡ用能力をम得Մ能です。まͨ、研究テー
マにґଘしͨ能力として、ίンϐϡータϏジョンやίンϐϡータάϥフΟοクス分野でのߴなιフトェア։発能力やඃ験者実験を通
じͨώϡーマンインタフェースシステムの評価ɾ分析能力をम得Մ能です。

修了生の活躍の場
　લظ課ఔのमྃ生においては、̞̩ 関࿈ا業શൠにおいての技術։発෦門で活༂しています。特に、ө૾࢈業、ゲームɾΤンターテ
インメント࢈業を目指す学生が多いです。後ظ課ఔのमྃ生においては、大学教һを目指す学生が多いですが、ۙ࠷では、ຽؒا業な
どにब৬する学生や、研究果を用いて自らى業する学生もいます。

研究内容　
　ຊ研究ࣨでは、ਅに生活ऀやࣾձにݙߩするใ技術のཱ֬をࢦして、革新的なώューマンインλフΣース技術を究しています。ͦのたΊに、ώューマンインλフΣースとい
う研究分野の中で、主にコンϐューλϏδョンやコンϐューλάラフィックスに関࿈する技術を用いた研究を行っています。特に、֦ுײ࣮ݱɾ複合ײ࣮ݱやバーνϟルリアリティ
についての研究ではࡍࠃ水४の研究成Ռを্げています。新機能の出、ਫ਼ɾ৴པ性等の性能্、Ԡ用システム։発といった技術։発研究にཹまらͣ、ͦれら技術がϢーβや
ࣾձにٴ΅すӨڹ等をධՁする研究も行っています。また、異分野の研究ऀとの共ಉ研究もੵۃ的に行っています。研究のԠ用ઌとしては、࢈業分野、Τンλーテインメント分野、
ϔルスケア分野をは͡Ί、ଟ様な分野がؚまれます。۩体的な研究ྫࣄを以Լにࣔします。
ʣ̍次世代ϔッυマウントσィスϓϨイʢ̢̝̙ʣ
　主に̎つの؍から研究に取り組んでいる。̍つは、メガωのようにബくܰྔで、かつ、ࢹ野֯、高ը質な̢̝̙の࣮ݱである。マイクロϨンズアϨイ方ࣜを࠾用することで
ബܕを୲อした্で、高ϐッνσィスϓϨイパωル、ٿ؟ӡಈなどの技術を用いることでࢹ野֯化と高ը質化に取り組んでいる。̎つΊは、̢̝̙用がϢーβの؟に༩
える悪Өڹ	ർ࿑ײやྗࢹ低Լ
を低減することを的に、Ϣーβのٿ؟のয調અ機能にԠ͡た࠷దなө૾ఏࣔに関する研究を行っている。
�ʣຫ性ਛଁපऀױのࡏ৯ྍࣄ法における̞ ̩活用�
。があり、容қではないڹにՃえ、Ոの̡̦̾にもӨऀױ、されるがٻଓ的な࣮ફが要ܧにるظ法であり、長ྍ࣏法はຫ性ਛଁපの重ಞ化を͙ඇ常に重要なྍࣄ৯ࡏ　
ઁ取栄養管ཧという؍ではなく、調ཧやӡಈにもし、ऀױɾՈの生活ڥσβインという؍からMP5技術を用いた生活ࢧԉシステムに関する研究を行っている。
�ʣ֦ுײ࣮ݱɾը૾ܭଌ技術のスϙーツԠ用
　ࣛ体ҭ大ֶと共ಉ研究を࣮ࢪしている。トッϓアスリートのトϨーニンάや高ྸऀの݈߁ҡ࣋ɾ増ਐのたΊのӡಈをࢧԉすることを的に、֦ுײ࣮ݱやը૾ܭଌ技術をԠ用
し、దなコーνンάやӡಈऀのモνϕーションҡ࣋に活用することをࢼΈている。
̐ʣ֦ுײ࣮ݱの࣮利用にけた有ޮ性ධՁと利用方法の体ܥ化
　֦ுײ࣮ݱ技術の成ख़にい、作業ࢧԉシステムやڭҭシステムとしての࣮利用が࢝まりつつあるが、దな利用方法に関する見はまとまっていない。ͦこで、֦ ுײ࣮ݱの様々
な利用方法について有ޮ性のධՁを行い、దな利用方法に関する見の体ܥ化に取り組んでいる。さらにͦの見をまとΊたガイυラインをウΣϒϖーδとしてެ։している。
�ʣ常的対をܧଓするώューマンロボットインλラクション	)3*

　҆全ɾ҆心ɾշదな常的ࢧԉを行うたΊに、֮ࢹɾ৮֮ɾδΣスνϟなどによるマルνモーμルな対技術の։発を的としている。物ཧ的な身体をもったロボットにݶら֦ͣ
ுײ࣮ݱロボットɾバーνϟルロボットをؚΉロボットメσィアを利用した様々なώューマンロボットインλラクション技術を研究している。
�ʣԾɾ֦ுײ࣮ݱのパϒリックスϐーキンάトϨーニンάԠ用
　ਓとすコミュニケーション能ྗの܇࿅に、Ծɾ֦ ுײ࣮ݱをԠ用し、ͦ のޮՌを高Ίることを的としている。ϓϨθンテーションなどのਓલですঢ়گをԾڥにݱ࠶し、
有ޮなใఏࣔख法について研究している。

研究設備
　ϢϏΩタスデΟスプレイ実験室、̏ 次ݩը૾ܭଌ装置、࠷新のϔοドマントデΟスプ
レイ、ϞーションΩϟプνϟシステム、マルνϞーμルAR/7R自動ͦ྆ंߦのଞɼ֦
ுݱ実ײ実験システムなど

දతな研究業績・ड
学術論จ
ɾ R. AkiyaNa, (. YaNaNoto, 5. ANano, 5. 5aketoNi, A. Plopski, C. Sandor, 

). Kato, Robust Reqectance &stiNation Gor Projection-Based Appearance 
Control in a %ynaNic Light &nvironNent, I&&& 57C(, 	2019
.

ɾ %. C. RoNpapas, C. Sandor, A. Plopski, %. Saakes, J. Shin, 5. 5aketoNi, 
). Kato, 5owards Large Scale )igh Fidelity Collaborative AugNented 
Reality, CoNputers � (raphics, 7ol.84, pp.24-41 	2019
.

ɾ M. Krichenbauer, (. YaNaNoto, 5. 5aketoNi, C. Sandor, ). Kato, 
AugNented Reality vs 7irtual Reality Gor 3% Object Manipulation, I&&& 
57C(, 7ol.24, No.2, pp.1038-1048 	2018
.

ɾ %. RoNpapas, A. Rovira, A. Plopski, C. Sandor, Y. (oshiro, ). Kato, S. 
Ikeda, &yeAR: ReGocusable AugNented Reality Content through &ye 
MeasureNents, MultiNodal 5echnologies and Interaction, 7ol.1, No.4, 
pp.22:1-22:18	2017
.

ɾ M. Santos, A. Chen, 5. 5aketoNi, (. YaNaNoto, J. Miya[aki, ). Kato, 
AugNented Reality Learning &xperiences: Survey oG Prototype %esign and 
&valuation, I&&& 5L5, 7ol.7, No.1, pp.38-56	2014
.

ձٞ発දࡍࠃ
ɾ K.5ainaka, Y. FujiNoto, M. Kanbara, ). Kato, A. Moteki, K. Kuraki, K. 

OsaNura, 5. Yoshitake, 5. Fukuoka, �(uideline and 5ool Gor %esigning an 
AsseNbly 5ask Support SysteN 6sing AugNented Reality,� I&&& ISMAR 
	2020
.

ड
ɾ )iroka[u Kato, Mark Billinghurst: Lasting INpact Award, the I&&& 

International SyNposiuN on Mixed and AugNented Reality 	ISMAR2012
. 
Atlanta, 6SA, 	2012
.

ɾ )iroka[u Kato: 5he 2009 7irtual Reality 5echnical AchieveNent Award 
GroN I&&& 7(5C 	2009
.

ւ外࿈ܞ研究ؔػ
ɾϛϡンϔン科大学	ドイπ
：֦ ுݱ実ײ
ɾࠃ立ޭ大学	
：֦ ுݱ実ײのリϋϏリࢧԉԠ用
ɾプリϞルスカ大学	スロϕニア
：̏ 次ݩϢーβインタフェース
ɾトレント大学（イタリア）：֦ ுݱ実ײのҩྍԠ用

��　-"B03"503: (6*%& ����
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ޫϝσΟΞΠϯλϑΣʔε研究室
http://oNilab.naist.jp/index-jp.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

τϨϯυΘな͍ɻൃのసͰ世界の࠷ઌにΉɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ίンϐϡータϏジョンやάϥフΟοクスの基礎的な知識やプロάϥϛンάܦ験があるにӽしͨことはありまͤΜが、必ਢではありまͤ
Μ。むしΖ、少しΕていͨํが、研究の෯ががることもあります。いͣΕにͤΑ、知的好奇心がԢであΕ問題ありまͤΜ。

研究室の指導方針
います。ͦΕとはผߦՃするिにҰのϛーテΟンάで進を֬ೝして指ಋをࢀଇとしてҰ人にҰつのテーマをׂり当て、શ教һがݪ　
に、ෳ人でҰつのテーマにूதして取り組むこともあΕ、興味分野のい学生にはҰ人にෳテーマをׂり当てることもあります。
શһがࡏ学தに少なくとも̍ ճの学ձ発දをߦうことを目指し、༏Εͨ果がग़ͨ߹には、ੵۃ的にࡍࠃձٞでの発දも目指してい
きます。

この研究で身につく能力
能力はもͪΖΜ、論理的思考力やίϛϡニケーション力など、研究に必要とさΕるҰ࿈のߦଌ実験やプロάϥϛンάなどの実験ܭ　
基礎能力が身につきます。特に本研究室の主要πールであるカメϥについては、動作ݪ理や撮影技法などの専門知識が身につきます。
まͨ、あえてトレンドはΘͣに、発想をసしてまっͨくҟなる解法でੈքの࠷ઌに挑む習׳が身につきます。

修了生の活躍の場
　主にి機メーカーやシステム։発などのا業で、研究৬や։発৬などにबいています。まͨ、ത࢜後ظ課ఔに進学する学生もいます。

（写真左から）
教授：　߁ത Nukaigawa@is.naist.jp
।教授：ᢠ　࠸ GunatoNi@is.naist.jp
客һ।教授：ٱอ　ਘ೭ hkubo@is.naist.jp
客һ।教授：田த　ݡҰ ktanaka@is.naist.jp
助教：౻ଜ　༑و GujiNura.yuki@is.naist.jp

研究内容　
　光ݯから出た光は、シーン中で ɾࣹ۶ ɾંࢄཚ等の光ֶݱを܁りฦし、カメラやզ々の؟にಧきます。զ々ਓ間は؟で見ただけで、物体ද
໘のঢ়ଶがツルツルしているのかβラβラしているのかといったද໘のߥさだけではなく、重いのかܰいのかといった質ྔや、ۚ ଐなのかϓラ
スνックなのかといったࡐ質に関する物ཧใ、さらには҆っΆいのか高ײڃがあるのかといったײ性に関わるใも͡ײ取っています。つま
り、光ઢはシーンに関するو重なใをӡͿഔ体と考えることができます。この光の伝播からシーンをཧ解する能ྗをコンϐューλ্で࣮ݱす
ることで、光をഔ体としてਓ間とコンϐューλがシーンのใを共有できるʮ光メσィアインλフΣースʯを࣮ݱすることをࢦしています。

研究設備
の҉室がありまنサーバはもͪΖΜ、用్に߹Θͤて大খ༷々なࢉܭ　
す。まͨ、5oFカメϥɾ光ઢۭؒカメϥɾϋイύースϖクトルカメϥɾサーϞ
άϥフΟカメϥɾྫྷ٫CC%カメϥなどの特घηンサがあり、࠷ઌの研究
をするͨめのڥがっています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　大ܕ༧ࢉJS5 CR&S5をはじめとする多の֎෦ۚࢿを֫得しており、
まͨ、大ࡕ大学、Ari[ona State 6niversity（アメリカ）、6niversity oG 
CaliGornia, Los Angeles 	6CLA
	アメリカ
、6niversity oG Picardie 
Jules 7erne（フϥンス）、多のຽؒا業とڞಉ研究を実ࢪしています。๛
な研究අと༏Εͨ人ࡐにΑり、ੈ ք࠷ઌの研究を実ࢪしています。研究果
は、C7PRやSI((RAP) Asiaをはじめとする、ੈ քߴ࠷ๆのίンϐϡータϏ
ジョンɾάϥフΟοクスのࡍࠃձٞで発දしています。まͨ、ͦ Εらの専門的な
果をҰൠのօ༷にΘかりやすく伝えるアトリーν活動にも力をいでいます。

コンϐューλάϥϑΟοΫε
　光がࣹやࢄཚする様子をカメラでܭଌすることで、࣮物が࣋つಠ特の質ײ
を$(で࣮にݱ࠶する技術を։発します。単に$(をσィスϓϨイにදࣔする
だけではなく、࣮物ͦっくりのϨϓリカを作成するなど、$(の新しい見せ方に
もઓしています。また、アニメ制作のࢧԉ技術の։発にも取り組んでいます。

コンϐューλϏδョン
　カメラでࡱӨされた֮ࢹใにجづいて、物体の̏ 次ݩ形ঢ়やࡐ質をਪఆし、コンϐューλ
がシーンをཧ解する技術を։発します。ͦ のたΊには、通常のカメラだけではなく、ԕ外カ
メラや分光カメラ、さらには物体までのڑ離をܭଌする5JNF�PG�'MJHIUカメラなど、様々なカ
メラを活用します。ं の自ಈӡసやࠪݕなど、࢈業քでも必要とされている技術です。

コンϐュςーショφϧϑΥτάϥϑΟ
　カメラによるࣸਅࡱӨのաఔにࢉܭॲཧを組ΈࠐΉことで、カメラをਐ化
させます。単なるը૾ॲཧではなく、特घな光ֶܥをՃえることでカメラの物
ཧ的な性能ݶքをえることができ、通常のカメラではෆՄ能なࡱӨもՄ能
となります。࠷近ではスマートフォンにも࣮されつつある新しい技術です。

ηンシンάシεςム։ൃ
　シーン中で生͡るࣹやࢄཚなどの光の伝播をܭଌするたΊに、用్に合
わせたηンシンάシステムを։発します。様々な光ֶૉ子や光ݯを組Έ合わせ
ることで、世քに̍ しかないシステムを࣮ࡍに作ります。特にϓロδΣクλと
カメラを組Έ合わせたシステムは、次ୈで様々な用్に利用Մ能です。

� 0-. %igiUal
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αΠόωςΟΫε・ϦΞϦςΟ学研究室
（写真左から）
教授：ਗ਼　ਗ਼ kiyo@is.naist.jp
।教授：ࢁ ӳত hideaki.uchiyaNa@is.naist.jp
客һ।教授：ञ田　৴ sakata@is.naist.jp
客һ।教授：Տ߹　ل norihi-k@is.naist.jp
助教：үࢁ　 isoyaNa@is.naist.jp

http://carelab.inGo/ja/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

にૢΓਓのྗを֦ு͢Δࡏをࣗײ࣮ݱ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　人ؒの知֮ɾೝ知ɾ心理ɾ身体機能などにڧい関心があり、人ྨを科学技術でもっとͤにしͨいと考えていること。ものͮくりが
好きで、ఘめない೪りڧさがあること。学とӳޠにアレルΪーがないこと。

研究室の指導方針
　༷々なഎܠの学生がूうので、配属後は7R系のものͮくりのνームプロジェクトにࢀըし、基礎的な技能やڠௐੑをཆってもらいま
す。研究テーマは学生のرをଚ重し、スΩルやܦ験を考ྀしてじっくり決めていきます。ը૾ॲ理、ి子ճ࿏、ロϘοトなど、Ұ人ひ
とりの得意分野を活かし、ࣾձでの実用を視野にೖΕつつ、ੈք的な研究となるΑうみΜなでҭてていきます。ཹ学生や֎ࠃ人དྷ๚者、
ւ֎とのڞಉ研究が多いので、ӳޠでのίϛϡニケーションを楽しめる࢟をҭみます。࠷ऴ的に࠷関のࡍࠃձٞや論จࢽのߘ
を目指します。

この研究で身につく能力
　大学Ӄで研究するということは、ͦ のトϐοクでੈքのφンバーϫン、オンリーϫンになるということです。自身の研究の価を説明し、
科学的にূݕする必要があります。ͦのͨめに必要な、良いアイデアを生む発想力、アイデアを具ݱ化する実ߦ力、ͦΕを人に伝える
発৴力は々の研究活動で自વに鍛えらΕます。い֦ுݱ実ײやバーνϟルリアリテΟ、ը૾ॲ理、機ց学習、ͦΕらを駆使しͨ人
֦ؒுなどの技術はࡏݱ大変目をूめています。こΕらはࠓ後ेؒ、人ྨのͤとはԿかを問いなおすΑうな大きなࣾձ変ֵの
ͦ。動力となる֩心的技術ですݪ のઌ技術を学ΜだօさΜは、必ͣࣾձからٻめらΕる人ࡐになるでしΐう。ͥ ひ大きなϏジョンを持っ
て活༂して΄しいとئっています。

修了生の活躍の場
　मྃ生はത࢜後ظ課ఔの進学のଞ、ύφιニοク、࢜通、リίー、IBM、ιニーなどのి機系、N55ίϛϡニケーションズ、サイバー
Τージェント、Ϡフー、%eNAなどの通৴ɾI5系に多くब৬しています。

研究内容　
ʲԿを研究しているのですか？ʳ
　ʮサイバωティクスʯはਓとシステムを౷一的にѻうֶのことです。ʮリアリティֶʯはײ࣮ݱをૢ作するあらΏる技術を૯শする
にૢ作し、新たな能ྗを獲得する、ਓ間に対ࡏを自由自ײ࣮ݱ研究ࣨでは、身につけることでֶです。サイバωティクスɾリアリティޠ
するϓラάインあるいはΤクステンションモδュールとしてのใシステムについて研究しています。ͻとことでݴえば、ະ来のಓ۩や
能ྗをマδメにΖうとしています。
　私たͪはᚶしければサンάラスをかけ、ฉこえにくければิௌ器をつけます。私たͪは࣮ݱ世քの見え方、ฉこえ方、͡ײ方をૢ作ɾ
調整する様々なಓ۩をっているのです。バーνϟルリアリティʢ73ʣ、֦ுײ࣮ݱʢ"3ʣ、コンϐューλϏδョン、機ցֶश、生体ใ
ॲཧなどといった様々なઌ技術をۦすることで、より自由自ࡏにײ࣮ݱをૢ作することができます。
こうしたະ来のಓ۩を用いることで、ো害をิったり、新たな能ྗを獲得したり、ਓ間のՄ能性をແݶに֦げることができるのです。これ
により、ͻとりͻとりの510に寄りఴったʮパーιφライズυリアリティʯをఏڙし、よりศ利に、よりշదに、あるいはより҆心して生
活できることをࢦしています。こうしたใシステムを通͡て、すべてのਓ々がͦれͧれの能ྗを࠷大ݶに発شしてॿけ合う、インクルー
シϒなࣾձの࣮ݱに寄༩したいと考えています。研究ࣨのུশである$"3&には、ਓをケアして寄りఴうというҙຯもࠐΊられています。

ʲ۩体的にはどのようなྫがありますか？ʳ
　ਓやڥのঢ়ଶをるηンシンά技術、֮ײをૢるσィスϓϨイ技術、ಓ۩とਓの関わり方を考え
るインλラクション技術を̏つのபとして、様々な研究։発を行っています。

　ྫえば、ਓ間のࢹ野にඖఢするࢹ野).%、؟をڽらすとࢹ
Օॴが自ಈ的にズームするゴーάル、࣮ࡍにはಈくことなくらかにࢹ
を変化させてࠓいる෦を্からோΊられるゴーάル、पғのਓを
খさくしてຬһిंであってもۭいてるように͡ײられるゴーάル、إ
දをڧ調しておޓいのͪ࣋ؾが伝わりやすくなるϏσオνϟットなど
を։発しています。֮ࢹ以外にも、きを変えられるྗڧなフΝンを用
いて෩のྗで的まで༠導してくれるφϏゲーションシステムや、࠲っ
たままなのにาいた֮ײが得られるϒーツなどを։発しています。
　ଞにも様々な研究を࣮ࢪしています。ৄしくはホームϖーδʢIUUQ���
DBSFMBC�JOGP�ʣを͝ཡください。

研究設備
　༷々な)M%、機ց学習用ϋイΤンドࢉܭ機など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙J. Orlosky, Y. Itoh, M. Ranchet, K. Kiyokawa, J. Morgan, and ). %evos, �&Nulation 

oG Physician 5asks in &ye-tracked 7irtual Reality Gor ReNote %iagnosis oG 
Neurodegenerative %isease,� I&&& 5ransactions on 7isuali[ation and CoNputer 
(raphics （57C(）, 7ol. 23, No. 4, pp. 1302-1311, 2017.

˙J. Orlosky, 5. 5oyaNa, K. Kiyokawa, and %. Sonntag, �ModulAR: &ye-controlled 7ision 
AugNentations Gor )ead Mounted %isplays,� I&&& 5ransactions on 7isuali[ation and 

CoNputer (raphics （57C(）, 7ol. 21, No. 11, pp. 1259-1268, 2015.
˙A. Plopski, Y. Itoh, C. Nitschke, K. Kiyokawa, (. Klinker, and ). 5akeNura, �Corneal-

INaging Calibration Gor Optical See-5hrough )ead-Mounted %isplays,� I&&& 5ransaction 
on 7isuali[ation and CoNputer (raphics （57C(）, 7ol. 21, No. 4, pp. 481-490, 2015.

ʲڞಉ研究ʳ
๛田தԝ研究ॴ、5IS、ύφιニοク、౦大学、֩༥߹科学研究ॴなど

ʲࣾձ活動ʳ
本バーνϟルリアリテΟ学ձ理ࣄ、I&&& 7irtual Reality Steering CoNNittee MeNberなど

ʲ֎෦ۚࢿʳ
จ෦科学লɾ科研අ（基൫Aʷ̍ 、基൫Bʷ̏、基൫Cʷ̍ 、ए手Bʷ̍ ）など

��　-"B03"503: (6*%& ����

ࢹH.% ノイζΩϟンηϦンάΰーάル ද情のڧௐ

ڀݚ



γ
ε
ς
Ϝ

ใ
学

*nGoSNaUion Science　�� 

ώϡʔϚϯϩϘςΟΫε研究室
http://isw3.naist.jp/Contents/Research/ai-01-ja.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：田　ོ t.wada@is.naist.jp
।教授：ߴদ　३ j-taka@is.naist.jp
客һ।教授：(arcia (ustavo garcia-g@is.naist.jp
助教：ࠤ౻　༐ى sato.yuki@is.naist.jp
助教：᪅　ਸو cho@is.naist.jp

ਓをࣝΓ、ਓにཱͭػցγεςϜをΔ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　学やӳޠなどの基礎学力、؆୯なプロάϥϛンά能力をඋえていることをظします。ロϘοトɾ自動ंなどの知能機ցシステムや、
人ؒのみさの理解、人ؒと機ցの関などにڧい興味があΕ、専門的な知識はೖ学後に学ます。
。研究室の指導方針
　研究テーマは学生個人の興味や得意分野等を考ྀして決定します。Ұ人1テーマを基本としますが、νームをܗすることで、知識や
πールをڞ༗するとڞに、互いにٞ論しながら研究を進めます。

この研究で身につく能力
　ロϘοトɾ機ցシステムを੍ޚする技術、ϋードェアɾιフトェアの設ܭɾ作と౷߹技術、ใ技術を活用しͨ人ؒ特ੑϞデリ
ンά技術、人ؒに使いやすいώϡーマンマシンシステムの設ܭ技術、（特に人をؚむ）実験を通じͨ評価などをバϥンスΑく身につけら
Εます。

修了生の活躍の場
　自動ंメーカー、૯߹ి機メーカー、ใ通৴࢈業など෯い分野、大学教һとして活༂している者も。

研究内容
　ηンシンάからӡಈ制御までをਓ的に構成するロボティクス
技術や、これを用いたਓ間行ಈのモσリンά、さらにこれらを༥
合したώューマンマシンシステムの構成ख法に関する研究を行っ
ています。
"��ώューマンモσリンά
　ਓ間のΈな֮ײใॲཧ、ӡಈ機能を、システム的にཧ解
するたΊの研究を行います。特に機ցʢಓ۩ʣをѻうਓ間の特徴の
ཧ解にযをてています。
ɾ�ਓの֮ײใॲཧʗಈ༳පʢ物ਲい、73ਲい、Ӊਲいʣ
の࣮ݧ研究、ࢉܭモσリンά
ɾ�ଟリンク構体の有するΈさのಈྗֶ的ཧ解
ɾ機ցオϖϨーλʢ自ಈंӡసखなどʣのཧモσリンά
ɾアフΣクティϒλッνロボットと৮れるスキルのモσル化
#ɽロボットによる作業࣮ݱ
　ロボットのハーυウΣアɾιフトウΣアに関するج൫的研究と
。く研究します業等のԠ用を࢈
ɾॊらかい物体のロボットによるૢ作ʢ変形制御ɼૢりʣ�
ɾロボットϏδョンとマニϐュϨーション
ɾ�ιフトロボティクスʢηンシンά機能を࣋つδϟミンάάリッパɾ
ॊೈ࣏۩ʣ
ɾώューマノイυロボットによる物体ૢ作
ɾ水中ロボットʢԕִૢ作、マニϐュϨーションなどʣ
$ɽώューマンマシンシステムɾώューマンロボットコラボϨーション
　ώューマンモσリンά、ロボット技術を౷合し、ਓ間にとって
。ݱいやすいώューマンマシンʢロボットʣシステムを࣮
ɾ�4IBSFE�$POUSPMʢڠ調制御ʣの研究ʢ自ಈं、ԕִૢ作水
中ロボットのԠ用などʣ

ɾ大଼ٛ制御�
ɾアンυロイυロボットとノンバーバルコミュニケーション
ɾ�ൽෘද໘形ঢ়ܭଌにجづく্ࢶಈ作ਪఆとリハϏリシステム
のԠ用
%ɽ自ಈं分野の研究ྫ
　ܕロボットのྫとしての自ಈंを対に、様々な研究を࣮
。していますࢪ
ɾ�շదな自ಈӡసの࣮ݱʢスムーズなӡసҾ͗ܧ、ਲい低減などʣ
ɾυライバ DZCFSOFUJD�NPEFM にجづくं྆ӡಈ制御
ɾӡస技ྔやं྆ૢ作性のシステム的ཧ解

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
大学、本自動ं研究ॴ、߳ژಉ研究ઌ：ஜ大学、立໋ؗ大学、౦ڞ
大学、デルフト科大学、ϛシΨン大学、ຽؒا業とのڞಉ研究もੵۃ的
にߦっています。

研究設備
　ドϥイϏンάシϛϡレータ、খؾిܕ自動ं、ճసҜ子、ώϡーマノイド
ロϘοト、ロϘοト、ਫதロϘοトなど

ਓの֮ײ情報ॲ理ʗ物ਲ͍のࢉܭϞデル

ΞϑΣクςΟϒタονϩϘοト
ͱ৮ΕΔスΩルのϞデルԽ

ମӡಈのΈ͞ にؔ͢Δӡಈ情報の理ղ

ϩϘοトにΑΔ物ମૢ࡞ͱϩϘοトϏδϣン

ώϡーマノイυϩϘοト
にΑΔ物ମૢ࡞

ਫதϩϘοト

ԕִૢػݐ࡞シスςム
ൽෘද໘ܗঢ়ܭଌにͮج 上͘
ਪఆͱϦϋϏϦシスςム࡞ಈࢶ

 ٛシスςム υライϏンάシϛϡϨータ

ΞンυϩイυϩϘοトͱノンバーバルコϛϡχέーシϣン

շదͳࣗಈӡసٕज़
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γεςϜ੍ޚ研究室
http://genesis.naist.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

ؒઌ生ͱͱに研究にࣗओత・ੵۃతにऔΓΊΔਓ、ػࢉܭを活༻しͯϞϊを動かし͍ͨਓ、͘ཧՊ学ૅج学に
し͍ͯͩ͘͞ɻݧຯの͋Δਓͥͻडڵ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　理的なものの見ํさえできΕ、ใ系学科のग़身でなくても大ৎです。特に機ցɾి 。੶していますࡏ学系ग़身の学生が多ؾ
。験などもあΕ、さらに良いでしΐうܦ機のスΩルやロϘίンࢉܭ

研究室の指導方針
　研究テーマはೖ࣌ࢼのখ論จからࣜܗ的に決めるのでなく、配属後にઌ生ํと相ஊしつつ֤自のرをे分に考ྀして決めます。研
究室શ体としては定ྫの研究ใࠂձ 	基本的にि1ճ
があり、ྠߨや、ઌ生͝との個ผのϛーテΟンάもあります。ใҎ֎にもいΖい
Ζな学科（機ց、ిؾ 等々）から学生がདྷるので、֤自のバοクάϥンドやదੑにԠじて個ผに指ಋをߦいます。࠷初は学生ಉ࢜で
ೖ門的なษڧ（ݹయ੍ޚや機ց学習）から࢝め、ͦの後、֤自の研究テーマ͝とに発ల的な༰を学習して、ঃ々に研究レϕルまで進
みます。

この研究で身につく能力
　技術分野としてはシステム੍ޚ、人知能（機ց学習ɾڧ化学習）、ロϘテΟクス等ですが、むしΖ大切なことは論理的なものの見ํ
や課題の取り組みํ、ࠔな問題にԿにして取り組む（まͨはճආしつつ目的をげる）か、といっͨࣄの進めํ、νームの
や֎とのίϛϡニケーションの取りํであると考えます。研究室の活動を通じて、このΑうな実力を身につけていͨだきます。

修了生の活躍の場
　業などの技術系શൠ、特に自動ं、మ߯、ి機、機ց、I5、化学、インフϥなど多ذにΘͨります。

研究内容
ʲਿຊʳ
　ロバスト制御やదԠֶश制御、モσリンάなど、モノをૢるཧ科ֶである制御ཧの研究をしています。࠷近では特にωットϫー
ク化制御やదԠֶशにڵຯを࣋っています。ֶ生ॾ܅にはখܕのロボットアームやυローン、ॊೈ構物などによるݧ࣮ূݕやシ
ミュϨーションを通͡て࣮ࣾձでཱつ制御技術をश得してもらいます。

ʲখྛʳ
　これまでのʮ整えられたڥԼで༩えられた作業をこなすʯロボットを٫し、ʮ生物のように自らのखで的を見出し達成していくʯ
次世代の自ロボットの։発をࢦしています。ͦのたΊに、生物を฿したܕใॲཧ構ʢニューラルωットϫークなどʣを用
いたֶश制御技術や、֬౷ܭやྗֶܥの特性を利用した様々な作業をѻえる൚用的な的のઃܭख法などについて研究しています。
また、これらཧ研究をূݕするたΊの新ܕロボットの作にも取り組んでいます。

ʲՖాʳ
　近年、ਓ能における機ցֶशやιーシϟルωットϫークの解析で、ϏッάσーλʢۃΊて大きなサイズのσーλʣをѻう機ձが増
えています。このようなσーλは一つのࢉܭ機メモリ্にはऩまりきらない合があり、ඇ常にѻいがࠔです。ͦこで、σーλを分ׂ
して複のࢉܭ機でֶशや解析を行う分ڠࢄ調解ܾというख法がんに研究されています。ຊ研究ࣨでは、マルνΤーδΣントシ
ステムを用いた分࠷ࢄద化を解くアルゴリズムの構ஙや性能のཧ的ɾ的解析に取り組んでいます。また、これらཧ研究を
。ロボットの作にも取り組んでいますܕするたΊの新ূݕ

研究設備ͱ研究Πϝʔδ 研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　研 究  果 は I&&& 5rans. on Robotics, Nonlinear %ynaNics といっͨ
ੈքトοプレϕルのࢽࡶに発දしています。ϛϡンϔン科大学などとڞࡍࠃ
ಉ研究を進めるҰํ、ෳのຽؒا業（μイϔン、サムιンなど）との実用化
研究にもੵۃ的に取り組Μでいます。科研අ（基൫Bɼए手研究、ए手Bなど）
やஂࡒの助ۚもίンスタントに֫得していて、ຖ多くの学生がࠃ֎で研
究発දをしています。
　Αりৄしいใはェϒϖージ（http://genesis.naist.jp/）やԼهのஶ作
をࢀ考にしてԼさい。

ɾ খྛら、h 19.11マルνロίϞーション 、ɦদ野΄か（ฤ）、ロϘοト੍ޚ学ϋ
ンドϒοク、ۙ科学ࣾ、pp. 644-646（2017）

（写真左から）
教授：ਿ本　ݠೋ kenji@is.naist.jp
助教：খྛ　ହհ kobayashi@is.naist.jp 
助教：Ֆ田　研ଠ hanada@is.naist.jp

図１ɿখܕϩϘοトのू߹ 図�খܕマルνコϓター"3 %Sone（���）

図 �  ૬ޓґଘしたωοトϫークのΧスέーデΟンάݱ
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େنγεςϜཧ研究室
http://www-lsN.naist.jp/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ּݪ　ਖ਼࣏  kasahara@is.naist.jp
।教授：෦　ণ߂ sasabe@is.naist.jp
助教：ு　ۄݩ yy[hang@is.naist.jp
助教：ݪ　ਸಙ hara.takanori@is.naist.jp

ෆ࣮֬な社会にର͢ΔεϚʔτなҙܾࢥఆに͚ͨཧతख๏の୳ٻͱใॲཧٕज़の

研究を始めるのに必要な知識・能力
　学ɾプロάϥϛンάɾアルΰリズムɾωοトϫーク等、ใ科学の基礎知識を持っていることはましいですが、ͦΕҎ্に新しい
ことに挑戦する意欲、Ԣな好奇心、知的୳究心、研究にରする明֬なϏジョンを持っていることが重要です。

研究室の指導方針
　研究テーマについては個人のバοクάϥンドを考ྀし、教һとٞ論しながら研究テーマをߜりࠐΜでいきます。研究テーマに必要な
基礎߲ࣄを習得しつつ、ઌの研究動を౿まえながら、ಠੑにΜだ研究をߦしてもらうとಉ࣌に、研究室での研究ใࠂやデΟ
スカοションを通じて論理的な思考と研究プレゼンテーション能力をߴめ、ࠃ学ձやࡍࠃձٞでの研究発ද、学術論จࢽの論จ
ߘを通じてੈքに通用する研究ίϛϡニケーション能力をཆいます。

この研究で身につく能力
　本研究室のテーマを研究することにΑり、大نかつෳࡶなใシステムの設ܭɾ੍ ɾ評価に立つઌ的なใ科学の理論やωοޚ
トϫーク、データߏ、アルΰリズムの෯い知識が身につくとಉ࣌に、大نシステムの本࣭をѲする能力がҭまΕます。まͨۙ
のϏοάデータ解析や機ց学習のΑうな、࣌の要で必要となる理論や手法にରする学習の取り組みํ、Ԡ用のํを身につける
ことができ、ͦΕにΑってকདྷの研究։発トレンドにॊೈにରԠできる学習Ԡ用力がཆΘΕます。

修了生の活躍の場
　ใ通৴ɾใサーϏス系ا業、ίンサルテΟンά系ا業

研究内容
　大نシステム管ཧ研究ࣨでは、ෆ࣮֬性の高いࣾձシステムʢ大نࡂ害࣌のආࢧԉやԾ通՟技術などʣに対し、*P5やϏッάσーλ解析、機ցֶशなど࠷ઌの技術を
ఆを行ܾࢥదなҙ࠷、といった制約のԼられたใྔやϢーβ間の利害関ݶ、ఆメカニズムの研究に取り組んでいます。研究容としてはܾࢥを発するҙܞ調や࿈ڠ、してۦ
うメカニズムの࣮ݱをࢦし、ཧアφリティクス、リスク༧ଌɾ分析、大نσーλॲཧアルゴリズム、Ϗッάσーλ解析、機ցֶश、といったใ科ֶの࠷ઌの見をۦして、
ਓやモノの行ಈ༧ଌ、大نࡂ害࣌の被害Ѳɾආࢧԉの自ಈ化、Ծ通՟やスマートコントラクトといったフィンテックをࢧえるϒロックɾνΣーン技術、物ྲྀωットϫークやιーシϟ
ルωットϫークから得られるല大なάラフ構σーλに対する高解析技術といった、ෆ࣮֬性の高いࣾձシステムのスマート化にけた研究を෯く行い、࢈業にີした研究成
Ռを発৴しています。
˓ཧアφリティクス
　Ԡ用֬やཧアルゴリズム、ゲームཧやメカニズムɾσβインといったใ科ֶの見をۦして、Ϗッάσーλを高に活用する大نなσー
ληンλーやωットϫークシステムのσβイン、さらにはシステム্でఏڙされるサーϏスのઃܭや、Ϗットコインに代දされる分ܕࢄԾ通՟Τコシステ
ムに関する研究を行います。
˓スケーラϒル൚用ϒロックɾνΣーン技術
　Ծ通՟のج൫技術であるϒロックɾνΣーンには、分ࢄ性ɾ҆全性ɾ֦ு性のࡾ要ૉをಉ࣌にຬたすことができないトリϨンマ関が存ࡏし、ͦのた
Ίෆ特ఆଟのࢀՃノーυからなる分ࢄシステム্で、高なηキュリティをอূしかつ高なトランβクションঝ認をఏڙするϒロックɾνΣーンの࣮ݱ
がෆՄ能とݴわれています。ຊ研究テーマでは、ϒロックɾνΣーンのトリϨンマをࠀするたΊの方法をใֶԣஅ的に୳ٻすることをࢦしています。
۩体的には、	1
�੬ऑなηキュリティのݪҼとなるνΣーン分ݱذをཧ的に解明し、	�
�ใྔがѹॖされかつ高ԋࢉՄ能なઌਐ的σーλ構をϒロッ
ク構やνΣーンɾトϙロδー構にద用し、Ճえて	�
�ϒロックの高ϒローυキϟスト৴をՄ能とする1�1ωットϫーキンά技術を出し、ͦれらの
要ૉ技術をޮՌ的かつ有機的に౷合ɾ༥合させることで、ۃΊて൚用性の高いスケーラϒルɾϒロックɾνΣーン技術の出をࢦしています。
˓ਓと機器の༥にجづく自ಈආ༠導とཧϏッάσーλを用いたリスク分析
　��11年�݄にىきた౦ຊ大ࡂでは、通৴インフラの被ࡂにより、ݻఆ通৴ɾܞଳిともに長࣌間かつൣғで利用できなくなり、ͦの݁Ռ、
҆൱ใɾආใɾ行ใなど様々な重要性の高いใを被ऀࡂɾٹॿऀがԁにऩूɾ৴することができなかったྫࣄがଟใࠂされています。
ຊ研究では、このようなঢ়گԼにおいても、被ऀࡂを҆全なܦ࿏ɾආॴとਝに導くことのできるආ༠導システムの࣮ݱをࢦしています。特に、
ආऀとモバイルʢܞଳిなどʣ間での҉の࿈ܞによる被ࡂঢ়گѲとආ༠導の自ಈ化、ආ ʢऀのʣ間でのಓ࿏ঢ়ଶに関するใ共有、
ཧϏッάσーλにجづくಓ࿏のリスク༧ଌといった様々な要ૉ技術を組Έ合わせることで、の解ܾに取り組んでいます。
̋ゲームཧにجづく利ݾ的࠷ద制御
　インλーωットやަ通など、私達はීஈから様々なࣾձシステムにࢧえられています。ͦのࡍ、ಈըサーϏスを్れなく高ը質でָしΈたい、的
までできるだけૣく౸ணしたい、といったࢥいを࣋つことは自વなことです。一方で、サーϏスをࢧえるシステムのݯࢿは有ݶです。ྫえば、コンテンツ
৴サーϏスの合、৴サーバのॲཧ能ྗやωットϫークのճઢ容ྔなどがݯࢿとしてڍげられます。サーϏスをఏڙするଆのシステムとしてはこのよう
なݯࢿ制約のԼ、できるݶりଟくのϢーβのຬを্させるなど、全体࠷దの考え方がٻΊられます。ຊ研究では、このようなシステム全体としての
。していますࢦすることをݱఆのԼで࣮ܾࢥ的なҙݾ々のϢーβの合ཧ的かつ利ݸద化を࠷
̋*P5ηキュリティ
　モノのインλーωットʢ*P5ʣは、インλーωットのようなインフラストラクνϟーをհして様々なモノʢਓ、ηンサー、スマホなどʣಉ࢜のใަをՄ能にし、F�ϔルス、
スマートホーム、ڥモニλリンάなど෯い重要なアϓリケーションのجຊ的なアーキテクνϟになっています。一般に、*P5アーキテクνϟは、ڥをײする*P5
ノーυ、*P5ノーυからແઢでσーλをऩूする*P5ゲートウΣイ、σーλを֨ೲおよびॲཧする*P5クラウυおよびσーλにアクηスする*P5Ϣーβから構成されます。ຊ
研究では物ཧ認ূや物ཧ҉߸化、さらにはϒロックɾνΣーン技術とアクηス制御を組Έ合わせて、*P5アーキテクνϟの࠷も੬ऑなノーυʖゲートウΣイσーλ
ऩू෦分をอޢするηキュリティフϨームϫークをఏҊします。

研究設備
大نฒྻ分ࢄॲ理ɾϏοάデータ解析研究基൫システム

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業

˙ )ara, 5., Sasabe, M., and Kasahara, S., �(eographical Risk Analysis 
Based Path Selection Gor AutoNatic, Speedy, and Reliable &vacuation 
(uiding 6sing &vacueesʟ Mobile %evices,� Journal oG ANbient 
Intelligence and )uNani[ed CoNputing, vol. 10, no. 6, pp. 2291r2300, 
June 2019. 

˙ ;hang, Y., Kasahara, S., Shen, Y., Jiang, 9., and Wan, J., �SNart 
Contract-Based Access Control Gor the Internet oG 5hings,� I&&& 
Internet oG 5hings Journal, vol. 6, no. 2, pp. 1594-1605, April 2019. 

˙ Nakahata, Y., Kawahara, J., )oriyaNa, 5., and Kasahara, S., 
�&nuNerating All Spanning Shortest Path Forests 6sing ;ero-
suppressed Binary %ecision %iagraNs,� I&IC& 5ransactions on 
FundaNentals oG &lectronics, CoNNunications and CoNputer Sciences, 
vol. &101-A, no. 9, pp. 1363-1374, SepteNber 2018.

ಉ研究ڞ ˙
　N55、ژ大学、大ࡕ大学、ւಓ大学ଞとڞಉ研究
˙ࣾձ活動
研究ձのӡӦҕһࠃձٞやࡍࠃฤूҕһɼࢽ֎の学術論จࠃ　
˙֎෦ۚࢿ
　科学研究අ基൫研究	A
ɼ基൫研究	C
 特設分野ɼ基൫研究	C
ɼए手研究ɼ
SCA5研究助ɼిؾ通৴ී2݅ஂࡒٴ

図 : ܕࢄԾ௨՟Τコシスςム

図ɿ%SSトϦϨンマͱೋछྨのϒϩοクɾνΣーン

図ɿਓͱثػの༥にࣗͮ͘ج ಈආ༠
ಋͱ理ϏοάデータΛ༻͍たϦスクੳ

図ɿήーム理にͮج ར͘ݾత࠷ద੍ޚͱͦ のԠ༻ྫ

図 : ηΩϡϦςΟϑϨームϫーク
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ཧใ学研究室
https://sites.google.coN/view/Nilab/hoNe

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：田　࢘ ka[ushi@is.naist.jp
।教授：吉本　५Ұ juniti-y@is.naist.jp
特任।教授：ٱอ　 takatoNi-k@is.naist.jp
助教：ౢ　 NGukushi@is.naist.jp
助教：Ӭ田　ஐֆ hieida@is.naist.jp 

ど͜にͰཧϞσϧ��.BUIFNBUJDBM�.PEFMT�&WFSZXIFSF�
ຊ研究室Ͱ生ମͦのΠϯλϥΫγϣϯをγεςϜͱしͯͱΒ͑、ཧϞσϧを௨しͯͦのجຊݪཧを解明しԠ༻͢Δ研究
をし͍ͯ·͢ɻ͜Ε、ࢉܭ学ʢػց学शʣ、ཧ学ʢ生໋ཧʣ、学ʢ৴߸ॲཧʣを͘Χόʔ͢Δڥ界ྖҬ研究Ͱ͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　理Ϟデルߏஙには必ͣしもしい学は必要ではありまͤΜ。データのഎ後にある本࣭にഭる好奇心がなにΑり大ࣄです。まͨ、
データ取得と解析を実ߦするߦ動力も必要です。

研究室の指導方針
　まͣ機ց学習アルΰリズムの理論的എܠと実装について学びます。まͨ、研究ܭըを立て研究論จをॻくͨめの基本も࠷初に学びま
す。ͦの後は興味を持っͨテーマについて、データ解析おΑび理Ϟデルߏஙをத心に研究を進めます。多くの߹、データ取得実験
や実験ܭը立案にもࢀըすることになります。機ց学習アルΰリズムに興味がある߹は、ใزԿ学やใ理論、౷ܭ科学などの
理論を学び、研究に取り組みます。

この研究で身につく能力
　研究テーマが多ذにΘͨることから෯い知識を得らΕるとともに、どのΑうな分野においても本࣭をଊえるʮ理Ϟデルʯが重要
であることがΘかります。まͨ、ͦΕをߏஙするͨめの基礎を身につけることができます。さらに理学的研究が多いことから、Ծ説の
。ըの考えํなども学ますܭのͨめの実験ূݕஙとͦのߏ
 　本研究室の研究テーマはࠃ֎とのڞಉ研究が多いことから、ҟจ化ҟ分野にରする理解がਂまり、ίϛϡニケーション能力もຏ
かΕます。

修了生の活躍の場
　ใ࢈業をத心に、自動ं࢈業、ి機࢈業などにもब৬しています。まͨ、ത࢜後ظ課ఔに進み、研究者になる学生も多いです。

研究内容
　ຊ研究ࣨではʮཧモσルʯをѻうすべてのྖҬを研究対としているたΊ、研究テーマはଟذにわたりますが、大ผすると機ցֶश、
生໋ཧ、৴߸ॲཧに۠分されます。
ʦػցֶशʧ
ϕイズཧによる౷ܭ的৴߸ॲཧ、識発見およびσーλマイニンά、౷ܭ的ֶशཧ、
Ҽ子解析とスパースモσルによるσーλ解析、ใزԿֶɾใཧのԠ用、ڧ化ֶशのཧとԠ用
ʦ生໋ཧʧ
൫、認的インλجճ࿏ܦ性のਆײԉ、共ࢧྍ࣏づくجඪにࢦ๔のཧモσル構ங、පଶの特性解析およびマルνモーμル生ཧࡉ
ラクションσβインֶ、Ձج४の共有モσル、バイオロΪンάσーλ解析
ʦ৴߸ॲཧʧ
自ಈंӡస行ಈのཧモσル、構Իো害ऀࢧԉ技術։発、దԠࢧԉロボティクス、దԠ৴߸ॲཧの։発ɾ解析、Ϗッάσーλ解析の
業Ԡ用࢈

研究設備
ଌ装置、ۙ֎光分光装置、Ϟーションܭిےଌ装置、ɾܭӡ動ٿ؟
Ωϟプνϟ装置など。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
/本大/ຑ大۽/ಉ研究ઌ：NAIS5バイオサイΤンスྖҬ/A5R/Cinetڞ
ಸ良ҩ大/ಸ良ҩྍηンター /ಸ良ߴ専/ژঁ子大/ژ大/OIS5/理研
CBS/໊ݹ大/ౡ大/ಙౡ大/᷂デンιー /本ి᷂࢈/AdM6（フΟリϐ
ン）など。
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生ମҩ༻ը૾研究室
http://icb-lab.naist.jp/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ࠤ౻　Յ৳ yoshi@is.naist.jp
।教授：大　ٛ人 otake@is.naist.jp
助教：Ma[en Soup Nsoup@is.naist.jp
特任助教：্ଜ　྄ܓ keisuke-ueNura@is.naist.jp

ʮը૾・ਓʯʷʮ生ମҩྍʯの༥߹ྖҬを։し·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　プロάϥϛンάとӳޠ、さらに、ը૾ॲ理、機ց学習、理科学Ұൠの知識が必要ですが、研究のதで、こΕらの知識ɾ能力を৳
ͦうという意欲が大ࣄです。্ه科目やҩ用ը૾学の知識は、ೖ学後でもษڧできます。

研究室の指導方針
　研究課題の΄΅すてがଞ機関とのνームڞܕಉ研究プロジェクトのҰ෦です。研究室の指ಋ教һだけでなくڞಉ研究者とҰॹに、
生体ҩྍにおける実問題の解決に取り組みます。ଞ分野の研究者からみると、学生といえども専門ՈとみなさΕます。ڞಉ研究では、
問題を、ଞ分野（主に、生体ҩྍ）の視から理解することにՃえて、ใ科学的視からの分析ɾ解決をߦえるใ科学者としての
専門ੑがٻめらΕます。このΑうな研究ڥのதで、ใ科学、おΑび、༥߹ྖҬ推進の専門Ոとしての自立をଅします。

この研究で身につく能力
　生体ҩྍの実問題の解決を通して、理論ɾ手法の理解をਂめ、実ફ力をߴめます。ᾇ ҩ用ը૾学、多次ݩը૾ॲ理、機ց学習の
理論と実ࡍ、ᾈ ެ։さΕているものもؚむπールɾϥイϒϥリや人体データϕース等の活用法を学びます。特に、ਂ学習については、
本研究室ではҩ用ը૾ೝ識におけるߴいੑ能を実ূしており、࠷新技術を習得できます。
いプレゼン能力と発想力をཆいます。ଞ分野の専門Ոに、自分の研究༰を説明するには、ಉじ分野でのプߴ、ಉ研究を通してڞ　
レゼンとはҟなる本࣭的理解が必要です。本࣭的理解は、ڞಉ研究者のೲ得を得るͨめだけでなく、自身のʠ問題の本࣭をつく発想力ʡ 
につながり、ใ科学の立からଞ分野にରして問題ఏىする能力をߴめます。

修了生の活躍の場
　मྃ生は、ҩྍ系、おΑび、ҩྍとは関のないձࣾの྆ํにब৬しています。研究のಓをࢤす学生やى業をࢤす学生はશ力
でࢧԉします。

研究内容
　研究ࣨでは、生体ҩ用ը૾を中心として、ਓ体やҩྍをใ科ֶのツールで分析ɾཧ解し、ݧܦ๛なҩࢣの能ྗをさらに増ڧ
するシステムの研究をしています。これにより、ै来のʮݧܦにجづくҩֶʯをʮ科ֶ的機ংとσーλサイΤンスにجづくࢉܭҩֶʯに
సすることをࢦします。

ᾇࢉܭ解ֶ
　ҩྍݱでは、大なσーλྔの�次ݩը૾、ಈଶը૾、
ը૾等が、ڸඍݦ 、々ࡱӨされており、もはや、ਓ間
であるҩࢣがͦれらσーλのજࡏ的ใྔをフル活用
することがしくなっています。ͦのજࡏ的ใྔをフ
ル活用するたΊのج൫技術として、私たͪは、ଟ次ݩը
૾解析、ਂ ֶश、౷ܭ解析などのख法ɾཧをۦして、
ҩ用ը૾からਓ体解ɾ機能をモσル化し、ࢉܭ機に
“Ծਓ体”を自ಈ構ஙする“ࢉܭ解 “ֶの研究を行っ
ています。ʢਤ1ʣ。

ᾈख術σーλサイΤンス
　աڈのऀױのख術લޙのը૾ɾࠪݕσーλ、ख術ܭը
σーλ、ख術ロάなど、ख術の全աఔで得られるあら
Ώるσーλを、Ծਓ体্に౷合します。これにより、
ख術લの࣬ױのঢ়ଶ、ख術の࣮ࢪ、ख術ޙのޮྍ࣏Ռ
を࣌間্࣠でදݱする̐次ݩԾऀױモσルを構ஙし
ます。このモσルのσーλϕースを機ցֶशすることで、
新しいऀױのख術લのσーλから、࠷దख術ܭըや࣏
ྍޮՌを自ಈ༧ଌするシステムを構ஙします。ʢਤ�ʣ

研究設備
˙ҩ用ը૾装置：立Ґ撮影MRI装置（&saoteࣾ）、Իஅ装置（

立アロカ）
ਂ、機：PCクϥスタ（28CP6、168ίア）ࢉܭ˙ 学習用(P6マシン（21

）、フΝイルサーバ（2305B）
˙ιフトェア：3次ݩҩ用ը૾ॲ理システム（Synapse 7incent, ࢜

フイルムࣾ）
˙ηンサྨ：3次ݩҐ置ܭଌηンサ（Northern %igitalࣾ）、3次ܗݩ

ঢ়スΩϟφ（Artecࣾ）

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙ 研究業： ᾇ )iasa, Y, et al. AutoNated Nuscle segNentation 

GroN clinical C5 using Bayesian 6-net Gor personali[ed 
Nusculoskeletal Nodeling. I&&& 5ransactions on Medical 
INaging, in press.ᾈ SouGi, M., et al. Liver shape analysis using 
partial least sRuares regression-based statistical shape Nodel: 
application Gor understanding and staging oG liver Gibrosis. 
International Journal oG CoNputer Assisted Radiology and Surgery 
2019�14	12
:2083-2093. ᾉ Otake Y, et al. Patient-specipc skeletal 
Nuscle Giber Nodeling GroN structure tensor Gield oG clinical C5 
iNages. In Proc. MICCAI 2017:656-63. ᾊ 6eNura, K., et al. Change 
in pelvic sagittal inclination GroN supine to standing position beGore 
hip arthroplasty. 5he Journal oG Arthroplasty. 2017�32	8
:2568-
2573.

ɾジョࠃถ、（科ࣃ）見大学、（科、์ࣹઢ科֎ܗ）大学ࡕಉ研究：大ڞ  ˙
ンズϗプΩンス大学（ҩ学）、ถࠃɾϋーバード大学（ҩ学）、ؖࠃɾ
Ajou大学（解学）などとڞಉ研究。

˙ ֎෦ۚࢿ：科研අɾ基൫	A
、AM&%、CR&S5、ا業ڞಉ研究等

図 ɿ$5 ը૾ྫڀݚղֶのࢉܭ � Β͔のྖ֨ࠎےҬのࣗಈೝࣝͱےઢҡߦϞデル

図 � खज़データαイΤンスのྫڀݚɿେنデータϕースにͮج ਓ͘工ؔઅखज़のࢉܭϞデル
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γεςϜζ生物学研究室ࢉܭ
http://csblab.naist.jp/csblab/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

ਓ生Ұճͩ、Γ͍ͨςʔϚを解͜͏Αɻͦしͯ、ΈΜなをͼͬ͘Γͤ͞Α͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　とくにޠݴは問いまͤΜが、؆୯なプロάϥϛンάのܦ験があることがましいです。

研究室の指導方針
　新しいテーマにੵۃ的に挑戦し、指ಋ教һとີۓに࿈ܞしながら研究を進めます。
　ཹ学生とのަྲྀを重視し、ӳޠ能力のアοプと学生のάローバルな視野のཆを目指します。

この研究で身につく能力
　生物学からҩༀ学にいͨるバイオɾメデΟカルインフォマテΟクスの研究を通じて、研究課題に関なく、論理的かつ定ྔ的な思考法、
おΑび、自分で問題を見つけग़し、解決をࡧするという研究のߦ力を身につけることを重視します。࠷ઌの研究を目指すことは
もͪΖΜ、研究の༰をΘかりやすく発දするͨめのίϛニϡケーションɾプレゼンテーション能力おΑび、科学論จをࣥචする能力の
。をも目ඪとします্
　まͨ、基礎的なスΩルとしてバイオɾメデΟカルインフォマテΟクスにおけるϏοάデータを扱うプロάϥϛンάと、౷ܭ的に解析する
スΩルを習得し、マシンϥーニンά、デΟープϥーニンάなどの技術を用いて生物システム、人ؒの生理的μイφϛクスを理解するアプロー
νと力を身につけることで、ϥイフɾサイΤンスྖҬの未知の問題において։的な研究に取り組む力をཆします。

修了生の活躍の場
ி、ҩྍ機器メーカー、化学メーカー、バイオϕンνϟーެ　

研究内容
　私たͪの研究ࣨでは生物が合成する様々な有機分子である代ँ物質のཏ
的なσーλϕースを中心に、ゲノムྻや遺伝子発ݱを解析する生物ใֶ、
ωットϫーク解析ֶ、ҩྍใֶをԠ用して、生物のཧ解とϔルスケアの利
用をࢦしています。クラスλリンά、ランμムフォϨスト、ϕイズҼ子などの
౷ܭ解析やਂֶशを用いた特徴ந出、άラフཧにもとづくωットϫーク分
析などを利用し、大نなσーλϕースをԣஅ的に解析しています。生物࣮ݧ
というノイズのӨڹの大きなσーλに対してޮՌ的な౷ܭධՁの方法を։発し、
存のख法で見つけ出すことがしかったパλーンを発見することを的としてط
います。ࡏݱラボで研究しているテーマの一෦として、ྫえば次のようなものが
あります。

ᾇ�ੈ քの৯ٴࡐͼༀ༻植物のσーλϕーεߏஙとͦのར༻๏の分析
ɹ�,/"Q4"D,�'BNJMZσーλϕーεはϝλϘϩミΫεڀݚの分ͰੈքかΒ͍ߴධՁをड͚͍ͯΔೋ࣍ँ物σーλϕーεͰ ɻ͢·
たɺํༀΠンυωシΞ生ༀ	+BNV
ɺͳどʹ͓͚Δ͞·͟·ͳ植物のར༻の͞Εํͳどੵしͯ ͍·͢	ਤ１
ɻ

ᾈωοτϫーΫɾΫϥελϦンάख๏のڀݚ
ɹ�ゲノミΫεɺϝλϘϩミΫεͳど生໋シεςムʹؔ͢Δཏతͳσーλをޮྑ͘分析͢ΔたΊɺωοτϫーΫɾΫϥελϦンάख๏を
։ൃしͯ ͍· ɻ͢

ᾉഏ͕Μの৫ը૾のΈࠐΈニューϥϧωοτʹΑΔಛநग़と遺伝子ൃݱύλーンの૬ؔ分析
ɹ�ഏ͕Μのྍ࣏のたΊのΑΓৄࡉͳஅのཱ֬をඪʹɺजᙾ৫の遺伝子ൃݱをαϒλΠϓʹ分ྨ͢ΔΫϥελϦンάのख๏を։ൃ
͢Δととʹɺ遺伝子ൃݱのҧ͍͕ࡉ๔の形ঢ়分ʹٴ΅͢Өڹを分析͢ΔたΊɺਂ ֶशを༻͍たニューϥϧωοτϫーΫʹΑͬ
ͯ৫ը૾のಛநग़を͍ߦɺजᙾࡉ๔のࣔ͢ύλーンを解析しͯ ͍· ɻ͢

ᾊඇ৮తͳ৺ి৴߸ʹΑΓෆ຺のݕग़シεςムのڀݚ։ൃ
ɹ�৺࣬ױはɺ͕Μʹ͍ͭͰຊのୈೋҐの࣬ױͰ͋Γɺ間２̌ສਓ͕͘ͳ͍ͬͯ· ɻ͢ਭ࣌の৺ి৴߸ܭଌはɺෆ຺ͳどの
৺࣬ױのૣݟൃظʹ༗༻Ͱ͕͢ɺैདྷのిۃのషΓ͚はਭ࣌ʹෆ͖Ͱ ɻͦ͢͜ͰɺిۃのషΓ͚͕ෆཁとͳΔແ߆ଋతͳ
৺ిܭଌを༻͍ͯɺਭ࣌ʹ࿈ଓతʹܭଌ͢Δ৺ి৴߸ʹΑΓɺෆ຺をϦΞϧλΠムతʹݕग़͓Αͼ分ྨ͢ΔϞニλϦンάシες
ムをߏஙしͯ ͍· 。͢

研究設備
（༗ڞ）機ࢉܭサーバー、クϥスターࢉܭ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙ Krogan, Nevan J., et al. �(lobal landscape oG protein coNplexes in 

the yeast SaccharoNyces cerevisiae.� Nature440.7084	2006
： 637- 
643.

˙ Ohtana, Yuki, et al. �Clustering oG 3%ʖStructure SiNilarity Based 
Network oG Secondary Metabolites Reveals 5heir Relationships with 
Biological Activities.� Molecular inGorNatics33.11-12	2014
: 790-801.

˙ AltaG-6l-ANin, Md, et al. �SysteNs biology in the context oG big data 
and networks.� BioMed research international 2014	2014
.

˙ )uang, Ming, et al. �A wearable therNoNetry Gor core body 
teNperature NeasureNent and its experiNental veriGication.� I&&& 
journal oG bioNedical and health inGorNatics 21.3	2017
: 708-714.

図 �:,/"QS"c, %B ϗームϖーδIUUQ:��LanaZa�naiTU�KQ�,/"QS"c,@'aNilZ�

（写真左から）
教授：ۚ୩　重 skanaya@gtc.naist.jp
客һ教授：൧田 लത iidahide@is.naist.jp
।教授：Md. AltaG-6l-ANin aNin-N@is.naist.jp
।教授（݉）：খ野　  ྄nono@is.naist.jp
客һ।教授：ࠤ౻　大 tsato@is.naist.jp
助教：ԫ　 alex-Nhuang@is.naist.jp
特任助教：Md. Bo[lul KariN bo[lul.kariN.b[3@is.naist.jp
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https://sites.google.coN/view/naist-robot-learning-jp
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（写真左から）
特任।教授：দݪ　ਸॆ takaN-N@is.naist.jp
特任助教：Brendan Michael brendan.Nichaelˏis.naist.jp
特任助教：็　ٛٱ tsuruNine.yoshihisa.tN6ˏis.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ロϘοトϥーニンά（ロϘοトのͨめの機ց学習）は、機ց学習ɾ人知能やロϘοト学、੍ޚ学や৴߸ॲ理、࠷ద化やメカトロ
ニクスなど、༷々な分野の༥߹ྖҬです。自分の得意分野やスΩルɾܦ験（ロϘοトίンテストやプロάϥϛンάίンテスト、作など）
を活かして、ಠ自のアプローνを։できるՄ能ੑもあります。ੋඇ、ロϘοトϥーニンά研究に挑戦してください。

研究室の指導方針
　म࢜課ఔでは、教һと相ஊしながら研究課題を設定し、解決ํ法の୳ࡧ、シϛϡレーションから実ロϘοトを用いͨ実験ূݕをߦ
います。教һの指ಋのԼで、ࡍࠃձٞ発දやӳޠ論จࣥචをߦい、研究果をੈքに発৴することを目指します。ത࢜課ఔでは、意ٛ
。える自立しͨ研究者のをサϙートしますߦ論จࣥචまでを自力でޠい研究課題の発۷からӳߴ

この研究で身につく能力
　ロϘοトϥーニンάに関する༷々な知識にՃえて、実ロϘοトやηンサ、システムインテάレーションおΑびデータऩूίスト֮ײな
ど、実ੈքロϘοトϥーニンάシステムߏஙに関Θる༷々なスΩルとηンスを身にணけらΕるΑうに指ಋします。まͨ、研究活動を通じて、
基礎ɾԠ用研究の進めํ、まとめํ、発දのํなど、ࣾձで活༂できる技術者ɾ研究者に必要な技能をҰ通りҭします。ւ֎研究
機関との࿈ܞɾަྲྀɾインターンを通じて、ւ֎で活༂する人ࡐをҭします。ͦのଞ、࢈学ڞಉ研究にࢀըすることで、実ફ的な技
能やηンスをҭします。初学者のͨめに、దٓ教科ॻྠߨや࠷新論จリーデΟンάάループを実ࢪします。

修了生の活躍の場
　20191݄ に新設さΕͨ研究室なのでमྃ生は少ないですが、ロϘοトϥーニンά分野の人ࡐは༷々な業քから目さΕており、こ
Εからのࣾձに活༂のは多いと思います。

研究内容
　ਓ中心ڥで活༂するロボットの高な֮ɾஅɾ行ಈ機能の࣮ݱにけて、機ցֶशとロボティクスの༥合ྖҬであるロボッ
トラーニンά技術とͦの࣮世քԠ用に関する研究をਐΊています。֬ɾ౷ܭやϕイズཧ、ガウスաఔやਂֶशを用いたロボッ
トԠ用きのڧ化ֶशアルゴリズムઃܭから、࠷ઌロボットઃ備ʢ/FYUBHF�#BYUFS�63��01��)VNBOPJEなどʣを用いた次
世代࢈業用ロボットやࢱɾհޢ用ਓࢧԉロボットの࣮用技術およびֶ࢈共ಉ研究を通͡た機ցֶशɾਓ能のࣾձ࣮にもઓ
しています。

キーϫーυɿڧ化ֶश、ਂڧ化ֶश、฿ʢ見まͶʣֶश、ਓロボットڠ調作業、ਓࢧԉロボット

දతな研究業績
（ஶ論จݪ） 　
˙Y. 5suruNine et al. :ʠ%eep reinGorceNent learning with sNooth 

policy update: Application to robotic cloth Nanipulation,ʡ Robotics 
and AutonoNous SysteNs 	2019


˙Y. Cui et al. : ʠ&nvironNent-adaptive Interaction PriNitives 
through 7isual Context Gor )uNan-Robot Motor Skill Learning,ʡ 
AutonoNous Robots 	2018


˙Y. Cui et al. : ʠKernel %ynaNic Policy PrograNNing: Applicable 
ReinGorceNent Learning to Robot SysteNs with )igh %iNensional 
States,ʡ Neural Networks 	2017


˙5. Matsubara et al. : ʠSpatio-5eNporal Synchroni[ation oG Biped 
Walking Patterns with Multiple &xternal Inputs by Style-Phase 
Adaptation,ʡ Biological Cybernetics 	2015


˙5. Matsubara et al. : ʠLatent Kullback Leibler Control Gor 
Continuous-State SysteNs using Probabilistic (raphical Models,ʡ 
5he 30th ConGerence on 6ncertainty in ArtiGicial Intelligence 
	2014


˙5. Matsubara et al.: ʠBilinear Modeling oG &M( Signals to &xtract 
6ser-Independent Features Gor Multi-6ser Myoelectric InterGace,ʡ 
I&&& 5ransactions on BioNedical &ngineering 	2013


˙5. Matsubara et al.: �Learning ParaNetric %ynaNic MoveNent 
PriNitives GroN Multiple %eNonstrations,ʡ Neural Networks 	2011


（解説ࣄه）
˙ দݪਸॆ: Ψスաఔに基ͮくロϘοトのӡ動੍ޚɾ学習-解析的Ϟーメン

トマονンάにΑるۙࣅ推論, システム੍ޚใ学ձ7 ,ࢽol. 60, No. 12, 
pp. 515-520, 2016.

˙ দݪਸॆ: ֬࠷ద੍ޚのۙの動-֬推論にΑる解法, システム੍ޚ
ใ学ձ7 ,ࢽol. 59, No. 10, pp. 369-374, 2015.

プロ等ࠃ ●
　N&%O　人とڞに進化する次ੈ人知能に関する技術։発ࣄ業
　N&%O　戦ུ的イノϕーションプロάϥム 
　JS5 未དྷࣾձࣄ業 
●科学研究අิ助ۚ
　ए手研究A（)28-30）、ӽ研究һิ助 （ۚ)30-31）
ಉ研究ڞ業ا ●
　ԣՏి機、౦ࣳ、ݹ野ిؾ、立ધ、๛田தԝ研究ॴ、オムロンサイニο

クΤοクス、本田技研
●࿈ܞɾڠ力
　A5R、࢈業技術૯߹研究ॴ、৴भ大学、立໋ؗ大学、関大学、大ࡕ大学、

౦大学、シドニー科大学（߽）、ϥドバド大学（འ）、カールスルーΤ
科大学（ಠ）、ΤデΟンバϥ大学（ӳ）など

ϩϘοτをߴにԽ͢Δػց学श・ਓをۃΊΔ

図 �　ガスաఔにͮج 物͘ମ୳ࡧ 図 �　ਂڧԽֶशにΑΔૢ֫࡞ಘ 図 �　৮֮ηンシンάにͮج ঢ়֬ϞデϦンάܗ͘
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ίϛϡχέʔγϣϯ学研究室
ʢ/55ίϛϡχέʔγϣϯՊ学ૅج研究ॴʣ
http://www.kecl.ntt.co.jp/rps/index.htNl

（写真左から）
客һ教授：ؠ田　具࣏ toNoharu.iwata.gy@hco.ntt.co.jp
客һ।教授：田த　༎య yusuke.tanaka.rh@hco.ntt.co.jp

σʔλを௨࣮ͯ͡世界を解ऍ͢ΔͨΊのཧϞσϧͱΞϧΰϦζϜをग़しΑ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　機ց学習に関࿈するものとして、֬౷ܭ、ઢܗ、微分に関する知識と、考案しͨアルΰリズムを実装するͨめのプロάϥϛンά、
πール活用能力がまΕます。

研究室の指導方針
　ೖ学後のम̍࢜生のલでは、授業で基礎的な学力を身につけ、্ࡌههの必要な知識ɾ能力をڧ化するとڞに、実データにط
ଘの機ց学習手法をద用して技術を活用する能力を身につけます。ͦの後、オリジφルੑのある研究テーマを設定し、Ϟデル考案 アɣ
ルΰリズムの実装ˠ実データにΑるূݕのサイクルを܁りฦして、果のをߴめていきます。࠷ऴ的には、ੈք的に目さΕる
主要ࡍࠃձٞでの論จ࠾を目指します。

この研究で身につく能力
ɾ ۙ෯く用いらΕるΑうになっͨ機ց学習やデΟープϥーニンάを使いこなす能力。
ɾ 多छ多༷なデータを分析し、自分自身おΑびୈࡾ者がͦのデータのഎ後でىこっͨঢ়گをѲできるΑうにする能力。
ɾ ੈのதのࣄを౷ܭ的にଊえ、ෆ֬定ੑやϥンμムੑがあるதでも、কདྷのঢ়گを༧ଌしͨり、ద切なࡦࢪを考案し実ࢪする能力。
ɾ 機ց学習やデータ分析手法を発లさͤ、新ͨな技術を։発しͨり、新ྖҬにద用する能力。

修了生の活躍の場
　ใ通৴࢈業、インターωοトサーϏス࢈業、大学教৬һ、など

研究内容
　インλーωット্にある、あるいは࣮世քからηンサを通͡て得られるଟछଟ様のσーλから、有ӹなใを識としてந出する機
ցֶशおよびσーλマイニンά技術に関するૅج研究を行っています。
քݶզ々が入खできるσーλのྔはඇ常に大で、またノイズもଟく、ਓ間が一通りを通して容をཧ解し解ऍする、というࠓ　
をはるかにえています。ै って、ͦ のような大なσーλを自ಈ的に解析ɾ解ऍする方法が必要とされています。۩体的には、以Լのテー
マに取り組んでいます。

ɾજࡏトϐックந出技術
ଟ様な大نσーλにࡏするӅれた構ʢトϐックʣをந出するたΊのख法であるト
ϐックモσルとͦの֦ுの研究を行っています。トϐックモσルはจॻが生成されるա
ఔをදݱした֬モσルです。トϐックモσルを֦ுし、Մࢹ化やਪનシステム、ߪങ
ロά解析などのద用をਐΊています。またσィーϓラーニンά、カーωル法を組Έࠐ
Ήことにより、複雑なσーλからӅれた構をந出することにも取り組んでいます。

ɾ࣌間変化する関σーλの解析ɾクラスλリンά技術
ιーシϟルωットϫーク্ の༑ਓ関やا業間の取Ҿ関など、࣌間とともに変化する
ʮ関ʯのใを対として、関ωットϫークにજΉコミュニティクラスλの発見や関
σー間変化をする技術を研究しています。また、ノイズがଟくؚまれる関࣌の
λであっても有用なクラスλを発見するたΊの研究も行っています。

ɾιーシϟルωットϫーク্ のใ伝播解析
ニュースやӟ、ධใはιーシϟルωットϫークをհして伝播します。このݱを֬モσルでද
。のਪఆの研究を行っています関ڹ的なӨࡏし、ক来のトϨンυ༧ଌやજݱ

ɾۭ࣌間σーλ解析
ηンサ技術の発లとともに、ؾ、ަ通など様々なۭ࣌間σーλが容қに得られるようになってき
ています。ඇෛ行ྻ分解、σィーϓラーニンά、ガウスաఔなどの技術を活用し、࣌間的ۭ間的
に変化するσーλからক来を༧ଌしたり、Ձあるใをந出するたΊの研究を行っています。

ɾηンサを用いた࣮世քマイニンά
Ճηンサ、রηンサ、(14、カメラ、マイクロホンなど様々なηンシンάσバイスを用いて࣮
世քのঢ়گを؍ଌし解ऍして、ਓ間にとって分かりやすい形ࣜでఏࣔするなどのηンサใॲཧに
関する研究を行っています。

研究設備
（ࡌマルνίアCP6、(P(P6Ϙード）機サーバࢉܭ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
.トϐοクϞデル（機ց学習プロフェοショφルシリーズ） .2015 ,࣏田具ؠ˙
˙Yoshikawa, Y., Iwata, 5. and Sawada, )., 2014. Latent support Neasure 

Nachines Gor bag-oG-words data classipcation. In Advances in Neural 
InGorNation Processing SysteNs（pp. 1961-1969）.

˙Iwata, 5.,Shah,A. and (hahraNani, ;.,2013,August. %iscovering latent 
inGluence in online social activities via shared cascade poisson 
processes. In Proceedings oG the 19th ACM SI(K%% international 
conGerence on Knowledge discovery and data Nining 	pp. 266-274
. 
ACM.

˙Sawada,)., KaNeoka,)., Araki,S. and 6eda,N., 2013. Multichannel 
extensions oG non-negative Natrix Gactori[ation with coNplex-valued 
data. I&&& 5ransactions on Audio, Speech, and Language Processing, 
21ᾋ, pp.971-982.

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。
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ઌの研究をେにల։࠷̧̖̩に͓͚ΔڌՊ学のܦతਆࢉܭ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　データ解析に関する知識ɾNatlabఔのプロάϥムスΩルがあることがましい（必ਢではない）。

研究室の指導方針
　本研究室では、機能のใॲ理の観からの解明と、ͦ Εに基ͮく新ͨな機ց知能（人知能）の実ݱを目指し、ϒレインɾデίー
デΟンά、ϒレインɾマシンɾインタフェース、ニϡーロフΟードバοク、ロϘοト学習などのํ法論をもとに࠷新の機ց学習手法を駆使
しͨࢉܭ理論的ਆܦ科学の研究ɾ教ҭをߦいます。

この研究で身につく能力
知能技術、ϒレインマシンインタフェース技術、ώϡーマノイ科学の観からのใ解析技術、機ց学習などの人ܦ論的ਆࢉܭ　
ドロϘοトおΑびアシストロϘοト੍ޚ技術の習得。

修了生の活躍の場
、サイバーΤージェント、ؾ業（IBM、立作ॴ、本ిا、૯ল、（業技術૯߹研究ॴなど࢈）立研究։発法人ࠃ、֎大学ࠃ　
バンμイφムί、ౡ作ॴ、ύφιニοクなど）

研究内容
、生ཧֶ、心ཧֶܦにわたる機能をཧ解するたΊに、ਆذなどଟޠݴ、ӡಈ、コミュニケーション、ಈ、֮ײ　
活ಈඇ侵ऻܭଌɼロボティックスなど࣮ݧ的なख法を、ࢉܭཧ的な組Έで有機的に౷合します。

༺ցのϩϘοτԠػ
　ਓ間がどのように行ಈܾఆし、自らの身体を制御しているのかというは、いͣれも的ࢦのҙܾࢥఆ
としてڧ化ֶशおよび制御ཧを用いてཧ的にଊえることができます。ਓ間ɾロボットのڠ調ಈ作ֶशをԠ
用ྫとして、σーλۦಈで࠷ద制御ଇを導くڧ化ֶशཧをഎܠとした機ց能の研究։発を行います。

ೝػの解໌とૢ࡞
　はڊ大なใωットϫークと見なせます。هԱやࢥ考などの認機能とωットϫークの関を解明、
ニューロフィーυバックなどのख法を用いて、ωットϫークをૢ作し、Ճྸや࣬ױによって低Լした認機能を
ճ෮させる方法を։発しています。

ϒϨΠンɾϚシンɾΠンλϑΣーεڥ࣮
　常的なڥԼの活ಈをܭଌして、ストϨスや共ײなどのಈঢ়ଶをਪଌするख法を։発します。これによ
り自વなঢ়ଶでの認機能のਆجܦ൫に迫ると共に、ਓࡐҭ成などの科ֶのԠ用をࢦします。

のμΠφミΫεϞσϧ
　ຊ研究ࣨでは、複のܭଌσーλを౷合するख法の研究を行っています。֤々のσーλの長ॴを活かすこ
とにより、̍つのܭଌでは達成できないใのந出やモσル化をࢦします。研究ࣨで։発されたख法は、
ιースコーυをެ։することにより、ࠃ外のϓロδΣクトਪਐに大きくݙߩしています。

׆ಈϑΟーυόοΫ
　ཧ౷ܭ技術でG.3*৴߸のۭ間パλーンを解析し、被ऀݧに࣮࣌間でフィーυバックすることにより、ඪの
活ಈパλーンを༠導する方法を用いて、࣬ױのメカニズムの解明およびྍ࣏方法の։発をࢦします。

ҙܾࢥఆのཧϞσϧ
　ਓ間のҙܾࢥఆのメカニズムを解明するたΊに、のࢉܭにجづいた࣮ݧख法や解析ख法の研究ɾ։発を
行っています。また研究で得られた見を、ਫ਼ਆҩֶ分野やࣾձࡁܦ分野などくࣾձԠ用していくことを
。しますࢦ

ϩϘοτ֨ࠎ֎*.#
　ӡಈアシストや࢈業用్などにおいて、ࠓロボットがਓ間と物ཧ的に近いとこΖでڠಇすることがظされて
います。ͦのたΊには、ώトとロボットが相ޓにかつదԠ的にڠ調する共制御の組Έが必要となります。ϒϨ
インɾマシンɾインλフΣース	#.*
を用いる外֨ࠎロボットのԠ用にΉけた、共దԠ制御の組Έの研究։
発を行います。

研究設備
 ɾ活動ܭଌڥ
   GMRI装置, M&(装置, ܭ	&&(
, ۙ֎ઢ分光装置	NIRS

ɾロϘοト実験ڥ
   ώϡーマノイドロϘοトɼ্֨ࠎ֎ࢶロϘοトɼԼ֨ࠎ֎ࢶロϘοト 
ɾ大ܕ実験設උ
   BMIϋス

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ɾು：理化学研究ॴֵ新知能౷߹研究ηンターɾνームリーμー 
ɾ本：I&&& Robotics and AutoNation Society ձһ

Պ学研究室ܦਆࢉܭ
ʢؾిࡍࠃ௨৴ٕૅجज़研究ॴʣ
http://www.cns.atr.jp/cns-naist/

（写真左から）
客һ教授：ು　Ұߊ kawanabe@atr.jp
客һ教授：田த　ࠫ৫ xsaori@atr.jp

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。
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ηϯγϯάͱਓのΈ߹ΘͤにΑΔ、৽ͨなιϦϡʔγϣϯग़を͢ࢦ研究を͍ߦ·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究ରに関する知識として、ステレオマονンά、ϥイトフΟールドカメϥ等のίンϐϡータϏジョンに関する知識、ϕクトル解析、フー
リΤ解析、ತ࠷ద化、౷ܭ解析等の学の知識、レンズ、ϛϥー等の光学系に関する知識のうͪ、少なくともҰつ。研究を進めるͨめ
の能力として、プロάϥϛンά、データ解析、ࢿྉ作の能力。

研究室の指導方針
　課題解決能力だけでなく課題設定能力の重要ੑにͮؾき、自立かつ自しͨ研究者のҭを目指します。

この研究で身につく能力
　アルΰリズム։発だけにとどまら 、ͣηンシンάと知識ॲ理の༥߹にΑりトータルシステムでੑߴ࠷能を実ݱするシステムߏங能力を
身にணけ、あΘͤて学ձ発ද等で必要となるプレゼンテーション能力も身にணけらΕます。

修了生の活躍の場
　ి機メーカー等

研究内容
ɹۙのਓٕज़のٸͳ進าをड͚ɺ֤ छηンασーλとࣝॲཧのΈ合ΘͤʹΑΔ৽し͍シεςムɾΞϓϦケーションの࣮
༻化͕進Έͭͭ͋Γ· ɻ͢ຊࣨڀݚͰはɺηンασーλかΒのޮతͳใநग़ٕज़ʹऔΓΈɺं ग़ंのݕのਓ物͚ࢹࡌ
物ମݕग़ɺ·たߴɺ ·͍ߦをڀݚΔ͢ݱԉٕज़を࣮ࢧޢ介͚ऀྸ ɻ͢

ʢ�）ηンシンάٕज़とਓのΈ合ΘͤʹΑΔ生ମใ分析ٕज़
ɹۙのྸߴ化ʹ͍ɺ৸た͖Γの༧ɺ介ޢのෛ୲͕ܰࣾݮձతͳ՝とͳ͍ͬͯ·͢ɻҰํͰɺ介ޢのݱͰはߴɺ ྸऀのঢ়ଶをݟ
कΔηンαのಋೖి子తͳ介هޢシεςム͕ड͚ೖΕΒΕͭͭ͋Δঢ়گʹ͋Γ·͢ɻຊࣨڀݚͰはɺ介ޢɾҩྍࢪઃと࿈ܞのとɺη
ンシンάとਓを༻͍ߴɺ ྸऀのঢ়ଶ༧ଌʹ͍ͮجたޮՌతɾޮ తͳ介ࢧޢԉの࣮ݱをతとしたڀݚを͍ߦ·͢ɻ
ɹ۩ମతʹはɺʢ̸ ）ηンαใかΒのऀྸߴのӡಈɾೝػのఆྔධՁɺʢ̸ （̸ߴ ྸऀのঢ়ଶѲʹ͍ͮجたケΞϓϥンの࡞成ɾվળࢧԉ
と͍ͬたऔΓΈを͍ߦ·͢ɻ͜ ΕΒのٕज़ʹΑͬͯɺै དྷਓ間の֮ײʹཔ͍ͬͯたऀྸߴのঢ়ଶѲをఆྔతʹ͍ߦɺ介ޢのҡ࣋ɾվ
ળʹదしたํ๏をಋ͖ग़͢ࢧԉを࣮͢ݱΔ͜とをతとし͍ͯ·͢ɻ

ʢ�）ϚϧνϞーμϧೖྗʹΑΔೝࣝੑの্ʹؔ͢Δڀݚ
ɹۙ進า͕ஶし͍ਂֶशʹରしɺͦ のੑを͞ΒʹߴΊΔたΊʹϚϧνϞーμϧೖྗ͕ظ͞Ε͍ͯ·͢ɻϚϧνϞーμϧೖྗの
Ұྫとしͯɺ２ݩ࣍తͳը૾ʹՃ͑ͯԞ͖ߦใをೖྗ͢Δ͜とʹΑΓɺೝࣝੑをߴΊΔ͜とʹऔΓΈ·͢ɻ۩ମతʹはɺコンϐュςー
ショφϧϑΥτάϥϑΟのΈʹΑΓɺϥΠτϑΟーϧυΧϝϥɺଟࢹΧϝϥɺϚϧνϐンϗーϧΧϝϥʹΑͬͯ２ݩ࣍తͳը૾のೖྗ
とಉ࣌ʹԞ͖ߦใをऔಘしɺ͜ ΕΒのೖྗをೝࣝॲཧ͢Δ͜とʹΑΓೝࣝੑの্をਤΓ·͢ɻ

（写真左から）
客һ教授：ࠤ౻　Ղभ sato.yoshikuni@jp.panasonic.coN
客һ।教授：Ԭ田　խ࢘ okada.Nasashi001@jp.panasonic.coN

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˙Satoshi Sato, Nobuhiko Wakai, Kunio Nobori, 5akeo A[uNa, 

5akaNichi Miyata, Makoto Nakashi[uka: CoNpressive color 
sensing using randoN coNpleNentary color plter array. IAPR 
M7A 2017: 43-46 	2017
.

˙Satoshi Sato, Motonori Ishii, Yoshihisa Kato, Kunio Nobori, 
5akeo A[uNa: CoNpressive Sensing Reconstruction 
6sing Collaborative Sparsity aNong Color Channels. IAPR 
M7A2015	International Association oG Pattern Recognition, 
Machine 7ision Application
 5okyo, Japan, May 21, 	2015
.

˙ᖒ田好ल,ࠤ౻Ղभ,த田ಁ,ࢯ本ܛ,ྛએ:ਂ学習に基ͮくసҠ学習
を用いͨͨΜͺく࣭解析にΑる敗݂識ผ,ి子ใ通৴学ձ論จࢽ
%,7ol.J100-%,No.8,pp.733-741,2017. 

データの重要の学習,ใॲࢣに基ͮいͨ教ہ大հ:ରڮߴ ,Ղभ౻ࠤ˙
理学ձ論จ7 ,ࢽol.55, No. 11, pp.2399-2409, 2014.

ώϡʔϚϯΣΞ学研究室
ʢύφιχοΫࣜג会社ʣ
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研究を始めるのに必要な知識・能力
ɾ基本的な学の能力（ઢܗ、౷ܭ解析など）
ɾ基本的なプロάϥϛンά能力
ɾカメϥでの撮影ɾPCでのը૾ॲ理などίンϐϡータϏジョンに関Θるܦ験

研究室の指導方針
　本研究室では、実ࣾձのさま͟まなݱで生じている課題解決にけて、ը૾ೝ識を主体とし֤ͨछೝ識技術をҭします。༗用
な技術を։発していくͨめに、ا業メンバーと課題解決だけでなく課題設定までؚめて定ظ的なٞ論を進めます。課題解決にࡍしては、
ೝ識技術։発Ҏ֎の観もく知ることが༗用であるͨめ、学生の主体ੑをଚ重しながら、ଞの研究テーマを持つ研究者とのٞ論の
をఏڙするなど、視野をげる機ձもあΘͤてఏڙしていきます。

この研究で身につく能力
　主にը૾ೝ識ɾਂ学習を主体としͨ研究にܞΘることになるͨめ、ۙ進าがஶしい当分野に関する࠷新動や具体的な活用スΩ
ル、طଘ手法のݶքɾ技術課題をѲɾ理解することができます。まͨ、課題解決能力だけでなく、ا業のメンバーとの定ظ的なٞ論を通じ、
課題設定能力やプレゼンテーション能力の֫得をظします。

修了生の活躍の場
　I5ا業、ి機メーカー、カメϥメーカー、ιフトェアձࣾなど

研究内容
　ਓと機ցʢ"*ʣの共生を࣮ݱするたΊに、特にさま͟まなਓやモノが行きަう࣮世քを、カメラなどのηンサを用いてリアルλイムɾ
៛ີに認識ɾཧ解する技術について研究ɾڭҭします。
　近年、ਂֶशを主体とした技術革新により、特にը૾認識を中心として"*の能ྗはඈ༂的に高まり、൜カメラө૾のリアルλイ
ム解析やでのࠪݕɾロボティクスなど、様々な用్の活用がظされています。しかし、ࠓの"*は、ࣄલに大ྔのֶशσーλと
利用するݱにԠ͡たଟ大な調整作業が必要であるたΊ、࣌々ࠁ々と変化する様々な࣮ڥにおいてे分ద用できないなど、いまな
おଟくの՝がされています。また、より高な認識λスクを࣮ݱするたΊにも、よりリアルλイムɾ៛ີなσーλを取得するηンシ
ンά技術がカΪとなります。
まで以্にリアルλイムɾਫ਼៛にとらえることが有用です。特にଟくのਂֶशがࠓ変化をگの変化のదԠには、࣮世քのঢ়ڥ　
対とするۭ間方主体の解析だけでなく࣌間方についてີな解析ɾཧ解ができれば、変化をより࣮֬にଊえられ、ଟ様なڥ
にも容қにదԠできるとظされます。۩体的には、ຊ研究ࣨでは以Լのテーマを中心に活ಈしますが、ͦれ以外にもਂֶश自体
のվળなどը૾認識を主体とした認識技術全般を෯く取りѻいます。

ʣ̍高Ϗδョン
　ै来、ଟくのը૾認識研究は��GQTʢ̍ඵに��ຕのը૾をࡱӨʣをఆしていますが、高カメラを用いてさらに࣌間方にࡉかく
ʢ1��GQTʙ1���GQTʣσーλを࠾取することで、高にҠಈする物体でもҠಈをःることなく࣮֬にɾঢ়ଶѲすることや、物
体のඍগなৼಈঢ়ଶまで解析するなど、࣮世քをよりਂくཧ解することをࢦします。このような高カメラ活用ܕの認識技術により、
ྫえばものづくりのݱで、ଟछগྔ生࢈でଟ様なモノをѻう合でも、の్中で対をࢭΊͣͦれͧれにԠ͡たࠪݕを行う高
ࠪݕが࣮ݱできます。

̎ʣݸ認ূ
　モノのද໘に存ࡏするඍࡉな特徴ʢ物体ࢦʣをカメラでࡱӨɾ解析することで、ۉ一にされた業であってもͦのͻとつ
ͻとつを識ผし、ਅآを֬認することもՄ能になります。このようなඍࡉなը૾認識技術により、࣮世քのあらΏるモノをݸ単Ґで
識ผɾし、ਅآも認ূできるようにすることをࢦします。これにより、ྫえばものづくりのݱで生ޮ࢈やɾ෦の性能
を࠷ద化したり、モノのྲྀ通から用にࢸるޮ化やηキュリティを࣮ݱできます。

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

࣮世界のঢ়گมԽをߴϦΞϧλΠϜʢؒ࣌ߴ解ʣかͭ៛ີʢߴ解૾ʣにཧ解し、
ਓͱ"*ͱ͕共生͢Δ社会を࣮ݱ

（写真左から）
客һ教授：ੴࢁ　ྥ r-ishiyaNa@nec.coN
客һ।教授：ٶ野　തٛ h-Niyano@nec.coN

γϯϏΦςΟοΫγεςϜ研究室
ʢຊిࣜגؾ会社ʣ
http://jpn.nec.coN/rd/

研究設備
ਂ学習の研究をԁにߦするͨめの(P6サーバڥや、データ取得
のͨめに必要となる撮影機ࡐ（ߴカメϥ、র明など）

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
౦大や理研AIPなど、さま͟まな研究機関とのڞಉ研究もฒߦして実ࢪし
ながら、基൫技術のڧ化をすすめています。
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ߴ・େ容ྔσʔλ௨৴を࣮͢ݱΔ࣍世ϞόΠϧ௨৴γεςϜ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ϫイϠレス通৴ʗϞバイル通৴システムに用いらΕる技術（アンテφ、デジタル変෮ௐ、マルνϢーβ多ݩଓ等）に関する基礎知
識を༗していることにՃえて、ࢉܭ機にΑる実験データॲ理ɾシϛϡレーション等のͨめのプロάϥϛンά能力を༗していることがま
しい（プロάϥϛンάޠݴは問いまͤΜ）。

研究室の指導方針
　次ੈϞバイル通৴システムをରに、ϛリଳి伝ൖの解明やߴMIMO伝ૹのੑ能評価等を通して新技術֬立にけͨ研究
スΩルをཆうとともに、研究果をࡍࠃձٞや研究ձ等ੵۃ的に֎෦発දする活動を通してプレゼンテーション能力、ߘݪɾ論จ作
能力をཆいます。さらに、関࿈する֤छ実験ɾトϥイアル等の実ફ的な取り組みについてもܦ験ग़དྷるΑうにします。

この研究で身につく能力
新のϞバイル通৴システムにରする理解が࠷、प技術ɾϫイϠレス通৴技術分野における専門的知識や実験スΩルをम得しつつߴ　
ਂめらΕることで、ब৬後にଈ戦力となる当֘分野における研究։発力、কདྷのϞバイル通৴サーϏスɾϏジωスϞデルにରするఏ案
力等を身にけることがՄ能です。

修了生の活躍の場
　ి機メーカー、ి 業に活用しΑうと考えている༷々ࣄをはじめとして、次ੈϞバイル通৴サーϏスを（ଳిձࣾଞܞ）業者ࣄ通৴ؾ
な業ք（์ૹ、自動ं、మಓ、観光など）のब৬が想定さΕます。

研究内容
、し、全てのʮものʯがແઢでつながり、ଟछଟ様なアϓリケーションɾサーϏスをサϙートՄ能なࢦをݱ����年以߱の࣮、ࡏݱ　
次世代Ҡಈ通৴システム“̜̑”のݕ౼がਫ਼ྗ的にਐΊられています。̜̑においては、प利用ޮの্、पଳの֦ு、ωッ
トϫークの高ີ化をさらにਐΊますが、ͦの֩となる技術のͻとつにミリʢप��()[以্ʣの利用技術があります。
　ຊ研究ࣨでは、ミリのి伝ൖ特性を࣮ڥにおけるଌఆとࢉܭ機シミュϨーション
より解明するとともに、ͦ の݁Ռをجに高ɾ大容ྔσーλ伝ૹを࣮ݱする高.*.0
伝ૹ技術の性能をධՁ出来るようにします。�

˔ミリ伝ൖ特性の解明と.BTTJWF�.*.0技術のධՁ
.BTTJWF�.*.0技術はଟのアンテφૉ子を用いることで高ɾ大容ྔσーλ伝ૹ
をਤるものです。この技術はアンテφのઃஔスϖースが大きな՝でしたが、長のい
ミリをલఏとすることで࣮用化が࣮ݱ的なものとなってきました。ྫえば、ಉ͡໘ੵで
あれば、पを̏()[から��()[にすることでઃஔՄ能なアンテφૉ子は1��ഒにな
ります。一方、ڑ離に対する減ਰが大きなミリにとっても、アンテφ利得が大෯に্
する.BTTJWF�.*.0技術はదしているとݴえます。このように.BTTJWF�.*.0技術はミ
リと性が高いのですが、࣮ࡍのڥでどれくらいのパフォーマンスが得られるかは
ミリの伝ൖするৼるいに大きくࠨӈされます。ここでは、ミリの伝ൖ特性、特に伝
ൖܦ࿏のۭ間分をଌఆとࢉܭ機シミュϨーションをۦして明らかにする研究を行いま
す。また、ͦの݁Ռをجに.BTTJWF�.*.0技術のパフォーマンスධՁも行います。

˔ミリ伝ൖシミュϨーション技術
̎()[以Լの伝ൖシミュϨーションには一般的にزԿ光ֶ近ࣅにجづくϨイトϨーシンά
法が用いられます。しかし、ミリでは物体ද໘のԜತにىҼする֦ࢄࢄཚ成分が大きく
なることから、ڸ໘ࣹ成分しか考ྀできないϨイトϨーシンά法ではे分なシミュϨー
ションਫ਼が得られなくなります。一方で、֦ ཚ成分をѻえるシミュϨーション法であっࢄࢄ
ても、ࢉܭにかかるようでは࣮ݱ的ではありません。また、ද໘Ԝತのใを࣋つ高
ਫ਼ࡉな構物σーλをどのように取得するかも解です。ここでは、ޮ的でかつ高ਫ਼
なミリ伝ൖシミュϨーションのख法を研究していきます。

研究設備
　ి伝ൖの基本研究に必要なࢉܭ機、ଌ定機器（ϕクトルνϟωルサ
ンμ˞、ిքڧܭ、RFૹड৴機、֤छアンテφଞ）おΑびి҉室（ి
ແڹ室）などがར用できます。
˞ϕクトルνϟωルサンμ：ड৴ہに౸དྷするిをԆؒ࣌と౸དྷ֯
で分ड৴することのできるଌ定器で、࠷ઌの伝ൖ研究をするには必
ਢのアイテムです。本研究室では、2()[ ʙ 60()[までのϕクトルνϟω
ルサンμをར用することができます。特に、20()[ଳのサンμはి
をՄ視化するιフトを༗していることから、目に見えないిがどのΑうな
ॴから౸དྷしてくるのかをリアルタイムで֬ೝすることができます。

世ϞόΠϧ௨৴研究室࣍
ʢࣜג会社/55υίϞʣ

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

http://isw3.naist.jp/Contents/Research/cl-05-ja.htNl

（写真左から）
客һ教授：Ԟଜ　
客һ।教授：ਢࢁ　聡
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生物のػ֮ࢹにഭΔϏδϣϯηϯγϯά

研究を始めるのに必要な知識・能力
ɾ学の基礎的な知識（ઢܗ、関論、౷ܭ学など）
ɾ৴߸ॲ理、機ց学習などの基礎的な知識
ɾプロάϥϛンάスΩル（C��、Python、Matlabなど）

研究室の指導方針
業の研究室ということもあり、指ಋ学生のはا　 ʙ໊̍̎となる。ͦの分、マンπーマンでのٞ論やا業の研究ॴのメンバーとのٞ
論の機ձを多くとるΑうにしている。まͨ研究テーマの課題設定については、できるだけݱにۙいリアルなもの、あるいは未དྷ視
からのࣾձ課題にもとͮいてબͿΑうにしている。
　自分の研究果がに࠾用さΕੈのதにग़ることが楽しみな人、ا業の研究։発のプロηスをҰૣくܦ験しͨい人、ը૾ηンシ
ンάなど人の視֮機能に関Θる研究に関心のある人にはなじみやすいڥです。 

この研究で身につく能力
業でのকདྷ的な化を意識しͨ研究テーマ設定をおこなうͨめ、研究を通じてᶃ課題設定力ᶄίンηプト立案力ᶅアルΰリズムا　
設ܭ力ᶆ実ӡ用を考ྀしͨੑ能評価のํ法論ߏஙなどの能力্がظできる。まͨը૾ηンシンάという物理（光学）、৴߸ॲ理、
ίンϐϡータϏジョン、機ց学習、実装とԣஅ的な技術からߏさΕるというੑ্࣭、い視で技術を၆ᛌする能力を身につける機
ձに多く৮Εることができる。

修了生の活躍の場
　こΕまでの実でいうと、ιフトェアձࣾ、カメϥメーカ、ਫ਼ີ機器メーカなどا業の研究։発৬。

研究内容
　新しいイメーδンά技術の出や、ը૾ॲཧによるจࣈなどのパλーンやਓなどの物体認識、あるいはਓ間の行ಈやಈ作の認識など
を中心に、ਓ間の֮ࢹ機能に迫るը૾ηンシンάの研究を、入ྗܥおよびアルゴリズムの༥合を࣠におこなう。主な研究テーマのީิ
は以Լのとおりであるが、これにݶらͣモϏリティྖҬなどը૾ηンシンάに関するテーマをൣғで取りѻう。

'"ʢフΝクトリーオートメーションʣけのը૾ηンシンά技術
　ը૾ηンシンάはものづくりのݱにかなりਁಁしているものの、গ子高ྸ化ࣾ
ձにおけるਓखෆやऀܧޙෆなどの՝にඥづく様々な技術՝がってい
る。特にຊ研究ࣨでとりあげるのはロボットϏδョンに関する研究やจࣈマークの
。出ɾ認識に関する研究であるݕ

ʢ1ʣロボットϏδョン
　ロボットによるものづくりఔでは、ʮものをつかΉʯʮものをቕΊࠐΉʯʮ۩を
Ίられる。制御に必要なใを入ྗするたΊのը૾ηンٻな制御がࡉうʯなどણ
シンάでは、対の特性ʢ形ঢ়やࡐ質ʣをܭଌするηンサや、ঢ়ଶʢҐஔ࢟などʣ
をਪఆするアルゴリズムのਐ化がෆՄܽである。ຊ研究ࣨではこれらの技術に関し
て࣮用化を೦಄にஔいた研究テーマをઃఆする。ྫえば、̏%ܭଌのݪཧに関する
ଌख法のཱ֬、あるいは̏%σーλをܭ研究や対のࣹ特性を考ྀした形ঢ়ૅج
用いた物体の高Ґஔ࢟ݕ出アルゴリズムのཱ֬などである。
ʢ�ʣจࣈマークのݕ出ɾ認識
　にҹࣈされているจࣈɾマークを、ը૾ηンシンάにより自ಈでݕ出ɾ認識す
る技術はすでに࣮用化がਐんでいるものの、ҹࣈの方法などによっては技術՝が
からυットマトリクスで構成されるυッ؍Έである。ྫえばコストやӡ用໘のੵࢁ
トจࣈが'"ではසൟに利用される。しかしながら、このυットจࣈのݕ出ɾ認識の
自ಈ化は技術的қが高く、Ϣーβーに対してจྖࣈҬのબなどをखಈでૢ作
させる機能がෆՄܽであるのが࣮である。Ϣーβーによるૢ作を減らし、入ྗը
૾から自ಈでυットจࣈをந出するシステムがあれば࢈業քにも大きなݙߩとなる。
ຊ研究ࣨでは、このようなจࣈɾマークのݕ出認識に関するج൫技術の構ஙをࢦ
す。
ʢ�ʣը૾ηンシンάに必要な"*技術のج൫構ங
　またຊ研究ࣨでは、લड़のը૾ηンシンά技術構ஙの土となる"*技術ʢ機ցֶ
शやڧ化ֶशʣのૅج研究もおこなう。۩体的には、これまでઐՈのखが必要
であったηンシンάに関するઃఆɾ調整をできるだけなくすたΊのアルゴリズム։発
などをఆしている。

（写真左から）
客һ教授：ਡ๚　ਖ਼थ Nasaki.suwa@oNron.coN
客һ।教授：Ҫ৲　ળٱ yoshihisa.ijiri@oNron.coN

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

ޫηϯγϯά研究室
ʢΦϜϩϯࣜג会社ʣ

研究設備
ಠ自のωοトϫークڥおΑびࢉܭ機܈
ը૾データऩू設උ（҉室ɼ֤छর明装置など）
大ྔը૾データϕース
ଌ評価装置ܭڑ
3%ը૾ॲ理装置
カメϥ評価装置

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
தࠃのਗ਼՚大学、্ւަ通大学などとڞಉ研究を実ࢪ
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όΠΦΠϯϑΥϚςΟΫεͰ生໋Պ学の謎を解き明か͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生物学かࢉܭ機かどͪらかが好きであることが必要です。いくら取り組Μでもۤにならないと思えることです。研究を࢝めるには大
学教ཆఔの生物学の知識は必要ですが、新しい学術知識ɾࢉܭ機技術を研究とฒߦしてৗにษڧしていきます。ͦのͨめ、大学Ӄ
というで研究に挑戦しΑうとするڧい決意にΑって、自分の能力をҾきग़していͨだきます。研究室֎のؒやઌഐ、ઌ生ํとٞ
論しながら自分の研究スタイルを֬立してΏきます。

研究室の指導方針
　̍つのテーマを持って研究に取り組むࣄを通じて、༷々な問題解決を体験しながら配属しͨ研究ॴでの研究活動にࢀՃします。技術
৬としてকདྷ発生する新しい問題を解決できる力をつけていͨだきます。༩えらΕͨঢ়گԼで、専門知識をݩに物ࣄの本࣭をつかみ、
༷々な問題解決に取り組む人ࡐҭを目指します。

この研究で身につく能力
　ゲノムデータϕース、タンύク࣭の分子メカニズム、分子動力学にΑる分子機能の解析、プロάϥϛンά技術、システムΤンジニアリ
ンάのํ法論等の技術的な知識の習得がՄ能です。
　研究։発やプレゼンテーションだけでなく、新しい科学技術にܞΘるاըやӦ業における༷々な問題解決に立ͪかうことのできる
技術৬としての૯߹的な力をつけていきます。

修了生の活躍の場
　֤छ業の研究։発、システムズΤンジニア、ιフトェア։発、Ӧ業৬、大学おΑび研究ॴ৬һ、など༷々です。

研究内容
　λンパク質など生体分子の機能とͦのメカニズムを୳るたΊの、バイオインフォマティクスの
ख法։発をਐΊています。大نࢉܭ機を活用したཏ的な୳ࡧ、さらに࣮ݧ的σーλにある
ใのܽଛをิう解析法の։発など、ใֶ的なख法で生໋科ֶにおける識発見をࢦ
します。

組Έをཧ解するたΊに、分子ྗによるシ的に機能が解析された分子のཱ体構からݧ࣮　
ミュϨーションが必要です。ඪ的分子の機能を୳るたΊ、֤छ分子生物ֶ的σーλϕースにあ
る関࿈ใを活用します。ใ科ֶによって࣮ݧσーλにあるใをよりਂくัらえるख法を
研究します。

シεςムཧใ౷合ج൫の։ൃ
　大نܭଌσーλからオミックス関࿈σーλをந出し、分子ϓロフΝイリンά技術によりඪ的
ༀิީࡎの୳ࡧやυラッάリϙδショニンάにܨがる研究をࢼΈます。またσーλをよりޮ
的に利用するたΊ、σーλと解析要ૉ技術をॊೈに組Έ合わせՄ能とするϫークフロー解析ج
൫の構ஙに取り組Έ、ηマンティック技術を用いた識発見をਐΊています。

λンύΫ࣭ෳ合ମの૬࡞ޓ༻シミュϨーション
　λンパク質ಉ࢜または֩ࢎや低分子との複合体における分子認識メカニズムを୳るたΊ、複
合体の分子ಈྗֶおよびྔ子化ֶࢉܭから相ޓ作用を解析します。�1%#ཱ体構σーλϕー
スに見られる相ޓ作用をཏ的に୳ࡧした相ޓ
作用の౷ܭをもとに、ඪ的分子とのυッキンά
༧ଌをࢼΈます。

低Թి子ݦඍڸը૾ʹཱͮ͘جମߏ解
析
　λンパク質などの低Թి子ݦඍڸը૾を利
用したਖ਼֬なཱ体構モσリンάを行うたΊの
σーλ解析技術の։発とͦのԠ用を行います。

生ମ分子のߏɾػਪఆ
　ੵのਐΉ生体分子ใに関するσーλを
利用したλンパク質などのະཱ体構や機能
のਪఆを行うたΊの技術の։発とͦのԠ用を行
います。

研究ڥ
本研究室は、ฏ12Αりܧଓするࠃ立研究։発法人࢈業技術૯߹研究
ॴɾ生໋ใ科学研究ηンターとの࿈ܞ活動をத心にల։してきましͨ。
౦ژ大学やૣ稲田大学の࿈ܞ研究室もซ設さΕ、ࠃ֎のバイオインフォ
マテΟクス、̖̞ い分野をカバーしͨ研究者にΑるηଌ実験などの෯ܭ、
ϛφーなど、ηンター֎の研究者とのަྲྀの໘があります。

研究設備
機ࢉܭن業技術૯߹研究ॴの大࢈
力֮フΟードバοク6自由ೖ力装置（(eoNagicࣾ）

（写真左から）
客һ教授：Ҫ ݈ଠ k-toNii@aist.go.jp
客һ教授：Ҫ　Ұ k-Gukui@aist.go.jp

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

生ମࢠใ学研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓ࢈業ٕज़૯߹研究ॴʣ

図 �ɿオϛοクスղੳにΑΔυラοάϦϙδシϣχンάのྫ

図 �ɿタンύク質 タɻンύク質のυοΩンά༧ଌࢉܭのྫ

図�ɿ子ΞχϝーシϣンのたΊのج४ৼಈղੳに͍ͮجたಈత֨ݺϞデルの։ （ൃ����
म）֨ࠎΞχϝーシϣン（ϦΪンά）Ͱ子の༳Β͗ Λදࣔ͢Δख๏ΛఏҊした。

図 �ɿ物理ԋࢉΤンδンΛར༻したタンύク質ෳ߹ମΞχϝーシϣンソϑト
ΣΞの։ൃख๏ 	���� म）άラϑΟΧルͳϢーβインターϑΣイ
スͰ子ؒ૬࡞ޓ༻ΛϦΞルタイムに͢ূݕΔソϑトΣΞΛ։ൃした。
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　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

σδλϧώϡʔϚϯ͕Έࠐ·ΕͨεϚʔτ社会を࣮ݱし·͢ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ӡ動ܭଌ装置のオϖレーションから、解析プロάϥムの作まで෯い知識が必要となりますが、いͣΕも研究活動を通じて習得Մ
能です。重要なのは研究にରするϞνϕーションです。知的好奇心があるํであΕ、どなͨでも歓迎します。

研究室の指導方針
　新ͨなデータをܭଌするͨめの実験デβイン、ܭଌしͨデータを力学的ɾ౷ܭ的に解釈するͨめの理論ߏங、ͦして力学的ɾ౷ܭ的
Ϟデルを活用するͨめのアプリケーション実装を̏つのபとして、身体機能Ϟデル（デジタルώϡーマンϞデル）のߏஙとͦのࣾձ実装
を目指します。̏つのபをશてܦ験するのが理想ですが、当人の興味や࣭ࢿにԠじてҰ෦だけを重的に研究することもՄ能です。෦
Ґについてはશ身、手、ͦして、ରについてはܗঢ়、ӡ動、֮ײ、ͦして੍ޚなど、༷々な研究が想定さΕます。いͣΕをબし
てもʮ研究果が活用さΕることʯを೦಄に、ࣾձ実装を見ਾえͨ研究指ಋをߦっています。

この研究で身につく能力
　身体機能の基礎（生理と解、ӡ動と力学、心理とೝ知など）、身体機能のܭଌํ法（ੇ法とܗঢ়、ے活動と関અӡ動、知֮とೝ知など）。
ͦしてデジタルώϡーマンϞデルߏஙのͨめの理学（ܗঢ়のϞデル化に必要なزԿ学とը૾ॲ理、ӡ動のϞデル化に必要なӡ動学と
動力学、ೝ知ɾߦ動のϞデル化に必要な౷ܭ学など）が実験デβインと理論ߏஙに必要な基礎知識です。まͨ、デジタルώϡーマンϞ
デルを活用するͨめのηンサデバイスやιフトェア։発能力がアプリケーション実装に必要なԠ用知識です。研究活動を通じてこのΑ
うな෯い基礎ɾԠ用知識が習得できます。まͨ、自身で実験デβイン、理論ߏங、ͦしてアプリケーション実装のループをճすことで、
さま͟まな問題にରॲするͨめのߏ想力と実ߦ力が身につきます。

修了生の活躍の場
　自動ंメーカー、ి機メーカー、ͦしてスϙーπ用具メーカーなど、デジタルώϡーマン学研究室のमྃ生は༷々な業छで活༂してい
ます。必ͣしもデジタルώϡーマンϞデルに関するࣄにैࣄしているΘけではありまͤΜが、本研究室で身につけͨߏ想力と実ߦ力
が遺״ແく発شさΕています。

研究内容
　σδλルώューマンֶ研究ࣨは、౦ژʢおʣにある࢈業技術૯合研究ॴɾྟւ෭心ηンλー
にラボを構えるਓ能研究ηンλーɾσδλルώューマン研究νームにあります。άルーϓで
は���1年のઃཱ以来、σδλルώューマンモσルの構ஙとͦのࣾձ࣮をࢦして、ࠃ外の研究
ऀや近ྡ大ֶからの技術研म生をؚΉ૯��໊ఔで研究をਐΊています。ະ来のใ化ࣾձで
は、システムが生活ऀの身体ঢ়ଶをཧ解し、ݸਓに対してスマートなࢧԉを行うことがٻΊられます。
ͦして、これを࣮ݱするには、身体機能をهड़するたΊのσδλルώューマンモσルをࣾձに組Έࠐ
Ή必要があるからです。
　様々な身体෦Ґと身体機能を対とした研究が行われていますが、近年ྗを入れている代ද的な
。として以Լの̎つの研究がありますྫࣄ

�ɾ*.6ηンサと身体ੇ法ɾ෦߆ଋを用いた自વなӡಈܭଌʢਤ1ʣ
全身にషしたଟのマーカーのҐஔを、࣮ࣨݧにઃஔされたઐ用のカメラでܭଌする、これ
がै来のӡಈܭଌでした。しかし、この方法では生活ऀの自વなৼるいをܭଌできません。ͦ
こで、࢟をܭଌするたΊの*.6ηンサと、身体ੇ法や෦のような様々な߆ଋ条件をซ用
することで、গのηンサで全身のӡಈをܭଌするたΊの技術を研究しています。

�ɾӡಈදݱモσルの構ஙとӡಈの変容のシミュϨーションʢਤ�ʣ
ै来のӡಈ解析では、طに࣮ݱされたパフォーマンスをܭଌし、ӡಈྗֶ解析することで、༏れ
たパフォーマンスの解析やケガのメカニズムの解析を࣮ݱしてきました。しかし、ྫえばアスリー
トの世քهをえるパフォーマンスのシミュϨーションやͦのӡಈ解析のように、ະだ࣮ݱさ
れていないパフォーマンスの解析はできません。ͦこで、全身ৄࡉσδλルώューマンモσルとώ
トのӡಈメカニズムをパラメトリックにදݱするӡಈදݱモσルを用いたଟӡಈྗֶシミュϨー
ションにより、ྗֶ的整合性をຬたした形でະだ࣮ݱされていないパフォーマンスを生成する技術
を研究しています。

ɹɹ研究設備
 ɾ3次ܗݩঢ়スΩϟφ（用スΩϟφ、શ身用スΩϟφ）
 ɾ ϞーションΩϟプνϟ（7ICONシステム、Opti5rackシステム、9sens

システム）
 ɾϫイϠレスද໘ܭిے（%&LSYS 5RI(NOシステム）
 ɾচ力ܭ（AM5Iシステム）、力ηンサ（Leptrinoシステム）
 ɾトレοドϛル
 ɾ3%プリンタ
 ɾテレϏձٞシステム

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ɾ科学技術ৼ興機ߏ（未དྷࣾձࣄ業、AIPՃPRISM研究）
ɾΤωルΪーɾ࢈業技術૯߹։発機ߏ（次ੈ人知能技術のࣾձ実装

を目指しͨઌಋ研究）
ɾ科学研究අิ助ۚ	基൫研究B、基൫研究C）
ɾڞಉ研究（10ࣾҎ্のメーカー）

σδλϧώϡʔϚϯ学研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓ࢈業ٕज़૯߹研究ॴʣ
https://www.airc.aist.go.jp/dhrt/     https://unit.aist.go.jp/harc/

（写真左から）
客һ教授：多田　ॆಙ
客һ教授：ಊલ　߁
客һ।教授：ଜҪ　ত

図 �ɿ੨͕ैདྷのӡಈܭଌ、͕ *.6
ηンαΛ༻͍たӡಈܭଌ

図 �ɿٛのύラϝータΛมԽͤ͞たࡍ
のӡಈのม༰のシϛϡϨーシϣン
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*P5"*͕社会にਂ͘ਁಁしΘΕΔ࣌、ͦの҆શのج൫ͱなΔιϑτΣΞの҆શੑ৴པੑを
ਂ͘۷ΓԼ͛·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
ɾ大学ଔ業ఔのしっかりしͨ 論理学やプロάϥϛンάの知識とಎ力。
ɾίンϐϡータやιフトェアの動く組みについての理解と興味。
ɾίンϐϡータɾηΩϡリテΟについての基本的な知識。

研究室の指導方針
　ま 、ͣͦΕͧΕのࢤする研究テーマにԠじて、必要なใ科学の基礎知識を身につけていͨだきます。ͨとえ҆શੑ୲อ技術に
ついては、プロάϥϛンάޠݴ理論やࣜܗ手法に必要な学的ૉཆなどがͦΕに当ͨります。まͨ、ࢉܭ機アーΩテクνϟや理論理
学等も、分野にΑっては知識が必要になります。
　Լه、研究༰でྫ示する༰Ҏ֎でも、ιフトェアの৴པੑɾ҆શੑの্につながるΑうな༰であΕ、Մ能なݶり学生の
自主的な取り組みを重視します。学Ґ論จのテーマ決定にࡍしては、相ஊにはのりますが、࠷ऴ的には自ら決めていͨだきます。

この研究で身につく能力
　બΜだ研究テーマにもΑりますが、研究で必要となるιフトェアやࢉܭ機システムにରするಎ力と分析力は、実ࡍのࣾձでࢉܭ
機システムをਖ਼しく動かすͨめに必ਢな能力として、特にIo5やAIなど、まだ୭もಋೖしていない新しい要ૉをؚみ、୭もਖ਼しいやりํ
が分からないシステムをߏஙするݱで、いΘΏるシステムアーΩテクトとして活かしていͨだくことをڧくظしています。まͨ、特に
論理ূݕの分野はࡍࠃ的な研究がいྖҬでもあり、アカデϛアを目指す人は、実ࡍのシステムと࠷ઌの理論を͙ܨ実学をߦえる
人ࡐになることをظして、研究指ಋをߦっていきます。

修了生の活躍の場
実ࣾձࢤ： ιフトェアアーΩテクトɾηΩϡリテΟΤンジニア
研究者ࢤ： 大学ɾ研究ॴやا業での研究者

研究内容
　*P5や組ࠐΈ技術の発లにより、ࢉܭ機ιフトウΣアがいわΏる൚用コンϐューλだけでなく、自ಈं、ۭߤ機、Ոి、ҩྍ機器、
代において、システム全体の৴པݱわれるようになってきたまれてࠐઃ備などզ々の生活や生໋の҆全性に݁する機器に組Έ
性を֬อすることは、きわΊて重要な࢈業্の要になってきています。また、ιフトウΣアのنが֦大し、複のシステムが有機
的に通৴ɾ࿈ܞする࣌代において、利用ऀがιフトウΣアをʮ見てʯ҆全性を֬認することが出来ない以্、ֶ的なख法でシス
テマνックに҆全なιフトウΣアを構ஙし、さらにͦの҆全性をଞਓにきͪんとઆ明する根ཱڌてを作ることが、重要になってきてい
ます。ຊ研究ࣨでは、ιフトウΣアをؚΉ*P5システムの҆全性の୲อに必要な技術を研究։発し、࢈業としての҆全なιフトウΣア構
ஙखஈの体ܥ化をࢦします。

*P5や組ࠐΈシステム全体の҆全性を୲อするたΊの技術
⾣システム全体を၆ᛌしたιフトウΣアηキュリティアーキテクνϟ
⾣*P5サーϏスのたΊのηキュリティアーキテクνϟɾج൫システム�
⾣*P5ج൫におけるιフトウΣアの৴པ性୲อのたΊの技術

ιフトウΣアの҆全性を୲อɾઆ明するたΊのج൫技術
⾣ιフトウΣア҆全性をཧ的にূݕする技術ʢ形ࣜূݕʣ�
⾣ιフトウΣアのਖ਼しさをཏࠪݕする技術ʢモσルࠪݕʣ�
⾣形ࣜ的ख法にجづくϓロάラムテスト�
⾣ͦのଞ、ϓロάラムのҙຯや҆全性をٞするたΊのૅجཧɾج൫技術�
　ɾϓロάラムの様هड़法、ཧ的技法、形ࣜ技法、様هड़�
　ɾϓロάラミンάޠݴのཧと࣮
　ɾϓロάラム։発ఔの技術

研究ڥ
　本研究室は࿈ܞ研究室ですので、࢈業技術૯߹研究ॴ（ใ技
術研究෦門）で研究指ಋをߦいます。2目はつくηンター（ҵ
ݝつくࢢ）での活動を基本としますが、研究テーマにΑっては
関ηンター（大ࡕ田ࢢ）やྟւ෭心ηンター（౦ژߐ
౦۠）にࡏ੶する研究者もؚめて、ͦの分野のΤΩスύートのࢧ

（写真左から）
客һ教授：大　ؠ
客һ।教授：A⒎eldt Reynald

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

ηΩϡΞιϑτΣΞγεςϜ研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓ࢈業ٕज़૯߹研究ॴʣ

ԉをडけ、Αりߴな研究を実ݱすることを目指します。テーマに
Αっては、研究ॴで進めている࢈学࿈ܞ活動にࢀՃし、ا業と
のڞಉ研究を体験する機ձもあります。
　༏लな学生にରして、特にത࢜課ఔにおいては、研究ॴにおい
てRAとしてۈし、具体的な研究業に༗څでܞΘりながら学Ґ
取得を目指す్があります。
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৽し͍ωοτϫʔΫをΔ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ωοトϫークߏ法やωοトϫークプロトίルなど、初า的な知識があるとスムースに研究を࢝めることができます。ͦうしͨ知識が
あまりなくても、ωοトϫーク技術をؚめ新しい技術にରするਚきない興味を持っていることが大切です。

研究室の指導方針
　当研究室は、ࠃ立研究։発法人ใ通৴研究機ߏ（NIC5）と࿈ܞする࿈ܞ研究室NIC5ではࠃ֎の専用ճઢでߏさΕる実ূ実
験ڥ（テストϕοド）ωοトϫークであるJ(Nなど、༷々なใ通৴インフϥを実ࡍにߏங、ӡӦしています。当研究室での研究։
発では、࠲学にՃえ、ͦうしͨ実ࡍのڥに৮Ε、果を動作さͤূݕする実ફ的なアプローνを取ります。必要にԠじて、NIC5の
本෦（౦ژখۚҪࢢ）やテストϕοドӡ用ηンター（౦ژઍ田۠大手ொ）においても研究指ಋをߦいます。

この研究で身につく能力
　֤छωοトϫークプロトίルをはじめωοトϫーク技術についての実学的な知識にՃえ、ใ通৴インフϥにおける課題解決能力を
身につけることができます。طଘ技術の実装をௐࠪしͨり֦ுしͨりすることを通じてプロάϥϛンά能力も身につきます。ۙはใ
通৴の課題は具体的なアプリケーションサーϏスにີに関࿈していることが多いͨめ、アプリケーションサーϏスఏࣄڙ業者の動な
ど、業քશ体を၆ᛌしてインフϥの࠷ద化を考える能力もཆΘΕます。

修了生の活躍の場
　I5業քだけでなく、ͦのଞの業քでも本研究室での研究։発のܦ験を生かすことができます。

研究内容
　ຊ研究ࣨのڭһはॴଐしている/*$5において、࠷ઌのωットϫークインフラ技術をλーゲットに研究։発をਐΊています。

　۩体ྫの一つに、�,ө૾伝ૹの取り組Έがあります。̔,ө૾はࠓの�,ө૾のさらに�ഒ高ਫ਼ࡉなもので、ক来の࣮用化がظさ
れています。この̔,ө૾は、ඇѹॖの合はおよͦ��(CQTから1��(CQTものଳҬをফඅしʢ۩体的なଳҬはө૾フォーマットにґ
存するʣ、/*$5ではこのଳҬなඇѹॖ�,ө૾の長ڑ離伝ૹ、ηキュリティ֬อのたΊの҉߸化、複の1��(CQTճઢを用いる
マルνパス伝ૹ、ଟ৴のたΊのマルνキϟスト伝ૹなどを通͡て、ͦ の中で発生する技術的な՝の解ܾにけた取り組Έを行っ
ています。
�
　ผのྫとしては、4PGUXBSF�%FpOFE�/FUXPSLJOHʢ4%/ʣ技術の取り組Έがあります。4%/は、ै来はルーλやスイッνなどの
機器に࣮されていたωットϫーク制御機能を外෦のιフトウΤアに࣮し、ͦれによりू中制御する組Έです。/*$5では、この
4%/技術の࣮ূをҬで行うことができる3*4&テストϕッυを構ஙし、Ϣーβにఏڙしています。このテストϕッυでは、4%/機能を
ϢーβにఏڙするのにՃえ、࣮ূڥのϢーβຖのཧ的な分離や、࣮ূで用いるωットϫークトϙロδのॊೈな構ங機能といったテ
ストϕッυとして必要となる機能を4%/を用いて࣮ݱする取り組Έを行っています。

　さらには、*P5テストϕッυの࣮ݱにけた取り組Έも行っています。*P5では、֤छηンサーσバイスおよびσバイスをଓするアク
ηスωットϫーク、σバイスからのσーλをऩूしサーϏスを࣮するクラウυ、アクηスωットϫークとクラウυをଓするコアωット
ϫークなど、ଟ様なインフラ要ૉの࿈ܞが重要となります。ࡏݱの*P5は、低能ྗなσバイスからൺֱ的খ容ྔσーλをूΊ、Ϗッάσー
λとしてू中ॲཧをすることがଟいですが、ηンサーσバイスの高性能化にいσーλは大容ྔ化し、σバイスやアクηスωットϫー
クଆでのσーλॲཧʢΤッδコンϐューティンάʣも活用した分ࢄのシステムとなり、かつͦれらが高৴པでಈ作することがظされ
ます。ͦういったক来の*P5をࢧえるใ通৴インフラの࣮ݱをࢦした研究։発をਐΊています。

研究設備
　NAIS5が༗している研究設උにՃえ、NIC5が༗しているテストϕοド
。がར用できます（などڥクϥスタنҬωοトϫーク、大）ڥ
　ৄ細は、NIC5૯߹テストϕοド研究։発推進ηンターのWebサイト

（http://testbed.nict.go.jp/）をࢀরください。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　NIC5は、์ ૹہ、ωοトϫーク機器ϕンμー、通৴ࣄ業者、ํ自࣏体、
大学等とڞಉプロジェクトを進めており、ࢀըすることがՄ能です。

ωοτϫʔΫ౷߹ӡ༻研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓใ௨৴研究ߏػʣ

（写真左から）
客һ教授：খྛ　真 
客һ।教授：Տ߹　ӫ࣏

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

http://isw3.naist.jp/Contents/Research/cl-11-ja.htNl　&-Nail：tblab-inGo@is.naist.jp　
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Ӊ։ൃの࣮σʔλに৮Ε、͋なͨの研究ՌͰ৽ͨなӉをΓग़ͦ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　まͣは、ߴ৴པੑがٻめらΕるӉや自動ं分野に興味があること。実ࡍのӉ分野のιフトェア։発に関するデータを用いて、
新ͨなํ法論をする研究となるͨめ、ιフトェア学、౷ܭ学の基礎知識が必要。

研究室の指導方針
　学生自身で課題をநग़し、解決するͨめのํ法をするプロηスを体験することで、主体的に考える人ࡐをҭします。म̍࢜
では、課題意識、興味のあるテーマを自身で୳ࡧできるΑうにアドバイスをߦいながら研究テーマをߜりࠐみます。研究テーマに߹っ
ͨӉ分野の実データをఏڙし課題நग़のͨめの分析をߦいます。म̎࢜では、データに基ͮくํ法論を考案し、実ূ実験をߦい
ます。まͨ、研究テーマにΑり、NASAやԤभӉ機関	&SA
とのڞಉ研究にࢀՃしてもらいます。

この研究で身につく能力
　研究テーマにґら 、ͣ自身で考え、解決できる思考能力が身につく。まͨ、失敗がڐさΕないࣾձインフϥシステムに必要なߴ৴པੑ、
҆શੑ֬อのͨめに、重要となるෆ具߹ɾ失敗要Ҽの基礎知識を習得でき、解決ࡦとなるιフトェア։発技術、ιフトェアূݕ技
術をӉ分野での実ূܦ験（ノϋ、ཹ意）をؚめて習得でき、ࠓ後のԠ用力をつけることができる。

修了生の活躍の場
　Ӊ関࿈ا業、PwCあらͨࠪ法人、ଜ田機ց、࢜通

研究内容
としてҐஔづけられており、ͦれらの高৴པ性を֬อすることはװえる根ࢧՈやਓ໋の҆全をࠃ、Έシステムやࣾձインフラシステムはࠐ、組Έࠓ　
ࣾձ全体の҆全性を高Ίる্での࠷重要՝の一つです。高৴པιフトウΣアシステムֶূݕ研究ࣨでは、Ӊۭߤ研究։発機構　研究։発෦　
ୈࡾ研究Ϣニットの࣋つ、Ӊシステムにおける高৴པ性や҆全性に関する研究および࣮ફにおける高い࣮にもとづいて、ڥݶۃでਖ਼しいಈ作が
能などによの重要՝である、ਓࡏݱ、方法を研究します。特にূݕするたΊのιフトウΣアݱΊられるιフトウΣアの高৴པ性ɾ҆全性を࣮ٻ
るෆ֬ఆ性のある複雑なιフトウΣアシステムのূݕཏ性อূに必要な以Լの方法を研究ɾڭҭします。これらの研究成Ռは、Ӊシステムにݶら
ない、ࣾձج൫システム全般の高৴པ化のԠ用がظされています。

1ʣ高৴པ性ɾ҆全性ূݕख法
ロバスト性ূݕ技術
。の自ಈ生成アルゴリズムや方法を研究ɾ։発しますڥূݕ、の要ૉ技術ূݕをؚΊたロバスト性ٻ様外要　

自ಈ化技術ূݕ
　システム構成、ӡ用条件、ෆ۩合パλーンモσルなどを用いたূݕケース自ಈ生成ٴび自ಈ合൱ఆのたΊのア
ルゴリズムや方法を研究ɾ։発します。

�ʣ高৴པ性ɾ҆全性ධՁख法
҆全性ධՁख法
　システム҆全分析ख法ʢ45".1�451"�'3".ʣを用いた、ਓ能などによるෆ֬ఆ性のあるূݕがࠔな
ιフトウΣアシステムに対するূݕख法のݕ౼。または一般的な҆全要ٻにجづく҆全性ධՁख法のཱ֬。

モσルϕースミッション成ཱ性ධՁख法
　4ZTNMや6.-等のモσルを用いたシステムઃܭをするࡍに、։発のૣいஈ֊からミッション成
ཱ性をධՁするख法を研究します。

ཏ性ධՁ技術ূݕ
　複のιフトウΣアシステムから構成されるଟछのূݕใにجづきιフトウΣアシステム全体
のূݕཏ性をධՁする技術ʢアシュアランスケースなどʣを研究します。

ܽؕ伝ൖධՁ技術
　ιフトウΣアシステム全体のܽؕモーυの体ܥ化ٴびͦのシステムのӨڹධՁख法を研究ɾ
࣮ূします。

（写真左から）
客һ教授：ยฏ　真࢙ Nasa-katahira@is.naist.jp
客һ教授：ੴᖛ　थ ishihaNa@is.naist.jp

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
論จࢽ
ɾ ֟ 本ر, ޱ真ߴ ,࢘Ҫརݑ, ੴᖛथ, ൧田ݩ, ยฏ真࢙, �(oal 

Structuring Notationを用いͨ൚用的な҆શ要ٻの明֬化と評価,� 
S&C journal, nuNber 47, pages 16-23 201612݄

ձࡍࠃ （ٞࠪಡき）
ɾ Mitsuaki 5suji� 5oshinori 5akai� Ka[uki KakiNoto� Naoki 

IshihaNa� MasaGuNi Katahira� )ajiNu Iida, Prioriti[ing 
Scenarios based on S5AMP/S5PA 6sing Statistical Model 
Checking, 2020 ICS5W

ձࠃ （ٞࠪಡき）
ɾ ֟ 本 ر, ޱ 真ߴ ,࢘Ҫ རݑ, ੴᖛ थ, ൧田 ݩ, ยฏ 真࢙,�CBCS 

҆શ要ٻのద用ੑ্にけͨՄ視化の取り組み,� クリテΟカルιフト
ェアϫークショοプ, 2016

ड
<1> ֟ 本ر, ޱ真ߴ ,࢘Ҫརݑ, ੴᖛथ, ൧田ݩ, ยฏ真࢙, �ʮS&C 

journalʯ論จ ॴ,� S&C journal, 201611݄ .
<2> ֟ 本 ر、ޱ 真ߴ ,࢘Ҫ རݑ, ੴᖛ थ, ൧田 ݩ, ยฏ 真࢙, �ୈ

13ճクリテΟカルιフトェアϫークショοプ　࠷༏ल,� ୈ13ճク
リテΟカルιフトェアϫークショοプ, 2016.

ߴ৴པιϑτΤΞγεςϜূݕ学研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓӉۭߤ研究։ൃߏػʣ
http://stage.tksc.jaxa.jp/jedi/JA9Alab/index.htNl　http://stage.tksc.jaxa.jp/jedi/index.htNl

図１ʮϩバストੑٕূݕज़ɾ
　　ࣗಈٕূݕज़の֓೦図ʯ

図２ʮΞシϡΞランスέースΛ༻͍たূݕཏੑධՁʯ
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　学やプロάϥϛンάの知識があΕ༗用ですが、知識がなくてもҰからษڧできます。むしΖ、物ࣄを大かつਫ਼ີに、まͨしつ
こくूதして考えること、ͦして新しい知識のٵऩにᩦ欲になることが重要です。

研究室の指導方針
　本研究室の教һは、ใ通৴研究機ߏ	NIC5
ɾデータ駆動知能システム研究ηンター 	%IR&C5
にۈしており、ͦこにはACL等 
の༗力ࡍࠃձٞで論จを多発දしている研究者や、プロάϥマ、ޠݴ学者がࡏ੶し、多くの自࣏体、ا業等と࿈ܞしつつ、Ϗοάデー 
タを使っͨ自વޠݴॲ理の研究։発をߦっています。Ϗοάデータ、自વޠݴॲ理やਂ学習等の専門知識やࣾձݙߩに関して、教 
һだけでなく、こΕらの人ͨͪともٞ論をし、多༷な視を学ΜでもらえΕと思います。まͨ、ر者は自࣏体の܇ࡂ࿅等、実ࣾ 
ձでのԠ用のݱܦ験もできます。

この研究で身につく能力
　ۙ、自વޠݴॲ理、人知能の分野ではਂ学習が目をूめており、ਫ਼のߴいニϡーϥルωοトϫークを設ܭできる能力が重 
要になっています。本研究室ではͦうしͨ能力をཆってもらうଞ、Ϗοάデータを取り扱う大ن自વޠݴॲ理システムをデβイン、։ 
発するͨめの大ہ的視も学Μでもらいͨいと思います。こΕは解決すきࣾձ問題や自વޠݴॲ理、人知能のকདྷ૾をਂく考え、
ͦΕをもとにシステムのアーΩテクνϟを決定するということです。զ々は50໊Ҏ্の専属の作業者にオリジφルの機ց学習用学習
データを作ってもらう体੍を持っているͨめ、解くき問題の設ܭとͦΕに基ͮいͨ学習データの作から研究を։࢝することがՄ能
ですが、こΕは本ではまΕなܦ験だと思います。

修了生の活躍の場
　ฏ31Αり発しͨ研究室ですのでಸ良ઌ大でのमྃ生はまだいまͤΜが、教һのલ৬であるෳの大学で指ಋしͨ学生や、
աڈにใ通৴研究機ߏにࡏ੶し、教һの指ಋをडけͨ研究者は、大学教授、大手ωοトا業からϕンνϟーにࢸるまで༷々な৬
で活༂しています。

研究内容
A. ビッグデータを用いた知的な対話システムに関する研究
　NICT・DIRECTでは、社会に貢献できる自然言語処理システムを目指し、Web40億ページに書かれた知識を用いて雑談も含めた対話を行い、多様な知識を
提供できる音声対話システムWEKDA (https://www.nict.go.jp/press/2017/10/24-1.html)や、SNS上の災害情報を分析する対災害SNS情報分析システムDISAANA 
(https://disaana.jp/)、災害状況要約システムD-SUMM (https://disaana.jp/d-summ/)を開発してきており、DISAANA等については民間企業による商用化が始まっ
ています。(https://jpn.nec.com/press/202006/20200626_01.html）また、近年、大量のテキストで事前学習したいわゆる大規模言語モデルを使うことによっ
て様々な自然言語処理の精度が向上していますが、DIRECTにおいても、代表的な大規模言語モデルであるBERT（パラメータ数は50億個以上に拡大しています。
いわゆるBERT-Largeの約15倍のパラメータ数です。）やその派生モデルを、日本語Wikipediaよりも100倍以上大きい、300GB超のWebテキストや、数百枚の
GPUさらには、後述する自前開発のミドルウェアRaNNC等も使って構築しており、今後さらに巨大な言語モデルを構築する予定です。現在はそれらの技術をベー
スに、健康で充実した生活をおくってもらうために高齢者と対話する対話システムMICSUS (https://youtu.be/gCUrC3f9-Go)や、災害時に被災者からの被害情報
の収集・提供をスマホ上で行える防災チャットボットSOCDA (https://youtu.be/vvxoMFgd5c8)を研究開発するプロジェクトが進行中ですが、本研究テーマではそ
れらのプロジェクトには拘らず、ビッグデータを使った知的な対話やディベートを行う技術一般を研究します。研究課題の例としては、「教育目的の対話システム
の対話制御技術」、「雑談破綻時の話題・対話戦略修正技術」等が考えられます。

B. ビッグデータを用いた質問応答、仮説生成手法に関する研究
　上述の大規模BERTモデルやその派生モデル等を利用し、大規模なWebページ等から知識を取り出す質問応答技術や、取り出された知識からイノベー
ティブな仮説を生成する技術を研究します。DIRECTの質問応答システムWISDOM X (https://wisdom-nict.jp/#top) は「なぜ」や「どうなる」等の質問に
Web40億ページを元に回答する他、仮説の生成も可能です。科学論文を先取りする仮説を作ることにも成功していますが、ここでの仮説は科学的仮説には
限りません。小説のストーリーも一種の仮説と考えられます。対話システムが仮説として生成されたストーリーを勝手に語り始めたら面白いと思いませんか? 
研究課題の例としては「長文の回答を要する質問に高精度で回答できる質問応答技術」、「質問応答技術を用いた仮説生成によるストーリー生成技術」等が
考えられます。
　
C. ビッグデータに適用するための自然言語処理基盤技術の研究
　これまでに説明してきた技術には自然言語処理の基盤技術である構文解析や意味解析、文脈解析等が必要です。近年ではこれらの基盤技術もこれまで
もたびたび言及しているBERT等の巨大言語モデルで精度が大きく向上していますが、DIRECTではそうした言語モデルの中でも一枚のGPUのメモリに格納で
きない巨大なものを自動的に分割し、複数のGPUで並列に学習／推論させることのできるミドルウェアRaNNCを開発し、上述したように数百GBのテキストを
使って、実際に超巨大言語モデルを構築しています。こうした超巨大言語モデルも使った各種の基盤的技術の開発ももちろんwelcomeです。

研究設備
　500台以上のサーバー、500枚以上のGPGPU、300億件のWeb
ページ、Twitterに関しては日本語ツイートの10%をリアルタイムで
取得。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　研究業績については、https://direct.nict.go.jp/publications/、
https://direct.nict.go.jpをご覧ください。
外部資金、報道、受賞等については、https://direct.nict.go.jpを
ご覧ください。なお、NICT DIRECTの成果に関しては、過去５年
間で約三百件の報道がなされております。

σʔλۦ動ࣝॲཧ研究室
ʢཱࠃ研究։ൃ๏ਓใ௨৴研究ߏػʣ

客һ教授：ௗᖒ　݈ଠ torisawa@nict.go.jp
客һ।教授：൧田　ཾ ryu.iida@nict.go.jp（写真なし）

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

ϏοάσʔλにどͬΓਁかͬͯ、తͰେنなࣗવޠݴॲཧγεςϜを࡞Γ、社会問題の解ܾに�
貢献しΑ͏ɻ
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し世界தの͕ࣝͭな͕Δࠀのนをޠݴ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ଞ分野の研究者とަྲྀɾ࿈ܞするੵੑۃが必要になります。まͨ、研究に必要な自વޠݴॲ理や機ց学習、プロάϥϛンάなどの専
門知識は、基װ研究室のษڧձにࢀՃするなどして、దٓ身にணけていけ問題ありまͤΜ。

研究室の指導方針
　本研究室は、ا業やࣾձでىきている課題を解決することを主؟に研究։発をߦいます。学生にରしては、ࣄ業やࣾձのݙߩを
ৗに意識するΑうに指ಋをߦいます。学生は࢜通研究ॴのதで、ا業でのAI技術の研究։発をؒۙに見ることができ、まͨ、෯
い研究分野で活༂する༷々な研究者にすることができます。こΕにΑって、ଞの研究テーマとの࿈ܞについてもੵۃ的にߦ動し、
い視野を持っͨ研究者をҭてます。

この研究で身につく能力
　自વޠݴॲ理のઌ技術、特に、ੈքதの大なテΩストからAIで活用Մ能な知識をߏஙする技術を学ます。まͨ、ا業研究
ॴに身を置くことにΑり、ࣾձやࣄ業での༷々な課題やニーズから具体的な技術課題を設定する能力が身にきます。さらに、研究
果が࢈業ɾࣾձにݙߩするまでのプロηスをに体験することで、通ৗの大学研究室では得らΕない、技術活用に関する知見が身に
きます。

修了生の活躍の場
　ใ通৴࢈業等のا業の研究։発෦門、大学、研究機関

研究内容
　ຊ研究ࣨはɼ࡚ࢢにある࢜通研究ॴのڭҭ࿈ܞ研究ࣨです。࢜通が長年にわたっ
てഓってきた"*技術を活用し、ʮਓとڠ調する、ਓを中心とした"*ʯ、ʮܧଓ的に成長する"*ʯ
を࣮ݱするたΊの研究։発を行っていますʢਤ ʣ̍。特に自વޠݴॲཧ技術をۦし、ଟݴ
する技術の研究։発をݱテキストσーλから"*にద用する識の構化とͦの活用を࣮ޠ
行っています。

ਓやモノのつながりをදすάラフ構ʕφϨッδάラフ
　ຊ研究ࣨでは、ا業やࣾձで࣮ࡍにわれる"*の࣮ݱをࢦし、大なσーλから有ӹ
な識を生成するʮの獲得ʯ、獲得された識やਓ間が࣋つଟछଟ様な識を構化し
*$5が自由にえるようにするʮの構化ʯ、構化された識をって"*を࣮ݱする研究
に取り組んでいます。
　世ք中のあらΏるσーλや識を"*が利用Մ能な形にするたΊに、ا業や8FCなどに存ࡏするଟޠݴテキストから識の容や
相ޓの関を自ಈ的にந出し、様々な関をリンクとしてදݱするάラフܕの構化識であるʮφϨッδάラフʯを構ஙする技術の
研究に取り組んでいます。また、φϨッδάラフから新しい識を作り出す技術や、共通の識ϕースを構ஙɾ࠶利用することで識
構化のコストを大෯にॖし、す͙にえる"*をఏڙする研究も行っています。�以Լでは、φϨッδάラフのࣾձݙߩに関する取り
組Έྫࣄをհします。

φϨッδάラフの活用ʕՁあるσーλをϏδωスに活用
　φϨッδάラフのϏδωス活用ྫࣄの一つは、ۚ༥分野でのಜ官ிけのใ分析で
す。これは、ಜ官ிがอ有しているϓライϕートใにՃえ、ࡒॾදなどのオーϓンσー
λ、ߋにはニュース、ιーシϟルメσィアなど異なるσーληットからσーλを取り組Έ、自
વޠݴॲཧ、機ցֶशやάラフωットϫークによる高な分析によって、Ձのあるσーλ
をఏڙするものです。
　ಜ官ிがอ有しているσーλにオーϓンσーλをՃえていくことで、これまでは見えて
いなかったӅれたਓ間関やا業ಉ࢜の関ߋ、には特ఆのҬとا業との関わりを見つ
けることができ、ಜ業にཱてることができますʢਤ�ʣ。
　φϨッδάラフは、ಜ業のΈなら 、ͣ大なσーλの分析が必要なあらΏるお٬様に
活用できます。ྫえば、ا業のマωδメントのҙܾࢥఆ࣌のサϙートや、৴用調ࠪ、ଞに
はࣾձ的ྗとا業とのつながりの発見などにも活用できると考えています。

φϨッδάラフの活用ʕ構化識を利用するઆ明Մ能な"*
　近年、大ྔのσーλをֶशさせることで機ցが自らσーλの特徴をֶんでいく%FFQ�
-FBSOJOHなどの機ցֶश技術の活用ががる一方で、これらの技術はਪఆ݁Ռが得られた
ཧ由をਓ間がূݕすることがࠔなたΊ、"*をったઐՈのஅに関してઆ明が
われるҩྍやۚ༥などのミッションクリティカルなྖҬなどのద用に՝がありました。
　࢜通研究ॴでは、άラフ構のσーλをֶशする࢜通研究ॴಠ自の"*技術ʮ%FFQ�
5FOTPSʢσィーϓ�テンιルʣʯと、ֶ術จݙなどઐ的な識をੵしたʮφϨッδάラフʯ
を関࿈けることにより、大ྔのσーλをֶशさせた"*のਪఆ݁Ռから、ਪఆཧ由やֶ術
的な根ڌをఏࣔする技術を։発しました。
"*のਪఆ݁Ռに対するཧ由や根ڌとして得られたֶ術จݙなどのઐ的な識をもとに、ઐՈが"*のਪఆ݁Ռが৴པにするかを
֬認できるとともに、得られた݁Ռをखֻかりに新しい見を得ることができるようになるなど、ઐՈが"*とڠ調して解ܾする
世քが࣮ݱしますʢਤ�ʣ。

（写真左から）
客һ教授：౬্　৳߂ yugaNi@Gujitsu.coN
客һ।教授：జ　ҭণ cheng.yuchang@Gujitsu.coN

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。

（図１）

ଟޠݴφϨοδίϯϐϡʔςΟϯά研究室
ʢࣜג会社࢜௨研究ॴʣ
http://www.Gujitsu.coN/jp/group/labs/

（図２）

（図̏）



ใՊֶྖҬڀݚઃඋ

*P5ΞΫηϥϨーション࣮ݧઃඋ

　ARMとFP(A/(P6が1νοプ化さΕͨSoCϘード܈です。ARM
্で動作するLinuxから、FP(A/(P6/ಠ自։発LSIなどを੍ޚ
して、Io5アクηϥレーションに関する実験をߦっています。ಠ自։発̡
̨̞には、Ψϥス基൘্に実装しͨニϡーロϞーフΟοクνοプや、アφ
ロάはϋイϒリοド̡ ̨̞もؚまΕます。

ιϑτΣΞσーλੵɾ解析シεςム

　実ޮ༰ྔ475iBのRAI%6 )%%�Ωϟοシϡ用に25iBのSS%をඋ
えͨߴߴ৴པωοトϫークストレージと、߹128ܭCP6ίアおΑ
び576(iBのメϞリを༗するϒレードサーバ܈をԾ想化プϥοトフォー
ムvSphereにΑり౷߹しͨデータ解析用プϥイϕートクϥドシステ
ムにΑりߏさΕる。

ઃඋࢉܭੑߴ

(P(P6 R593090܈とַΤントリϞデル（8ノードߏ）がありま
す。使用ݶ੍ؒ࣌なしに༗Մ能です。
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ྲྀਫϓーϧ

　2019Αり、	ג
ジϟύンアクアテοクࣾྲྀਫプールがಋೖさ
Εましͨ。 N̐ ͇  N̎、ਂ さ1.5Nのྲྀਫプールです。ӭ者にࣹܕ
マーカを取りけることで、7&N6S3%にΑるࣹܕのӭ者શ身のト
ϥοΩンάがՄ能です。

*P5σόΠεେنシミュϨーションج൫

　֤छߴࢉܭサーバ্でMA5LAB�SiNulinkやLSI/FP(A用
CA%をར用しています。ճ࿏ɾアーΩテクνϟシϛϡレーション、アプ
リケーションのฒྻߴ化実験などにも使用しています。(P6には、
(5910805iOCや7100をࡌしています。

*P5͓Αͼαーό͚େن'1("࣮ݧઃඋ

です。IntelやARM্で動܈FP(AϘードن大༰ྔクϥスの大࠷　
作するLinuxから、大نFP(Aを੍ޚして、実用アプリケーションの
。うことができますߦ化実験をߴ
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#BYUFS

　Baxterは2本の7自由アームと࠷ઌのηンシンά技術をඋえͨ
ώϡーマノイド（ٖ人ロϘοト）です。֤ 関અの力ɾҐ置ɾトルクのηンサɾ
ίントローϥにΑり、BaxterロϘοトは知能化さΕͨ組み立てや人ؒ
との҆શなڠௐૢ作のΑうなタスクにదしています。ෳのカメϥと組
み߹Θͤ、人ؒと҆શなڑをอͪながら3次ۭؒݩで知的にಇくこ
とができます。

ΣΞϥϒϧݺ吸ँܭଌஔ

　この装置にΑって、ؾ ɾྔࢎૉઁ取 ɾྔೋࢎ化ૉഉग़ ɾྔ心ഥɾ
ফඅΤωルΪーྔなど༷々なٵݺɾ॥ɾँ機能をਖ਼֬にܭଌある
いは推定することがՄ能となります。
ର者にこの装置を装ணしてもらっͨঢ়態でܭଌをߦいますが、ܰ ྔ
で自由なӡ動を΄とΜどげることなくܭଌすることができます。 ଞ
の生理ܭଌ装置と組み߹Θͤて用いることで、ӡ動Լでの多໘的生
理機能評価を実ݱしています。

ࣗ分ࢄϩϘοτ܈�	,JMPCPU�BOE�,IFQFSB�*7


　খ܈ܕロϘοトKilobot 150とマルνηンシンάҠ動ロϘοト
Khepera I7 15を用いて、ロϘοトの܈Εをڠௐ੍ޚするͨめの
分ࢄアルΰリズムを研究しています。Kilobotはܘ3cNのখܕ
ロϘοトで、पғのKilobotと通৴しながらҠ動することができます。
まͨ、Khepera I7は14ܘcNのロϘοトで、通৴ɾҠ動機能にՃえ
て、ڥを観ଌするͨめの多のηンサ（カメϥ、֎ઢ、Ի、マ
イク、Ճ、ジϟイロ）を持っています。

*nGoSNaUion Science　�� 



ӴΠンλーωοτΧー

　Ӵճઢをར用してアドϗοクにインターωοト通৴ڥをఏڙす
ることができるं྆です。このシステムは、࣌ࡂなどにྟ࣌的に通৴
インフϥをఏڙすることがՄ能です。

6OJWFSTBM�3PCPU�ʢ63�）

　6R5ロϘοトは5kgੵࡌՄの6࣠アームを༗しています。ͦ のݱ࠶
ੑは�/ɻ .004インνであり、1メータຖඵものを持つҰํ、微視
的にখさな෦でさえૉૣくਖ਼֬にૢ作できます。੍ ਫ਼とのޚ
バϥンスがඇৗに良いͨめ、ϐοクアοプ/組み立て作業だけでなく人
ؒとの҆શな࿈ܞにもదしています。6R5ロϘοトは観的なタϒレο
トインターフェースを用いͨ؆୯なૢ作と、֦ ுੑのあるオープンιフ
トΤアڥでのプロάϥムの྆ํをサϙートしています。

/FYUBHF

　NextageロϘοト（15自由アーム2本、टとࠊの関અ）は多用
్アームとਖ਼֬な動作にΑり大多の人ؒの能力とಉ等かͦΕ
Ҏ্の能力を発شできます。֦ ுੑのあるオープンιフトΤアڥ

（C��/Python/ROSϕース）と機能的な機体をඋえており、࠷新の
機ց学習/ڧ化学習アルΰリズムを用いͨ学習੍ޚ戦ུに相Ԡしい
։発プϥοトフォームです。
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খنػࢉܭαーό

　ਂ学習やϏοάデータ解析、大نシϛϡレーションなどのߴな
するͨめにར用するシスߦ能力を必要とする科学ɾ技術研究をࢉܭ
テムで、学どこからでもར用できます。ߏはҎԼの通りです。

˔クϥスタノード 	54ノード
:
　CP6: 24ίア, メϞリ: 256 (iB, (P6: 1,792 C6%A ίア
˔ฒྻԋࢉノード 	8ノード
:
　CP6: 24ίア, メϞリ: 256 (iB, (P6: 7,168 C6%A ίア
˔大༰ྔڞ༗メϞリノード 	2ノード
:
　CP6: 144ίア, メϞリ: 2 5iB
˔大༰ྔデータॲ理ノード 	8ノード
:
　 CP6: 44ίア, メϞリ: 768 (iB もしくは 256 (iB, )%FSスト

レージ: 96 5B
˔物࣭解析サーバ 	1ノード
:
　CP6: 44ίア, メϞリ: 768 (iB
:フΝイルサーバࢄଳҬ分˔
　(PFSストレージ༰ྔ: 571 5iB, スループοト: 8 (B/s

　バονɾインタϥクテΟϒジョϒ、)adoop、%ocker / L9C ίンテφ、Ծ想マシンڥのΑうな༷々なタイプのϢーβジョ
ϒにରԠしています。 まͨ、֤ छίンύイϥ、ࢉܭϥイϒϥリ、解析アプリケーション、物࣭解析アプリケーション等のさ
ま͟まなιフトェアをඋえています。

ཱҐࡱӨΦーϓン3.ܕ*ஔ

　オープンܕMRI装置（(-scan Brio, &saote, (enova, Italy）を
使って研究がߦΘΕています。թҐ（৸ͨঢ়態）だけでなく、装置を
ճసさͤて立Ґ（立っͨঢ়態）での撮影がߦえるが特で、̔ 重Լ
でのࠎے ɾ֨関અ撮影が、本装置の࠷も得意とするターゲοトです。
得らΕͨը૾から、֨ࠎےのバイオメカɾ機能解のίンϐϡータϞ
デルをߏஙし、ҩྍஅɾࢧྍ࣏ԉ、リϋϏリテーション、スϙーπ
科学等のԠ用を目指します。
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େ༰ྔߴαーό

フΝイルシステムにΑり、あࢄ分ߴ504ίア、メϞリ900(Bをඋえͨ7ノードクϥスタと、1105Bのデータをऩ༰できるܭ߹　
らΏるίϛϡニケーションでの大༰ྔデータのリアルタイム֫得ɾॲ理がՄ能になります。クϥスタは、テΩストɾԻデータの
。テΩスト解析ɾ༁などの研究にར用さΕていますޠݴかつॊೈなアクηス、多ߴ

ਂֶशࢉܭ16)͚シεςム

　N7I%IA (eForce (59 5I5AN, (eForce (59 1080 5i, 
(eForce R59 2080 5i, and R59 5I5AN （68ܭ(P6）をࡌし
ͨ18ノードの(P6ࢉܭシステム。

ΣΞϥϒϧࢹઢܭଌシεςム

　このェアϥϒル視ઢܭଌシステムを用いΕ、Ϣーβが自由に動
きճるΑうな߹においても、どこをどのΑう見ているのか研究ɾௐࠪ
することがՄ能となります。このシステムにはલํը૾をଊえるシーン
カメϥがඋΘっており、ͦ のը૾と視ઢҐ置をর߹することでର者
がԿを見ていͨのか֬ೝすることができます。まͨ、このシステムを
ɾ心ిਤɾϞーションΩϟプνϟシステムなどとಉظさͤてܭଌする
こともՄ能です。ೋの視ઢܭଌシステムをॴ༗しており、ͦ Εらのؒ
のಉܭ࣌ଌもՄ能となっています。
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ଌシεςムܭઢࢹਫ਼ߴ

　300)[のサンプリンάレートでのܭଌがՄ能なߴ、 ਫ਼視ઢܭଌ
システムです。಄෦の動きにରしてもঈՄ能となっています。本シス
テムではスクリーンが発する光に基ͮいて、など༷々な生体৴߸
とのಉظがՄ能となっています。

ଟνϟンωϧ͓Αͼද໘ిےਤܭଌシεςム

　このシステムは多νϟンωルおΑびද໘ిےਤのܭଌに用いら
Εます。ϔοドΩϟοプにϐンܕのアクテΟϒిۃをࠩしࠐむことで
ܭଌを։࢝でき、ै དྷのܭଌ装置Αり։࢝までに要するؒ࣌
をॖできます。ද໘ిےਤはॊೈなີߴ֨子ঢ়ిۃを用いてܭ
ଌできます。この֨子ঢ়ిۃを用いることで、ද໘ిےਤトϙάϥフΟ
を得ることがՄ能となります。

؆қυϥΠϏンάシュミϨーλ

　؆қドϥイϏンάシϛϡレータです。άϥスܕの視ઢܭଌ装置とซ
用することにΑり、ドϥイバーの視ઢをܭଌすることがՄ能です。ӡస
者がどのΑうな視֮ใॲ理をߦいながらӡసしているのかূݕする
߹などに用います。

ޫֶࣜϞーションΩϟϓνϟシεςム�চྗܭ�ද໘ܭిے

　光学ࣜϞーションΩϟプνϟシステム、চ力ܭ、ද໘ܭిےです。
ଌデータからશ身の関અトルクܭ、シϛϡレータを用いることで֨ࠎے
やےு力などが推定Մ能です。
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ϋΠύーεϖΫτϧΧϝϥと分ޫ器

　こΕらの装置を用いることで、さま͟まな分野で用いらΕる分光解
析をߦうことができます。ϋイύースϖクトルカメϥを用いΕ、ۭ
ؒ解૾が696̫ 520ϐクηル、分解能が400-1,000nNにର
して128バンドのը૾を撮影することができます。まͨ、分光器につ
いては3छྨがར用Մ能であり、ͦ ΕͧΕ200-1,100nN、500-1, 
375nN、900-2,500nNのを取得することができます。

ϚϧνϞーμϧコミュニケーションϩϘοτ

　このロϘοトではޠݴ的なίϛϡニケーションだけでなく、ジェス
νϟーなどの身体ੑを用いͨマルνϞーμルなରに関する研究をߦ
うことができます。まͨ、ࡌする視֮、ௌ֮、৮֮ηンサにΑって֓
೦֫得の研究にも用いらΕています。

εϚーτϗーム

　ϢϏΩタスίンϐϡーテΟンάシステム研究室では、2013݄̐ Α
り大学にݐ設さΕͨ実験用ॅ設උスマートϗームを用いて研究
をߦっています。本設උは、リϏンάɾμイニンά、Ωονン、༸室、ચ໘
室、ཋ室、トイレ、࿓Լ、ݰ関からなるۭؒॅډで、ॅډ者の活動をη
ンシンάする、ドアの։ดݕ知、使用ి力のܭଌ、Թɾ࣪ のܭଌ、
রのܭଌ、Ґ置のଌҐなどをߦうͨめの多のηンサをඋえていま
す。本設උを用いて、新しいηンサの研究、ͦ Εらをつな͙ ηンサωο
トϫークの研究、つながっͨηンサやՈిの࿈ܞに関する研究、ηン
サにΑるߦ動ೝ識の研究、ߦ動ೝ識に基ͮいͨॅڥのշద化に関
する研究など、基礎からԠ用にࢸるまで、さま͟まな研究をߦっていま
す。

��　-"B03"503: (6*%& ����



解析݁Ռදࣔஔ

　大なϋイϏジョンϞニタ6໘でߏさΕ、Ұつの大きなը໘、ある
いは2͇ 2サイズ1໘ʴಠ立2໘といっͨ具߹にද示ํࣜをॊೈに変ߋ
できる大ը໘Ϟニタ装置。

コミュニケーションڀݚ༻生ମܭଌஔ

　を࢝めとする生体のܭଌをߦう装置です。32chのه、バοテ
リー駆動ができるܭଌ解析装置で、人ؒのίϛϡニケーションに
おける活動、生体Ԡをܭଌする知能ίϛϡニケーションの研究に
立っています。

ϢϏΩλεσΟεϓϨΠ࣮ࣨݧ

　ϢϏΩタスデΟスプレイシステムは、S9(A�プロジェクタ̑ 、50
インνϋイϏジョンプϥズマ̏ 、42インνॎܕタονύωルプϥズマ
̎、ムーϏンάプロジェクタ̍ 、6M6 SCR&&Nからなる༷々なछ
ྨのύωルを組み߹Θͤͨシステムです。ҟなるछྨのύωルを組み
߹Θͤることで、ϛーテΟンάやίϛϡニケーションをߴ化する研究
をߦっています。
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େنσーλϦΞϧλΠムॲཧシεςム

　512(BのメϞリをඋえͨ24CP6ίア9eon &5-4617@2.8()[
の大نࢉܭサーバ1と、256(BのメϞリをඋえͨ8CP6ίア
9eon &5-2643@3.3()[のࢉܭサーバ̐ と、実ޮ༰ྔ߹445ܭB
のRAI%10大نフΝイルサーバからなるシステムで、ޠݴใをத
心としͨ大نデータから知識を֫得し、リアルタイムでॲ理する研
究設උです。ޠݴใに基ͮいてߴ、 かつॊೈにテΩストをࡧݕし
ͨり、多ޠݴを解析ɾ༁しͨりする研究։発に立っています。

࣮ੈքߦಈ生成ஔ

　人とಉじۭؒをڞ༗するロϘοトには、人とಉじڥをߦ動する能
力がٻめらΕます。人とߏͨࣅを持つώϡーマノイドロϘοトは、ͦ
のΑうな研究をおこなうプϥοトフォームとして࠷దです。このώϡー
マノイドロϘοトは、実ݱできる作業の自由を考ྀして、෦に7
自由、٭෦6自由、શ体として34ܭ自由を持ͪながら、身
151cN、体重38kgとখܕɾスリムなͨめӡ用 ɾੑద用ੑに༏Εてい
ます。ࠓ後、このώϡーマノイドを用いて、知的なશ身動作の実ݱに取
り組Μでいきます。

ΠンλϥΫςΟϒߴਫ਼ࡉө૾ڀݚシεςム

　ϋイϏジョンө૾の4ഒの解૾をもつ4Kө૾のૹड৴がՄ能な
システムであり、ྟ ײのあるө૾をද示することができます。このシ
ステムを学֎のߴωοトϫークをར用して、ԕִとのやりとり
をͦのڑを意識することなくߦうことができるΑう、ը૾ॲ理技術と
ωοトϫーク技術を༥߹しͨ新ੈのマルνメデΟアシステムの研究
։発をߦっています。
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ಈϝσΟΞシεςムߦ

　ロϘοトのΑうな自機ցと人ؒがಉじۭؒにڞଘするڥで
は、人ؒと機ցؒの相互作用の新ͨな手法の実ݱが課題となってい
ます。人 ɾؒロϘοトのߦ動を多छྨのηンサを用いて実ؒ࣌でೝ識
するとともにೝ識しͨߦ動ใに基ͮきߦ動を生ɾఏ示しインタϥ
クションをおこなうͨめ身158cN、31自由をもつアクトロイド、
ͦしてෳカメϥ、ϞーションΩϟプνϟシステムからなるシステム
です。

ۀ࡞ϩϘοτシεςム

　ৗ生活での作業ɾ物体ૢ作を研究するͨめのロϘοトシス
テムです。಄෦に装ணさΕͨ2؟カメϥシステムをύンɾνルトさͤ
てڥのใを取得することができ、෦に6自由、手ઌに4自由
を༗する手にΑり器用な動作を実ݱすることができます。まͨ
OpenR5MとݺΕるロϘοトけϛドルΤアを使用することで、シ
ステムߏもॊೈに変ߋすることができます。ࠓ後、このロϘοトシス
テムを用いて、人の作業知能の解明に取り組Μでいきます。

ಈ�ࣗ༝ϚニϐュϨーλىےѹਓؾۭ

　16本のۭؾѹ人ےにΑり、̓ 自由を੍ޚՄ能なマニϐϡレータ
です。ͦ のॊらかさを生かして、人ؒに৮しながら力学的にアシ
ストをߦう研究などにར用できます。

ԕִ間૬ྟޓײ伝ૹஔ

　Ӵ通৴装置やແઢ通৴装置を用いて、ԕִにさΕͨάϥフΟο
クϫークステーションを相互ଓし、7RおΑびϏデオίンフΝレンス
にΑるԕִҩྍஅなどをՄ能とする通৴システムおΑびը૾ॲ理シ
ステムの研究։発に用いらΕています。MP&(-2にΑるϏデオը૾の
Τンίーμʗデίーμ装置、7Rը૾の生に必要なը૾ॲ理ϫーク
ステーションߴ、 通৴システム、Ҡ動体通৴システムにΑってߏさ
Εています。

*nGoSNaUion Science　�� 
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バイオサイエンス領域



 ২物科学分野
　২物の発生、細胞周期制御、細胞分化、器官形成、遺伝子発現制御、生殖、ޫ 合成、情報伝達、ストレス応答、環境応答など২物細胞・個体
が༗する様々な生命機能の解明を目指す基ૅ研究から২物生産性増ڧ、環境耐性増ڧなど環境・資ݯ・エネルΪー・৯ྐ問題の解ܾに
͚た応用研究まで、持続的発లが可能な社会の実現を目指した先端的な研究を推進できる研究人材を育成する。

バイオサイエンス領域
 研究室及び教育研究分野
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研究室及び教員 教育研究分野 頁

২物ࡉ๔ػ ২物のストレス応答、細胞内シグナル伝達、細胞骨格、細胞形態分化について、変異ג、形質స換
体、組換えタンパク質、酵素応、細胞内動態観などを用いて、研究・教育を行う。

［キーワード］
ストレス応答、シグナル伝達、細胞骨格、細胞形態、左右性、シロイψナズナ、θニΰέ、

P.62教 授 ڮ ຊ 　 隆
助 教 Ճ ౻  ӳ
助 教 小  ৳ 一 郎

২物発生シάφϧ 環境因子と遺伝的プログラムの相互作用が、২物の成ダイナミクスや༗性生殖を統御するメカニズ
ムの解明を目指し、分生生物学、ライブイメージング、理論生物学などをۦして研究・教育を行う。

［キーワード］
২物成動態、২物ʕ微生物相互作用、環境応答、ࠜ 、生殖細胞形成、進化、遺伝子発現制御、シ
ロイψナズナ、θニΰέ、ライブイメージング、ը૾解析、数理生物学、シミϡレーシϣン

P.63
教 授 中 ౡ ܟ ೋ
助 教 宮 ౡ 俊 介
助 教 ڷ 　 達 明

২物ँ制御 環境・エネルΪー問題の解ܾと産ۀ貢献に͚て、২物細胞分化や物質輸送の制御機構、২物の機
能・代謝・力学の調節機構、༗用(.২物・थ木の作ग़に関する研究・教育を行う。

［キーワード］
木質バイオマス、細胞分化、細胞น、遺伝子発現制御、थ木バイオテクノロジー、分子育種、バイオ
インϑΥマテΟクス、২物の力学特性・力学応答、物質輸送制御

P.64
教 授 ग़ 村 　 
助 教 ᅳ ࢬ 　 正
助 教 中 田 ະ ༑ ر

২物制御 ٿレベルの৯ ・ྐ環境問題の解ܾや২物バイオマスの増産にܨがる技術開発を目指し、%NAഒՃ
の༠導、ストレスに応答した細胞増殖の制御、װ細胞の増殖・ҡ持にয点をあてた研究・教育を行う。

［キーワード］
%NAഒՃ、২物器官成、バイオマス、ೋ酸化素ٵऩ、環境ストレス、細胞周期、%NA損傷応
答、২物ϗルモン、シグナル伝達、װ細胞、ゲノム߃常性、クロマチン、エϐジΣネテΟクス

P.65
教 授 ക 田 正 明
助 教 髙 ڮ 直 ل
助 教 ҆ ت 史 織

Ֆ発生分子遺伝学 ২物のՖ発生にお͚る遺伝子発現の時ۭ間特異性および環境応答性の機構解明を目指し、 エϐ
ジΣネテΟクスや২物ϗルモンにண目した研究・教育を行う。

［キーワード］
Ֆ発生、分子遺伝学、ゲノミクス、合成生物学、クロマチン、エϐジΣネテΟクス、ώストン修০、২
物ϗルモン、シグナル伝達、メリステム、環境応答

P.66
教 授 ҏ ౻ ण ࿕
助 教 山 ޱ ெ 俊
助 教 白 川 　 一
助 教 和 田 ࣣ ༦ 子

২物生ཧ学 移動できない২物が持つ多様かつӶහな環境応答を理解するため、生理学および時間生物学的な
立場から、২物が環境変化をೝࣝし༧測する仕組みを明らかにする研究・教育を実ࢪする。

［キーワード］
֓時計、サーカデΟアンリズム、ޫ 周性Ֆ成、リズム解析、సࣸ制御、組織୯、環境応答、װ細胞

P.67教 授 ԕ ౻ 　 求
助 教 ٱ อ 田 　 ѯ
助 教 ߴ ڮ 　 

২物໔Ӹ学 ২物の໔Ӹ制御メカニズム及び২物を॓ओとする微生物のײ染ઓུ、 さらには২物の微生物ڞ生
を介した環境適応ઓུについて分子レベルで解明するための研究・教育を行う。

［キーワード］
২物໔Ӹ、環境適応、パターンೝࣝड༰体、生物間相互作用、マイクロバイオーム、ڞ生、ڞ進化、
遺伝子発現制御、エϐジΣネテΟクス、環境อ全ܕۀ

P.68
教 授 西 ᑍ 雄 介
助 教 ؘ 田  Ղ
助 教 ҆ 達 広 明

২物ڞ生学 ਙେなۀඃをもたらすد生ࡶのۦআํ法の開発を目指して、 ϋマウπϘ科د生২物のد生
の分子機構とその進化のメカニズムを解明するための研究・教育をおこなう。

［キーワード］
 器形成、トランスクリプトーム解析、ゲノム解ٵ、生২物、ストライΨ、২物間相互作用、変異体د
析、২物ϗルモン、細胞น、進化、バイオインϑΥマテΟクス

P.6�
教 授 吉 田 ૱ 子
助 教 4POHLVJ $VJ
特 任 助 教 稲 ༿ ঘ 子

όΠΦΤϯδニアϦϯά バイオテクノロジーによる社会貢献に͚て、特に২物の遺伝子発現制御機構を理解し、そのݟ
を活用することで、 細胞へ導入した遺伝子の発現レベルをߴめるための基盤技術開発に関する研
究・教育を行う。

［キーワード］
遺伝子発現制御、バイオテクノロジー、分子育種、২物による༗用物質生産、バイオインϑΥマ
テΟクス、機械学習

P.7�
教 授 Ճ ౻ ߊ  
助 教 山 﨑 ক 太 ࿕

২物ೋ࣍ँ ࣗ然քに広くଘࡏする২物ೋ次代謝物の構造多様性について種間ൺֱ解析を行い、 オミクス統合
解析などにより༗用代謝物産生に関わる遺伝子܈の解明を行う機能ゲノミクス研究、 およびそれ
に関わる研究・教育を行う。

［キーワード］
機能ゲノミクス、オミクス統合解析、種間ൺֱ解析、生理活性物質、生合成経路の解明、代謝物の
構造多様性、機能Ճ育種、シンテニʵྖҬ解析、新機能獲得とऩᏑ進化

P.71
准 教 授 ಕ 　 隆 之
助 教 ਗ਼ ਫ ਸ 史



 ϝデΟΧϧ生物学分野
　動物の発生、細胞増殖制御、細胞分化、器官形成、遺伝子発現制御、情報伝達、߃常性ҡ持、ストレス応答など動物細胞・個体が༗する様々
な生命機能の基ૅ研究から神経疾患、代謝疾患、Ψンなど様々な疾患原因の解明によるग़ޱをݟਾえた応用研究まで、健康社会の実現を目的
とした先端的な研究を෯広く推進できる研究人材を育成する。
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研究室及び教員 教育研究分野 頁

分子ใༀཧ学 ώトの体の߃常性ҡ持や個体形成を࢘るϗルモン・神経伝達物質および細胞増殖・分化因子
による細胞応答の仕組みを解明し、がΜ・神経疾患・生活習׳පなどの診断・治療へのల開を目指
した研究・教育を行う。

［キーワード］
シグナル伝達、(タンパク質、(P$R、がΜ細胞のண・༡、分子ඪ的ༀ、機能性߅体、新نड༰
体リΨンド、神経װ細胞の増殖・分化・༡、一次ણໟの形成・機能

P.72
教 授 ҏ ౦ 　 広
助 教 小 林  夫
助 教 ௗ 山 ਅ ಸ ඒ

ήϊムҩ学ػ ώトやマウスの獲得໔Ӹܥが「ࣗݾ」と「非ࣗݾ」をࣝ別するࡍに、 ໔Ӹ応答のOFHBUJWF SFHVMB�
UPSである P%�1 がՌたす生理的ׂを、分子レベルとマウス個体レベルで୳索する研究・教育を
行う。

［キーワード］
P%�1、獲得໔Ӹ、がΜ、໔Ӹ療法、߅体医ༀ、ࣗ ໔Ӹ疾患、&4細胞、ノックアウトマウス、トランݾ
スジΣニックマウス、正常体細胞中のゲノム変異

P.73
准 教 授 ੴ 田 ༃ խ
助 教 ۚ 井 ݡ 一
助 教 Ԭ 　 ઍ ॹ
助 教 松 田 Ӭ র

जᙾࡉ๔生物学 ᄡೕྨ細胞の細胞周期制御、細胞化、細胞分化、アϙトーシス、オートϑΝジー、װ細胞制御など
にڵຯを持ͪ、जᙾ細胞の増殖、分化、生ଘを制御する分子メカニズムに関する研究・教育を行う。

［キーワード］
細胞周期制御、チΣックϙイントίントロール、細胞がΜ化、白݂ප、݂ ӷװ細胞、がΜװ細胞、遺
伝子改変マウス、細胞化、細胞分化、アϙトーシス、Q53、タンパク分解制御、$0P�シグナロ
ιーム

P.74
教 授 Ճ ౻ ॱ 也

分子໔Ӹ制御 ໔Ӹ応答の発動メカニズムやその破綻により引き起こされるࣗݾ໔Ӹ疾患、アレルΪー、Ԍ性疾
患などの発メカニズムを理解するとともに、治療や診断法の開発を目指した研究・教育を行う。

［キーワード］
ࣗ然໔Ӹ、シグナル伝達、サイトカイン、Ԍ、ࣗ ໔Ӹ疾患、アレルΪー、ワクチン開発、ノックアݾ
ウトマウス

P.75
教 授 Տ 合 太 郎
助 教 川 﨑  実
助 教 織 　 େ ༞

分子ҩ学ࡉ๔生物学 質ບを介したシグナル伝達に関して、生体ບの形態機能形成にண目し、タࢷ質ບ形態形成およびࢷ
ンパク質とࢷ質分子のڞした細胞内での分子機構を解明することにより、 細胞や動物個体にݟ
られる形態形成機構を理解し、かつ、疾患形成を解明することを目指した研究・教育を行う。

［キーワード］
生化学、細胞生物学、構造生物学、データサイエンス、細胞ӡ動、ਁ५、細胞増殖、ࢷ酸、ࢷ質
ບ、#ARドメイン、アクチン、細胞骨格、リンࢷ質、イノシトールリンࢷ質、エンドサイトーシス、細
胞内輸送、ラメリϙデΟア、ϑΟロϙデΟア、がΜ組換えタンパク質、再構成実験、݁থ化、超解૾
解析、ਂ 学習、ը૾解析

P.76

教 授  次 ࢤ 郎
助 教 西 村 च 子
助 教 稲 ༿ ַ 

3/"分子ҩ科学 NJDSPRNAなどの非ίードRNAを介した遺伝子発現制御機構の全の理解を目ඪとして、 シϣウ
ジϣウバエなどのモデル生物や疾患ゲノム情報をもとにしたίンϐϡータ解析や分子生物学的手法
をۦしたํ法により、疾患w健康ঢ়態を࢘る分子機構の解明を目指した研究w教育を行う。

［キーワード］
NJDSPRNA、非ίードRNA、機能ゲノム解析、定量解析、モデル生物、シϣウジϣウバエ

P.77
教 授 Ԭ 村 উ ༑
助 教 ౡ ຊ 　 ྿

学๔ࡉװ 発生過程でݟられる組織形成のしくみを解明し、װ細胞の分化制御ํ法を開発する。さらに、疾患
モデルを構ஙしてපؾの発機構を明らかにし、組織再生への応用を目指した研究・教育を行う。

［キーワード］
、ഓཆ、オルΨノイド、内ᡢ༿、ң、、ഏ、がΜ、組織形成ݩ細胞、&4細胞、JP4細胞、分化、̏次װ
再生、リプログラミング、疾患モデル、移২手術、発生、細胞増殖因子、シグナル伝達、遺伝子発現解
析、ౚ݁組織染色、ウイルスによる遺伝子導入

P.78
教 授 ܀ ࡚ 　 ߊ
助 教 ߴ 田 ਔ 実
助 教 印 ౦ 　 ް

発生ҩ科学 中神経ܥの多様な神経細胞の産生と機能ҡ持の分子機構をることを目ඪに、 神経細胞の発生
にお͚る༠導因子とલۦ細胞の応性の関を、ニワトリ、マウスᡢをモデルとして分子レベルで明
らかにするとともに、いったΜ産生された神経細胞の機能ҡ持のメカニズムを解明する研究・教育
を実ࢪする。

［キーワード］
神経発生、神経、パターン形成、シグナル伝達、ιニック・ϔッジϗッグ、ニワトリ、マウス、ણໟ、
科疾患、ບタンパク質؟

P.7�

准 教 授  井 ل 明

学発生ث 異種キメラや疾患モデル動物を用い、異種及び異種キメラの環境で発生・分化した器官・細胞の機
能解析、あるいは異種環境へ移২されたドナーの機能獲得やそれにඞཁなཁ因の解明を通してŊ 再
生医療につながる研究・教育を実ࢪする。

［キーワード］
ଁ器形成、発生工学、װ細胞、移২、再生医療、異種キメラ、疾患モデル動物

P.8�准 教 授 ү ୩ ҁ 子
助 教 由 利 俊 ༞



 統合システム生物学分野
　生物の遺伝現象、進化、細胞増殖、環境応答、組織・器官形成、発生プロセス、神経ネットワーク形成などを対象に生命現象をシステムとして
とらえ、細胞生物学および分子生物学を基盤とする実験的アプローチと数理解析・数理モデル的アプローチの両面から追求する先端的な研究
を推進できる研究人材を育成する。また、従来のバイオサイエンス研究に、情報技術やナノ技術などの新しい手法・視点を導入して、革新的な新
たな科学・技術を創造する意欲と能力を持つ人材を育成する。
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原核生物分子遺伝学 ゲノムの正確な複製がどのような仕組みに支えられているのか、あるいはこれとは逆に、ゲノムの不
正確な複製によって引き起こされる突然変異や染色体異常はどのようなプロセスを経て発生する
のかについて研究・教育を行う。

［キーワード］
ＤＮＡ複製、ＤＮＡ修復、ＤＮＡ組換え、突然変異、染色体の再編、進化、細胞増殖、細胞周期制
御、ＤＮＡ損傷応答

P.81
★教 授 髙 木 博 史

准 教 授 秋 山 昌 広
助 教 小 林 和 夫

ストレス微生物科学 微生物が進化の過程で獲得した様々な「環境ストレス」に対する適応機構について、分子・代謝・
細胞レベルで解明し、多様な微生物機能を理解するとともに、微生物育種・物質生産などの技術開
発を通して、バイオテクノロジーへの貢献を目指した研究・教育を行う。

［キーワード］
応用分子微生物学、分子育種、物質生産、酵素機能改変、ゲノム情報、代謝制御、環境ストレス応
答・耐性、小胞体ストレス、シグナル伝達、アミノ酸の生理機能、レドックス制御、タンパク質活性
制御

P.82

教 授 髙 木 博 史
准 教 授 木 俣 行 雄
助 教 那 須 野 　 亮
助 教 西 村 　 明
助 教 両 角 佑 一
助 教 中 瀬 由 起 子

（テニュア・トラック）環境微生物学 微生物がもつユニークな代謝能力を細胞～分子レベルで解明するための研究・教育を行う。微生物
機能を利用した、環境問題や持続可能な社会の実現に資する技術の開発を目指す。

［キーワード］
微生物学、代謝工学、ゲノミクス、トランスクリプトミクス、酵素化学、イメージング、遺伝子工学、微
生物育種、進化、微生物スクリーニング

P.83
特 任 准 教 授 吉 田 昭 介

構造生命科学 生命現象には蛋白質やRNAなど様々な分子が関わっている。これらが織りなすダイナミックな構造
変化に起因する分子メカニズムを原子レベルで明らかとすべく，新たな研究手法を組み合わせた構
造生物学的解析による基盤研究・教育を行う。

［キーワード］
蛋白質科学、構造生命科学、蛋白質輸送、蛋白質立体構造形成、蛋白質相互作用、超分子複合体、
分子メカニズム、分子生物学、構造解析、生物物理学

P.84
教 授 塚 﨑 智 也
助 教 市 川 宗 厳
助 教 宮 﨑 亮 次
助 教 北 野 　 健

遺伝子発現制御 せきつい動物発生の過程で起こるダイナミックな現象の動作原理を解明することを目的とした研
究・教育を行う。 

［キーワード］
せきつい動物の発生、遺伝子発現の調節、時間制御、細胞移動、左右パターン形成、創傷治癒、ラ
イブイメージング

P.85
教 授 別 所 康 全
准 教 授 松 井 貴 輝
助 教 秋 山 隆 太 郎
助 教 北 川 教 弘

神経システム生物学 神経細胞や組織の形態形成の仕組みを、シグナル伝達、細胞骨格、細胞内輸送の観点から、分子・
細胞・発生生物学的手法、力計測及び数理モデルの手法を用いて統合的に解明するとともに、その
破綻により引き起こされる疾患の原因解明と治療法開発を目指す研究・教育を行う。

［キーワード］
神経回路、軸索、極性、対称性の破れ、細胞移動、細胞骨格、細胞内分子輸送、牽引力、シグナル伝
達、ライブイメージング、ノックアウトマウス、システムバイオロジー、再生医学

P.86
教 授 稲 垣 直 之
助 教 馬 場 健 太 郎
助 教 嶺 岸 卓 徳

データ駆動型生物学 細胞・組織・個体レベルの機能発現の原理を解明することを目的とし、機能を表現する物理量と関
連分子の実験データに基づいてそれらの相互作用を数理的に記述するとともに、機能と分子からな
る統合的な生物システムについて研究・教育を行う。

［キーワード］
細胞変形、数理モデル、組織形成、機械学習、メカノバイオロジー、統計解析、細胞骨格、シグナル
伝達、トランスオミクス、糖代謝、疾患の非侵襲診断、機能酵素推定、分子ゆらぎ、制御理論

P.87
教 授 作 村 諭 一
助 教 小 鍛 治 俊 也

注）　★印：兼任



 ࿈ࣨڀݚܞ
　バイオサイエンスྖҬの̏分野にؚまれる研究室での研究内༰に関連し、 活発で質のߴい研究活動を行っているۙݍـの研究機関と教育
研究の連ڠܞ定をక݁している。これらの研究機関に所ଐし、学生指導の意欲と能力を持つ研究ऀに、ྖ Ҭの٬員教授として博࢜લ期および
研究室をଐ先としてબすることができ、̏分野の研究室とಉ様に学Ґ論ܞ期՝程の学生の研究教育を୲してもらっている。学生は連ޙ
จ研究を行うことが可能である。
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࿈
　
ܞ
　
研
　
究
　
室

研究室及び教員 教育研究分野 頁

微生物分子ػ学 統合オミックス解析と代謝工学的改変により創製した微生物機能をۦして、バイオリϑΝイナリー
ʢバイオマス༗ޮ利用とバイオ೩ྉ・グリーン化学生産）に関する基ૅ研究・教育を行う。
［キーワード］
微生物学、分子生物学、ゲノム工学、ഓཆ工学、メタϘローム解析、メタϘリックエンジアリング、シ
ステムバイオロジーߴ、 ޮバイオプロセス

ʢ連ܞ機関໊：ެӹஂࡒ法人ٿ環境産ۀ技術研究機構）

P.88

ˑ教 授 ס 　 ক 行

注）　ˑ印：٬員
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バイオサイエンス領域の概要



植
物
科
学

植物ࡉ๔ػ研究室
https://bsw3.naist.jp/hashiNoto/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ڮ本　ོ hasiNoto@bs.naist.jp
助教：Ճ౻　ӳ t-kato@bs.naist.jp
助教：খ　৳Ұ shini-koNaki@bs.naist.jp

研究内容

ʣ̍ס૩ɾԘストϨスのシάφル伝達機構
　্植物やྨはס૩ストϨスや高ԘストϨスなどの変ಈするڥストϨスに常࣌
さらされ、これら外քڥ変ಈをײし、ࡉ๔Ϩϕルやݸ体ϨϕルでదԠする能ྗをਐ
化させてきました。変ಈする外քストϨスがたんͺく質のリンࢎ化リϨーをհして、ࡉ๔
దԠઓུの分子機構をྨ、コケྨ、シロイψφズφなどを用ڥฤ成させる࠶を֨ࠎ
いて研究します。

̎ʣ植物ࡉ๔の形づくりとͦのҙٛ
　植物ࡉ๔はࡉ長いԁபঢ়ʢ根、ܪなどの࣠器官のදൽࡉ๔ʣやδάιーパズル様ʢ༿
のදൽࡉ๔ʣなどのଟ様な形ଶをとる。複雑なࡉ๔形ঢ়がどのような分子機構により形
成されるのか、また、ͦ のようなࡉ๔形に生物ֶ的利はあるのか、について研究します。
シロイψφズφのࡉ๔形ঢ়が異常な変異גを用いて、ࡉ๔֨ࠎのׂを中心にࡉ๔の形
づくりを調べます。また、ࡉ๔にかかる機ցストϨスをଌఆし、ࡉ๔形ঢ়がもたらす物ཧ
的ストϨスパλーンと形ঢ়҆ఆ性を調べます。

研究設備
、যレーβー顕微鏡、実体顕微鏡、ύーテΟクルΨン遺伝子ಋೖ装置ڞ
ΨスクロマトάϥフΟー、ӷ体クロマトάϥフΟー、植物ഓνェンバー

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ʲۙ࠷の研究業ʳ
<̍ >NakaNura and )ashiNoto, SyNNetry 1�, 2056, 2020.
<̎ >Wong et al. Plant Physiol. 1�1, 1535-1551, 2019.
<̏ >Yagi et al. J. Cell Sci. 131, jcs203778, 2018.
<̐ >Kajikawa et al. Plant Physiol. 1��, 999-1104, 2017.
<̑ >5hagun et al. Plant Cell Physiol. ��, 961-975, 2016.
<̒ >)otta et al., Plant Physiol. 1��, 1189-1205, 2016.
<̓ >)ashiNoto, 5he Arabidopsis Book, 1�, e0179, 2015

ʲ֎෦ۚࢿʳ
科学研究අ、ا業からのडୗ研究、など

植物のڥγάφϧԠをࡉ๔ϨϕϧͰ۷ΓԼ͛Δ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　バイオサイΤンスの基礎知識が必要ですが、学෦でम学していない߹でも、本学バイオサイΤンス分野ٛߨの基礎科目をཤमする
ことにΑり、研究を࢝めるにあͨって必要な知識が習得できます。
　研究室の指導方針
　֤自が୲当する研究テーマに関࿈するバイオサイΤンス基礎、専門知識をまͣ特ผٛߨ、論จྠಡなどで習得します。ಉ࣌に、研究
テーマで使用༧定の研究設උ、実験機器の使用ํ法を実習します。研究は基本的には教һの指ಋのԼにߦいます。1カ݄に少なくとも1
ճは実験結果のとりまとめ、ͦの解釈、ࠓ後の実験ํをݕ౼するάループձٞを։࠵します。まͨ、தؒώアリンάやम࢜論จ発ද
લには、プレゼンテーション࿅習をߦいます。
　この研究で身につく能力
　バイオサイΤンス分野、特に植物科学分野に関する基礎知識と基൫実験技術を習得します。研究プロジェクトのܭը立案、推進、૯
ׅ能力がҭさΕるとともに、定ظ的なάループձٞや関࿈する研究テーマを୲当する学生とのٞ論ɾ技術相互ڙ༩などの活動を通して、
。ௐੑとάループとしての問題解決能力が身にきます。さらに、プレゼン能力、論จಡ解能力がᔻཆさΕますڠ

修了生の活躍の場
　ത࢜લظ課ఔमྃでは、バイオ࢈業のみなら 、ͣ෯いا業がରとなります。
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植
物
科
学

植物ൃ生γάφϧ研究室
https://bsw3.naist.jp/nakajiNa/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
　植物発生シάφル研究ࣨでは、ಠ自に։発したݦඍڸイメーδンά技術や、機ցֶशを用いたը૾解析、ཧ生物ֶを༥合させ、
植物の成長μイφミクスや、生৩ࡉ๔の形成機構を明らかにする研究に取
り組んでいます。植物は৯ྐやΤωルΪーݯとしてਓ間の生໋をࢧえ、
、をՌたしています。私たͪが取り組Ή研究はݙߩに主要な࣋のҡڥٿ
まらࢭ生物ֶとしての重要性にૅج 、ͣ植物の生ྗ࢈やൟ৩ྗを্させ、
新たなՁを生Έ出す։発のج൫となるものです。
　
➳ɹڥҼ子ʹԠした器成の౷ޚϝΧニζム
　植物の根は、重ྗ、水分、栄養、ඍ生物などの様々なڥҼ子にԠし、
ͦの成長や成長方を自ࡏに変化させます。根の成長は根෦のࡉ๔
たない植物࣋をܥܦの分྾と変形によって制御されていますが、中ਆ܈
において、ݸ々のࡉ๔の;るまいがどのように౷合され、器官として自ࡏな
成長をՄ能にしているかは謎にแまれています。私たͪの研究ࣨでは、ै
来の生物ֶ研究のをえ、ಠ自のݦඍڸ։発やը૾σーλのॲཧ技術、
ཧ生物ֶにجづくコンϐューλーシミュϨーションなどをۦし、ڥҼ
子にԠした根の成長౷御メカニズムを明らかにしようとしています。

➴ɹ植物͕生৩ࡉ๔を࡞Γग़͢分子తɾ遺伝తϝΧニζム
　ཛやਫ਼子などの生৩ࡉ๔は、受ਫ਼に特化した特異な形ଶと分化全能性を
備えています。छ子植物の生৩ࡉ๔はՖのԞਂくで࣌間のうͪに作られ
るたΊ、ͦの形成機構や関༩する遺伝子܈はほとんど分かっていませんで
した。私たͪはछ子植物とコケ植物の有性生৩とゲノムใをൺֱ解析す
ることで、্植物の有性生৩を౷御するݤ遺伝子をಉఆしています。こ
れらの遺伝子が࢘る制御ωットϫークを明らかにすることで、植物が生৩ࡉ
๔を作り出す分子メカニズムと、ͦのਐ化աఔを明らかにしようとしていま
す。

研究設備
分子生物学実験機器Ұࣜ、組৫ഓཆ用設උ、植物ഓ設උ、顕微鏡設උ（ڞ
যレーβー顕微鏡、蛍光顕微鏡、実体顕微鏡、動体トϥοΩンά顕微鏡、
撮影装置など）

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
1. MiyashiNa et al., Non-cell-autonoNous NicroRNA165 acts in a dose-

dependent Nanner to regulate Nultiple di⒎erentiation status in the Arabidopsis 
root. %evelopNent , 1��, 2303-2313, 2011.

2.Waki et al., 5he Arabidopsis  RWP-RK protein RK%4 triggers gene expression 
and pattern GorNation in early eNbryogenesis. Curr. Biol ., �1, 1277-1281, 2011.

3.)isanaga et al., SNall RNAs as positional signal Gor pattern GorNation. Curr. 

Opin. Plant Biol ., �1, 37-42, 2014.
4.Koi et al., An evolutionarily conserved plant RK% Gactor controls gerN cell 

di⒎erentiation. Curr. Biol ., ��, 1775-1781, 2016.
5. KaNiya et al., Control oG root cap Naturation and cell detachNent by 

B&ARSKIN transcription Gactors in Arabidopsis. %evelopNent , 1��, 4063-
4072, 2016.

6.NakajiNa, Be Ny baby: patterning toward plant gerN cells. Curr. Opin. Plant 
Biol ., �1, 110-115, 2018.

7. )isanaga et al., A cis - acting bidirectional transcription switch controls sexual 
diNorphisN in the liverwort. &MBO J ., ��, e100240, 2019.

8.MiyashiNa et al., Mobile P&AR transcription Gactors integrate positional cues 
to priNe caNbial growth. Nature,  ���, 490-494, 2019.

9. )isanaga et al., Building new insights in plant gaNetogenesis GroN an 
evolutionary perspective. Nature Plants , �, 663r669, 2019.

ࢠҨ学、ݦඍڸΠϝʔδϯά・ػց学श・ཧ生物学などをۦし、ڥҼࢠͱҨతϓϩάϥ
Ϝの૬࡞ޓ༻͕、植物のμΠφϛΫεを౷͢ޚΔϝΧχζϜを明Βかにし·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　植物のやܗ態発ݱに興味を持ͪ、未知の作動ݪ理を自らの手で解明する意を持っͨํ、ؒとڠಇしながら自身の研究テー
マにଧͪࠐめるํを歓迎します。発生学や細胞生物学の知識があΕ։࢝がスムーズですが、学Ϳ意欲があΕ必ਢではありまͤΜ。

研究室の指導方針
　配属後にߦう専門ॻやݪஶ論จのྠಡձを通じて専門知識をཆいます。研究室のプロジェクトと学生の興味に߹Θͤて研究テーマ
をνϡーニンάします。ৗの研究では、学生͝とに助教や研究һなどのスタοフがஸೡに指ಋをߦいます。ϥϘでの研究活動にՃえ、
学ձ発දや学ࡍ的な研究ձのࢀՃを通じて視野をげます。ब৬活動と研究活動の྆立にも配ྀします。

この研究で身につく能力
　研究実験やゼϛでの౼論を通じ、論理的な思考能力とίϛϡニケーション力が身につきます。作物やՖიのҭछに必要な分子遺伝学
の知識や実験技術、物࣭生࢈に必要な遺伝子組みえ技術、生࢈物の評価に必要な顕微鏡観技術や౷ܭ学的解析手法を身につけ
ることがग़དྷます。ҟ分野をؚめͨࠃ֎の研究者とのަྲྀや౼論を通じ、自ら課題を設定し解決する能力や、学術研究や࢈業քで新
ͨな価をする能力が身につきます。

修了生の活躍の場
　大学教һ、ެ立ࢼ験研究һ、ຽؒا業（৯、化学、ༀ、ྟচࢼ験、ҹ、ࢴ、自動ं、ి機、ใ通৴）など、ࣾձの༷々
な分野で活༂しています。

（写真左から）
教授：தౡ　ܟೋ k-nakaji@bs.naist.jp 
助教：ٶౡ　ढ़հ s-Niyash@bs.naist.jp 
助教：ڷ　ୡ明 goh@bs.naist.jp

Biological Science　6� 



植
物
科
学

植物ँ੍ޚ研究室
https://bsw3.naist.jp/deNura/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ग़ଜ　 deNura@bs.naist.jp
助教：ᅳࢬ　ਖ਼ kunieda-t@bs.naist.jp
助教：த田　未༑ر　Niyuki-t-nakata@bs.naist.jp

研究内容
に࢈生、৯ྐ増࠶ڥ、࢈けて、ΤωルΪー生ଓՄ能なࣾձの構ஙに࣋　
ཱつ植物の出と活用に関する研究とڭҭを行っています。モσル植物や࣮
用植物をࡐྉとした分子生物ֶ的研究や構ྗֶ解析の݁Ռをもとに、質バ
イオマスの制御やྗֶ的࠷ద化、物質༌ૹ制御のメカニズムを解明し、有用バ
イオマス植物作出につながる新نバイオテクノロδーの։発をਐΊます。

１）༗༻όΠΦϚε植物の։ൃ
　様々なモσル研究システムʢシロイψφズφやഓ養ࡉ๔ʣを用いて、質
バイオマスを構成する質ࡉ๔の分化を制御するしくΈの解明に取り組んで
います。とくに、オミクスʢゲノム、トランスクリϓトーム、ϓロテオーム、メ
λボロームʣใをϕースにした౷合的な解析により、質ࡉ๔の一छであ
るಓ管ࡉ๔の分化や、質バイオマスのຊ体である植物ࡉ๔นの生合成を
制御する遺伝子の発見に成ޭしていますʢਤ ʣ̍。質バイオマスをվྑした
モσルथの։発や、コケ植物などのଟ様な植物छを用いたਐ化発生的研
究にも取り組んでいます。これらを通͡、有用バイオマス植物作出にけた
൚用性の高いج൫技術の։発研究をਪਐしています。

２）植物のྗֶత࠷ద化ϝΧニζムʹجͮ͘ج൫ٕज़の։ൃ
　植物は発生やڥԠのաఔで自らの身体構をྗֶ的に࠷దな形
と変化させています。この植物のྗֶ的࠷ద化システムを、さま͟まなスケールʢ生体分子ʵࡉ๔ʵ組৫ʵݸ体ʣで解析し、ͦのメ
カニズムの解明をਐΊています。ݪ子間ྗݦඍڸ"'.を用いたྗֶ特性解析や、λイムラϓスࡱӨカメラɾマイクロ9ઢ$5ɾ*P5機器
ʢ3BTQCFSSZ�1Jなどʣを用いた�%ɾ�%構特性解析、これらとཧ解析を組Έ合わせた構ྗֶ解析に取り組んでいます。得られ
た研究成Ռをもとに、植物の高機能化といった次世代バイオج൫技術のཱ֬をは͡Ί、や෩、ق࢛のԹࠩなどຊというࠃ
土ݻ有のଟ様なڥҼ子に調したサステφϒルݐஙのԠ用ల։をࢦしています。

３）植物のບࡉܥ๔খ器ʹΑΔ物࣭༌ૹ੍ޚ
　植物ࡉ๔で物質をޮ的に生࢈させるたΊには、生合成Ԡの্にՃえて、࢈生された物質がࡉ๔において、ʮいつʯ、ʮどこにʯ、
ʮどのようにʯして合成、ӡൖ、ੵされるかのۭ࣌間的な制御メカニズムのཧ解が必要ෆՄܽです。ࡉ๔で合成された植物ࡉ๔น
の構成成分がࡉ๔外と分泌されることにணして、ͦの分泌をࢧえるたΊのບࡉܥ๔খ器官による物質༌ૹ制御の組Έを明らか
にすることに取り組んでいます。得られた成Ռを౿まえながら、ࡉ๔物質༌ૹをコントロールするج൫技術の։発をࢦしています。

3. )irai R. et al., Plants , �, 39, 2019
4. 5aNura 5. et al., Plant J ., 1��, 298-313, 2019
5. 5akenaka Y. et al., Plant Cell , ��, 2663-2676, 2018
6. 5an 5. et al., Plant Physiol ., 1��, 773-789, 2018
7. Ohtani M. et al., Plant Physiol ., 1��, 1612-1624, 2016
8. 9u B. et al., Science , ���, 1505-1508, 2014

˔֎෦ۚࢿ
科学研究අิ助ۚ新学術ྖҬ研究ʮ植物の力学的࠷ద化戦ུに基ͮくサステφϒルߏ
システムの基൫ʯ（ྖҬද）ଞ、科学研究අิ助 ʮۚ基൫研究ʯ֤ छ、おΑびا業
とのڞಉ研究අなど

植物の͍き͟·をཧ解し活༻͢Δ͚ͯଓՄな社会ͮ͘Γに࣋

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋ݱにજむಾに興味をもͪ、ͦの解明にけて主体的に研究に取り組Μでいけるʠやるؾʡが重要です。生物学のҰൠ的な基礎
知識にՃえて、植物生理学や分子生物学、౷ܭ学の知識ɾܦ験があると研究をスムーズに։࢝できます。
　研究室の指導方針
　当研究室では、基礎からԠ用までの研究を෯くల։しており、学生が୲当する研究テーマも多ذにっています。༷々なバοクά
ϥンドをもっͨ研究室メンバーとٞ論することで、知識の野をげながら、学生が自身の研究を論理的に理解し、発లさͤていけ
るΑうに指ಋをߦっています。まͨ、ि1ճの研究室ϛーテΟンάをはじめ、ཹ学生とのձやւ֎研究者とのަྲྀなどでৗ的にӳޠ
に৮Εるͮڥくりに力をೖΕています。このڥを活かして、こΕからのࣾձに必要ෆՄܽなӳޠ力を্さͤ、ࡍࠃ的に活༂でき
る人ࡐのҭを目指しています。
　この研究で身につく能力
うことにΑり、植物の細胞分化における遺伝ߦの生物学において、ʠ遺伝子ʡはܽかͤないΩーϫードです。当研究室で研究をࠓ　
子のಇきを、分子や細胞、個体、ひいては進化といっͨϛクロからマクロにかけての༷々な視で理解できるΑうになります。研究室
で実ࡍにैࣄする実験では、ϛクロン୯Ґの微খな細胞をૢ作する技術や、オϛクス解析から得らΕる大ྔデータを扱うͨめのใ分
析力などを身につけることができます。まͨ、研究を進めるաఔで、論理的思考がトレーニンάさΕることはݴうまでもありまͤΜ。研
究室での々のデΟスカοションやڞಉ研究、ࠃ֎の学ձ発ද等を通して、ίϛϡニケーションやプレゼンテーションといっͨࣾձに
ग़てから立つ能力をཆうことができます。

修了生の活躍の場
　৯関࿈ا業、ༀا業、ใ関࿈ا業、ެһ（ߍߴ教һ、ݝ৬һ）、研究৬など

図�．ಓࡉ๔Խのマスターస੍ࣸޚҼ子7/%�
ࣨڀݚͰ7/%�のੑ׆ԽにΑΔಓࡉ๔Խ༠ಋ࣮ܥݧΛཱ֬
し͍ͯ·͢。͜ のܥΛ༻͍、植物ࡉ๔นの生߹੍ޚにΔҨ子
のղ໌にऔΓΜͰ͍·͢。

研究設備
子ؒ力顕微鏡、蛍光顕微鏡、マイクロ9ઢC5、クリーݪ、যレーβ顕微鏡ڞ
プメーター、1分子蛍光分析システム、分解(C/MSシステム、ӷ体クロマ
トάϥフΟーシステム、ルϛノɾイメージアφϥイβーなど

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˔研究業
1. Kunieda 5. et al., Plant Cell Physiol ., �1, 308-317, 2020
2. Akiyoshi N. et al., 5ree Biol ., ��, 704r716, 2019
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植物੍ޚ研究室
https://bsw3.naist.jp/uNeda/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ക田　ਖ਼明 NuNeda@bs.naist.jp 
助教：∁ڮ　ل naoki@bs.naist.jp
助教：҆喜　࢙৫ aki@bs.naist.jp

植物ののΈをཧ解͢Δ͜ͱ͕、食糧όΠΦϚεを૿͢࢈ΔͨΊのϒϨʔΫεϧʔにͭな͕Γ
· ɻ͢植物͕ͭӅΕͨύϫʔをҰॹにൃݟし、࣋ଓՄな社会の࣮ݱに貢献し·しΐ ʂ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　細胞ɾ分子生物学の基礎知識があるにӽしͨことはありまͤΜが、学΅うとする意欲があΕバοクάϥンドは問いまͤΜ。実ࡍ、
。੶していますࡏの研究室には化学系など、ଞ分野ग़身の学生も多ͪͨࢲ

研究室の指導方針
　研究テーマを決めるஈ֊から学Ґ論จの作にࢸるまで、教һや研究һが̍ର で̍指ಋします。実験を進めるのに必要な技術や考え
ํは教һがஸೡに指ಋするので、ͪͨࢲの研究分野に関する知識がりなくてもスムーズに実験をスタートさͤ、֤自の力を৳すこ
とができます。研究においてԿが重要な問いかを教һとともに୳っていくதで、ଔ業後に立つ論理的な思考力や問題୳ࡧ力をཆいま
す。
　この研究で身につく能力
　จݙௐࠪなどで得らΕるใをもとにԾ説を立て、ͦΕをূݕする、というաఔを܁りฦすことで、論理的思考力や問題୳ࡧ力が鍛
えらΕます。まͨ、教һや研究室メンバーとٞ論を重Ͷることで、デΟスカοション能力が্します。研究室ηϛφーだけでなく、༷ 々
な研究ձやࠃ֎の学ձで発දするܦ験をੵむことで、プレゼンテーション能力も্します。ͪͨࢲの研究室にはཹ学生がࡏ੶して
おり、まͨ、ւ֎の学生や研究者がظで๚問することも多いので、ৗ的にӳޠと৮Ε߹うことでӳޠ力が自વと鍛えらΕます。ࢲ
ͨͪの研究室で身につくこΕらの能力は、ࣾձで活༂するͨめに必要ෆՄܽなものです。

修了生の活躍の場
　多くのमྃ生が、৯系や化学系をத心に、ެһ、ࣾ、খച業など༷々な業छにबき、活༂しています。まͨ、研究者としてւ
֎やࠃの研究の࠷લઢで活༂しているଔ業生もいます。

研究内容
　増えଓけるೋࢎ化ૉഉ出ྔの減はۓ٤の՝ですが、主なೋࢎ化ૉ吸ऩݯで
ある植物はͦの՝解ܾにけて大きなׂを୲っています。私たͪの研究ࣨでは、変
ಈするڥԼで植物が成長をଓける組Έをཧ解することにより、バイオマスを増࢈す
るたΊの技術։発をਐΊています。これにより、ೋࢎ化ૉ吸ऩྔの増大や৯ྐ増࢈
をもたらす新ن技術をఏҊし、࣋ଓՄ能なࣾձの࣮ݱにݙߩしようとしています。�
ʣ̍%/"ഒՃの༠導ߏػ
　%/"ഒՃは、ݸ々のࡉ๔にؚまれる%/"ྔがഒ々に増えていくݱです。ଟくの植
物は%/"ഒՃによりࡉ๔サイズを大きくし、器官を成長させます。一方で、थのよう
に%/"ഒՃを全くىこさない植物も存ࡏし、%/"ഒՃ能をܾΊる要Ҽについてはෆ明
のままです。࠷近私たͪは、%/"ഒՃをىこさない植物でもクロマνン構を؇Ίる
と%/"ഒՃが༠発されることを見出しました。ͦこでࡏݱ、ͦのഎܠにある%/"ഒՃ
༠導の分子メカニズムについて解析するとともに、%/"ഒՃを༠発するような化合物を
୳ࡧすることにより、৯ྐやバイオマス増࢈に݁びつく技術։発を行っています。
�ʣڥετϨεにԠͨ͠ࡉ๔૿৩の੍ߏػޚ
　植物はストϨスをײすると成長をࢭΊ、ストϨスの対ॲにଟくのΤωルΪーをおうとします。ͦのたΊ、ݸ々のストϨスにڧい
作物を作っても、ストϨスによる成長制はͦのままىき、作物の生࢈性は্がりません。私たͪは࠷近、植物がさま͟まなストϨス
にԠしてࡉ๔増৩をえる組Έを発見しました。この制御ܥを્害すると、ストϨスにԠした成長制がىきなくなります。ࡏݱ、
ͦの組Έのৄࡉを解明するとともに、この制御ܥをվ変することにより、ストϨスにമされても成長をࢭΊないスーパーストϨス性
植物を作Ζうとしています。
�ʣ২のࡉװ๔の૿৩・ҡߏػ࣋
　植物は一生を通͡てࡉװ๔を体中に増やし、ҡ࣋することにより、器官形成をଓけます。これは植物に長ण໋性をもたらす要Ҽの一
つでもあり、ಈ物にはない特徴です。私たͪは、植物がࡉװ๔やͦのゲノムをҡ࣋する機構について明らかにするたΊに、分子ࡉ๔生
物ֶや遺伝ֶのख法だけでなく、࠷新のライϒイメーδンά技術や̍ࡉ๔解析もۦして研究をਐΊています。

研究設備
 ɾڞযレーβー顕微鏡
 ɾॎ置きڞܕযレーβー顕微鏡
 ɾ蛍光顕微鏡
 ɾ微分ׯব顕微鏡
 ɾ実体顕微鏡
 ɾ֎レーβー༠ى遺伝子発ݱ装置
 ɾフローサイトメーター
 ɾマルνϞードプレートリーμー
 ɾマイクロスϥイサー
 ɾクロマトάϥフΟーシステム

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
˔研究業
 1.　ShiNotohno et al., Annu Rev Plant Biol , in press
 2.　Watanabe et al., Proc Natl Acad Sci 6SA , 117, 31500-31509, 2020
 3.　5akahashi et al., eLiGe , 8, e43944, 2019
 4.　6Neda et al., Curr Opin Plant Biol , 51, 1-6, 2019
 5.　5akatsuka et al., Plant Physiol , 178, 1130-1141, 2018
 6.　Ogita et al., Plant J , 94, 439-453, 2018
 7.　Chen et al., Nature CoNNun, 8, 635, 2017
 8.　6eda et al., (enes %ev , 31, 617-627, 2017
 9.　WeiNer et al., &MBO J , 35, 2068-2086, 2016
10.　Kobayashi et al., &MBO J , 34, 1992-2007, 2015
11.　Yin et al., Plant J , 80, 541-552, 2014
12.　Yi et al., Plant Cell , 26, 296-309, 2014
13.　Nobusawa et al., PLoS Biol , 11, e1001531, 2013
14.　5akahashi et al., Curr Biol , 23, 1812-1817, 2013
˔֎෦ۚࢿ
 ɾ新学術ྖҬ研究ʮ植物の生໋力をࢧえる多能ੑװ細胞の基൫ݪ理ʯ（ྖ

Ҭද：ക田ਖ਼明）
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Ֆൃ生ࢠҨ学研究室
https://bsw3.naist.jp/ito/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ҏ౻　ण࿕ itot@bs.naist.jp
助教：ޱࢁ　ெढ़ nobuy@bs.naist.jp
助教：ന　Ұ shirakawa@bs.naist.jp
助教：田　ࣣ༦子 yu-wada@gtc.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ʮ植物をҭてるのが楽しいʯというのが、必ਢ݅です。分子生物学の基礎知識となにΑり、心に取り組む࢟をظします。さらに、

ʮԿかをしげͨいʯと果に挑むڧいؾ持ͪも大切です。
　研究室の指導方針
　研究室配属後、じっくりؒ࣌をかけて研究テーマを決定します。研究室のプロジェクトをҰ通り学習しͨ後、実ࡍのテーマは、学
生のرにもとͮき、スタοフにΑるదੑ定も౿まえて決定します。म̍࢜のऴΘりには、学ձ（に։࠵さΕる本分子生物学
ձ）での発දをߦってもらいます。म࢜の̍ 目で、研究者としてのスタートμοシϡを決めることで、ϫークϥイフバϥンスを取りながら、
ब৬、研究活動をԁに進めることを目指します。

この研究で身につく能力
　म࢜のؒに、植物分子遺伝学における実ફ能力を身につけます。植物バイオ基礎研究を通して問題に真に取り組み、解決していく
能力をཆいます。こΕにΑりアカデϛοクのみなら 。いますߦのҭをࡐすることのできる人ش力を発ߦ業においてもԠ用力、実اͣ、
さらに、ෳのཹ学生との研究ٞ論を通して、֮ײࡍࠃをཆいます。ത࢜課ఔに進学する学生には、特定の実験系のみなら のݱͣ、
植物科学研究をแׅ的に理解する能力、自らの力で実験をデβインして、ۓ٤の課題をߦしていける能力、ࡍࠃձٞにࢀՃして発ද、
ٞ論する能力、ӳޠ論จをॻき্げる能力が身につくΑうな指ಋをߦいます。

修了生の活躍の場
　৯、ҩༀ、化হなどの業おΑび研究։発৬

研究内容
　穀物や野菜、Ռ物はすべて植物がつけるՖから形成されています。つまり、Ֆの࢈物
がなければ、私たͪは生きていくことができません。Ռ࣮やछ子がਖ਼常に形成されるた
Ίには、自ݾ複能、ଟ分化能を࣋つࡉװ๔がదなظ࣌にఀࢭされる必要があります。
すʮΤϐδΣωティックम΅ٴをڹ๔の増৩と分化に関わる遺伝子のసࣸ制御にӨࡉװ
০ʯʮ植物ホルモンʯの解析をとおして、Ֆの形づくりの組Έを明らかにします。また、
外෦ڥの変化などが植物にٴ΅すӨڹを調べることで、以Լにৄड़するޙࠓの৯ྉ҆
ఆڅڙの解ܾにつながる研究を、研究ࣨが一ؙとなって行っています。

ߏػޚ๔分化の੍ࡉ๔の૿৩੍とࡉװ（１
　Ֆࡉװ๔の増৩はଟくのసࣸҼ子による複の遺伝ֶ的なܦ࿏により制されていま
す。ͦれらのసࣸҼ子のλーゲット遺伝子をಉఆし、ۭ࣌間特異的な発ݱ制御機構とλー
ゲットҼ子の作用機構の研究を行います。これにより、Ֆࡉװ๔の増৩制ܦ࿏におけ
る植物ホルモンおよびΤϐδΣωティックな制御機構を解明していきます。さらにՖࡉװ
๔の増৩制御にかかわるࡉ๔間のใ伝達を行うリンࢎ化をհしたシάφルが、࠷ऴ的
にどのように֩に伝達され、ΤϐδΣωティックな遺伝子の発ݱにӨڹを༩えるのかを解析します。Մࢹ化解析、ཧ解析、合成生
物ֶ的解析をؚΊたแׅ的な解析により、Ֆࡉװ๔の制御における調とՄ઼性、ڧؤ性の機構を分子Ϩϕル、ࡉ๔Ϩϕル、ݸ体Ϩ
ϕルでཧ解することをࢦします。

ߏػԠとॱ化ڥ（２
　植物は、ಈ物とは異なり、ڥ変ಈに対してඇ常にॊೈにԠし、ͦのڥにదԠします。高Թ条件Լで活性の高まるώストンम০
߬ૉの作用機構などにணし、植物がڥに対Ԡして、ͦのใをهԱしてメリステムのڍಈ、分化の様ࣜを変する機構および、ه
Աがফڈされる機構の解明をࢦします。さらにこれらの見を利用して、農業的なࢹからよりޮ的な農作物の։Ֆ、࣮݁ظ࣌の
調અをՄ能とするج൫技術の構ஙもࢦします。

３）༏ྼੑをͭか͞どΔ੍ߏػޚ
　異なるಉ࢜をަして得られる雑छୈ一代はよりも༏れた形質をࣔすという雑छڧが見られます。また、アϒラφ科植物の自
Ոෆ合性に関わるՖคҼ子には、複雑な༏ྼ性が存ࡏします。遺伝子機能や発ݱの༏ྼ性をܾఆするΤϐδΣωティック機構の解
明をࢦします。

研究業績
 1 ） Wang et al., Frontiers in Plant Sci.,  doi.org/10.3389/Gpls. 

2020.600726, 2020
 2 ）Sun et al., Plant Cell , 31, 1488r1505, 2019
 3 ）Wu et al., Plant, Cell � &nvironNent, 42, 2198-2214, 2019
 4 ）YaNaguchi et al., Nature CoNNun., 9, 5290, 2018
 5 ）(uo et al., Frontiers Plant Sci ., 9, 555, 2018
 6 ）9u et al., &MBO J., 37, e97499, 2018
 7 ）6eNura et al., Plant Reprod. 31, 89-105, 2018
 8 ）YaNaguchi, )uang et al., Nature CoNNun., 8, 1125, 2017
 9 ）Yasuda, Wada, Kaki[aki et al., Nature Plants, 3, 16206, 2016
10）YaNaguchi et al., Plant Physiol . 170, 283-293, 2016

11）(uo et al., Plant Cell � Physiol.,  56, 830-842, 2015
12）Sun et al., Science, 343, 1248559, 2014
13）(an et al., Nature CoNNun.,  5, 5098, 2014
14）9u et al., Nucl. Acids Res., 42, 13749-63, 2014

共同研究・社会活動・外部資金など
、の大学ࠃ大、理化学研究ॴなどの大、౦ݹ໊、भ大、大ژ　
研究機関のଞ、6niv. oG Pennsylvania, 6niv. oG (eorgia, National 
6niv. oG Singapore, 6niv oG BirNinghaNなど、Ԥถアジア֤ࠃの༗力
大とのڞಉ研究をߦっています。ࡏݱ、ത࢜学生6໊、म࢜学生12໊、研
究指ಋスタοフ̐ （໊教授 、̍助教̏）、技術ิ7໊ࠤのメンバーで、科研අ
基൫A、新学術ྖҬެื൝、挑戦的研究（๖ժ）、ෳのஂࡒからの֎෦
。っていますߦԉをडけ、活発に研究をࢧのۚࢿ

ਓ生をม͑ΔՖ研究ɻ

生ܕのシϩイψナζナの花（ࠨ）ͱ、มҟମの花（ӈ）。ม
ҟମͰࡉװ๔の૿৩͕ࢭ·Βͣ 、花ͼΒͩ ͚͕૿Ճしଓ
͚ しͯ·͍ 、Ռ࣮छ子͕Ͱ͖ ͳ͘ ͳΔ。
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研究業績
<1> Chen WW�, 5akahashi N� et al. 	2020
 A Nobile &LF4 delivers 

circadian teNperature inGorNation GroN shoots to roots. Nature 
Plants 6, 416r426.

<2> )araguchi K, 5orii 5, &ndo M. 	2020
 MaxiNuN weighted 
Natching with Gew edge crossings Gor 2-layered bipartite graph. 
%iscrete Applied MatheNatics 287, 40-52.

<3> 5orii K, Kubota A, Araki 5, &ndo M. 	2020
 5iNe-Series Single-
Cell RNA-SeR %ata Reveal Auxin Fluctuation during &ndocycle. 
Plant Cell Physiol . 61	2
, 243-254.

<4> &ndo M, Yoshida M, Sasaki Y, Negishi K, )orikawa K, 
%aiNon Y,Kurotani KI, Notaguchi M, Abe M, �Araki 5 	2018
 
Reevaluation oG qorigen transport kinetics with separation oG 
Gunction Nutations that uncouple qowering initiation and long-
distance transport. Plant Cell Physiol . 59, 1621-1629.

<5> Song Y)�, Kubota A� et al. 	2018
 Molecular basis oG qowering 

under natural long-day conditions in Arabidopsis. Nature plants 
4, 824-835. 	�, eRually contributed


<6> &ndo M, ShiNi[u ), Araki 5（. 2016） Rapid and siNple leaG tissue 
isolation in Arabidopsis thaliana. Nature Protocols . 11, 1388-
1395.

<7> ShiNi[u ), KatayaNa K, Koto 5, 5orii K, Araki 5, &ndo M. 
（2015） %ecentrali[ed circadian clocks process therNal and 
photoperiodic cues in specipc tissues. Nature Plants 1, 15163.

共同研究・社会活動・外部資金など
、の大学のଞࠃ大、খ୬大などށ大、த෦大、、ਆژ大、౦ژ
6niversity oG CaliGornia %avis、6niversity oG Washingtonなどւ֎
の大学ともڞಉ研究をおこなっています。ࡏݱ、ത࢜学生2໊、म࢜学生8
໊、研究指ಋスタοフ3 （໊教授、助教2）、技術ิ2໊ࠤのメンバーで、科
研අ新学術ྖҬܭը൝、ηίムஂࡒなどෳの֎෦ࢧۚࢿԉをडけ研究を
。っていますߦ

植物生ཧ学研究室
https://bsw3.naist.jp/endo/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ԕ౻　ٻ endo@bs.naist.jp
助教：ٱอ田　ѯ akanek@bs.naist.jp
助教：ڮߴ　 no[oNu.takahashi@bs.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　主に植物を扱うͨめ、基本的な生物学の知識があるとアドバンテージになります。プロάϥϛンάや学、Ϟノͮくり、アイデΟアマ
ンである等、なにか得意とすることがあると、ͦΕを活かしͨ研究ができると思います。
　研究室の指導方針
　Կが問題であるかを理解し、ͦΕにରするద切なํূݕ法を設定するͨめには、論จにΑる学習が必ਢとなります。論จհやษ
と目的を持っͨ学生のҰ人ひとりのܠ生物学やͦのपล分野の基礎知識をҰॹに学Μでいきます。まͨ、༷々なഎؒ࣌ձを通じてڧ
目的に߹Θͤͨΰールを設定し、ͦこにかって必要なものをଞのメンバーとのデΟスカοションや学習を通じて֫得できるΑうに、サ
ϙートします。さらに、自分の研究༰をうまく伝えらΕるΑう、Θかりやすく説得力のあるプレゼンテーションやϥイテΟンάの能力
。を目指します্

この研究で身につく能力
　専門知識だけでなく々の生活で活用できる実ફ的なスΩルを学Ϳことができます。大学Ӄで学Μだ専門知識の΄とΜどはଔ業後
にར用さΕないかもしΕまͤΜが、Ծ説の生や論理的思考といっͨ科学的な態はࣾձ人としての߹理的な意思決定に立つと考え
ています。特に、大学ӃおΑびͦΕҎ߱のΩϟリアでは、問題を解くํ法を知るだけでなく、解く価のある問題を見つけることがඇ
ৗに重要です。研究活動を通じて、ϏジωスであΖうとサイΤンスであΖうと本当に༏Εͨ知的生࢈にはڞ通する手法がଘࡏすること
をҰॹに学Μでいきます。

修了生の活躍の場
　मྃ生のब৬ઌはίンサルタントձࣾ、化হɾҩༀの技術৬、I5ا業のS&৬ɾӦ業৬、アカデϛアでの研究者等です。バイオ
関だけではなく、研究৬をؚめ、෯い業छで活༂できる人ࡐのҭを目指しています。

研究内容
ʣ̍֓ܭ࣌をհした光प性Ֆ成ʢقઅ変化にԠ͡たՖ芽形成ʣ
　֓ܭ࣌による光प性Ֆ成の制御メカニズムはこれまで主に࣮ࣨݧ
条件で研究されており、野外ڥでの制御メカニズムのཧ解や農作物
の生長制御にけた取り組Έはれています。֓ܭ࣌をհしたقઅ
変化によるՖ芽形成の組ΈをԹや栄養、光質といった、これまで
あまり考ྀされてこなかった要ҼもؚΊて૯合的にཧ解することをࢦ
します。さらに、֓ܭ࣌をඪ的としてޮ的にՖ成ظ࣌を制御する
方法を୳ります。

̎ʣ֓ܭ࣌のさま͟まなׂ
　֓ܭ࣌はଟくの遺伝子発ݱを制御しているにも関わら 、ͣこれまで
主に成長制御とՖ成制御についてしか見られてきませんでした。私たͪ
は、֓ܭ࣌がこれらの制御以外にも分化や光シάφル伝達、生৩、
発生、ࠩ࣌ボケなどさま͟まなݱに関わっていることを見出していま
す。トランスクリϓトーム解析や͗などさま͟まな技術を用いて、
、๔Ϩϕルから組৫ɾ器官Ϩϕルまでのさま͟まなスケールにおいてࡉ1
֓ܭ࣌がどのようにしてଟ様な制御を࣮ݱしているのかを明らかにし
ようとしています。

植物に͓͚Δʮؒ࣌ʯのཧ解ͱ੍ޚ
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植物໔Ӹ学研究室
https://bsw3.naist.jp/saijo/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容　
　植物が生きていくたΊには、ڥ中や体に生ଉするඍ生物と্खにやっ
ていく必要があります。植物は、߅体に代දされるような獲得໔Ӹを࣋たͣ、
一ఆの໔Ӹ受容体ʢ自વ໔Ӹʣでٸにਐ化し得るଟछଟ様なඍ生物に対
Ԡしています。ᶃࡉ๔ද໘でඍ生物成分や自らのࡉ๔μメーδをײするパ
λーン認識受容体や、ᶄࡉ๔でපݪ菌のײછଅਐҼ子の認識や໔Ӹシά
φル制御にಇく/-3受容体があり、ͦ れらをঢ়گにԠ͡てਫ਼に組Έ合わせ
て御Ԡを調અしています。このような໔Ӹ受容体ωットϫークがಇくこと
で、පݪ菌のײછɾ増৩を͙一方で、ώトのࡉ菌とಉ様に、ଟの共生
菌ू ʢஂマイクロバイオームʣを体に宿してʮͪ࣋つ࣋たれつの関ʯをங
くことをՄ能にしていると考えられています。
　私たͪは、植物の໔Ӹɾ共生の研究を通して、植物がපݪ菌から身をकりな
がらʮඍ生物共生体ʯとして生໋活ಈをਐΊる組Έを明らかにしていきたい
と考えています。植物ʵඍ生物共生体は、生物の共ਐ化や植物のڥదԠ機
構を研究していく্ でも֨のૉࡐとなっています。࣮ 植物のප害は、水、ࡍ
害などڥストϨスにさらされると発生しやすくなる一方で、共生菌のґ存
もやはり栄養ෆなどڥストϨスによって高まります。このことから、植物
がڥ変化にԠ͡て໔Ӹシステムや共生を調અする組Έʢとಉ࣌にඍ生物
の方にもڥ変化にԠ͡てʮ;るまいʯを変える組Έʣが存ࡏすることは容
қに༧されますが、࣮ 体はよくわかっていません。ͦ こで、植物のڥηン
サーと໔Ӹシステムの分子リンクやඍ生物がڥ条件にԠ͡てײછઓུを変
える組Έなどにணして、植物ɾඍ生物ɾڥҼ子の関性について研究を
ਐΊています。
　さらに、植物がどのようなඍ生物をબんで体に共生させているか、共生マ
イクロバイオームの࣮ଶやׂに迫るとともに、有用共生菌をಉఆしてڥ
อ全ܕ農業に活用する技術の։発にも取り組んでいます。
　これらの研究を通して、4%(Tʢ4VTUBJOBCMF�%FWFMPQNFOU�(PBMTʣの
達成にݙߩすることもࢦしています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業（論จ発ද）
< 1 > Okada et al, New Phytologist, in press 2020
< 2 > Saijo � Loo, New Phytol. ���, 87-104, 2020
< 3 > Shinya et al, Plant J, ��, 626-637, 2018
< 4 > Saijo et al, Plant J, ��, 592-613, 2018
< 5 > Yasuda et al, Curr Opin Plant Biol, ��, 10-18, 2017
< 6 > Ariga et al, Nature Plants, �, 17072, 2017
< 7 > YaNada et al, Science, ���, 1427-1430, 2016

研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学や植物生理学、微生物学等の基礎知識が重要ですが、ͦΕらはೖってから学ͿのもOKです。ͤっかくಸ良ઌ大にདྷͨ
のなら分野を変えるのも໘നいと思います。こΕこͦバイオサイΤンスʂとݴうき生物ؒ相互作用にऒかΕるํ、植物や農作物、微生
物に৮Εるのが好きなํ、あるいはデータサイΤンスやフΟールドϫークが好きなํなど、いΖいΖな切りޱから楽しめる分野です。

研究室の指導方針
　研究テーマは、ෳのํੑをࢼすதで進やదੑも見ۃめながらΰールを定めて進めていきます。まͨ、良いサイΤンスを進める
にはؒとੵۃ的に意見ަしͨりڞಉ作業しͨりすることも大切ですので、教һやઌഐにରしてもܰؾにٞ論できるڥ作りをߦっ
ています。ଔ業後も৬छや分野にかかΘらͣ通用するΑうな実力をຏいͨり、Կかしらୡײや自৴を得ͨりして立ってもらえΕ
と考えています。
　この研究で身につく能力
　植物（シロイψφズφɾイωɾトマト等）をࡐྉとしͨ分子生物学ɾ生化学などの基本的な実験スΩルにՃえて、特に当研究室では、
微生物のഓཆɾछなどの実験ɾ解析スΩル、ฒびにオϛクス解析に用いるデータ解析スΩルなどです。ཹ学生もަえͨϥϘϛーテΟン
ά、ࠃ֎のϥϘとのڞಉ研究を通して、ӳޠをؚめͨプレゼンスΩルもຏくのにも良いϥϘڥです。ڍげていけいΖいΖあります
が、Ұ൪重要かなと思うのはϙジテΟϒシンΩンάです。

修了生の活躍の場
　研究৬（ത࢜研究һ、農研機ߏ）
　৯、άリーンバイオ（छබɾҭछɾԂܳ）、ใ通৴系

（写真左から）
教授：ᑍ　༤հ saijo@bs.naist.jp 
助教：ؘ田　知Ղ c-tateda@bs.naist.jp
助教：҆ୡ　明 adachi.hiroaki@bs.naist.jp

植物、ώτͱ同༷にߴにൃୡしͨ໔ӸγεςϜをͪ࣋、ଟछଟ༷なඍ生物をମ内に॓͢ͱ同࣌にප
·し͍ͯࢭの૿৩を્ەݪ ɻ͢植物͕໔ӸγεςϜඍ生物共生をௐઅ͢ΔΈඍ生物͕植物にײ
છ・共生͢ΔΈなど、植物の໔Ӹ・共生に͍ͭͯҰॹに研究し·ͤΜかɻ

< 8 > &spinas et al, Front. Plant Sci.�, 1201, 2016
< 9 > )iruNa et al, Cell, 1��, 464-474, 2016
<10> YaNada et al, &MBO J., ��, 46-61, 2016
<11> Ross et al., &MBO J., ��, 62-75, 2014
<12> 5intor et al., Proc Natl Acad Sci 6 S A, 11�, 6211-6216, 2013
<13> Serrano et al., Plant Physiol., 1��, 408-422, 2012
<14> Lu et al., Proc Natl Acad Sci 6SA, 1��, 22522-22527, 2009
<15> Saijo et al., &MBO J., ��, 3439-3449, 2009
<16> Saijo et al., Mol. Cell, �1, 607-613, 2008
<17> Shen et al., Science, �1�, 1098-1103, 2007

6�　-"B03"503: (6*%& ����



植
物
科
学

植物共生学研究室
https://bsw3.naist.jp/yoshida/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容　
　一般的に高等植物は、太陽の光を浴びて光合成をし、自身の成長に必要な有機栄養を
作り出していますが、全く違う方法で生きている植物がいます。全ての高等植物の約1％
にあたる寄生植物は、宿主植物に寄生して、栄養を奪って生活しています。中でも、ハマ
ウツボ科の絶対寄生植物であるストライガやオロバンキは、穀物や野菜に寄生し、アフ
リカやヨーロッパを中心に甚大な農業被害をもたらしています。しかし、寄生植物の寄生
の分子メカニズムはまだほとんど分かっていません。寄生植物はなぜ寄生できるように
なったのでしょうか？どうしたら寄生雑草の被害を減らすことが出来るのでしょうか？寄生
植物の謎を解明する研究に取り組んでいます。

１）吸器形成遺伝子の単離と解析
　ハマウツボ科寄生植物は、宿主植物の根に近づくと“吸器”と呼ばれる侵入器官を自
身の根に発達させ、宿主の根に侵入し、導管をつなげて宿主から水や栄養を奪います。
私達は、ハマウツボ科条件的寄生植物であるコシオガマの変異体ラインを整備し、吸器
形成に異常がある変異体を単離しています。変異体の解析と次世代シーケンサーを用い
たゲノム解析によって、吸器形成に必要な遺伝子の単離を行っています。遺伝子の機能解
析を通して、寄生の分子メカニズムに迫ります。

２）植物間の低分子化合物を介したコミュニケーション
　宿主植物と寄生植物は、土壌中で低分子化合物を通したコミュニケーションを行ってい
ます。絶対寄生植物のストライガは宿主が分泌したストリゴラクトンを認識して発芽しま
す。ストリゴラクトンは植物の枝分かれや相利共生菌の活性化を制御する植物ホルモンで
あり、ストライガは、宿主植物の生長や生存に有利な物質を悪用して宿主を見つけている
と考えられます。発芽以外にも、吸器の形成や伸長に宿主植物由来の低分子化合物が関
わっています。植物間のコミュニケーションにどのような物質が関わり、どのような機構
で作用しているかを研究します。

３）寄生植物ゲノムはどう進化したか？
　近年の次世代シーケンス技術革新をうけて、植物ゲノムの解読はより身近なものになっ
てきました。私達は、ストライガとコシオガマの全ゲノムシーケンスをおこない、寄生植
物ゲノムの特徴を調べました。寄生植物は水平伝播によって宿主から遺伝子をもらってい
ること、ストリゴラクトン受容体遺伝子が重複していることなど、様々なことが分かってきました。どうやって植物は新しい遺伝子を得て、
増やし、新しい形質を獲得するのか？ゲノムの変遷をバイオインフォマティクスを用いて解析します。

研究設備
　実体蛍光顕微鏡、倒立蛍光顕微鏡、リアルタイムPCR、ゲル撮影装置、
Linuxサーバなど

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
［1］Yoshida, S. et al. Curr.Biol. 29, 3041-3052, 2019
［2］Wada,S. et al. Front Plant Sci..10, 328, 2019
［3］Cui, S. et al. New Phytol. 218, 710-723, 2018
［4］Ishida, JK. et al. Plant Cell, 28, 1795-1814, 2016
［5］Yoshida, S. et al. Annu. Rev. Plant Biol., 67, 643-667, 2016
［6］Cui, S. et al., Plant Physiol. 170, 1492-1503. 2016
［7］Conn, C. et al., Science, 349, 540-543, 2015
［8］Mutuku, M. et al., Plant Physiol. 168, 1152-1163, 2015
［9］Yoshida, S. and Shirasu, K., Curr. Opin. Plant Biol, 15, 708-713, 2012
［10］Yoshida, S. et al. Science, 328, 1128, 2010

寄生植物の謎を解き明かし、世界の食糧問題に貢献を

研究を始めるのに必要な知識・能力
　新しいことに挑戦する意欲。知的好奇心を持ってじっくりとひとつのことに取り組む力。多少の失敗にもめげない力。考えることを楽
しめる力。分子生物学、生化学、生態学等の生物学に関する知識があるとなお良い。変な植物が好きな人も歓迎します。
　研究室の指導方針
　当研究室では寄生植物と宿主植物の相互作用の分子メカニズムの解明を目指しています。まだ新しい分野で分かっていないことが多
いです。個々人の興味とアイデアを重視し、新しいことに挑戦するマインドを大切にします。未解決な問題に自由な発想で取り組み、結
果を科学的なデータで示して人に伝える力を鍛えます。研究活動を通じて、新しい発見をする喜びと客観的かつ論理的な思考の大切さ
を学びます。生物学初心者には、配属後に基本的な実験の実習をおこないます。

この研究で身につく能力
　分子遺伝学、細胞生物学やゲノム科学的手法を駆使して研究に取り組むことで、バイオ分野で必要な基礎知識や専門技術を習得しま
す。具体的には、顕微鏡等の光学機器の取り扱い、シーケンス解析、バイオインフォの基礎知識などを身につけます。研究における課
題の設定から実験の立案、結果の評価と解釈、次の課題の設定というサイクルを通して、自主的にプロジェクトを推進する能力を身に
つけます。データを科学的かつ論理的に人に説明するプレゼンテーション能力を鍛錬します。

修了生の活躍の場
　農業化学系メーカーなど

図１．スーダンのソルガム畑に侵入したストライガ
　　（ピンクの花）

図２．ストライガ（上段）、コシオガマ（下段）の寄生
の様子。P:寄生植物、H:宿主植物

（写真左から）
教授：吉田　聡子 satokoy@bs.naist.jp
助教：Songkui Cui songkuic@bs.naist.jp
特任助教：稲葉　尚子（写真なし）
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όΠΦΤϯδχΞϦϯά研究室
https://bsw3.naist.jp/ko-kato/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：Ճ౻　ߊ kou@bs.naist.jp
助教：ࢁ　কଠ࿕ s-yaNasaki@bs.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　学෦ଔ業後、ब৬するのではなく大学ӃでߋなるスΩルアοプを目指すという֓ؾが重要です。Ұൠ的な生物学の基礎知識にՃえて、
分子生物学、౷ܭ学の知識ɾܦ験があると研究をスムーズに։࢝できます。
　研究室の指導方針
　当研究室では、遺伝子発ޚ੍ݱ機ߏを理解し、ͦの知見をバイオテクノロジーに活用する研究、特に༗用遺伝子をޮ的に発ݱさ
ͤるͨめの基൫技術։発をߦっています。学生自身が研究を論理的に理解し、知識の野をげ発లさͤていけるΑうに指ಋをߦって
います。まͨ、定ظ的な研究室ϛーテΟンάをはじめ、ڞಉ研究等を実ࢪしている多くの研究者ɾ実者を࢈業քからটき、バイオサイ
Τンスに関࿈する༷々な分野やا業での研究։発に必要な知識をհします。こΕらの指ಋを通して、ɾάローバルࣾձで෯
く活༂できる人ࡐのҭを目指しています。

この研究で身につく能力
　ࣾձのニーズやॾ問題がߴ化し、ෳ߹化しているࡏݱ、෯い視野ɾ知識を持っͨࣾձ人ɾ研究者がٻめらΕています。ͦのͨめには、
専門教ҭにՃえて、人ؒとしてඋえておくきྙ理観、論理的な思考力、ੵۃ的なߦ動力、૯߹的なஅ力、๛かなޠݴදݱ能力をཆ
うことも必要です。当研究室での研究活動にΑり、Ұൠ的な分子生物学に関Θる技術おΑびデータ分析能力にՃえて、次ੈシーケ
ンサー等を用いͨ大نデータを解析するͨめのใॲ理技術おΑび機ց学習に関࿈するスΩルが身につきます。まͨ、研究室でのデΟ
スカοションやڞಉ研究、ࠃ֎の学ձ発ද等を通して、ίϛϡニケーションやプレゼンテーション能力をཆうことができます。

修了生の活躍の場
　ༀا業、৯関࿈ا業、化学関࿈ا業、ใ関࿈ا業、ެһ（ߍߴ教һ、ݝ৬һ）、研究৬など

研究内容
　高等植物では֤छの遺伝子導入技術が։発され、有用遺伝子組え植物やഓ養ࡉ๔
を作出するࢼΈがんに行われています。ྫえば、৯ྉ増࢈、ະ利用での生ҭ、ڥ
ড়化、業ݪྉ、೩ྉあるいはҩༀなどの有用λンパク質生࢈などです。研究ࣨでは、
植物バイオテクノロδーによるࣾձݙߩをࢦして、特にバイオҩༀなどを植物でޮ
的に生࢈するたΊに、植物導入した遺伝子の発ݱϨϕルを高Ίるج൫技術の։発を
行っています。
�）ಋೖ遺伝子のݱൃߴʹؔΘΔΤϨϝンτの単離とվྑ
ɾ༁などのաఔで制御されています。植物ޙは、సࣸɾసࣸݱ๔での遺伝子発ࡉ　
導入した有用遺伝子をޮ的に発ݱさせるたΊには、֤աఔを࠷ద化する必要があり
ます。ͦのたΊ、సࣸに関わるコアϓロモーλーの解析、సࣸऴ݁およびN3/"のϓロ
ηッシンάに関わるλーミωーλーの解析、N3/"のଟ様性に関わるスϓライシンά機
構の解析、N3/"の҆ఆ性に関わる෦அ෦Ґの解析、༁ޮに関わる�ʟ653
ྻの解析などを、次世代シーケンサーを用いてਫ਼ྗ的に行っています。これら解析を通
して、高発ݱに関わるྻΤϨメントを単離するとともにͦのվྑを行っています。また、
得られた成Ռについては、複のا業技術ఏڙを行い、ا業と共ಉでϫクνンλンパ
ク質や成長ホルモンなどを高生࢈する植物の作出をࢦしています。
�）ਓ遺伝子のઃܭ
　遺伝子͝とにࡉ๔での発ݱ制御が異なりますが、この違いはྻもしくはྻにґ存した構の違いで必ͣઆ明できるはͣです。
ྫえば༁ޮも遺伝子͝とに異なります。զ々は、全N3/"の༁ঢ়ଶσーλと全N3/"のྻσーλを取得しており、�つのゲノ
ムϫイυσーλを用いたJO�TJMJDP�解析を行うことで、N3/"のྻใからλンパク質の༁ޮを༧ଌできる機ցֶशモσルの
構ஙを行っています。この機ցֶशモσルを活用することで、遺伝子発ݱ制御機構のߋなるཧ解にՃえて、的遺伝子の高༁をՄ能
にする�ʟ653ྻのબൈなどができます。このଞ、సࣸ։࢝ʗスϓライシンάパλーンʗϙリ"Ճ෦Ґに関するࡉ๔のཏ的σー
λを用いて機ցֶशモσルを構ஙすることで、࠷ऴ的には、より高発ݱがՄ能となるਓ遺伝子のઃܭにܨげて行きたいと考えてい
ます。

研究業績
　デジタルPCR、MinIONロンάリードシーケンサー、ルϛノɾイメージア
φϥイβー、ԕ心ີޯ配用装置、自動RNAநग़装置、解析用ϫークス
テーションなど

共同研究・社会活動・外部資金など
  1.　6eno et al., Plant Cell Physiol . 	2020

  2.　6eno et al., Plant Cell Physiol . 	2020

  3.　YaNasaki et al., Plant Biotechnol . 	2018

  4.　6eno et al., J. Biosci. Bioeng . 	2018

  5.　YaNasaki et al., J. Biosci. Bioeng . 	2018

  6.　Matusi et al., Plant Biotechnol . 	2015


  7.　YaNasaki et al., Plant Cell Physiol . 	2015

  8.　LiNkul et al., Plant Science 	2015

  9.　6eda et al., J. Biosci. Bioeng . 	2014

10.　Matusi et al., Plant Biotechnol . 	2014

11.　Matsuura et al., Plant Cell Physiol . 	2013


֎෦ۚࢿ
ɽ̍ N&%Oࣄ業ิ助 ʮۚ遺伝子発ޚ੍ݱおΑびഓޚ੍ڥの༥߹にΑ

るँ化߹物ߴ生࢈基൫技術։発ʯ
̎ɽ サϙインࣄ業ิ助 ʮۚ༗用タンύク࣭のίスト化を実ݱするタン

ύク࣭ߴ発ݱແ細胞߹系の։発ʯ
ଞ、科学研究අิ助 ʮۚ基൫研究ʯ֤छ、おΑびا業とのڞಉ研究අな
ど

όΠΦςΫϊϩδʔにΑΔ社会貢献に͚ͯ、ಛに植物のҨߏػޚ੍ݱൃࢠをཧ解し、༗༻物࣭生
に活༻͢Δɻ࢈

図��　植物バイオςクノϩδー
͑%/"ٕज़ཱ͕֬ Ε͞、植物ػ能のվ ɾྑར༻のࢼ
Έ͕ਫ਼ྗతにߦΘΕ͍ͯ·͢ Ͱ、ಛに植物Ͱのࣨڀݚ。
ಋ入Ҩ子ٕݱൃߴज़の։ൃΛͯͬߦ ͍·͢ 。
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植物ೋ࣍ँ研究室
https://bsw3.naist.jp/tohge/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
।教授：ಕ　ོ೭ tohge@bs.naist.jp 
助教：ਗ਼ਫ　ਸ࢙ takshiN@bs.naist.jp

植物どのΑ͏なϝΧχζϜͰଟ༷なँ物を࢈生し͍ͯΔのͰしΐ͏かʁҰॹに解明し͍ͯき·しΐ͏ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学ɾ植物生理学ɾ生化学ɾఱવ物化学ɾ分析化学ɾ遺伝子配ྻ解析ɾ多変ྔ解析などに関する知識を学習もしくは活用しͨ
いと考えているํ。もしくは、論理ύズルを組み立てるのが好きなํ、新しいものを発見しͨいํ。ༀやༀ用分が好きなํ。いΖ
いΖな植物をҭててみͨいํ。

研究室の指導方針
　研究室の指ಋํとしてͪͨࢲが重要視しているは、 ）̍学生のօさΜ自身が研究༰に興味ɾ自主ੑをもって研究に಄できる
Αうに指ಋすること、̎）কདྷ、ࣾձにおいてڞಉ作業などにおいて人とのつながりをஙける人ࡐをҭてること、̏）科学分野におけ
るҰൠ的なใॲ理能力、ॊೈな論理的思考にΑるܭը設ܭ、データ評価と問題ରॲ法の習得です。こΕらのは研究のみならͣ
࿅の指܇評価のݾいてରॲ法を見ग़すかの自ͮؾશൠにඇৗに重要であると考えているͨめ、自身でどのΑうに問題があることにࣄ
ಋを心がけています。
　この研究で身につく能力
　օさΜがرする研究༰にもΑりますが、スΩルとして習得Մ能なものは、遺伝子発ݱ解析や࣭ܗస技術をؚむ分子生物学実験、
࣭ྔ分析などの分析化学技術、ゲノムデータ、大ྔのँ物変動データやཏ的遺伝子発ݱデータなどを用いͨ多変ྔ解析手法など
です。まͨ、Ұॹに研究をすすめていく্で、օさΜの自主ੑのと自ݾ理の্を重要視していますので、自ݾ理能力の্
も見ࠐめると考えています。まͨ、কདྷࣾձで新ͨに得ͨ知識と༥߹ɾల։して新しいものを生みग़ͤる能力の習得を目指しアドバイス
していきͨいと考えています。

修了生の活躍の場
のձࣾにब৬して活༂しています。大学Ӄで得ͨ知の研究室からのमྃ生は、主に৯や化হ分野、植物分やҩྍ関ͪͨࢲ　
識や習得しͨスΩルを活かͤる৬にबき、কདྷ活༂できるΑうな人ࡐのҭを目指して指ಋをߦっています。

研究内容
　植物ೋ次代ँ物は、様々な生物活性を有する有用化合物܈であることがられています。ࡏݱまでにඦछྨ以্の植物छについ
てゲノムྻの解読がྃしていますが、࢈生されるೋ次代ँ物の化ֶ構とͦの制御機構はͦれͧれの植物छで特有であるたΊ、ඇ
常に複雑です。ͦのたΊ、遺伝子やλンパク質のྻใからどのような活性物質を࢈生するかを༧ଌするのはࠔです。また、スト
Ϩス࣌にのΈ࢈生される代ँ物や特ఆの器官にのΈ࢈生されるもの、またಉ͡植物छでの自વ変異遺伝子ଟܕの違いにより࢈生さ
れる代ँ物をؚΊた生合成ܦ࿏の全体૾については、ほとんど明らかとなっていません。
　私たͪの研究ࣨでは、ゲノムྻの解読がྃもしくは行されているモσル植物ɾ作物やༀ用植物を対に、様々な器官や近ԑ
छおよび自વ変異体コϨクションについて、質ྔ分析ܭなどを用いて代ँ物をৄࡉに解析し、得られたใをもとに生合成ܦ࿏の
全体૾を解明しています。さらに、トランスクリϓトʵム解析、ωットϫʵク解析、ྔ的形質࠲Ґʢ25-ʣ解析やゲノムϫイυ関࿈解
析ʢ(8"4ʣなどを用いてオミクス౷合解析を行い、新ن遺伝子機能の解明を的とした機能ゲノミクスを行い、代ँ物࢈生に関わ
るݤ遺伝の特ఆを行っています。また、一次代ँ物についても解析を行い、複雑な代ँܦ࿏ωットϫʵクをシステムとして૯合的にཧ
解する研究にも取り組んでいます。また、植物ೋ次代ँ物の構ଟ様性を生Έ出す要Ҽとなっている遺伝子܈のଟくは、新機能分化
ʢOFPGVODUJPOBMJ[BUJPOʣྖҬと呼ばれるൺֱ的࠷近のਐ化աఔで発生したゲノムྖҬ由来であると考えられています。この様なゲノ
ムྖҬにணし、シンテニʵを利用したछ間ൺֱ解析を行うことで、よりޮ的に有用機能遺伝子を発見できると考えています。また、
生合成ܦ࿏の発生とछ分化との関࿈性、および植物छのਐ化աఔのيの解明にணした研究にも取り組んでいます。

研究設備
　Ұൠ分子生物学的実験設උɾߴӷ体クロマトάϥフΟー（)PLC）、
)PLC࣭ྔ分析ܭ（LC-MS）、Ωϟϐϥリーిؾӭ動（C&）࣭ྔ分析ܭ

（C&-MS）、など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
< 1 > 5ohge et al., Plant J., 42, 2187-235, 2005
< 2 >  Sakakibara and 5ohge et al., Plant Cell, 20, 2160-2176, 

2008
< 3 > Watanabe et al., Plant Physiol., 146, 484-2496, 2008
< 4 > Watanabe et al., Plant Cell, 20, 2484-2496, 2008
< 5 > Watanabe et al., Mol Plant., 3, 438-466, 2010
< 6 > 5ohge �Fernie, Nat Protoc., 5, 1210-1227, 2010
< 7 > %jaNei et al., Nature, 478, 395-398, 2011
< 8 > Wang et al., Nat Biotech., 32, 1158-1165, 2014
< 9 > Bolger et al., Nat (enet., 46, 1034-1038, 2014

<10> 5ohge et al., Plant J., 83, 686-704, 2015
<11> Aarabi et al., Sci Adv., 2, e1601087, 2016
<12> 5ohge et al., Nat CoNNun., 7, 12399, 2016
<13> %ong et al., Nat CoNNun., 8, 1174 2017
<14> Peng et al., Nat CoNNun., 8, 1975, 2017
<15> Watanabe et al., Front Plant Sci., 9, 1292, 2018
<16> Watanabe et al., Front Plant Sci., 9, 72, 2018
<17> Ferrari et al., Nat CoNNun., 10, 737, 2019
<18> Pere[ de Sou[a et al., Plant Physiol., 182, 857-869, 2019
<19> Mat[ et al., Cell Reports, 26, 356-363, 2019
<20> Saigo et al., Curr Opin Plant Biol., 55, 93-99, 2020
<21> Watanabe et al., Plant Cell &nviron., 43, 2066, 2020.
<22> 5ohge et al., Mol Plant., 13,1-20, 2020
<23> CaluNpang et al., Metabolites, 10, 209, 2020
<24> ;han et al., Nat Plants, 12, 1447, 2020
主なڞಉ研究ઌ: ドイπ、タイ、தࠃ、インドωシア
科研අ 基൫研究B、基൫研究C..etc
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ࢠใༀཧ学研究室
https://bsw3.naist.jp/itoh/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ҏ౦　 hitoh@bs.naist.jp 
助教：খྛ　 kobayt@bs.naist.jp
助教：ௗࢁ　真ಸඒ toriyaNa-N@bs.naist.jp

େ学学問を͢Δͱ͜Ζɻ研究を͏ࢥଘͬߦ ʮͯ生໋のかΒ Γ͘ʯをඥ解͍ͯ͘ ͍ͩ͞ɻ৭ʑなਓͱのσΟ
εΧογϣϯͰࢥΘ͵ΞΠσΞ͕生·Ε、࣮ূ͢Δتͼ、ਓに͑Δָし͞をຯΘ͍な͕Βେき͘し
· ɻ͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生き物のり立ͪを理解するͨめの基本的な知識。まͨ興味を持っͨこと、問題解決にけて真に取り組む力。

研究室の指導方針
　研究テーマは学生の興味と研究室ଆからのఏ案にΑって決まります。基本、助教のઌ生にΑるの実験指ಋをडけます。実験の進
ঢ়گをຖिάループϛーテΟンάで発දしてもらいٞ論します。िҰճの研究室ϛーテΟンάでは、まとまっͨ研究実験のհと論จ
հをͦΕͧΕҰ໊がߦうことでプレゼンテーション能力の্をଅし、࠷新のใをもとにしͨٞ論をߦいます。配属初ظには新人
にΑる研究༰の基礎を身につけるͨめの論จಡみձが、まͨ自主的なϥϘの新ண論จษڧձもあります。

この研究で身につく能力
　研究課題を設定し、実験ܭըを考え、実験をしてデータを得て、ͦΕを分析し問題を見ग़しͨり新しいϞデルを作るというサイクルに
Αり、問題解決のͨめの立案能力、ܭը的なޮΑいߦ動能力、ͦして論理的に考える能力が身につきます。༧想しない結果にରԠす
るॊೈで៛ີな思考能力もཆΘΕます。まͨ自分自身のデータやアイデアを人に伝える能力、お互いに助けあい物ࣄを進めていく能力、
ใऩूしてまとめる能力などにຏきがかかります。こΕらの能力はࣾձにग़てから、どΜな໘においても立つものであり、օさ
ΜのকདྷのՄ能ੑを֦げます。

修了生の活躍の場
　大学などアカデϛア。ༀ、৯、ҩྍ機器などの։発、、学術୲当。具体的な進࿏ઌやमྃ生のをࡌܝしͨ6RL （https://
bsw3.naist.jp/itoh/ cate�146）

研究内容
ɽ̍(λンパク質シάφルによる生体調અ機構の解明
　ༀのλーゲットとなる(λンパク質共受容体ʢ(1$3ʣは様々なࡉ๔外シάφルを受取り、(λ
ンパク質をհしてࡉ๔ใを伝達します。(1$3とはผݸに(λンパク質を調અする新しい分子
3JD��が見つかり、છ৭体のෆ҆ఆ化を͙ਖ਼常な体ۃの形成やࡉ๔Ҡಈに関わる(λンパク質の
質म০のϨΪュϨーλーとしてಇくことがってきました。また(λンパク質シάφルとϢϏキνン化ࢷ
や46.0化とのܨがりが心ࡉے๔のഥಈやࡉ؞๔のҠಈなどに関わることも見えてきました。(λンパ
ク質シάφルの分子間ωットϫークの解析から࣬ױのපҼ究明とྍ࣏けた研究をਐΊています。

̎ɽ߅体を用いたオーフΝン(1$3の解析
　1��छྨ以্の(1$3が生体のリガンυがෆ明なオーフΝンʢࣇݽʣ受容体です。オーフΝン受容
体に対する߅体を作成し受容体を活性化するアゴニストのようにಇく߅体、ࡉ؞๔やਆࡉװܦ๔のҠ
ಈを制する߅体が得られました。作成した߅体を用いてオーフΝン(1$3の機能解析と߅体ҩༀの
ల։をࢦしています。

̏ɽ一次ણໟの形成の機構とࡉ๔機能の解析
　ほ΅全てのᄡೕಈ物ࡉ๔に存ࡏする一次ણໟは、ࡉ๔外のシάφルを受容するアンテφとしてಇき、
ͦのഁがଟくの࣬ױをҾきىこします。しかし、一次ણໟの形成と機能を制御する分子メカニズムは
ຆど分かっていません。この՝に取組Έ、࣬ྍ࣏ױのల։をࢦしています。

ओなൃදจ
 ɾ%ateyaNa I. et al. RABL2 positively controls locali[ation oG 

(PCRs in NaNNalian priNary cilia. J. Cell Sci . 132: jcs224428
（2019
 

 ɾKobayashi 5. et al. )%AC2 proNotes loss oG priNary cilia 
in pancreatic ductal adenocarcinoNa. &MBO Rep . 18: 334 

（2017）
 ɾ5oriyaNa M. et al. Phosphorylation oG doublecortin by protein 

kinase A orchestrates Nicrotubule and actin dynaNics to 
proNote neuronal progenitor cell Nigration. J. Biol. CheN. 287: 
12691 （2012）

 ɾNishiNura A. et al. Structural basis Gor the specipc inhibition 
oG heterotriNeric (R protein by a sNall Nolecule. Proc. Natl. 
Acad. Sci. 6SA 107: 13666 （2010）

 ɾNagai Y. et al. Ric-8B stabili[es the alpha subunit oG stiNulatory 
( protein by inhibiting its ubiRuitination. J. Biol. CheN. 285: 
11114 （2010）

 ɾIguchi 5. et al. Orphan ( protein-coupled receptor (PR56 
regulates neural progenitor cell Nigration via a (alpha 12/13 
and Rho pathway. J. Biol. CheN. 283:14469 （2008）

ਆܦલࡉۦ๔に͓͚Δ(タンύク質シάナルにΑΔࡉ๔֨ࠎのダイナϛοクͳมԽ
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https://bsw3.naist.jp/ishida/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
　1���年代のॳ಄、ژ大ҩֶ෦ҩ化ֶڭ ʢࣨຊॸ༎ڭतʣのੴాらは、リンパٿに
よるʮ自ݾʵඇ自ݾ識ผ機構ʯにਂく関༩する遺伝子の単離をࢦし、ೋつの異なる
アϙトーシス༠導ܥを組Έ合わせた�D%/"�サϒトラクション࣮ݧを࣮行しました。ͦ
して、ڵຯਂい一次構と発ݱパλーンをࣔす新ن遺伝子を発見し、QSPHSBNNFE�
EFBUI�1�ʢ1%�1ʣ� と໋໊しましたʢ*TIJEB�:��FU�BM��&.#0�+�11 �����������
1���ʣ。1%�1に関するこの研究は、がんの新しい໔Ӹྍ法の։発と発లし、
��1�年1�݄、ຊॸ༎ڭतにはノーϕルҩֶ生ཧֶがत༩されました。
　ώト成ਓは、約1�ஹݸ以্の有֩ࡉ๔から成りཱつとਪఆされています。Ճྸとと
もに、ͦれͧれのਖ਼常体ࡉ๔が、アミノࢎஔをう遺伝子変異を、ほんのͣݸ
つੵするとԾఆした合でも、成ਓの体全体では、出生࣌には存ࡏしなかったʮ変
異λンパク質ʯが、ほとんどແに࢈生されるࢉܭになります。われわれの໔Ӹܥは、
ͦれらのʮ異物ʯに対して、一体どのようにԠしているのでしょうか？
体で્害する߅の1%�1分子の機能を্ٿの研究からは、5リンパྍ࣏近のがん࠷　
と、がんࡉ๔中のゲノム変異にىҼするʮOFPBOUJHFOTʯに対する໔ӸԠが有ҙにճ෮することが分りました。このことは、ཪをฦせば、
がんऀױの体では、1%�1によってゲノム変異由来ݪ߅の໔ӸԠがڧく制されていることをҙຯしますʢ*TIJEB�:��$FMMT���
1��������ʣ。
　私たͪの研究ࣨでは、1%�1のこの機能はʢがんࡉ๔だけでなくʣਖ਼常体ࡉ๔に対してもద用されているʢつまり、われわれの体で
1%�1は、Ճྸとともにਖ਼常体ࡉ๔が࢈生するゲノム変異由来λンパク質の໔ӸԠを制しているʣ、というԾઆをཱて、様々なख
法をۦすることにより、ͦのଥ性をূݕしています。ਖ਼常体ࡉ๔中のゲノム変異に対する獲得໔ӸԠのにਅਖ਼໘から取り組
んだ研究はこれまでに存ࡏせ 、ͣ私たͪのこの取り組Έは、໔Ӹֶと遺伝ֶの間をՍڮする新分野をりくと考えられます。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
< 1 > Bai, J. et al., (enesis, 58, e23386, 2020
< 2 > BIshida, Y., Cells, 9, 1376, 2020
< 3 > ੴ田༃խ, Ԍと໔Ӹ, 28, 186-189, 2020
< 4 > ੴ田༃խ, 科学, 89, 125-128, 2019
< 5 > ੴ田༃խ, 実験ҩ学, 36, 1452-1456, 2018
< 6 > YaNanishi, A. et al., Nucleic Acids Res., 46, e63, 2018
< 7 > ੴ田༃խ, フΝルマシア, 53, 967-969, 2017
< 8 > ੴ田༃խ, ݱ化学, 551, 24-27, 2017
< 9 > ੴ田༃խ, 細胞学, 33, 1038-1041, 2014
<10> Shigeoka, 5. et al., Nucleic Acids Res., 40, 6887-6897, 2012
<11> Mayasari, N. I. et al., Nucleic Acids Res., 40, e97, 2012
<12> Shigeoka, 5. et al., Nucleic Acids Res., 33, e20, 2005
<13>  Matsuda, &. et al., Proc. Natl. Acad. Sci., 6SA, 101, 4170-

4174, 2004
<14> Ishida, Y. and Leder, P., Nucleic Acids Res., 27, e35, 1999
<15> Ishida, Y. et al., &MBO J., 11, 3887-3895, 1992

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ʮࣹਆܦʯやʮॠ発力ʯではなく、ひとつの問題をԿにもΘͨって考えଓけることができるʮ持ٱ力ʯとʮूத力ʯが࠷も大切です。
　研究室の指導方針
　Կかを੍ڧ的にさͤることはしまͤΜ。研究に興味を持っͨ学生は、とことΜサϙートします。しかし、サϘりͨい学生は、どこまで
もݶࡍなくサϘることができます。みなさΜはطに大人ですから、自分のことには自分で任を持ͪ、自らの進࿏は主体的にબしましΐ
う。

この研究で身につく能力
　໔Ӹ学、遺伝学、ͦΕに分子生物学の基礎知識と実験手法。がΜの໔Ӹྍ法とP%-1の生理機能に関する࠷新ใ。ʮԿがҰ൪大
切かʁʯを見分ける能力。

修了生の活躍の場
　こΕは多छ多༷です。Ұ定のはありまͤΜ。しかし、特に༏लな学生は、アカデϛοク分野のϙジションやༀ系ا業の研究৬
ڧ力にプοシϡします。

ʮ͕Μの໔Ӹྍ๏ʯʮ໔Ӹ学తなࣗݾ�ඇࣗࣝݾผの問題ʯにڵຯ͕͋Δओମతなएऀをܴし· ɻ͢
ͨͩҜࢠに͍ͯͯͬ࠲、͍ ͣΕԿかͯ͑ڭΒ͑ΔͩΖ͏、ͱ͍͏Α͏なड動తな学生ܴし·ͤΜɻ

（写真左から）
।教授：ੴ田　༃խ ishiday@bs.naist.jp
助教：ۚҪ　ݡҰ kanai@bs.naist.jp
助教：Ԭ　ઍॹ coka@bs.naist.jp
助教：দ田　Ӭর eNatsuda@bs.naist.jp
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जᙾࡉ๔生物学研究室
https://bsw3.naist.jp/kato/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

教授：Ճ౻　ॱ jkata@bs.naist.jp 

研究内容
　がんࡉ๔の特性にڵຯをͪ࣋、ਖ਼常ࡉ๔からがんࡉ๔変するաఔを解き明かすことで、がんࡉ๔に特異的な機能をඪ的とした
がんྍ࣏をՄ能にできると考えている。がんࡉ๔の特徴の中でも、ແடংな増৩能ྗには特にڧい関心を๊いていて、これを特異的
に制することでがんऀױの生存を大きくվળできると考える。解析モσルとしては、ࡉ๔גのഓ養࣮ܥݧと、モσルマウス࣮ܥݧ
をซ用している。がんの中でもന݂පには特にཹҙしており、遺伝子導入とࠎҠ植を組Έ合わせた࣮ܥݧによるٸ性ࠎ性ന݂පの
発ܥを用いている。また、໔Ӹෆ全マウスに対するώトがんࡉ๔のҠ植࣮ܥݧもซ用している。࠷近はࡉ๔पظ調અҼ子にՃえて、
代ँܦ࿏に関わるがん関࿈Ҽ子にもযをてており、がん代ँの調અの؍から、がんのฌྐ߈Ίを೦಄にஔいたがん制の方法
をݕ౼中である。

研究設備
ඪ४的な分子細胞生物学的研究設උ

Ұॹに͕Μの研究をし·しΐ͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　必ͣしもがΜの༧උ知識を持っている必要はありまͤΜ。ͨだし、基本的な細胞生物学、分子生物学の知識があって、೪りڧくਏ๊
。が必要ですޛくがΜ研究ができる֮ڧ
　研究室の指導方針
　基本的に学生の自主ੑをଚ重します。ৗ識的に考えてまともなൣғで自分で考えてもらいます。まͨ、ͦ の結果については任を持っ
てडけࢭめてもらいます。ͨだし、相ஊが必要な学生にはԉ助は੯しみまͤΜ。まͨ、がΜの基礎知識のษڧや実験を進めていく্で
必要な技術については࠙切ஸೡに指ಋします。

この研究で身につく能力
　がΜに関する基礎知識や、必要にԠじて専門的知識について࠷ઌのใを理解してもらいます。まͨ、がΜの基礎研究にܽかすこ
とのできない、分子細胞生物学的手法について学Μでもらいます。さらに、必要にԠじて動物（マス）実験の手法について取得して
もらいます。技術や能力については、ઙく෯いものではなく、ਂく専門ੑのߴい߲目にߜってॱをって取得してもらいます。

修了生の活躍の場
　ༀձ （ࣾम࢜ଔ業ੑはMR、ത࢜ଔ業ੑは研究৬）のみなら 、ͣ৯など༷々な৬छで活༂している。
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情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
　ʮ自વ໔Ӹʯはウイルスやࡉ菌といったපݪ体のײછॳظに発ಈする生体
御システムであり、マクロフΝーδやथঢ়ࡉ๔が中心的なׂをՌたしていま
す。これら自વ໔Ӹ୲ࡉ๔はපݪ体の侵入をすると、Ԍ性サイトカイ
ンやインλーフΣロンといったӷ性Ҽ子を࢈生し、Ԍや߅ウイルスԠのऒ
菌を行います。さらに、自વ໔Ӹࡴ๔のಈһ、ᩦ৯やࡉॴの໔Ӹہછײ、ى
は、5ࡉ๔Ԡや߅体࢈生といったපݪ体ʢݪ߅ʣに特異的なʮ獲得໔Ӹʯの
༠導にも必要なԠですʢਤ ʣ̍。自વ໔Ӹによるපݪ体認識機構は長らくෆ
明でしたが、1���年のショウδョウバΤにおける5PMMと呼ばれるບܕ分子の
発見と1���年のώトにおける5PMM様受容体ʢ5PMM�MJLF�SFDFQUPS��5-3ʣフΝ
ミリーの発見ʢいͣれも��11年ノーϕルʣを機に、ٸにਐΈました。5-3
はώトで1�छ ʢྨ5-31�1�ʣ、マウスで1�छ ʢྨ5-31���11�1�ʣ存ࡏしてお
り、ͦれͧれが異なるපݪ体成分を認識する受容体として機能していますʢਤ
̎ʣ。近年では、5-3以外にも、ࡉ๔質でウイルスײછを認識する3*(�*�MJLF�
SFDFQUPST�ʢ3-3TʣフΝミリーといったපݪ体認識分子もಉఆされています。
重要なことに、自વ໔Ӹはපݪ体のΈならͣ自ݾ成分やڥҼ子にもԠしԌ
を༠導することや、自વ໔Ӹܥのഁが自ݾ໔Ӹ࣬ױやアϨルΪー、Ԍ性
がることがࣔࠦされています。私達は、自વ໔Ӹの全を明らかにすܨにױ࣬
ることにՃえ、自વ໔Ӹが関༩する࣬ױの制御法のཱ֬やޮ的に獲得໔Ӹを
༠導Մ能なϫクνンの։発をࢦしています。
　主な研究テーマはԼهの̏つです。
ʣ̍自વ໔Ӹ受容体をհしたシάφル伝達ܦ࿏の解析
　5-3や3-3をհした自વ໔ӸԠを制御する分子のಉఆや分子間相ޓ作用
などの解析を通して、පݪ体の侵入からഉআにࢸるྲྀれのཧ解をࢦしていま
す。
̎ʣ新たな自વ໔Ӹ認識機構やԌ༠導機構の解析
　自વ໔Ӹはই害を受けてࢮ໓したࡉ๔の成分ʢ%/"、3/"、λンパク質、ࢷ
質などʣに対してもԠし、Ԍ性࣬ױや自ݾ໔Ӹ࣬ױを༠導することが分かっ
てきましたが、ৄࡉな認識機構はෆ明です。私たͪは、この組Έのཧ解をࢦ
しています。また、自વ໔ӸはアスϕストやՖคといったڥҼ子に対しても
Ԡします。こうしたڥҼ子に対する認識機構を明らかにすることもࢦしてい
ます。
̏ʣ新たな໔Ӹ制御法のཱ֬
　自વ໔Ӹ受容体Լྲྀシάφル伝達ܦ࿏の活性化を制御Մ能な֩ࢎ、ന質、
しています。特に、がんやウࢦ質などを用いた新たな໔Ӹ制御法のཱ֬をࢷ
イルスに対する獲得໔Ӹをޮよく༠導できる໔Ӹො活ࡎの։発をࢦしています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業
 ɾPutri %%P, Kawasaki 5, Murase M, Sueyoshi 5, %eguchi 5, Ori %, 

Suetsugu S, Kawai 5.,PtdIns3P phosphatases M5MR3 and M5MR4 
negatively regulate innate iNNune responses to %NA through 
Nodulating S5IN( tra⒏cking. J Biol CheN., 294, 8412-8423, 2019

 ɾSueyoshi 5, Kawasaki 5, Kitai Y, Ori %, Akira S � Kawai 5. )u 
Antigen R regulates antiviral innate iNNune responses through the 
stabili[ation oG NRNA Gor Polo-like kinase 2. J INNunol. 200:3814, 
2018.

 ɾMurase M, Kawasaki 5, )ako[aki R, Sueyoshi 5, Putri %%%P, Kitai 
Y, Sato S, Ikawa M � Kawai 5. Intravesicular acidipcation regulates 
lipopolysaccharide inGlaNNation and tolerance through 5LR4 
tra⒏cking. J INNunol. 200:2798, 2018.

 ɾKawasaki 5, Ito K, Miyata ), Akira S � Kawai 5. %eletion oG PIKGyve 
alters alveolar Nacrophage populations and exacerbates allergic 

Πϧε͕ΜかΒମをकΔʮࣗવ໔ӸʯのΈを明Βかに͢Δɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　Ԣな好奇心とߴいϞνϕーション。
　研究室の指導方針
　自ら課題を見つけ、実験を通して解決する能力を身にけてもらうΑう指ಋしています。ത࢜લظ課ఔ学生にରしては、主に実ࣾձ
でଈ戦力として活༂できるΑう研究のスΩルやίϛϡニケーション力のアοプを目指しͨ指ಋをߦっています。ത࢜後ظ課ఔ学生にରし
ては、論จ作やࡍࠃ学ձでのӳޠ発දを通してকདྷࡍࠃで活༂できるΑうな人ࡐをҭしています。

この研究で身につく能力
　自ݾ໔Ӹ࣬ױ、アレルΪー、がΜといっͨ自વ໔Ӹがਂく関༩する࣬ױにରする知識基൫が身につくとڞに࣬ྍ࣏ױ法の作ग़やҩ
ༀ։発にରする意識がߴまります。

修了生の活躍の場
　ༀɾ৯関࿈ا業における研究や։発৬、CRO等。

図１

図２

（写真左から）
教授：Տ߹　ଠ tarokawai@bs.naist.jp
助教：　実 kawast01@bs.naist.jp
助教：৫　大༞ dori@bs.naist.jp

inqaNNation in Nice. &MBO J. 36:1707, 2017.
 ɾKitai Y, Kawasaki 5, Sueyoshi 5, KobiyaNa K, Ishii KJ, ;ou J, Akira 

S, Matsuda 5 � Kawai 5. %NA-containing exosoNes derived GroN 
cancer cells treated with 5opotecan activate a S5IN(-dependent 
pathway and reinGorce antituNor iNNunity. J INNunol. 198:1649, 
2017.

 ɾKitai Y, 5akeuchi O, Kawasaki 5, Ori %, Sueyoshi 5, Murase M, Akira 
S � Kawai 5. Negative regulation oG MelanoNa %iGGerentiation-
associated (ene 5 	M%A5
-dependent antiviral innate iNNune 
responses by ArG-like Protein 5B. J Biol CheN. 290:1269,2015.

 ɾKuniyoshi K, 5akeuchi O, Pandey S, Satoh 5, Iwasaki ), Akira S � 
Kawai 5. Pivotal role oG RNA-binding &3 ubiRuitin ligase M&93C in 
RI(-I-Nediated antiviral innate iNNunity. Proc Natl AcadSci 6SA. 
111:5646,2014. 

 ɾKawasaki 5, 5akeNura N, Standley %, Akira S � Kawai 5. 5he 
second Nessenger phosphatidylinositol-5-phosphate Gacilitates 
antiviral innate iNNune signaling. Cell )ost Microbe. 14:148,2013.
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ࢠҩ学ࡉ๔生物学研究室
https://bsw3.naist.jp/suetsugu/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：次　ࢤ suetsugu@bs.naist.jp
助教：ଜ　च子 tnishiNura@bs.naist.jp
助教：稲葉　ַ takehiko-inaba@bs.naist.jp

研究内容　
̍ʣྫえば、がんࡉ๔、マクロフΝーδ、্ൽࡉ๔などの特有の性質のཧ解。
̎ʣ生໋の構成要ૉから、生໋の機能構と機能を࠶構成ʢਓ的に฿するʣすること。
̏ʣ࠶構成によって、ະの生໋ݱを見つけること、あるいは、طの生໋ݱに新たなઆ明
をՃえることによりࡉ๔の特有の性質をཧ解すること。

̐ʣਂֶशなどを用いたσーλサイΤンスにより、新しい生໋ݱやઆ明を発見すること。
ʢৄしいઆ明ʣ生໋の࠷খ単Ґはࡉ๔です。ࡉ๔は、さま͟まな物質がू合して形成されています。
物質のू合の違いによって、ࡉ๔は、機能にԠ͡ているとࢥわれる特徴的な形をとります。ैって、
๔の形は、構成物質がͦれͧれもつ形のԆ長ઢ্にあります。ྫえば、自ಈंは、自ಈंの෦ࡉ
の形によって、自ಈं全体の形もܾまっているといえばわかりやすいでしょうか？
　自ಈंの形は、一൪外ଆの෦であるं体の形です。ࡉ๔においては、ࢷ質ບが一൪外ଆにあ
ります。ຊ研究ࣨでは、ࢷ質ບの形がどのように作り出されるか、研究しています。
　自ಈंはಈきます。ࡉ๔もಈきます。ࡉ๔のಈきは、ಈ物が発生するときに、分化したࡉ๔が
機能するॴにҠಈするたΊに必要ෆՄܽなݱです。また。がんࡉ๔のਁ५సҠなどもࡉ๔の
Ҡಈとଊえることができます。とこΖが、ࡉ๔には自ಈंのようなंྠはありません。かわりに、
、質ບは単に変形するだけでなくࢷ。質ບを変形させ、ई取りのようにಈいていきますࢷ、๔はࡉ
ͪ͗れ、ࡉ๔間ٴびࡉ๔のコミュニケーションも୲っています。
　ຊ研究ࣨでは、ࢷ質ບの形がどのように作り出されるかについて研究し、これらのݱのഎܠ
にある物質のू合ʢどのような物質がどのようにूまることで形ができるかʣを解いていきます。
またू合した݁Ռであるࡉ๔の形ଶについても、σーλサイΤンスをద用し、新しい解ऍにઓし
ます。
ʢࢦすとこΖʣ生໋はਓ的には作ることができません。すなわͪ、生໋の中には、まだ私たͪのらない要ૉがたくさんӅれてい
るはͣです。生໋のઃܭਤであるゲノムにॻかれていることはλンパク質のことがଟく、ࢷ質のことは、はॻかれていません。しか
し、ࢷ質ບは、生໋に必要ෆՄܽな物質です。たくさんのられていないݱがࢷ質ບのपりにはӅれているはͣです。この研究にՃ
わって、発見のޣຯをຯわいましょう。

研究設備
遺伝子組みえ装置（PCR、微ྔԕ心機、߃Թഓཆ૧、など）
細胞ഓཆ設උ（クリーンϕンν、߃Թഓཆ૧、など）
タンύク࣭ਫ਼実験設උ（分光蛍光光ܭ、ԕ心機、ӷ体クロマトάϥ
フΟーなど）
細胞観設උ（ڞযレーβー顕微鏡、શࣹ顕微鏡、解૾顕微鏡など）
ίンϐϡータྨ（(P6ࡌ）

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業

（)Pや(oogle Scholarなどをࢀর：https://bsw3.naist.jp/suetsugu/）
< 1 >  J Cell Sci. 2020 Sep 2:jcs.246785. doi: 10.1242/jcs.246785.（学

Ґ関࿈論จ）
< 2 >  BiocheN Soc 5rans. 2020 Jun 29:BS520190376. doi: 10.1042/

BS520190376.
< 3 > (enes Cells. 2020 Mar�25	3
:187-196. doi: 10.1111/gtc.12749.
< 4 >  Nat CoNNun. 2019 Oct 18�10（1）:4763. doi: 10.1038/s41467-

019-12738-w.（学Ґ関࿈論จ）

< 5 >  iSc ience .  2019 Jun 18 �17 :101-118 .  do i :  10 .1016/
j.isci.2019.06. 020.（学Ґ関࿈論จ）

< 6 >  BiocheN Soc 5rans. 2018 Apr 17�46（2）:379-389. doi:10.1042/
BS520170322.

< 7 > Sci Rep. 2017 Aug 10�7（1）:7794. doi: 10.1038/s41598-017-08259-5.
< 8 > Sci Rep. 2017 Jul 28�7（1）:6808. doi: 10.1038/s41598-017-06334-5.
< 9 > Cell Struct Funct. 2016 Feb 16�41（1）:1-11. doi: 10.1247/csG.15014.
<10> J Cell Sci 2015 128:2766-2780. doi: 10.1242/jcs.167775.
<11>  Physiological Reviews, Oct�94（4）:1219-1248. doi:10.1152/

physrev.00040.2013.
<12>  Nat CoNNun. 2014 Sep 26�5:4994. doi: 10.1038/ncoNNs 5994.
<13>  生化学ୈ̔ ୈ̑ר̒ ߸ɼpp. ̒ ̏̓ -̒̐ ̕（2014） など

֎෦ۚࢿ
科研අ基൫研究、新学術ྖҬ研究、CR&S5研究など

学ձ活動
本生化学ձ、本細胞生物学ձ、本࣭ࢷ生化学ձ、本生物物理学ձ、
本分子生物学ձ、アメリカ細胞生物学ձ、本؞学ձなど

生໋のܗのͱػʙ࣭ࢷບ研究にΑΔ͕Μなどの࣬ܗױߏػのཧ解

研究を始めるのに必要な知識・能力
̍）&ssential細胞生物学の生物学と化学の知識。
̎）相ஊできる力。
。ଓする力ܧ（̏
̐）ӳޠ、本ޠのจষಡ解力。
　研究室の指導方針
初のテーマ（あるいは実験）はఏ示する߹が多いですが、ͦの結果、次にԿをするかは、結果についてٞ論して決めます。学生࠷（̍

のやるؾとアイデΟアで大きく研究が進むこともΑくあります。
̎）研究のܭը、実験、考の指ಋをߦいます。具体的には、実験をݱ࠶できるノートのॻきํを重視し、実験もできるだけஸೡに教えます。

初めはノートをॻくؒ࣌と実験のؒ࣌はಉじくらいでߏいまͤΜ。
　この研究で身につく能力
̍）શһに身につく力：論理的な考えํ。ط知の知見と自分のデータにき߹う力。ٞ論する力。プレゼンテーション能力。
̎） テーマにΑりҟなる身につく力（実験手法）：遺伝子組みえ技術。タンύク࣭ਫ਼技術。Western blotなどのタンύク࣭分析技術。

細胞ഓཆ技術。ਂ 学習。ͦ のଞ。

修了生の活躍の場
　ༀʗ৯ʗ化学系ا業、ϙスドク、大学教һなど。

図、ࡉ๔のܗଶܗΛ୲͏タンύク質ͱࢷ質ບのྫ
（SVeUTVgV eU al� PIZT 3eW ����ΑΓ）
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研究内容
3/"分子ҩ科ֶ研究ࣨでは、複雑な遺伝子発ݱ機構がどのようにして形成されていて、ڥや生体の
ঢ়گにどのように対Ԡしているかをཧ解することをඪにして、特にNJDSP3/"などの3/"分子をհ
した遺伝子制御機構にして研究を行っています。ਖ਼常なঢ়ଶでの遺伝子発ݱ制御の機構をཧ解し、
ͦのഁがどう࣬ױにܨがるかを分子Ϩϕルでཧ解するたΊの重要な研究分野です。研究ख法として
は、分子生物ֶ的解析ʢ次世代シークΤンスやిؾӭಈʣを用いた遺伝子発ݱ解析や、モσル生物ʢಈ
物ഓ養ࡉ๔、ショウδョウバΤ、マウスなどʣを用いた遺伝ֶ的解析、またσーλϕース্にެ։され
ているシークΤンスσーλをؚΉ大ྔゲノミクスσーλを用いたֶ的解析を行っています	ਤ 
̍。主に
以Լの分野の研究を活発に行っています。

NJ3/"発ݱ制御機構
近年の研究で、ന質コーσィンά遺伝子はసࣸϨϕルのଞ、సࣸޙϨϕルでも発ݱ調અを受けてい
ることがわかって来ました。NJ3/"の発ݱもಉ様にసࣸおよびసࣸޙϨϕルで制御されているはͣで
す。NJ3/"の発ݱ異常は࣬ױ組৫でଟく見られ、分子機構のཧ解がٸがれます。私たͪの研究ࣨでは
݈常w࣬ױ組৫でのNJ3/"発ݱ制御をゲノミクスや生化ֶ的ख法で研究し、ͦれら分子機構の生物ֶ
的ҙٛをࡉ๔wݸ体Ϩϕルでݕ౼します。

NJ3/"生合成ܦ࿏のଟ様性
私たͪの࠷近の研究から、యܕ的なNJ3/"生合成ܦ࿏のଞにN3/"スϓライシンάやリボιーム3/"生合成ܦ࿏を用いて作られる
NJ3/"の存ࡏが明らかになりました。これらの݁Ռは、छ々の3/"ϓロηッシンά機構がҙ外な形で遺伝子発ݱ制御に寄༩している
ことをࣔࠦしており、ͦの分子機構の解析を行うとともに、これらの分子機構の生物ֶ的ҙٛを解明していきます。

খ分子3/"生合成ܦ࿏のਐ化
ଟ様なখ分子3/"生合成ܦ࿏の発見のաఔで、特ఆの生物छのΈに存ࡏするখ分子3/"生合成ܦ࿏も見つかりました。これらの機
構は໔Ӹ機構として機能しているようです。生物छ間でのখ分子3/"生合成ܦ࿏のଟ様性を調べるたΊに、私たͪはछ々の生物छの
サンϓルからখ分子3/"のಉఆと分子機構解析を行なっています。新たなখ分子3/"ܦ࿏の発見とͦのԠ用によりࡏݱの$3*413や
。するような新たなख法を։発することができるかもしれませんব法をิׯ"/3

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
  <̍ > ;hou and LiN et al. 	2018
 eLiGe 7:e38389
  <̎> (oh and OkaNura 	2018
Methods Mol Biol.  1680:41-63
  <̏> LiN and Ng et al. 	2016
 Cell Reports 15 	8
 1795r1808
  <̐> Chak et al. 	2015
RNA21	3
: 375-384
  <̑> Pek and OkaNura 	2015
 WIR&s RNA	6
:671-86
  <̒> Chak and OkaNura 	2014
 Frontiers in (enetics 5:172
  <̓> OkaNura et al. 	2013
 (enes � %ev27	7
:778-92
  <̔> OkaNura et al. 	2009
 Molecular Cell.  36	3
: 431-44.
  <̕> OkaNura et al. 	2008
 Nature 453	7196
: 803-6
<̍̌ > OkaNura et al. 	2007
 Cell130	1
: 89-100

研究を始めるのに必要な知識・能力
　จষのಡ解力が重要になります。まͨ専門的で࠷新の知識を得るには、ӳޠでॻかΕているใݯにཔら͟るを得まͤΜ。ӳޠで
のใऩूにૣくから׳Εておくことをקめます。分子生物学の基礎知識があると良いですが、研究室配属後に学なけΕいけない
ことが多いので、はじめに持っている知識ྔΑりも、配属後にどΕだけのྔのใを理解しফ化していけるかが重要です。　

研究室の指導方針
　研究室配属当初は設定さΕͨ実験課題をスタοフにΑる実験の指ಋのもとߦってもらいます。能力にԠじてঃ々に研究ܭըの設定か
ら実験結果の考までಠ立にߦえるΑうに指ಋします。ִिで実験の進ঢ়گのใࠂ、まͨ2-3 ϲ݄にҰఔ、ϥϘϛーテΟンάで
の発දをߦってもらいます。研究室配属さΕͨから、個々の学生は、໘する問題wٙ問の解決に自ら取り組ΜでいくҰ人のh 研究者ʱ
です。どΕだけͨくさΜの知識を持っているかでなく、持っている知識を使って問題の解決にどΕだけݙߩできるかをৗに考える必要が
あります。

この研究で身につく能力
　ത࢜લظ課ఔの学生は大ྔシークΤンスやిؾӭ動をؚむ分子生物学実験を通してͦのݪ理をਂく理解し、実験結果からどのΑう
なใを得ることができるかを学Ϳことができます。ത࢜後ظ課ఔでは、生物学的ٙ問を解決するҝにこΕらの技術をどのΑうに使う
かܭըして結果を解釈することができるΑうになってもらいます。まͨ論จw学ձ等での発දのҝのޮ果的なプレゼンテーションの技術
を学びます。個々の力（問題解決のҝにଥͣͤڠに解決法を୳る）にൺྫして、論理的思考や問題解決能力が得らΕます。ҹ物や
インターωοトからどのΑうなใを得ることができるか、どのΑうなঢ়گで研究室֎の人のڠ力を得るきか、ద切なஅをԼすこ
とができる能力は研究Ҏ֎でも必ͣに立ͪ、पғに৴པさΕる人ࡐとなるҝの基礎になると思います。

修了生の活躍の場
　新しい研究室なのでमྃ生はまだいまͤΜが、アカデϛアでの研究者の΄か、特にバイオメデΟカル分野（ༀw৯ձࣾなど）で活
༂する人ࡐがҭつΑうظしています。

（写真左から）
教授：Ԭଜ　উ༑ okaNurak@bs.naist.jp
助教：ౡ本　྿ renshiNaNoto@bs.naist.jp

Ҩޚ੍ݱൃࢠをଟ໘తにཧ解し、ͦのҟৗ͕පؾにͭな͕Δ謎を解͘ɻ

図�．ڀݚख๏の֓ཁ
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研究内容
研究ɾڭҭの֓要
の増৩能と体の全てを構成すݶ๔は、ແࡉװ๔などのଟ能性ࡉ๔やJ14ࡉ4&　
るࡉ๔の分化能をซせ࣋つ特घなࡉװ๔であり、ͦの能ྗΏえに࠶生ҩྍや
ༀなどのԠ用がظされています。一方、ࡉװ๔を利用するଆのࢹで考
えると、ଟ能性ࡉװ๔は成体の様々なࡉ๔と分化しうるඇ常にྗڧな分化能
を࣋つࡉ๔であるので、この分化能ྗをϫンステッϓͣつਫ਼ີにコントロールし
ながら、的ࡉ๔と分化させて行くことが重要になります。このようなࡉװ๔
の分化方法には必ͣしもਖ਼解があるわけではないのですが、発生աఔでは֤ଁ
器がඇ常に高いਫ਼でଉをのΉほどඒしい�次ݩ構が形成されることから、ଁ
器発生のしくΈをཧ解することが、ଟ能性ࡉװ๔の分化方法を։する্でよい
ώントとなります。ຊ研究ࣨでは、特にңやഏなどの組৫形成のしくΈの解明を
ਐΊつつ、ࡉװ๔の分化制御方法を։発し、さらに࣬ױモσルや組৫࠶生の
Ԡ用をࢦした研究を行っています。

主な研究テーマɿ

ң組৫の形成と࣬ױ
　ңは、主要なফ化器官ですが、ͦの発生のしくΈはҙ外とわかっていません。発生ॳظのᡢ༿から一ຊのফ化管が形成され、ң
の༧ఆྖҬがܾఆされ、さらに成ख़分化してңのଆにңથと呼ばれるԁபঢ়্ൽ構がびっしりと形成されると考えられていますが、
ͦのメカニズムはあまりわかっていないのです。�私たͪは、࠷近マウス&4ࡉ๔からݧࢼ管でң組৫をؙ͝と分化させる方法をใࠂ
しました。このࡉװ๔分化方法は、ңの組৫が形成されるしくΈを調べるたΊのྗڧなূݕツールになります。また、ңがんなどの࣬
の発機構を調べる্でؾ管で作したң組৫はがんなどのපݧࢼしないことから、このようなࡏは、あまりྑいಈ物モσルが存ױ
も有用だと考えられます。私たͪは、ңの発生のしくΈを解析しつつ、このݧࢼ管分化モσルを利用して分化のメカニズムをূݕす
るとともに、࣬ױ発機構の解明にも取り組んでいます。

ഏ組৫の分化と組৫࠶生
　ഏは、ңとಉ͡く、発生ॳظのᡢ༿から形成されたফ化管から、ഏのݩとなるഏ芽が出芽し、増৩しながら枝分かれして発生して
いきます。࠷近、ώトJ14ࡉ๔からഏの組৫ࡉ๔を分化させる方法がݕ౼されていますが、私たͪもഏલࡉۦ๔やؾ管ࢧણໟ্ൽࡉ๔
を分化させる方法の։発をਐΊ、ͦの分化制御のしくΈを明らかにするたΊの研究をਐΊています。

研究設備
クリーンϕンν、҆શΩϟϏωοト、CO2インΩϡϕータ、蛍光顕微鏡、実
体顕微鏡、リアルタイムPCR、クϥイオスタοトଞ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
.̍野ོޱ明、ߊ࡚܀,実験ҩ学૿2016 ,74-77 ,34 ,ץ
.̎Noguchi 5K et al., Nature Cell Biology, 17, 984-993, 2015
.̏Seki Y et al., Proc. Natl. Acad. Sci. 6 S A, 107, 10926-10931, 
2010

ൃ生をཧ解し、ࡉװ๔を੍͢ޚΔ͜ͱͰ、৫࠶生を࣮͢ݱΔ

研究を始めるのに必要な知識・能力
 ɾװ細胞分化や組৫ܗɾ発生にରするڻきや興味、νϟレンジਫ਼ਆ。
 ɾ多少失敗してもらͣஸೡに実験を持ଓする力と楽ఱੑ。
 ɾ失敗を論理的に分析し、ʮΘからないことʯをෳのՄ能ੑに分解して解決法を୳る論理ੑ。
 ɾଞのメンバーとڠௐして研究するίϛϡニケーション能力。

研究室の指導方針
　研究室に配属後、1ɻ 2か݄後は基本的な実験手技のトレーニンάをできるまで܁りฦし、ͦの後、個ผのテーマで実験を進めます。
ຖिਫ༵にશһが進ঢ়گをใࠂしใަするϛーテΟンάを、ຖि༵ޕ後に࠷新論จ1ใを発දするジϟーφルクϥϒと2ʵ3か
݄分のデータを学ձࣜܗで発දするプロάレスϛーテΟンάを1人ͣつॱ൪にߦいます。ੈքトοプの研究者がԿを考えてどうデータを
取得しているか、自分の研究はどうかをٞ論し、Ϣニークな研究を࠷後までやりげることができるϗωのある研究者をҭします。

この研究で身につく能力
のしくみを解析しなܗ態ܗ作らΕていくか、ͦのܗの研究室ではマスを用いて発生աఔでңやഏなどの組৫がどのΑうにͪͨࢲ　
がら、多能ੑװ細胞の分化技術や分化స技術をར用しͨ組৫࠶生ํ法の։発やප態Ϟデルの作を進めています。ैって、研究室
ではװ細胞や分化のしくみに目して関࿈論จをಡみࠐみ、研究の進めํ、考えํを理解し、解析技術やഓཆ、分化ํ法を習得する
ことになります。特に研究を通して、自分の実験データの意味するとこΖをਖ਼しくಡみ解き、論理的に考えて研究を進める能力や、ਫ਼
֬で҆定しͨ実験手技が身につきます。まͨ、研究室のଞのメンバーのࣄの༰を理解し、ϛーテΟンάでデΟスカοションを܁りฦ
すことで、ଞのメンバーとίϛϡニケーションをとりながら研究ɾ։発を進める能力が身につきます。

修了生の活躍の場
。ձࣾ、CROなどࠪݕ、業ا֎の大学や研究ॴの研究һ、ༀࠃ　

図．マス&Sࡉ๔͔ΒݧࢼͰݩ࣍�ഓཆにΑΓԽͤ͞た
ң৫૾。

（写真左から）
教授：ߊ　࡚܀ akikuri@bs.naist.jp
助教：ߴ田　ਔ実 htakada@bs.naist.jp
助教：ҹ౦　ް atsushiinto@bs.naist.jp
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।教授：Ҫ　ل明 noriakisasai@bs.naist.jp

研究内容　
　私たͪώトをは͡Ίとするݸ体にはたくさんのࡉ๔が存
し、体で整વとஔされています。これは、器官やࡏ
組৫が発生するࡍにࡉ๔が増৩しながら性質を変化させる
ʢ分化するʣことによってىこります。また、発生ஈ֊で一
形作られた器官は、ݸ体が生きଓけるݶりਖ਼֬にಇきଓ
けなければなりません。私たͪは、器官が構ஙされていく
աఔや、ͦの機能ҡ࣋のメカニズムを、次のようなテーマ
に分けて明らかにしていきます。
ʢ1ʣࡉ๔外シάφルҼ子と遺伝子発ݱ制御の関。
　�　主に中ਆܥܦの発生にணし、ͦれを制御するシά
φルҼ子やલࡉۦ๔のԠメカニズムについて研究して
います。

ʢ�ʣᡢ性ࡉװ๔ʢ&4ࡉ๔ʣからのਆܦ分化ܥのཱ֬。
　�　さま͟まなਆࡉܦ๔を࢈出するたΊの技術։発を、̎
次ݩ、̏次ݩഓ養を用いてਐΊています。

ʢ�ʣ遺伝性ױ࣬؟のྍ࣏法の։発。
　�　ບ৭ૉ変性という遺伝性のױ࣬؟にணし、ͦ
れがਐ行していくաఔを明らかにすることにより、新نのྍ࣏法の։発と݁びつけます。
　　これらの研究を行う্で、࣮ܥݧとして、ニϫトリのཛʢᡢʣ、マウス、マウス&4ࡉ๔を用いています。

研究設備・ٕज़
　当研究室では、基本的な細胞ɾ分子生物学をߦうͨめの設උはもͪΖΜ
のこと、ௗ （ྨニϫトリ、ズϥᡢ）にରする遺伝子ಋೖ装置（Τレクトロϙレー
ション）をඋえており、発生学的解析が研究室でߦえます。こΕらを用
いて、ༀࡎॲ理や顕微手術の΄か、マスᡢੑװ細胞（&S細胞）からのਆ
ってߦ通設උでڞいます。遺伝子変ҟマスは学のߦ分化༠ಋなどをܦ
います。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
< ̍> Yatsu[uka et al.,（2019）%evelopNent 146, dev176784.
< 2 >  Kadoya and Sasai.（2019）Frontiers in Neuroscience 13, 

1022.
< 3 > Sasai et al.,（2019）Frontiers in (enetics 10, 1103.
< 4 > )ori et al.,（2019）Scientipc Reports, 9, 15911.
< 5 > Kutejova et al.（2016）%ev Cell, 36, 639-653.
< 6 > Luehders et al.（2015）%evelopNent, 142, 3351-3361.
< 7 >  %ellett et al.（2015）Investigative OphthalNology and 7isual 

Science, 56, 164-176.
< 8 > Sasai et al.（2014）PLOS Biology, 12, e1001907.
< 9 >  科学ࣙయ（2017）（https://bsd.neuroinG.jp/wiki/ιニοクɾ

ϔοジϗοά、http://bsd.neuroinG.jp/wiki/ਆܦ༠ಋ、https://
bsd.neuroinG.jp/wiki/Ґ置ใ）

生やւߍߴ、っています。まͨߦಉ研究をڞ֎の研究機関、大学とࠃ　
֎からのインターン生のडけೖΕ、ͦの΄かҬのํ々の研究հ活動
などを、定ظ的にߦっています。

動物のثどのΑ͏にߏங͞Ε、ਖ਼֬にػをൃ͢شΔのͩΖ͏ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
ɾ基本的な分子生物学や細胞生物学の知識。
ɾٙ問に思っͨことを、自分の手で解決しΑうというੵੑۃ。
ɾ学習や作業にίπίπと取り組む࢟。
　研究室の指導方針
　M1ではま 、ͣ基本的な発生生物学的、細胞生物学的実験技術を習得します。ͦΕとฏߦして、論จߨಡや教科ॻのྠಡձなどをߦっ
て研究分野のྺ࢙や基礎を૯߹的に学Ϳ΄か、研究プロジェクトを立案し、実験の戦ུを考え、実ߦしていきます。M2では、主体的
に実験を進めながら、研究の༰や果を論理的でΘかりやすいจষでදݱし、म࢜論จにまとめます。ത࢜後ظ課ఔの学生は、ͦ
ΕͧΕのプロジェクトにおける発見を、ߘ論จɾത࢜論จと発లさͤていきます。
　この研究で身につく能力
ɾ自分自身の研究を進めていく্で必要な実験技術、論理的な考えํ。
ɾΘかりやすく論理的にߏさΕͨプレゼンテーションやจষ力、ӳޠ力。

修了生の活躍の場
　学Μだ知識や技術を生かし、生物学の専門Ոとしてくࣾձにݙߩしています。ͨとえ、ༀا業、৯ا業での技術։発研究者
の΄か、ίンサルタント、ҩྍ技術者、ڥ技術者や、大学におけるത࢜研究һとして活༂しています。

図２　マスᡢੑࡉװ๔（&Sࡉ๔）͔ Β
　　　Խͤ͞たਆࡉܦ๔。図１　ൃ生։̐ޙ࢝のχϫトϦᡢ
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研究内容
ҟछ間Ωϝϥಈ物ʹΑΔଁ器形成Ϟσϧ
　マウスとラットの受ਫ਼ᡢをू合させて̍つにした異छ間キメラಈ物の作
出は、1���年代からࢼΈられていましたが、長い間、成ޭにࢸっていま
せんでした。しかし、൫に寄༩することのない&4�J14ࡉ๔を用いること
によって、マウスとラットの異छ間キメラಈ物を生させることができまし
た。この方法で、ڳથのないψーυマウスのᡢ൫๔とラットの&4ࡉ๔の組
合せにすると、ڳથがラットのࡉ๔で構ஙされる異छ間キメラが生する
ことが分かりました。つまり、異छ間キメラを用いて、&4ࡉ๔やJ14ࡉ๔
から、複雑な�次ݩ構を࣋つଁ器を作ることができることが分かりまし
たʢSFG��ᶅʣ。
　このように、異छ間キメラの体でଁ器ɾ組৫、ࡉ๔が作られるかどうか、
また、ͦ れらがਖ਼しくಇいているかを明らかにすることは、ଁ 器Ҡ植といっ
た࠶生ҩྍの発లにおいて、重要な՝の一つです。私たͪは、異छ間キ
メラಈ物を用いて、様々なଁ器形成モσルのཱ֬をࢼΈ、ଁ器ɾ組৫、ࡉ
๔がਖ਼常に機能するたΊに必要な要Ҽを明らかにしていきます。

৽نಈ物Ϟσϧ
　近年、次世代遺伝子վ変技術としてされているゲノムฤू技術
ʢ$3*413�$BTシステムなどʣを用いれば、؆単に遺伝子ഁյಈ物を作できるようになりました。この技術を&4ࡉ๔ʢまたは、J14
。๔ʣと組Έ合わせば、より複雑な遺伝子վ変を行えるようになりますࡉ
　また、マウスのᡢにラットの&4ࡉ๔を入した異छ間キメラのਫ਼には、マウスだけでなく、ラットのਫ਼子もできます。このラッ
トਫ਼子はラットのཛ子と受ਫ਼させると、次世代が生することが分かっており、このܥをհして遺伝子組えラットの作出にも成ޭしま
したʢSFG�ᶃ�ᶄʣ。
　このような、ゲノムฤू技術と異छ間キメラಈ物の技術を組Έ合わせ、ώトの࣬ױモσルಈ物だけでなく、遺伝子ֶɾࡉ๔ ɾֶ
生৩ֶをۦして生໋科ֶ研究のϒϨイクɾスルーにܨがるような新たなಈ物モσルの։発をࢦします。

ओな研究業績
ᶃIsotani, A.,MatsuNura, 5., Ogawa, M., 5anaka, 5., YaNagata, K., Ikawa, M., 

and Okabe, M. （2017） A delayed sperN penetration oG cuNulus layers 
by disruption oG acrosin gene in rats. BiolReprod 97: 61-68.

ᶄIsotani, A., YaNagata, K., Okabe, M., and Ikawa, M. （2016） (eneration 
oG )prt-disrupted rat through Nouseˡrat &S chiNeras. Sci Rep 6：
24215.

ᶅIsotani, A., )atayaNa, )., Kaseda, K., Ikawa, M., and Okabe, M. （2011）. 
ForNation oG a thyNus GroN rat &S cells in xenogeneic nude Nouse�--
�rat &S chiNeras. (enes Cells 16, 397-405.

ᶆIsotani, A., Nakanishi, 5., Kobayashi, S., Lee, J., ChuNa, S., Nakatsuji, 
N., Ishino, F., and Okabe, M. （2005）. (enoNic iNprinting oG 99 
sperNatogonia and 99 oocytes recovered GroN 99�--�9Y chiNeric 
testes. Proc Natl AcadSci 6 S A 102, 4039-4044.

Ωϝϥ動物をͯͬʰ࠷ઌʱをҰॹにΓ·しΐ͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　さま͟まな生໋科学技術を駆使して研究をߦっていますので、Ұൠ的な生໋科学の基礎知識が必要になります。さらに、ᄡೕྨのड
ਫ਼、個体発生の知識があると、Αり研究に取組みやすいです。

研究室の指導方針
　म࢜課ఔの2ؒは、プレࣾձ人として、نଇਖ਼しいメリϋリのある生活を身につけてもらいます。実験に関しては、教Θっͨࣄを学
生自身でݱ࠶できるΑうに、しっかりとٙ問ɾ問題をࠀし、ि1ճのϥϘηϛφーで、進のใࠂとともに、トϥϒルシϡーテΟン
άについてもし߹います。ब৬活動もメリϋリをつけて、ܭը的にߦうΑうにめてもらいます。ത࢜課ఔ進学の学生には、研究の立案ɾ
。を目ඪとしてもらいますࠂジϟーφルච಄ஶ者としての論จใࡍࠃ、ができるΑうに指ಋしߦըɾ実ܭ

この研究で身につく能力
。の研究室では、遺伝子ૢ作、細胞ഓཆ、動物実験、組৫学的解析の技術が身につきますͪͨࢲ　
遺伝子ૢ作：PCR、プϥスϛド、大ەを使って、%NAを切りషりし、遺伝子発ݱϕクターや、ゲノム相ಉ組みえターゲテΟンά
ϕクター、ゲノムฤूϕクターのߏஙなど。
。細胞などのथ立ɾഓཆ。थ立しͨഓཆ細胞の遺伝子ಋೖװ๔ഓ養：&S細胞やiPS細胞といっͨ多能ੑࡉ
ಈ物࣮ݧ：遺伝子վ変しͨマスやϥοトの取扱、解、Ҡ植実験。
組৫ֶ的解析：解しͨ動物のଁ器を用いて切ย作、߅体છ৭、顕微鏡観。

　こΕらҎ֎にも、研究の進にΑって、डਫ਼ᡢૢ作、Ωメϥ動物ɾ遺伝子վ変動物の作や、%NA、RNA、タンύク࣭の解析技術
も学Μでもらいます。

修了生の活躍の場
　ༀ、研究機器։発、ྟচࠪݕ業、大学の技術৬һなど

図　ҟछؒΩϝラಈ物のٕज़Ͱͬ࡞たラοトڳથのಇ͖

（写真左から）
।教授：ү୩　ҁ子 isotani@bs.naist.jp 
助教：由ར　ढ़༞ shunsukeyuri@bs.naist.jp
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（写真左から）
教授（݉任）：∁　ത࢙ hiro@bs.naist.jp
।教授：ळࢁ　ণ akiyaNaN@bs.naist.jp
助教：খྛ　 ka[uok@bs.naist.jp

、ΒΕ͍ͯΔのかに͍ͭͯ͑ࢧΈにຊతなجの研究室Ͱ、ήϊϜのਖ਼֬なෳ͕どのΑ͏なͪͨࢲ
ήϊϜߏの୯७なඍ生物を༻͍ͯ研究し͍ͯ· ɻ͢·ͨ、࣮なෳͱٯに、ෆਖ਼֬なෳにΑΔ
ಥવมҟのൃ生ͱͦの੍のϓϩηε、͋Δ͍、ࡎە߅のػ༺࡞ংͰ͋ΔνϛϯׇރにΑΔࡉ๔ࢮͰ
生͡ΔήϊϜෆ҆ఆੑ、ඍ生物Ͱ研究し͍ͯ· ɻ͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　大学で生物の授業をडけていることがましいですが、特にバοクάϥンドは問いまͤΜ。まͨ、微生物を取り扱っͨܦ験も問い
まͤΜ。છ৭体ෳ、あるいは、ಥવ変ҟやゲノムෆ҆定ੑの研究に興味があり、意欲のあるํなら୭でも歓迎します。

研究室の指導方針
　生໋の基本的問題にڧい興味を持つ学生に、研究者やࣾձ人として活༂できる基礎的な力をཆえる教ҭにશ力をいでいます。まͨ、
ब৬رの学生には、ब৬活動にे分配ྀして研究指ಋをߦいます。

この研究で身につく能力
を用いて、分子遺伝学とゲノム生物学の手法を駆使しながら多໘的な研究をਫ਼力的に推進しています。こ（ە大）ྉとして微生物ࡐ　
Εらを通じて、微生物や%NAについての༷々な実験手技や解析法を身につけることがग़དྷます。まͨ、教һの指ಋのݩで、ͦΕ
ͧΕಠ立しͨ研究テーマで々の研究を主体的に進めてもらうաఔで、プロジェクトߦ力をཆえます。さらに、々の果についての
教һやଞの学生とのٞ論を通じて、新ͨな課題を見ग़す力（問題発見力）、あるいは、ͦの課題にରしてどのΑうに取り組めΑいのか
考えてߦ動する力（問題解決力）もཆえます。

修了生の活躍の場
　本研究室のଔ業生は、微生物関にݶら༷ͣ々な業छにब৬して活༂しています。ྩ2のमྃ生のब৬ઌは、大௩ༀとਗ਼
คです。
　աڈのमྃ生の主なब৬ઌはҎԼです。ୈҰڞࡾ、大ਖ਼ༀ、田ลༀ、Ωοηイༀ、アースༀ、ఇᅳༀ、ϒリストルɾマイϠーズ、
ϠンηンフΝーマ、ノΤϏア、味のૉ、ԫࡩ、オリΤンタル߬、ϗクト、ϠマΩ、ઇҹメάϛルク、Ωϡーサイ、ত࢈業、イーϐーΤス、
ே業、アズϫン、༗人Ӊシステム、トϤタ自動ं、Ωアゲン、౦༸、ώϡーマンリιシア、本ेࣈ、ౡ作ॴ、দϗトニクス、
、立ҩ科大学ݝ立遺伝学研究ॴ、ಸ良ࠃ、立がΜηンターࠃ、大学ݹ໊、大学ࡕ大学、大ژ、ඛ化学、本IBM、マπϞトΩϤシࡾ
。ෞಙ学Ԃ大学などذ、業大学、ۚҩ科大学࢈ژ、科学技術研究ॴ、์ࣹઢҩ学૯߹研究ॴڥ

研究内容
　ゲノム複では、複։࢝で形成された:ܕࣈの複フォークが、ரܕ%/"্をҠಈしながら新生%/"を合成します。ͦのとき、
複フォークのਐ行は、છ৭体%/"্の様々な要Ҽによって常にげられています。ͦの્害要Ҽは、%/"の自વଛই、%/"に݁合
しているന質、సࣸ中の3/"ϙリメラーθ、છ৭体の高次構などです。さらに、ψクϨオνυのܽによる%/"合成のج質ෆも、
複フォークのਐ行を્害します。これらの要Ҽによる複フォークのਐ行્害は、ಥવ変異やゲノムෆ҆ఆ性による発がんや遺伝࣬ױ、
あるいは、ࡉ๔ࢮにܨがります。

ʢ ʣ̍複フォークは、છ৭体্をどのようにਐ行しているのか
。ຊ的な機能は、分子Ϩϕルでཧ解がਐんでいますجされているように、複フォークでಇく複߬ૉのࡌه科ॻにڭ生物ֶのૅج　
一方、ʮ複フォークが、様々な複્害の要ҼにҲれているછ৭体্をどの様にಈいているかʢ複フォークのಈଶʣʯは、ಥવ変異
やゲノムෆ҆ఆ性の解明にෆՄܽですが、ͦ の全容はඍ生物でもਅ֩生物でも明らかではありません。私たͪは、છ৭体での複フォー
クのಈଶ解析を、大菌を用いてඍ生物でॳΊてՄ能にしました。ͦして、છ৭体্の複フォークಈଶのجຊݪཧの解明をࢦして、
この新しい解析法をۦして研究しています。また、複フォークಈଶの異常によって発生するಥવ変異やછ৭体異常について、ͦの
発生と制の機構も研究しています。

ʢ�ʣψクϨオνυܽのڥで、ゲノムෆ҆ఆ性はどのように生͡るのか
　νミンのٌծʢׇރʣは%/"複を્害し、ਅ֩生物でもඍ生物でも、ࡉ๔がܶ的に生存ྗをফࣦする ňνミンٌծࢮŉ を生͡ます。
ҩྍݱで長年われている߅がん6'��ࡎʢ̑�フルオロウラシルʣや߅菌ࡎトリメトϓリムは、νミン合成を્害してこのνミンٌծ
पลのゲノムྖҬがબ的に࢝の機構はԿれの生物でも謎です。大菌のνミンٌծでは、複։ࢮ๔ࡉを༠導しますが、ͦのࢮ
ফࣦします。しかし、%/"合成のج質ෆによる複્害はゲノム全般でىきるので、このゲノムফࣦは単७なνミンෆだけではઆ
明できません。私たͪは、νミンෆにґ存して複フォークをఀࢭするゲノムྖҬをこのゲノムফࣦ෦Ґに発見し、νミンٌծࢮのゲ
ノムෆ҆ఆとࡉ๔ࢮのメカニズム解明をࢦして、この複ఀྖࢭҬを解析しています。

研究設備
　֤छഓཆ装置、%NA解析装置、顕微鏡、分光光ܭ、ԕ心機　など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業
<1> K. 6chida et al., Mol. Microbiology, 70, 608-622, 2008
<2> 5. Mori et al., (enes (enet. Syst., 87, 75-87.2012
<3> M. Ikeda et al., (enes (enet. Syst., 87, 221-31, 2012
<4> A. Furukohri et al., Nucleic Acid Res., 40, 6039-6048, 2012
<5> 5. M. PhaN et al. Mol. Microbiology, 90, 584-596, 2013
<6> M. Ikeda et al., Nucleic Acid Res., 42, 8461-72, 2014
<7> K.W. 5an et al., Nucleic Acid Res., 43, 1714-25, 2015
<8> M.5. AkiyaNa et al., (enes Cells, 21, 907-914, 2016
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研究内容
　研究ࣨでは、ストϨスをʮ߃常性がอたれた生体のバランスを่す外෦要ҼやڥҼ子ʯとఆٛしています。ඍ生物は私たͪのよ
うなଟࡉ๔生物と異なり、ݸ体として常にڥからのストϨスにമされています。ඍ生物は様々なストϨスにԠし、ࡉ๔の遺伝子
発ݱ、λンパク質間相ޓ作用ɾ߬ૉ活性、代ँܦ࿏などを制御することで、্ٿのܹしいڥ変化にదԠしてきました。私たͪの研
究ࣨでは、ඍ生物を対に以Լのような研究に取り組んでいます。

ʣ̍߬における新نなストϨスԠɾ性機構の解明
　ඍ生物は、ਐ化のաఔでストϨスをਝに認識し、かつਖ਼֬にॲཧするシステムを獲得しており、ඍ生物の研究によって、ڥదԠ
や生໋Ԡの ň全体૾ŉ をଊえることもՄ能です。高等生物のモσルとして、また発߬৯ɾバイオΤλノール等のに重要な߬
を用い、私たͪが新たに見出した様々なڥストϨスに対するࡉ๔のԠɾ性の分子機構を解明しますʢバイオサイΤンスʣ。
�ɾϓロリンの生ཧ的ׂとࡉ๔オルガωラの༌ૹ機構
�ɾϓロリン�アルΪニン代ँをհした一ࢎ化ૉʢ/0ʣの生成機構と生ཧ機能
�ɾϢϏキνンシステムによる異常λンパク質のम෮ɾ分解機構

̎ʣストϨスԠɾ性機構の࢈業߬のҭछのԠ用
　ඍ生物による発߬生࢈աఔはࡉ๔にとってストϨスڥであるた
Ί、ඍ生物の有用機能ʢΤλノール、ࢎガス、ຯɾ෩ຯ成分、ア
ミノࢎ、有機化合物の生࢈などʣが制ݶされ、発߬生ྗ࢈にもݶ
քがあります。ͦこで、私たͪが見出したૅج的見を活用し、ス
トϨス性能を高Ίた࢈業߬のҭछにԠ用する研究をਐΊてい
ますʢバイオテクノロδーʣ。
�ɾ�ストϨス性機構の高機能化と高利用による࢈業߬のҭछ
�ɾ�アミノࢎの代ँ制御機構と生ཧ機能にணした࢈業߬のҭछ

　また࠷近では、研究ࣨで։発した߬を用いて、ԭೄの伝౷ৠཹञとしてられる๐の化ʢハイパーイースト1�1、はなは
なハイϏスカス߬ࠐΈ、ঘ,".*.63"ʣに成ޭするなど、これまでの研究成Ռがண࣮に࣮を݁び、ࣾձにؐݩされています。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ʲ研究業ʳ
 1）NishiNura et al., Yeast, in press 	2020

 2）Ohashi et al., Metab. &ng., 62, 1-9 	2020

 3）Koonthongkaew et al., Appl. Microbiol. Biotechnol., 104, 7915-7925 	2020

 4）AnaN et al., Sci. Rep., 10, 6015 	2020

 5）Watanabe et al., Appl. &nviron. Microbiol., 85, e02083-18 	2019

 6）Ohashi et al., J. Ind. Microbiol. Biotechnol., 46, 1039-1045 	2019

 7）Abe et al., Front. (enet., 10, 490 doi:10.3389/Ggene.2019.00490 	2019

 8）Mat Nanyan et al., F&MS Yeast Res., 19, Go[052 	2019

 9）NishiNura et al., J. Biol. CheN., 294, 13781-13788 	2019

10）Mukai et al., Microbial Cell, 7, 482-490 	2019

11）Watanabe et al., Appl. &nviron. Microbiol., 84, e00406-18 	2018

12）Watanabe et al., Appl. &nviron. Microbiol., doi:10.1128/A&M.00406-18
13）5akpho et al., Metab. &ng., 46, 60-67 	2018


ඍ生物のະなΔύϫʔを解明し、ਓྨにཱͭඍ生物をしΑ͏��

研究を始めるのに必要な知識・能力
　微生物学、分子生物学、細胞生物学に関する知識や、ँ、߬ૉなどに関する研究のܦ験をお持ͪのํは大歓迎ですが、未ܦ験の
ํも、微生物にରする好奇心とνϟレンジਫ਼ਆのあるํならきっと大ৎです。
　研究室の指導方針
　ʮ࿑を੯しま い知見を੯しもう�� 研究を楽しもう��ʯを研究ϙリシーとしています。バイオサイΤンスɾテクノロジーにରするؒ࣌ͣ、
とਂい専門ੑを݉Ͷඋえ、৯ྐ、ΤωルΪー、ڥ、生໋などのݱࣾձやڥٿが๊える༷々な課題にରしてੵۃ的にνϟレン
ジできる人ࡐのҭを目指しています。まͨ、ࣾձ人になるલの重要なظ࣌に、人ؒ力（マφー、ؾݩ、意）を身につけ、๛かな
人ؒੑをҭむことも大切と考えています。ཹ学生のׂ߹がߴいのも当研究室の特のҰつであり、ৗ的にӳޠがඈびަう活ؾあ;Ε
る研究室です。

この研究で身につく能力
　微生物の༷々な機能ɾ機ߏを理解することにΑって、微生物の多༷ੑを明らかにするだけでなく、ߴ等生物では解析がしいෳࡶな
生໋ݱにରし、新しい作業Ծ説、解決のώントなどをಋきग़し、ͦΕらを科学的にূݕしていくͨめの能力が習得できます。まͨ、
得らΕͨ基礎的な研究果を༗用な微生物ҭछ（߬、ೕەࢎ、大ە）、物࣭生࢈（߬ૉ、アϛノࢎ、タンύク࣭、バイオ೩ྉ）な
どのバイオテクノロジー技術の։発にԠ用するͨめの考えํや実ࡍのプロηスを学Ϳこともできます。さらに、ࠃ֎での学ձ発දを
の྆ํで身につޠɾӳޠってもらいますので、研究果のまとめํやプレゼンテーションɾデΟスカοション能力などを本ߦ的にۃੵ
けることもՄ能です。

修了生の活躍の場
　微生物のバイオサイΤンスɾテクノロジーに関する専門ੑを活かし、৯、化学、ༀ、発߬ɾৢ、アカデϛア（大学ɾ研究機関）
などの多༷な分野でઌഐͨͪが活༂しています。

（写真左から）
教授：∁　ത࢙ hiro@bs.naist.jp  
।教授：ມ　ߦ༤ kiNata@bs.naist.jp 
助教：ಹਢ野　྄ r-nasuno@bs.naist.jp
助教：ଜ　明 nishiNura@bs.naist.jp
助教：྆֯　༎Ұ y-Noro[uNi@bs.naist.jp
助教：த　由ى子 nakase.yukiko@bs.naist.jp

14） 5solNonbaatar et al., Int. J. Food Microbiol., 238, 233-240 	2016
ʮ本農ܳ化
学ձ大ձトϐοクスʯड

15）Le et al., F&MS Yeast Res., 16, Gow049 	2016

16）Yoshikawa et al., Nitric Oxide, 57, 85-91 	2016

17）Astutiet al., Nitric Oxide, 52, 29-40 	2016

18）Watanabe et al., Appl. &nviron. Microbiol., 82, 340-351 	2016

19）Nasuno et al., J. BiocheN., 159, 271-277 	2016
ʮJB論จʯड
20）Wijayanti et al., J. BiocheN., 157, 251-260 	2015
ʮJB論จʯड
21）5akagi et al., J. Biosci. Bioeng., 119, 140-147 	2015ʮ
 生物学論จʯड
22）Shiga et al., &ukaryot. Cell, 13, 1191-1199 	2014

23）Nasuno et al., Proc. Natl. Acad. Sci. 6SA, 110, 11821-11826 	2013
 など

ʲڞಉ研究ʳ
アサώϏール、味のૉ、オリΤンタル߬、݄ ञྨ、テーϒࡾ 、٠ਖ਼फ、Ωοίーマン、ףܡ
ルマーク、テクノーϒル、バイオジェοト、新ཬञ、ੴञ、ਆ୩ञॴ、ਆଜञ 、ಸ
良࢈ݝ業ৼ興૯߹ηンターなど実多
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ʢςχϡΞ・τϥοΫʣڥඍ生物学研究室
https://bsw3.naist.jp/ssk-yoshida/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

特任।教授：吉田　তհ ssk-yoshida@bs.naist.jp

研究内容
　ඍ生物は্ٿのあらΏるڥに生ଉしており、ڥٿの߃常性ҡ࣋にਂく関
༩しています。たとえば、私たͪは自વքでは生分解されないと考えられていたϓラ
スνックを分解ɾ代ँするࡉ菌を研究していますが、なぜඍ生物はこのような特घな
能ྗをͪ࣋、またͦれを࣋つにࢸったのでしょうか？ڥ�ඍ生物ֶ研究ࣨでは、ඍ
生物の様々なスケールの生体෦を研究対とし、ͦの機能を明らかにすることで
ඍ生物ֶのフロンティア։にんでいます。ͦ して、ڥにࢿする技術やリフΝ
イφリー技術などの։発を通͡て、࣋ଓՄ能なࣾձの࣮ݱをࢦした研究をల։して
います。۩体的な研究テーマとして、以Լをڍげます。

ʢ̍ʣ1&5分解ࡉ菌の研究ɿϓラスνックの一छであるϙリΤνϨンテϨフλϨート
ʢ1&5ʣはϖットボトルやϙリΤステルણҡのࡐྉです。্هのϓラスνック分解ࡉ
菌は1&5を分解ɾ代ँすることができます。これまでに、Ϣニークな߬ૉの発見から、
ຊࡉ菌が1&5を栄養ݯとして利用していることが明らかとなりました。ຊ研究では、
ゲノム、トランスクリϓトームのような分子生物ֶ的なใをඥ解き、遺伝ֶ的ख法
や生化ֶ的ख法を用いて1&5分解機構の解明をࢦしています。

ʢ̎ʣ代ँֶによるϓラスνックリフΝイφリーɿϓラスνックは生分解されないたΊ、自વքにੵし、؍ܠや生ଶܥをഁյしています。
ै来のリサイクルख法は、大なΤωルΪーをফඅし、ܹなༀࡎを用するなど、高コストɾ高ڥෛՙというがあります。一方、
1&5分解ࡉ菌は1&5を分解し、自身のΤωルΪーやࡉ๔の構成成分に変する代ँܥを࣋っています。この代ँの発見は、ഇغされ
た1&5の有ޮ利用のՄ能性をきました。ຊ研究テーマでは、菌の代ँ能ྗにணし、1&5からՃՁの高い化合物を生࢈するג
のҭछをࢼΈます。

研究設備
　微生物ഓཆ機器、%NA૿෯装置、ߴӷ体クロマトάϥフΟー、微ྔ分
光光ܭ、プレートリーμー、Իഁࡅ装置、֤छిؾӭ動装置、ը૾
解析装置など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
主な研究業

［1］5aniguchi, I.�, Yoshida, S.� 	�eRually contributed
, et al., ACS 
Catal . 9, 4089-4105, 2019

［2］Yoshida S. et al., Science 351, 1196-1199, 2016
［3］5anasupawat S. et al., Int. J. Syst. &vol. Microbiol . 66, 

2813-2818, 2016
［4］Yoshida S. et al., Biosci. Biotechnol. BiocheN . 79, 1965-

1971, 2015
［5］Yoshida S. et al., BiocheNistry  50, 3369-3375, 2011
［6］Nishitani Y.ˎ, Yoshida S.ˎ（ˎeRually contributed）et al., J. 

Biol. CheN. 285, 39339-39347, 2010
［7］Yoshida S. et al., J. Bacteriol . 192, 5424-5436, 2010
［8］Yoshida S. et al., J. Bacteriol . 192, 483-493, 2010
［9］Yoshida S. et al., Appl. &nviron. Microbiol . 73, 6254-6261, 

2007

ඍ生物をΈΔ、しΔ、ͭ͘Δɻ࣋ଓՄな社会をࢦしͯɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　目લの課題を解決するͨめに必要な知識と能力がԿかを見ۃめ、ͦΕらをͦの身につけてલ進ɾしてもらいͨいと考えてい
ます。意欲やこͨΕない心は研究生活を楽しΜでૹるのに大ࣄです。
　研究室の指導方針
　201712݄に։設さΕͨ新しい研究室です。少人੍でじっくりと指ಋします。研究テーマは、教һとΑくし߹って興味をもてる
ものをબΜでもらいます。研究を進めるのに必要な知識や技術はϛーテΟンά、ηϛφーをհして研究室でڞ༗します。ͦΕらをもとに
未解明の問題にνϟレンジしましΐう。教һも学生もৗに学び、ํੑのデΟスカοションにΑり研究を進めます。まͨ学ձ発දや
論จࣥචなど、ର֎的に果を発දすることを推します。
　この研究室で身につ͚ΒΕる能力
　微生物の研究を通して、ಠ自の生໋観がཆΘΕます。本研究室では、微生物をߏする߬ૉなどの分子を主に扱いますが、ͦの分
子を通して細胞、ͦΕを取りרくڥ、ͦして生໋の進化を論理的に考えます。技術的には、微生物のഓཆや、遺伝子学、タンύク
的に取りೖΕまۃ学、イメージンάなど、さま͟まな手法を組み߹Θͤて研究を進めます。まͨ、新しい研究手法もੵ学、ँ࣭
すので、ઌかつい視野を持つ܇࿅となります。Ұํで、研究のਂさを重要視していますので、考えൈく力、発想力が身につきます。
実験、デΟスカοション、研究ใࠂを通して、研究力はもͪΖΜ、実ߦ力、จষ力、プレゼンテーション力などීว的な力が身につきます。

修了生の活躍の場
　৯、化学、ༀ、化হ、ञなどの分野

P&5ղەࡉのి子ݦඍڸը૾
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生໋Պ学研究室ߏ
https://bsw3.naist.jp/tsuka[aki/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：௩　ஐ ttsuka[a@bs.naist.jp 
助教：ࢢ　फݫ Nichikawa@bs.naist.jp
助教 ：ٶ　྄次 N.ryoji@bs.naist.jp
助教：野　݈ kkitano@is.naist.jp

世界ͰҰ൪に৽し͍͜ͱをൃݟしΑ͏ɻ
ɹࣨڀݚͰの生׆は͜Ε·Ͱとは͕ڥେ͖͘ҟͳΔ͜とʹͳΓ·͕͢ɺ͜ ͭͭ͜೪Γ͘ڧɺとʹかָ͘しΜͰڀݚを進Ί·しΐうɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋ݱを分子レϕルで理解するڧいؾ持ͪが必要です。研究には大学レϕルの分子生物学、生物物理学、༗機化学の知識やプロ
άϥϛンάの知識を用いますが、こΕらは研究活動を通して身につけることができます。

研究室の指導方針
　本研究室では༷々なバοクάϥンドの学生をडけೖΕ、個人の能力にԠじͨテーマを設定し、研究活動をத心に指ಋします。実験
結果は、༧ଌとҟなることも多いですが、ͦΕらの結果は必ͣͦうなる理由があります。真にデータにき߹い、生໋ݱの本࣭を
明らかとしていきます。まͨ、研究室での研究活動は࠷も༏ΕͨアクテΟϒϥーニンάのҰつであり、ʮ思考力ɼஅ力ɼ論理力ʯなど
ࣾձ人として必要な能力が身につくΑうに指ಋをߦいます。

この研究で身につく能力
　研究活動に真に取り組むことで、ࣾձ人として必要な能力である思考力ɾஅ力ɾ論理力ɾまとめ্げる力ɾදݱ力ɾデΟスカοショ
ン能力などが自ͣと身につきます。研究活動ではӳޠの論จをಡΜだり、ӳޠの発දをߦっͨりする機ձもあり、ӳޠの能力も鍛えら
Εます。こΕらの能力はब৬活動に立ͪます。まͨ、当研究室で研究を進めることで、科学的に物ࣄをଊえる視がཆΘΕます。技
術的にはタンύク࣭のਫ਼ํ法や、タンύク࣭のߏ解析の手法などタンύク࣭科学のߴい専門ੑが身につきます。このΑうなߴい専
門ੑをٻめるༀا業のԠืもۙ多く見らΕます。学生には、当研究室でしかできないو重な研究活動を通して、基礎的教ཆを身に
つけ、ࣾձで活༂して΄しいと考えています。

修了生の活躍の場
　研究室でഓっͨ力で、理系だけにݶら 、ͣ৯、ༀ、化学、アカデϛοク、I5ίンサルタント、特ࣄڐॴなど、業छを問Θͣ෯
。く活༂しています

研究内容
　生໋ݱにはλンパク質ɾ3/"ɾ%/"をは͡Ί様々な分子が関わっ
ています。生໋をཧ解するたΊにはこれらがどのようにಇいているか
をる必要があります。これら分子の構ใをることは機能の
解明に有用です。研究ࣨの研究対はさま͟まですが、研究ྫと
してບλンパク質の解析についてհします。ບλンパク質のଟくは
ບ্でμイφミックな構変化をىこしながらλンパク質やখ分子や
イオンを༌ૹしたり、ບで߬ૉԠを行ったりするなどͦのׂ
はଟذにわたります。ບλンパク質は生体でのシάφル伝達にも
重要なಇきをするたΊҩༀやༀࡎのඪ的としてもされています。
ບλンパク質はͦのૄ水性の高さからѻいがඇ常にࠔであり、
水性のՄ༹性λンパク質にくらべ解析がれていましたが、ບλンパ
ク質の構解析のใࠂは近年増Ճにあります。しかしながら、
ບλンパク質が関わるଟくの生໋ݱを解き明かすたΊには、さら
なる研究が必要です。研究ࣨではこれまで、λンパク質やイオン
の༌ૹの分子メカニズムの解明にけて新たな研究ख法を組Έ合わ
せた構生物ֶ的解析によるج൫研究をਐΊてきました。
　私たͪの研究のながれをઆ明します。は͡Ίに機能をりたいλンパク質の構をݪ子Ϩϕルɾ分子Ϩϕルで明
らかとします。ৄࡉな構を得ることができれば、一ؾにࢹքがͻらけ解析対としているλンパク質がどのよう
に機能しているかについて、ଟくの見を得ることができます。このが構のৄࡉを得ることの࠷大の利です。
次に、構ใから考えうる作業Ծઆを、機能解析などを行うことでূݕしていきます。࠷近は高ݪ子間ྗݦඍ

.'"高	ڸなどを用いたリアルλイム̍ 分子ಈଶ解析などのख法もとりいれてλンパク質が生きてಇく࢟をՄࢹ化
しようとしています。研究容は、ج൫的な容をଟくؚΈます。一ݴでいえばʮڭ科ॻにࡌܝされるような研究ʯ
をࢦしているといえます。࣮ࡍに、私たͪがਐΊたບλンパク質4FD%'の構機能解析の容は、ਤにࣔした�
.FNCSBOF�4USVDUVSBM�#JPMPHZ�のઐ的なڭ科ॻの1��ϖーδにਤ入りでհされました。これは一ྫですが、
このような質の高い研究をޙࠓもਐΊていきます。

研究設備
 ɾഓཆ装置：Innova 43R
 ɾ細胞ഁࡅ装置：マイクロフルイμイβーM-110&)
 ɾԕ心機：立CR22N
 ɾԕ心機：立CSFN9
 ɾカϥムクロマトάϥフΟーシステム：AK5A pure 25、ౡ)PLC
 ɾ結থ化ロϘοト：(RYP)ON LCP
 ɾタンύク࣭結থ67観システム：JANSi 67&9
 ɾ蛍光分光器：立F-7000
 ɾケϛルϛイメージンάシステム：F6SION SYS5&Mなど

ओな研究業績ͱ外部資金
（主な研究業）
5anaka et al., Sci. Adv., 6, eaba7637（2020）
Furukawa A et al., Cell Rep. 19, 895-901（2017）
5anaka Y et al., Cell Rep. 13, 1561-1568（2015）
KuNa[aki K et al., Nature 509, 516-520（2014）
5suka[aki et al., Nature 744, 235-238（2011）
5suka[aki et al., Nature 455, 988-991（2008）

（֎෦ۚࢿ）
JS5 さきがけʮSecタンύク࣭ບಁա装置の次ੈߏ生物学ʯ2012
-2015
科研අ　基൫研究	B
ʮすての生物にڞ通するບタンύク࣭ܗաఔのߏ
生໋科学ʯ2014-2016
科研අ　基൫研究	B
ʮタンύク࣭ບಁաνϟωルෳ߹体のߏ基൫とͦのし
くみʯ2018-2020
科研අ　新学術ྖҬ研究ܭը研究ʮタンύク࣭分ൻシステムの活写ʯ2014
-2018
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Ҩޚ੍ݱൃࢠ研究室
https://bsw3.naist.jp/bessho/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
　ଟࡉ๔生物の発生の発生աఔ、すなわͪ受ਫ਼ཛか
ら体ができるまでのϓロηスでは、ࡉ๔分྾、ࡉ๔
Ҡಈやࡉ๔分化などのさま͟まなݱがॱংਖ਼しく
おこっています。生໋のઃܭਤである“ゲノム”はͦれ
ͧれのࡉ๔の中にあり、ͦれͧれのࡉ๔はゲノムใ
にしたがって;るまい、全体としてͦれͧれのࡉ๔が
整のとれたからだをつくりだします。ͦしۉ調してڠ
て、ͦのしくΈは、生物ֶにされた大きな謎です。
私たͪの研究ࣨは、生物リズム、ࡉ๔のूஂ的;る
まい、器官サイズの制御などをりޱとして、遺伝子
発ݱ、分子シάφル、ࡉ๔相ޓ作用がົに組Έ合わさって自ݾ組৫化が生͡るメカニズムにνϟϨンδしています。
　ଟࡉ๔生物の発生աఔのモσルとして、マウスᡢ、θϒラフィッシュᡢなどを用いています。これらは、モσル生物としてのさま͟ま
な利を࣋っており、ώトをؚΉせきついಈ物のよいモσルであるといわれています。特に発生がはやく、からだがಁ明であるθϒラ
フィッシュᡢをつかってライϒイメーδンάを行い、ࡉ๔の遺伝子発ݱやシάφル活性ঢ়ଶとࡉ๔の;るまいをಉ࣌にܭ、؍ଌします。
ͦれらのۭ࣌間的なใを解析し、μイφミックな生໋ݱが遺伝子発ݱや分子シάφルによってどのように制御されているかをཧ解
し、ͦの中心にあるロδックを明らかにします。
　取り組んでいる発生ݱはଟذにわたります。せきついಈ物のくりかえし構のもとになる体અ形成では、分અ化が生物リズムによっ
て制御され、ॱ々に一ఆपظでおこります。水ྲྀや水ѹをײする֮ײ器であるڕのଆઢ器官は、ूஂҠಈするࡉ๔から、一܈のࡉ
๔がܾまったॴにܾまったλイミンάで分離することによって形成されます。දൽのই࣏༊では、ইを受けたࡉ๔のपりのࡉ๔が
化し、また得られたఆྔσーλにࢹについてさま͟まな分子ϓローϒを用いて分子シάφルをՄݱ調してইをम෮します。こうしたڠ
。にઓしますٞࢥづいてཧモσルの構ஙをおこなうことにより、生໋のෆج

研究設備
　蛍光顕微鏡、実体顕微鏡、分子生物学関࿈機器など。

研究業績
 ɾ Naoki )ɽet al., PLoS CoNputational Biology, 15, e1006579, 

2019
 ɾSari %.W.Kɽet al., Scientipc Reports, 8, 4335, 2018
 ɾYaNada S. et al., Biology Open, 6, 1575-, 2017
 ɾAkiyaNa R. et al., %evelopNent, 141, 1104-, 2014
 ɾMatsui 5. et al., %evelopNent, 139ɼ3553-, 2012
 ɾKiN W. et al., Molecular Biology oG the Cell, 22, 3541-, 2011

生໋のෆٞࢥにઓ͢Δɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋のෆ思ٞの興味とͦΕを解き明かͦうとする意欲を持っていること。生物学にݶら 、ͣこΕまでに習得してきͨ学、ใ科学、
化学など、さま͟まな知識ɾ能力を活用することができます。

研究室の指導方針
　生໋のෆ思ٞに、さま͟まな手法を使って૯力戦で挑みます。特に、発生生物学など、μイφϛοクな生໋ݱにண目し、分子動態
やシάφル活ੑをՄ視化することで生໋ݱの動作ݪ理を明らかにします。ͦΕͧΕのメンバーが得意とする能力を生かしつつ、知識ɾ
技法を研究室શ体でڞ༗して、すてのメンバーがともにできることを目指します。まͨ、ଞの研究室とੵۃ的にڞಉ研究をߦいます。
　この研究で身につく能力
　基本的な分子生物学、細胞生物学の知識と技法が身につきます。まͨ、生物学のさま͟まな手法を知ることができます。ͦΕらを通
して、生໋ݱの動作ݪ理に૯߹的にアプローνするロジοクを身にணけることができます。このことは生໋のෆ思ٞを解き明かすͨ
めだけでなく、あらΏる問題にରしてԠ用することがՄ能です。কདྷ、解決すきさま͟まな問題に取り組むときに、きっと立ͪます。

修了生の活躍の場
　৯ا業、ༀا業、ञا業など。

（写真左から）
教授：ผॴ　߁શ ybessho@bs.naist.jp 
।教授：দҪ　ًو Natsui@bs.naist.jp
助教：ळࢁ　ོଠ r-akiyaNa@bs.naist.jp
助教：　教߂ n-ishida@bs.naist.jp
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ਆܦγεςϜ生物学研究室
https://bsw3.naist.jp/inagaki/

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
　私たͪのでは、1���ԯものਆࡉܦ๔がਫ਼なਆܦճ࿏ʢωットϫークʣを形
づくっています。ͦしてਆࡉܦ๔ಉ࢜がωットϫーク্ でコミュニケーションをとること
により、ώトは͡ײたり、考えたり、うまくӡಈしたりできるわけです。におけるਆ
形成、ʢDʣ࣠ࡧ๔の࣠ࡉܦ๔のҠಈ、ʢCʣਆࡉܦճ࿏形成はʢBʣਆܦ のガイμンス、ʢEʣࡧ
シφϓスの形成およびͦの調અといった複のステッϓから構成されています。私たͪ
の研究άルーϓはこのようなਆܦωットϫーク形成のしくΈを、ຊ研究ࣨで発見された
4IPPUJOʢਤのʣや4JOHBSの機能を中心として、ࡉ๔生物ֶ、生化ֶ、分子生物ֶ、
発生生物ֶ、生物物ཧֶ、ཧ科ֶの࠷ઌのख法をۦすることにより解析してい
ます。
　特にࡏݱ、ਆࡧ࣠ܦの伸長方がでਖ਼しくφϏゲーションされる組Έʢガイμ
ンスʣに関して、࠷ઌの研究を行っています。また、これに関࿈して、ࡉ๔Ҡಈ、が
んࡉ๔のਁ५ɾసҠ、ࡉ๔の新しい分子༌ૹ、のح形、هԱɾֶश、ࡉ๔ணの
。組Έ等を々研究しています
　私たͪは、これらの研究が生き物の形づくりの組Έのਂいཧ解につながり、ݱ代
の࣏性࣬ױであるଛইや外ই、あるいはアルツハイマーප、認やがんなどのྍ࣏法の։発につながることをظしていま
す。

研究設備
　શࣹ顕微鏡、ి動ステージタイムϥプス蛍光顕微鏡、ίンフォーカ
ル顕微鏡等

研究業績
 ɾ  Minegishi 5. and Inagaki N., Front Cell %ev Biol doi:10.3389/

Gcell.2020.00863 （2020）
 ɾ�)uang L. et al., Sci Rep 9, 1799（2019）
 ɾ6raseki A. et al., Sci Rep 9, 1799（2019）
 ɾ�Minegishi 5. et al., Cell Rep 25, 624-639（2018）
 ɾ�Baba K. et al., eLiGe, 2018�7:e34593（2018）
 ɾ�Abe K. et al., PNAS 115, 2764-2769（2018）
 ɾInagaki N. and Katsuno ). 5rends Cell Biol. 27, 515-526（2017）
 ɾ�)igashiguchi Y. et al., Cell 5issue Res. 366, 75-87（2016）
 ɾ�Katsuno ). et al., Cell Rep., 12,648-660（2015）
 ɾ�Kubo Y. et al., J. Cell Biol., 210, 663-676（2015）
 ɾ5oriyaNa M. et al., Curr. Biol., 23,529-534（2013）

生き物͕き、研究͕きなਓをܴし·͢ɻ໘ന͍研究をし·しΐ͏ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　&ssential細胞生物学をΑくಡΜで、基礎知識を身にணけてください。こΕまでのܦ験は問いまͤΜ、実験技術はしっかりと教ҭし
ます。

研究室の指導方針
ઌのバイオサイΤンスの研究を通じて、༏Εͨ研究者おΑびࣾձで活༂するリーμーをҭすることを目࠷、の研究室ではͪͨࢲ　
指しています。ͦのͨめにも、ຖिߦΘΕるϛーテΟンάで果の発දとٞ論をߦい、ظɾظの目ඪ設定とスケジϡールのマωージ
メントができるΑうに指ಋをしています。ຖिのϛーテΟンάのੵみ重Ͷを通して、研究者ɾリーμーとしての力をけ、ੈքにใ発৴
ができるΑうに教ҭします。まͨ、ཹ学生をަえͨڥのத、ҟなるバοクάϥンドを持っͨ人と理解ɾڠ力し߹えるάローバルな人
。をҭしますࡐ
　この研究で身につく能力
ઌの研究を通じて論理的な考えํと問題解決能力をཆいます。まͨ、ཹ学生をަえͨຖिのϛーテΟンά࠷、の研究室ではͪͨࢲ　
を通じて、ӳޠをަえͨプレゼンテーション能力やίϛϡニケーション能力も身につきます。研究室では、細胞生物学、生化学、分子
生物学、発生生物学、生物物理学の࠷ઌの手法を駆使して研究がおこなΘΕていますが、スタートはしくはありまͤΜ。学も必
ਢではありまͤΜ。まͣは生化学ɾ分子生物学の基礎を指ಋし、興味やプロジェクトにԠじて༷々な手技を学Ϳことができます。まͨ、
々の研究を通じて、基礎ҩ学、ༀ学、生物学の知識やバοクάϥンドも身につけることができます。ϥοト、マス、ゼϒϥフΟοシϡ、
ഓཆ細胞の扱いも身につきます。

修了生の活躍の場
ɾༀ系：大ༀ、Johnson � Johnson、౦ༀ、大௩ༀ、Ωοηイༀ、ࡕ大微生物ප研究ձ、ଞ
ɾ৯系：味のૉྫྷౚ৯、ઇҹメάϛルク、Mi[kan J plus )oldings、ଞ
ɾアカデϛア：ಸ良ઌ科学技術大学Ӄ大学、Ѵҩ科大学、関学Ӄ大学、ླྀٿ大学、シカΰ大学 、クイーンズϥンド大学、ଞ

 ɾ�Naka[awa ). et al., J. Neurosci., 32, 12712-12725（2012）
 ɾ5oriyaNa M. et al., Mol. Syst. Biol., 6, 394（2010）
 ɾShiNada 5. et al., J. Cell Biol., 181, 817-829（2008）
 ɾ�Mori 5. et al., J. Biol. CheN., 282, 19884-19893（2007）
 ɾ�5oriyaNa M. et al., J. Cell Biol., 175, 147-157（2006）
 ɾ̈ NoNura &. et al., J. Mass SpectroNetry 39, 666-672（2004）
 ɾInagaki and Katsuta, Curr. ProteoNics 1, 35-39（2004）
 ɾ̈ Oguri 5. et al., ProteoNics 2, 666-672（2002）
 ɾFukata Y. et al., Nature Cell Biol. 4, 583-591（2002）
 ɾInagaki N. et al., Nature Neurosci., 4, 872-873（2001）
 ɾInagaki N. et al., J. Biol. CheN. 275, 27165-27171（2000）
 ɾྮ؛ಙ, 稲֞೭, 実験ҩ学 38, 113-120（2020）
 ɾ稲֞೭, 生化学 91, 159-168（2019）、ଞ
  （�ത࢜後ظ課ఔ学生の論จʀ ̈म࢜課ఔ学生の論จ）

 ɾ ڞಉ研究：カリフォルニアデーϏスژ、ߍ大学、関ҩ科大学、ۚ 大学、
理化学研究ॴ、ࠃ立පӃ機ߏ大ࡕҩྍηンター、ଞ

 ɾ֎෦ۚࢿ：科研අ、AM&%-CR&S5、ଞ

（写真左から）
教授：稲֞　೭ ninagaki@bs.naist.jp 
助教：അ　݈ଠ ke-baba@bs.naist.jp
助教：ྮ؛　ಙ t-Ninegishi@bs.naist.jp
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σʔλۦ動ܕ生物学研究室
http://ncb.naist.jp

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容
ʣ̍ࡉ๔の変形とҠಈのシステムバイオロδー
　ਆࡉܦ๔が生Έ出す活ಈిҐは、ບλンパクとບిҐからなるシステムの一ଆ໘です。ಉ様に、ࡉ๔の変形やҠಈは、分子ɾྗɾ形
ଶからなるシステムの一ଆ໘と見ることができます。こうした異なる物ཧ単Ґのシάφルによるシステムを解明するたΊには、分子ɾྗ ɾ
形ଶに関する࣮ݧσーλを解析し、これらシάφル間のཧ的関を導き出すことが重要です。ຊ研究ࣨでは、以Լのテーマについて
取り組んでいます。
๔変形のシステム解明ࡉ形成とྗを制御する分子と֨ࠎ๔ࡉ⾣
๔性ࡉさґ存性のߗ質のج⾣
⾣ບిҐґ存性のਆࡧ࣠ܦ༠導のݪཧ解明

̎ʣ生体組৫形成のシステムバイオロδー
　ेݸఔのࡉ๔からなる生体組৫は、ࡉ๔間のコミュニケーションが必要です。ࡉ๔どうしによるシάφルަࡉ֤、๔によるシ
άφル変、දܕݱとして形成された生体組৫が一体となってシステムを構成していると見なすことができます。こうしたシステムを、
。σーλを導入したཧ解析によって解明することを的とします。ຊ研究ࣨでは、以Լをテーマとしていますݧ࣮
⾣ಈ物の発達におけるࡉ๔間ڠ調
づく݂管新生جཧにݪ๔Ҡಈのࡉ⾣

̏ʣ機ցֶशを用いたදܕݱに関わる重要要ૉのਪఆ
๔ࡉਫ਼を্げてもσーλは複雑なままであることがよくあります。ͦのたΊ、複雑なσーλから؍、性がありݸ体にはݸ๔やࡉ　
やݸ体に共通した見をந出することは、もはや研究ऀのײではしくなってきています。ຊ研究ࣨでは、以Լのテーマについて、
。していますࢦ性をఆྔ的に構ஙし、ͦこから一般的な見をந出することをの関ܕݱ機で分子とදࢉܭ
⾣ບిҐを用いた重要な分子シάφルフローਪఆ
⾣ώトの呼ؾ成分を用いたපঢ়ਪఆ
⾣߬ૉ્害ࡎに対するԠσーλを用いた重要߬ૉਪఆ
⾣ଟ֊オミクスσーλを用いたࡉ๔分子ωットϫークの構ங
๔システムのモσルϕースト制御ࡉづくجద制御ཧに࠷⾣

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業

［1］Wong et al, Plant Physiology, doi:10.1104/pp.19.00811, 
2019 .

［2］Inoue, et al, Cell Struct Funct, 2018
［3］YaNada, et al, Scientipc Reports, 2018.
［4］SakuNura et al, Sensors, 17, 2017
［5］Filippi et al, Cell reports, 15（11）, 2524-2535, 2016.
［6］OkiNura et al, Cell Adhesion � Migration, 10, 331-341, 2016.
［7］Katsuno et al, Cell Reports, 12, 1r13, 2015.

·しࢍΈをশࠐؾΕしΜͩେ学をग़ͯ、ಸྑのେ学Ӄにਐ͏ͱ͢Δҙ׳ ɻ͢Ұॹに生物学をָしΈ
·しΐ͏ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
ୡの研究室は生物学のデータ解析ɾ理Ϟデリンά෦門です。ͦのͨめ、学ɾ物理ɾίンϐϡータに関するあるఔの基礎知識ࢲ　
と興味が必要です。

研究室の指導方針
　配属後はデータ解析ɾ理Ϟデリンάに必要な基本スΩルの習得をします。ͦの後、֤ 学生は୲当する研究をߦいながら、ͦ のテー
マに必要なΑりߴなスΩルの習得をします。研究のํੑや解決ํ法をϥϘメンバશһでٞ論しつつも、個々人にも楽しくۤ࿑しても
らいます。研究༰の໘നさをメンバでڞ༗し、ເதになΕるΑうにしていきͨいと思います。
　この研究で身につく能力
 ɾ 生物データのΑうなෳࡶなデータを解析する技術
 ɾ ෳࡶなݱにજむ本࣭を定ࣜ化する技術
 ɾ 生物ɾ学ɾ物理など分野をԣஅするい視
 ɾ 専門的な技術とͦの結果を分かりやすく人に伝える技術

修了生の活躍の場
　バイオ系、ҩༀ系、I5系のどの分野でも進めます。

教授：作ଜ　་Ұ saku@bs.naist.jp
助教：খ鍛࣏　ढ़（写真なし） 

［8］FujiNuro et al, ScientiGic Reports, doi:10.1038/srep06462, 
2014.

［9］PhaN et al, Mol. Microbiol. doi:10.1111/NNi.12386, 2013.
［10］5oriyaNa et al, Curr. Biol. 23, 529r534, 2013.
［11］Kunida et al, Journal oG Cell Science, 125（10）, 2381-2392, 2012.

ಉ研究ڞ
NAIS5 バイオɾใɾ物࣭の研究室 ˙ ౦ژ理科大学 生໋科学研究ॴ ˙ 
立॥器ප研究ηンター研究ॴ ˙ 本ҩ科大学 ઌࠃ ˙ 大学 理学෦ޱࢁ
ҩ学研究ॴ ˙ Ѫ知ݝがΜηンター ˙ ࢈業技術૯߹研究ॴ ˙ ౡ大学 
ҩࣃༀอ݈学研究Ӄ ˙ MiaNi 大学 ҩ学෦
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ඍ生物ػࢠ学研究室
ʢެӹஂࡒ๏ਓ࢈ڥٿ業ٕज़研究ߏػʣ
http://www.rite.or.jp/

研究内容
ʣ̍バイオリフΝイφリーج൫技術のཱ֬
　バイオリフΝイφリーとは、࠶生Մ能ݯࢿであるバイオマスからバイオϓロη
スにより化ֶや೩ྉを生࢈するコンηϓトで、॥ࣾܕձ構ஙの大きな
ׂがظされ、ถࠃでは、ࠃՈ科ֶઓུとして技術։発がਐΊられています。
研究ࣨではアミノࢎ業生࢈にく用いられているコリωࡉܕ菌を利用した
高ޮバイオϓロηスʮ増৩ඇґ存ܕバイオϓロηスʯを։発しました。高生
したঢ়ଶで化合物をࢭ๔の分྾増৩をਓҝ的にఀࡉ性のLFZは、ඍ生物࢈
させることにあります。遺伝子Ϩϕルで機能վྑしたඍ生物ࡉ๔を大ྔに調
し、Ԡ૧に高ີにॆర、分྾増৩をఀࢭさせたঢ়ଶで高のԠを行い
ます。ඍ生物ࡉ๔をあたかも化ֶϓロηスにおける৮ഔのように利用し、通常
の化ֶϓロηスとಉ等以্の生࢈性ʢTQBDF�UJNF�ZJFMEʀ45:�単ҐԠ容ੵ
の࣌間あたりの生ྔ࢈ʣが࣮ݱされますʢਤʣ。生࢈性のඈ༂的্をࢦして、
トランスクリϓトーム解析やメλボローム解析、遺伝子ωットϫーク解析等を౷
合して代ँܦ࿏のσβインを行い、生࢈物に࠷దなඍ生物ࡉ๔ʮスマートηルʯ
をしています。

̎ʣバイオΤωルΪーٴびάリーン化ֶ生࢈
　増৩ඇґ存ܕバイオϓロηスを利用して、Ҵわらやコーンストーバ等のඇ৯ྉバイオマスから次世代೩ྉʢバイオϒλノール、バイオ
水ૉʣをするج൫技術をཱ֬し、ถࠃΤωルΪーল研究ॴʢ/3&-ʣと共ಉで࣮用化をࢦした研究։発をਐΊています。このଞ、
アルコール、๕߳化、ࢎྉとなる有機ݪ業で用いられる֤छϙリマー࢈されるバイオδΣット೩ྉや、छ々なظ機೩ྉとしてۭߤ
合物等の֤छάリーン化ֶの生ج࢈൫技術にも取り組んでいます。

研究設備
　%NAシーケンサー、自動֩ࢎநग़機ߴ、 ӷ体クロマトάϥフ࣭ྔ分析
装置（LC/MS/MS）、Ψスクロマトάϥフ࣭ྔ分析装置（(C/MS）、֤ छ
ジϟーフΝーメンター等、遺伝子組え微生物のから༗用物࣭の生࢈に
。るまで基礎からԠ用までの֤छ実験装置がଗっていますࢸ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
< 1 > )asegawa S. et al., Metab &ng, ��, 24-35, 2020
< 2 >  ShiNi[u 5. et al., Appl Microbiol Biotechnol , 1��, 9739-9749, 

2019
< 3 > )an S.O. et al., Biotechnol  J, 1�, e1900160, 2019
< 4 >  5suge Y. et al., Appl Microbiol Biotechnol , 1��, 3381-3391, 

2019
< 5 > Oide S. et al., &n[yNe Microb 5echnol , 1��, 13-20, 2019
< 6 > ShiNi[u 5. et al., Appl &nviron Microbiol , ��, e01873-18, 2019
< 7 > 5suge Y. et al., J Biosci Bioeng , 1��, 288-293, 2019
< 8 >  Kogure 5. et al., Appl Microbiol Biotechnol , 1��, 8685-8705, 

2018
< 9 > Maeda 5. et al., Mol Microbiol , 1��, 578-594, 2018
<10> )asegawa S. et al., J Microbiol Methods, 1��, 13-15, 2018

ˎ多のࠃՈプロジェクトɾຽؒا業とのڞಉ研究を実ࢪしています。

世界࠷ઌのόΠΦϦϑΝΠφϦʔٕज़をۦしͯٿԹஆԽΤωϧΪʔ資ݯ問題の解ܾにઓしͯ
͍· ɻ͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　バイオ分野の基礎知識があΕ研究を։࢝しやすいですが、こΕまでバイオҎ֎の分野の多くの学生さΜも学Ґを取得してきͨ実
があります。研究にରするڧい意欲、好奇心がある人がదしています。

研究室の指導方針
　多のຽؒا業ɾ大学ٴびւ֎研究機関とのڞಉ研究をߦっており、ݱࣾձが໘しているٿԹஆ化等のڥ問題をバイオ技
術にΑり解決する研究テーマに取り組むことができます。ࣾձにग़て、ଈ戦力として活༂できる人ࡐとなΕるΑうに、基本的なマφー、
ࣾձৗ識等を指ಋします。研究は自主ੑを重Μじるํで、自分の発想を研究に活かͤます。࿈ܞ研究室のͨめ、多のത࢜研究һ
がࡏ੶しており、学生Ұ人Ұ人をஸೡに指ಋします。学ձや学術論จ等の֎෦発දはੵۃ的にߦっています。ത࢜߸取得にけて、ӳ
。できるΑうに指ಋしますߘ論จをࣥචޠ

この研究で身につく能力
　ੴ༉から生࢈さΕる΄とΜどの೩ྉや化学は、ඇՄ৯バイオマスやഇغ物等をݪྉとして、ڥに༏しいバイオ技術にΑって生࢈
Մ能です。この技術は、人ؒのৗ生活にෆՄܽな物࣭を生࢈するとಉ࣌に、ٿԹஆ化のݪҼとなるCO2をݮՄ能な理想の技術
です。օさΜが本学をमྃ後に活༂できるバイオから自動ं࢈業まで΄とΜどすての分野のا業がࡏݱこの技術のಋೖをੵۃ的に進
めています。ۙはさらに、このバイオ技術とデジタル技術が༥߹することにΑり、こΕまで人ؒでは作りग़ͤなかっͨߴに機能が
デβインɾ੍ޚさΕͨ微生物細胞ʮスマートηルʯのが、人知能やロϘοトのಋೖにΑりՄ能となりつつあります。このʮスマー
トηルʯ技術を当研究室で学Ϳことができます。

修了生の活躍の場
　バイオ、化学、ΤωルΪー、自動ं、ࢴ、৯、ञ、ి力、ి子、Ψス、మ߯、化হ関࿈等のا業、ٴび大学研究৬

客һ教授：ס　কߦ inui@rite.or.jp

૿৩ඇґଘܕバイオϓϩηスͱैདྷ๏ͱのൺֱ

　˞બできる教ҭプロάϥムについては、ೖ学後、୲当教һに֬ೝしてください。
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όΠΦαΠΤンεྖҬɾ
遺伝子ڭҭڀݚηンλーઃඋػ器

ಁաిܕ子ݦඍڸ
　ಁաిܕ子顕微鏡は、ബいࢼྉにి子ઢをরࣹし、ࢼྉをಁաしͨి子ઢをݕग़して෦ߏを観する装置です。光Αりがいి子ઢ
を使用するͨめ、光学顕微鏡では観できない微細なߏを観することができます。主に、थࢷにแຒしͨ生物ࢼྉのബ切ยや、ωΨテΟϒ
છ৭しͨ細ەɾイルスɾタンύク࣭などを観します。

ಁաి子顕微鏡

ࠪిܕ子ݦඍڸ
　ࠪిܕ子顕微鏡は、細くߜっͨి子ઢでࢼྉをࠪし、発生しͨ৴߸をݕग़してࢼྉのද໘ߏを観する装置です。光Αりがい
ి子ઢを使用するͨめ、光学顕微鏡Αりもߴഒで観できます。まͨ、যਂがਂいͨめ、ൣғにযの߹っͨ立体的な૾を観できま
す。主に、ݻ定ɾס૩ɾಋిॲ理をߦっͨࢼྉを観します。

ࠪిܕ子顕微鏡

ڸඍݦযϨーβーڞ
　蛍光ϥϕルさΕͨ細胞のߏを、生きͨまま見ることができる顕微鏡システムです。多৭蛍光観ࡾ、次ݩ立体ߏ解析、タイムϥプス
観、光ܹ実験など༷々なϥイϒイメージンά実験に活用できます。Laica SP8 FALCONと;eiss LSM シリーズ（LSM700、LSM710、
LSM7%uo）を設置しています。

যレーβー顕微鏡ڞ 撮影ը૾ྫ

撮影ը૾ྫ

撮影ը૾ྫ
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ϥΠτシーτݦޫܬඍڸ

Πϝーδンάシεςムޫܬ%�解૾ߴ

̏、ྉにରして、シート光をマルνアンάルでরࣹすることでࢼ　 次ߏݩを持つ生体ࢼྉであっても、光ಟੑやୀ৭が少なくߴ、 でイメージ
ンάすることができます。ͦ のͨめ、動物、植物、̏ 次ݩഓཆなどのࢼྉでの蛍光ϥイϒイメージンάに࠷దです。（ಁ明化しͨサンプルの観
にもར用できます。）

　Մ視光にΑる光学ݶք解૾（200nN）で観Մ能な蛍光顕微鏡システムで、多৭蛍光観ࡾ、次ݩ立体観、タイムϥプス観をߦな
うことができます。さらにߴ、 ੑ能ίンϐϡータを用いͨデίンϘリϡーションॲ理にΑり、য֎からの光をআڈしͨ明なը૾の取得もՄ能
です。

ϥイトシート蛍光顕微鏡

解૾3%蛍光イメージンάシステムߴ

ϑϩーαΠτϝーλー
　細胞や微生物の解析ɾ分が、ޮ Αく自動でできるフローサイトメーターを設置しています。発ݱレϕルのいͨΜͺく࣭や、ر少な細胞
をݕग़ଌ定でき、個々のඪ的ཻ子を分取できるߴιーテΟンά機能やෳの蛍光ඪ識߅体にΑるマルνカϥー解析にもରԠしています。
FACSAriaは動物細胞と植物細胞の専用機があり、؆ศな解析にはAccuriが使用できます。

フローサイトメーター データྫ

撮影ը૾ྫ

撮影ը૾ྫ
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シーケンαーੈ࣍
　2500ສ個の%NAஅยを75ʙ600Ԙ基ఔ、ಉ࣌ฒߦでಡみ取ることができる装置です。シーケンシンάにかかる作業や装置のૢ作が؆ུ
化さΕており、؆୯に次ੈシーケンシンάをߦうことができます。̍ ճのϥンは8ʙ48ؒ࣌、%NAの変ҟ解析やస写࢈物の発ݱ解析などにར
用Մ能です。IlluNina MiSeR をඋえており、CLC (enoNics Workbenchιフトェアをར用しての解析もՄ能です。

次ੈシーケンサー

%/"シーケンαー
　遺伝ใの基൫となる%NAԘ基配ྻを自動的に、ਖ਼֬かつ大ྔに決定する装置です。1Ԙ基多ܕ解析やAFLPなどの多༷なスクリーニンά
やフϥάメント解析にར用できます。1サンプルから16サンプルまで、解析サンプルのҟなるシーケンサーがあります。

%NAシーケンサー

ϦΞϧλΠム1$3シεςム
　遺伝子発ݱをリアルタイムでϞニタリンά解析できる装置です。ి ֩、ӭ動ෆ要でؾ の定ྔ的ɾ定ੑ的解析やジェノタイϐンά、SNPs解析などがࢎ
Մ能です。́ とΜどશての蛍光৭ૉがར用でき、マルνプレοクスアοηイにもదしています。ۙ では、RNAiやNicroRNAの解析にも多くར用さΕて
います。384ɾ96ェルプレートや8࿈νϡーϒで解析できます。

リアルタイムPCRシステム

データྫ

データྫ

データྫ
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࣭ྔ分析ܭ
　タンύク࣭のಉ定おΑび定ྔ分析や༁後म০分析、分子化߹物のਫ਼ີ࣭ྔଌ定をߦえます。nanoLCや(Cをଓし、ϋイスループοト
にޮ的かつਝな分析がՄ能です。Ion 5rap-Orbitrapܕ 	L52-Orbitrap 9L
、トリプル࢛重ܕۃ 	5S2 7antage
 を設置しています。

࣭ྔ分析ܭ

ϓϩςΠンシーケンαー
　プロテインシーケンサー（PPS2-31A）はタンύク࣭やϖプνドのアϛノࢎ配ྻを決定する装置です。Τドマン分解法にΑり、Nଆから̍
。配ྻを自動で決定できますࢎを)PLC分析することでアϛノࢎを༡し、༡しͨアϛノࢎ基ͣつアϛノ

プロテインシーケンサー

ϚΠΫϩϑΥーΧε9ઢ$5シεςム
　マイクロフォーカス9ઢ発生装置とײߴݕग़器をࡌしͨίンϐϡータஅ撮影装置です。ࢼྉを360 ճ˃సさͤながらߴ撮影すること
で3次ݩ観をߦうとともに、ඇഁյのままࢼྉ෦のߏを観することができます。7(S56%IO MA9ιフトェアをར用して、Αりߴな
C5データの解析もՄ能です。

マイクロフォーカス9ઢC5システム

データྫ

データ解析ྫ

データྫ
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ӷମૉౚ݁อଘシεςム
　ӷ体ૉౚ結อଘシステムは、ӷ相タンクとؾ相タンクがあり、֤ छ細胞や動物डਫ਼ཛɾਫ਼子などをӷ体ૉதでӬٱ的にอଘできます。

ӷ体ૉౚ結อଘシステム

植物Թࣨ
　遺伝子組え植物とඇ組え植物をഓできる大ܕのԹ室が2౩あります。֤ ෦や人ؾ室は、Թやর、࣪ を設定することがで
き、༷ 々な植物を多༷な生ҭ݅でഓすることができます。

植物Թ室֎観

ಈ物࣮ࢪݧઃ
　本学でߦΘΕる研究おΑび教ҭのͨめのར用を目的としͨ動物実験ࢪ設です。微生物学的に理さΕͨ実験動物がࣂҭさΕています。まͨ
動物実験をߦうͨめのڥがඋさΕ、専門の৬һにΑる技術ఏڙもߦっています。ར用者は定めらΕͨنଇを९कし、దਖ਼な自主理のもと
動物ࢱに配ྀしͨ動物実験をߦっています。

動物実験ࢪ設֎観

อଘ༰器

ഓ室

ҭ室ࣂ
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์ࣹઢ࣮ࢪݧઃ
　์ࣹੑಉҐݩૉはͦの使用が法でݫしく੍نさΕていますので、์ ࣹઢ実験ࢪ設の理۠Ҭでのみ取り扱うことができます。教ҭ܇࿅を
डけ、ڐՄさΕͨ人のみೖ室Մ能です。์ ࣹੑಉҐݩૉは、͝ く微ྔなサンプルの分析ɾ解析には、ඇৗにײがΑく、トレーサー実験や細胞૿
৩ଌ定に用いらΕています。

์ࣹઢ実験ࢪ設 解析装置ྫ
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物質創成科学領域



࣭Պֶ領域 
 研究室及び教育研究分野
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研究室及び教員 教育研究分野 頁

ྔ子物ੑ科学
（༄・݄߳άϧーϓ）

分子性݁থ、ナノཻ子、超ബບなどのナノメートル構造物質のޫ学的・量子的性質をレーβー分ޫ
やݦ微分ޫ、プローブݦ微ڸなどの手法を用いて測定・解析することにより、新しいޫ機能材ྉの
創成に関する研究・教育を行う。

［キーワード］
量子ޮՌ、分子性݁থ、ナノཻ子、超ബບ、༗機レーβー、ϋイブリッド太ཅి、発ޫダイオード、
量子ドット、メタ物質、ݦ微分ޫ、ίώーレント制御、時間分解分ޫ、ϑΣムトඵレーβー、ラマン分
ޫ

P.1��
教 授 ༄ 　 ٱ 雄
准 教 授 ߳ ݄ ߒ 之
助 教 山 Լ 　 ३
助 教 ਫ 野 　 ࡈ

生ମϓϩηス学
（・:BMJLVO :BYJBFSάϧーϓࡉ）

レーβー技術、ྲྀ体技術、ݦ微ڸ技術をۦした、細胞やタンパク質などの微小な生体材ྉをߴ
かつߴਫ਼にૢ作するํ法を開発し、これらのૢ作により生体材ྉにもたらされるॾ現象を力学と
生理学の両ଆ面から明らかにし、工学に応用するための研究・教育を行う。

［キーワード］
ϑΣムトඵレーβー、マイクロྲྀ路、ޫ 学ݦ微ڸ、原子間力ݦ微ڸ、動物細胞、২物細胞、微生物、
蛋白質、ਫ分子、༗ݶཁ素解析、セルιーター

P.1�1教 授 細 川 ཅ 一 郎
准 教 授 :BMJLVO :BYJBFS
助 教 ҆ ᅳ ྑ ฏ
特 任 助 教 山 田  ฏ

物ੑใ物ཧ学
（দԼ・෦άϧーϓ）

࣓・伝導ؾ体の物性ʢిݻணして形成する表面ナノ物質やٵ体表面に原子・分子をݻ 性・ޫ ・応）
を、その基ૅとなる原子構造やి子ঢ়態から解明する多様なஔを用いた研究・教育を行う。また
目的に応͡新しい解析手法・ஔの開発も行う。

［キーワード］
ి、ணٵ伝導、表面࣓性、表面発ޫ、表面分子ؾ相関物質、表面超構造、表面ిڧ、体表面ݻ 子
ܹ、ʢ断面）ࠪトンネルݦ微ڸ、ి 子回析、ి 子エネルΪʵバンド、角分解ޫి子分ޫ、ϑΣ
ルミ面、ϗールサブバンド、導体、ೋ次ిޫݩ子分ޫ、ࡾ次ݩ逆格子マッϐング、ୈ一原理
計ࢉ、ラマン分ޫ

P.1�2

教 授 松 Լ 智 ༟
准 教 授  ෦ 　 ݡ
助 教  田 さ く ら
助 教 ڮ ຊ 由 介
助 教 ॏ  貴 ৴

ૉ子科学ػޫ
（ଠా・άϧーϓ）

人工視֮や内ຒ২デバイスなど、バイオ医療応用に͚た先端導体技術とޫ技術を༥合した
ϑΥトニックデバイスの創ग़を目指して、ޫ ナノサイエンス技術の実験と理論の両面から研究・教育
を行う。

［キーワード］
イメージセンサ、ϑΥトニックデバイス、人工視֮デバイス、体内ຒ২デバイス、内ຒ২デバイス、
バイオメデΟカルϑΥトニック-4*、ݕޫܬग़、$.04ूੵ回路、生体適合性材ྉ、.&.4、Ж5A4、
オプトジΣネテΟクス、デジタル&-*4A

P.1�3
教 授 太 田 　 ३
准 教 授  川 ਗ਼ 隆

ˑ准 教 授 田 代 ༸ 行
助 教 य़ 田  人
特 任 助 教  原 ߒ 成

ใػૉ子科学
（ӜԬ・্পάϧーϓ）

デΟスプレイ、メモリ、̡̨ な̞ど、次ੈ代の情報機能をもつ導体素子、ి子デバイスの研究を行
う。また、ޮߴな太ཅిやి変換素子など、エナジーϋーべステΟングのキーデバイスをബ
ບ技術をۦして実現する。

［キーワード］
ബບトランジスタ、デΟスプレイ、ϑレキシブルデバイス、酸化物材ྉ、システムオンパネル、メモリ、 
̡̨ 、̞バイオܥ材ྉ、微細Ճ工プロセス、発ޫ素子、̚ ̡素子、ナノཻ子、)JHI�,、༠ి体ߴ、 周
通৴デバイス、パワーデバイス、プリント、太ཅి、ి素子、ి子Ϗームඳը、ϑΥトリιグラ
ϑΟ

P.1�4

教 授 Ӝ Ԭ 行 治
准 教 授 ্ প ກ య

ˑ准 教 授 ੴ Տ ହ 明
ˑ准 教 授 ౻ 井 ᣈ ඒ

助 教
#FSNVOEP +VBO PBPMP 4PSJB

ྔ子物ཧ学
（༄ా・Տޱάϧーϓ）

์ࣹઢ計測をओな目的としたバルクແ機୯݁থ、セラミックス、Ψラスޫܬ体を開発し、ޫ 物性、シ
ンチレーシϣン特性、輝ਚ・・ޫ特性に関するి子物性を中৺とした研究・教育を行う。特性の
ྑい材ྉを発ݟした場合は、ࡌセンサーやஔ開発を行うとڞに、新ن物性計測用ஔの開発
も行う。

［キーワード］
์ࣹઢ༠起ޫܬ体、シンチレータ、輝ਚޫܬ、ޫ、ޫܬ、応力発ޫ、ޫ 物性、量子エネルΪー
変換、ি突ి、์ ࣹઢ計測、์ ࣹઢݕग़器、量子Ϗーム、9ઢ、Ψンマઢ、中性子、ਅۭࢵ֎ޫ、
ۙ֎ޫ、ޫ ి変換素子、ը૾医療診断ஔ、セキϡリテΟஔ、個人ඃくઢ量計ߴ、 エネルΪー
物理用ݕग़器、シンクロトロン์ࣹޫ

P.1�5

教 授 ༄ 田 健 之
准 教 授 Տ ޱ ൣ 明
助 教 Ճ ౻ 　 ঊ
特 任 助 教 中 内 େ 介

༗ػΤレクトϩニクス
（தଜ・Ⴕఱάϧーϓ）

༗機材ྉ特༗の「やわらかい」ి 子物性の制御とデバイス応用、および、ಠࣗ計測技術の開発とそ
れによるະ解明現象の理解をபとし、ະ来のϑレキシブルエレクトロニクスや環境発ిのための新
しいデバイスを創ग़するための研究・教育を行う。 

［キーワード］
༗機導体ʢ分子ʗߴ分子）、カーϘンナノチϡーブʗ༗機分子複合体、༗機ബບ成、ࠪܕプ
ローブݦ微ڸ、์ ࣹޫ(*9%、ి 分子動力学シ、ࢉ的分ޫ法、5)[時間ྖҬ分ޫ法、量子化学計ؾ
ミϡレーシϣン、༗機ബບトランジスタ、༗機太ཅి、ϑレキシブルి変換素子、ナノスέール
輸送制御、ϙリマー制御

P.1�6

教 授 中 村 խ 一
准 教 授 Ⴕ ఱ  明

ˑ准 教 授 小 ౡ 広 
助 教 PBOEFZ .BOJTI
助 教 ᪅  Ϥ ン ユ ン

（࿈ܞ）ϝκスίϐック物࣭科学 メκスίϐックྖҬにお͚る新しい物理現象、特にബບの形態にすることで発現する新ح物性の開
およびそのデバイス化を目指して、次ੈ代のエネルΪー変換材ྉ�デバイスに関する研究開発・教
育を行う。 

［キーワード］
ナノテクノロジー、ബບ化技術、ڧ相関ి子ܥ材ྉ、ి変換材ྉ、ڧ༠ి体材ྉ、࣓ 性材ྉ、マル
チϑΣロイック、ݻ体イオニクス材ྉ、ബບి材ྉ

ʢ連ܞ機関໊：パナιニックʢג）テクノロジーຊ෦）

P.1�7

ˑ教 授 内 ౻ 康 
ˑ教 授 田 中 ߒ 之
ˑ准 教 授 ۄ ஔ ༸ 正
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（࿈ܞ）ػ֮ײૉ子科学 マイクロྲྀ体技術や์ࣹઢݕग़器などのセンサ・デバイス関連やナノ機能材ྉの基盤技術研究と、
それらの技術を統合 ・ूੵ化した超小ܕ化学分析システム ʢ�5A4）、医用ը૾診断ஔ、非破յ
。機能システム開発に関する研究・教育を行うߴஔなどのࠪݕ

［キーワード］
マイクロྲྀ体技術、Ж5A4ʢ.JDSP 5PUBM AOBMZTJT 4ZTUFNT）、์ࣹઢݕग़器、医用ը૾診断
ஔ、非破յࠪݕஔ、生体和性機能材ྉ

ʢ連ܞ機関໊：ʢג）ౡ製作所基盤技術研究所）

P.1�8

ˑ教 授 北 村 ܓ ࢘
ˑ教 授  井 正 थ
ˑ准 教 授 ݹ 宮  夫

ޫԠ分子科学
（Տ合・ຊ・தౢάϧーϓ） ޫに応答しޫを制御する分子 く相互作用する導体ナノ材ྉのڧ分子材ྉおよび༗機分子とߴ・

合成・開発と解析ධՁํ法について研究を進め、ະ来の情報、エネルΪー技術を୲う分子システム
の構ஙを目指します。

［キーワード］
ޫ化学、機能分子材ྉ合成、ϑΥトクロミズム、分子キラリテΟー、導ి性ߴ分子、発ޫ性ۚଐࡨ
体、ナノ݁থ、エレクトロクロミズム、センサー分子、ి変換材ྉ、ナノワイϠー、イオン性ӷ体、ナ
ノチϡーブ、ి 化学ؾ

P.1��
教 授 Տ 合 　 ᆴ
准 教 授  ຊ 　 ੵ
准 教 授 中 ౢ ୖ 也
助 教 山 田 ඒ ึ 子

Խ学ػ༗ػ
（୩άϧーϓߥ・ాࢁ）

༗機ബບ太ཅి、༗機ബບトランジスタなどに利用可能な༗機導体材ྉ・分子性グラϑΣン・
グラϑΣンナノリϘンやۙ֎ྖҬにٵऩをもつ色素、発ޫ材ྉ、ޫ応答性分子の開発を目的に、
新نКڞ֦ு๕߳化合物をઃ計・合成し、物性ධՁと機能開発を通͡て、研究・教育を行う。

［キーワード］
機能性༗機材ྉ、༗機導体材ྉ、機能性色素、༗機ബບ太ཅి、༗機ిքޮՌトランジスタ、
アセン、ϙルϑΟリン、ϑラーレン、グラϑΣン、グラϑΣンナノリϘン、カーϘンナノチϡーブ、ۙ ֎
発ޫ、構造༗機化学、༗機ޫ化学、̭ ઢ݁থ構造解析

P.11�
教 授 山 田 ༰ 子
准 教 授 ߥ ୩ 直 थ
助 教 林 　  ெ
助 教 松 ඌ ګ ฏ

όΠΦ・テクϊϛϝテΟック分子科学
（ラッϖϯ・҆原άϧーϓ）

バイオミメテΟックスおよびテクノミメテΟクスに基づく分子マシンのઃ計・合成とナノ機械工学お
よび生物応用に関する研究・教育を行う。

［キーワード］
༗機合成化学、超分子化学ߴ、 分子化学、ࡨ体化学、ք面化学、生体関連化学、分子マシン、分子
モーター、分子Ϊア、ナノカー、୯一分子解析、人工細胞ບ、生体ߴ分子、生理活性分子、両ഔ性
分子

P.111教 授 ラッϖン　ゲナエル
准 教 授 ҆ 原 ओ 馬
助 教 西 野 智 雄
特 任 助 教 ඌ ຊ ݡ 一 郎

（࿈ܞ）ػߴ分子科学 、の疾患をターゲットとし؟ 医ༀ༗ޮ成分が疾患෦Ґで࠷େݶにޮՌを発شできるようなༀ物送
達システムをߟҊし、༗機合成などの手法を用いながら、その実用化を目指した創ࡎ研究を行う。

［キーワード］
創ༀ科学、製ࡎ学、༗機合成化学、医ༀ化学、ༀ物動態学、物理化学、分子生物学、ༀ理学 

ʢ連ܞ機関໊：ࢀఱ製ༀʢג））

P.112
ˑ教 授 ຊ 田 ਸ 
ˑ教 授 Ԭ ෦ ߴ 明
ˑ准 教 授 工 ౻ 一 弘

（࿈ܞ）環境దԠ物࣭学 $02分回ऩ・ݻ定化技術の実用化および素社会の構ஙをओたるテーマとし、ٿԹஆ化問
題の解ܾに͚た基盤技術ʢ材ྉ開発、ナノ構造制御技術）および実用化技術ʢプロセス開発、シ
ステムઃ計）に関する研究・教育を行う。

［キーワード］
ٿԹஆ化、$02分回ऩ・ݻ定、新エネルΪーʢਫ素）、লエネルΪー、ບ分、ٵண法、ٵऩ法、
ナノ構造制御、多質材ྉ

ʢ連ܞ機関໊：ʢެࡒ）ٿ環境産ۀ技術研究機構）

P.113

ˑ教 授 ༨ ޠ ࠀ ଇ
ˑ教 授 ޙ ౻ 和 也

（࿈ܞ）ઌਐػࡐྉ 材ྉ創成技術や形態制御技術を基盤として、 産ۀքの๊える՝題にき合い、 次ੈ代のエネル
Ϊーデバイス実現の伴となる革新的ೋ次ి材ྉ、 およびٿ環境にྀしたߴ分子材ྉに関す
る研究開発、およびその実用化技術開発を行う。

［キーワード］
エネルΪー材ྉ、全ແ機・全ݻ体・リチウムイオンೋ次ి、ബບ、微ཻ子、ナノ材ྉ、ແ機ߴ分子、
バイオマス、ϙリೕ酸、セルロースナノϑΝイバー、ਫ਼ີॏ合、多分ذϙリマー

ʢ連ܞ機関໊：ʢಠ）େࡕ産ۀ技術研究所）

P.114

ˑ教 授 ߴ ڮ խ 也
ˑ准 教 授  多 ৎ 治
ˑ准 教 授 山 ຊ ਅ 理

分子Խ学ػ
（ኍా・দඌάϧーϓ）

生体超分子の構造・機能メカニズムを解明するとともに、生物が発شしている素しい機能を化学
的に発現し、それを利用する新技術の開発を行う。

［キーワード］
超分子科学、生体分子科学、ナノバイオテクノロジー、生物ແ機化学、タンパク質科学、生物物理化
学、ޫ 化学、生体機能関連化学、༗機合成化学、ࡨ体化学、৮ഔ応、ޫ スイッチング技術、機能制
御、酵素応、ۚ ଐタンパク質、ＤＮＡ、分ޫ法、機能性材ྉ、メデΟシナルέミストリー、タンパク
質構造異常ප、ༀ学、ϔモグロϏン、߅体、タンパク質医ༀ、人工酵素、アϙトーシス制御

P.115
教 授 ኍ 田 　 俊
准 教 授 松 ඌ 貴 史
助 教 山 中 　 ༏
助 教 小 林 直 也
特 任 助 教   ਅ ౡ ߶ 史

分子ෳ合ܥ科学
（อ・౻ؒάϧーϓٱ্） 蛋白質分子ूஂがࣔすࣗ的ू合ࢄ現象に注目し、蛋白質科学及び生物物理学を基ૅとして、創

ༀのターゲットとなり得る蛋白質分子複合ܥの理解や次ੈ代蛋白質分子複合材ྉの開発に関する
研究・教育を行う。

［キーワード］
分子複合ܥ、蛋白質科学、生物物理学、構造生物学、蛋白質ઃ計工学、̭ ઢ༹ӷࢄཚ、9ઢ݁থ構
造解析、中性子݁থ構造解析、Թ分ޫ法、ৼ動分ޫ法、ޫܬण命測定、組換%NA技術、人工蛋
白質、構造蛋白質、蛋白質輸送システム、神経軸索৳システム、ޫ 情報変換システム、分子間相
互作用、分子内相互作用、動的டং解析

P.116

教 授 ্ ٱ อ ༟ 生
准 教 授 ౻ 間  子
助 教 山 ࡚ ༸ 一
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φϊߴ分子ࡐྉ
（・҆౻άϧーϓ）

分子技術の֓೦に基づき、分子ઃ計ߴ、 分子合成ߴ、 分子間相互作用、およびナノ構造制御の֤ス
テージにお͚る՝題にऔり組み、医療材ྉやエネルΪー関連材ྉにண目して、機能性ߴ分子材ྉの
創ग़に関する研究・教育を行う。

［キーワード］
環境適合材ྉ、生体適合材ྉ、生分解性ߴ分子、バイオマテリアル、ゲルߴ、 分子構造制御ߴ、 分子
間相互作用ߴ、 分子材ྉ、ナノ構造、分子ઃ計、分子技術、ܹ応答性

P.117教 授  代 広 治
准 教 授 ҆ ౻ 　 ߶
助 教 $IBOUIBTFU NBMJOUIJQ
助 教 吉 田 ༟ ҆ 材

ϚテϦアϧζ・ΠϯϑΥϚテΟクス
（౻Ҫάϧーϓ）

機械学習・ਂ学習やϋイスループットୈ一原理計ࢉといったデジタル技術の力で、物質の新しい
学理をݟग़し、新材ྉ創成を実現するະ౿ྖҬを開すべく、研究・教育を行う。

［キーワード］
マテリアルズ・インϑΥマテΟクス、データۦ動科学、機械学習・ਂ学習、ୈ一原理計ࢉ、ϋイス
ループット計ࢉ

P.118教 授 ౻ 井 װ 也

データ駆動型Խ学（ྗڠ）
（ӜԬ・ધ・ٶඌάϧーϓ） 化学および化学工学に関わる༧測とઃ計に関するॾ問題を、έモインϑΥマテΟクスʢ化学情報学）

を器に、シミϡレーシϣンを通して解ܾする研究を行います。
［キーワード］
έモインϑΥマテΟクス、マテリアルズ・インϑΥマテΟクス、データ・サイエンス、機械学習、データ
モデリング

P.11�★教 授 Ӝ Ԭ 行 治
特 任 教 授 ધ  ެ 人
准 教 授 宮 ඌ  
特 任 助 教 4XBSJU +BTJBM

注）ˑ印：٬員　★印：兼任



物質創成科学領域の概要
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物ੑՊ学研究室ࢠྔ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/optics/index-j.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：༄　ٱ༤ yanagi@Ns.naist.jp
।教授：݄߳　ߒ೭ katsuki@Ns.naist.jp
助教：ࢁԼ　३ ishi[uNi@Ns.naist.jp
助教：ਫ野　ࡈ hitoshi352-17@Ns.naist.jp

ʮྔࢠʯͱෆٞࢥな世界Ͱ ɻ͢ྔ Γ、৽し͍物࣭のにઓし·しΐૢͯݟをޫͰݱ生Έग़͕͢ࢠ ʂ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ʮྔ子ʯとはԿか をしっかり理解し্ͨで、༗機分子やಋ体、ۚ 属の光ి子物ੑに関する基礎知識、ならびに֤छ分光法や顕微鏡、
レーβーを取り扱うͨめのݪ理の理解を必要とする。

研究室の指導方針
　ʮྔ子物ੑ科学ʯとݴっても、理論をษڧする研究室ではありまͤΜ。ྔ子の基本を理解し্ͨで、手を動かし実験するのが研究の
த心です。物理、化学、ి子学などこΕまでの専門にかかΘら 、ͣすての物࣭や自વݱにかかΘるྔ子のੈքを観ଌし、サイΤ
ンスの楽しさをײڞしながら新しい物ੑやࡐྉのग़を目指します。

この研究で身につく能力
　ྔ子力学やྔ子化学のීว的な理解、֤छ分光法や顕微鏡、レーβーを取り扱うͨめの基礎技術を身につけます。কདྷの光ใ通
৴やྔ子ίンϐϡーテΟンάに必要な分子Τレクトロニクス、ྔ子ίώーレンス、ྔ子ドοトなどに関Θるࡐྉ作、物ੑܭଌに関する
知識や実験ߦ力をཆいます。

修了生の活躍の場
　ύφιニοク、トϤタ自動ं、ࡾඛి機、デンιー、本ి࢈、μイΩン、ॅ༑ి、ଜ田作ॴ、マπμ、リίー等のا業、ౡࠜ
大学

研究内容
　ి子をφノメートルʢ1�ԯ分の1メートルɿ1����Nʣサイズのۭ間にด͡ࠐΊると、ͦのとしての性質が
ஶしくݱれます。ྫえば、有機分子はݪ子が݁合したφノメートルۭ間にి子をด͡ࠐΊたまさにྔ子ശです。
また、導体φノཻ子は、ྔ 子ޮՌによりバルクݻ体とは異なった৭をࣔします。これらのྔ子物質の性質は、
分子構や形ঢ়、サイズによって変化します。さらに、ྔ子物質をنଇਖ਼しくྻし、ͦれらの間にコώーϨ
ンスが生まれると、様々な新しい光ֶ的ɾిֶ࣓ؾ的ݱが得られます。
　ຊ研究ࣨでは、ྔ子ޮՌのݱれる分子、݁থ、φノཻ子、ബບを研究対とし、高Ϩーβー分光や
छ々のݦඍڸ法によって、ͦの性質をྔ子ྗֶ的ཱから明らかにするとともに、ক来のྔ子ใ技術利
用される新物質や光σバイスのԠ用をࢦして、以Լの研究を行っています。

ʢ1ʣ�有機ΤϨクトロニクスˍフォトニクス
　有機分子のྻやू合体構を制御することにより、高ޮの有機Ϩーβーや発光トランδスλ、有機太
陽ిをする。

ʢ�ʣ　݁ڧܥॖڽ合ྔ子ঢ়ଶのコώーϨント制御
　光の長ఔのඍখྖҬにด͡ࠐΊた分子のి子ɾৼಈྭىঢ়ଶと光のࠞ成ঢ়ଶʢ݁ڧ合ঢ়ଶʣを対に、
ͦの高μイφミクスの؍ଌと整形光パルスによるྔ子ঢ়ଶ制御をࢦします。

ʢ�ʣ�φノ構物質の光物性
ඍ分ݦ、に対Ԡしたφノཻ子、ෆ७物をυーϓしたφノཻ子などφノ構物質の光機能性を吸ऩ、発光ڥ　
光ʢ単一ཻ子分光ʣ、࣌間分解分光、ラマン分光ଌఆにより明らかにする。

のൃදจۙ࠷
 ɾ). Yanagi, F. Sasaki, and K. YaNashita, �Cooperative behaviors in 

aNpliGied eNission GroN single Nicrocrystal cavity oG thiophene/
phenylene co-oligoNers towards organic polariton laser,� Adv. Opt. 
Mater. 7, 1900136 	2019
.

 ɾK. Yano, ). Katsuki, and ). Yanagi, �Mode Selective &xcitation oG 
5)[ vibrations in Single Crystalline Rubrene,� J. CheN. Phys. 150, 
054503 	2019
.

 ɾA. Ishi[uNi, S. Fujita, and ). Yanagi, ʠInGluence oG atNosphere on 
photoluNinescence properties oG &u-doped ;nO nanocrystals,ʡOpt. 

Mater. 33, 1116 	2011
. 
 ɾ). Mi[uno, 5. Jinjyo, C. M. Laurio, ). Katsuki, I. )iroNitsu, F. 

Sasaki, and ). Yanagi, �Fabrication and characteri[ation oG vertical 
Nicrocavities containing a subNicron particle GilN oG 5,5 -˄di	4-
biphenylyl
-2,2 -˄bithiophene�, Jpn. J. Appl. Phys. 59, S%%A14 	2020
.

共同研究ઌ
、業技術૯߹研究ॴ、分子科学研究ॴ࢈、ણҡ大学、੩Ԭ大学ܳژ
関光科学研究ॴ、Ϊーηン大学、カリアリ大学、ニール研究ॴ、ଞ

" NolecVlaS cSZTUal�CaTeE 
oSganic laTeS

5aSgeUT oG coIeSenU conUSol

-VNineTcence GSoN iNQVSiUZ�
EoQeE TeNiconEVcUoS 
nanoQaSUicleT

���　-"B03"503: (6*%& ����



ج
װ
ݚ
ڀ
ࣨ

研究内容
　研究ࣨでは、Ϩーβーによるඍখ物
体ૢ作技術とマイクロྲྀ体σバイスによる
ྲྀ体制御技術をって、これまでにࡉ๔ಉ
๔の遺伝ࡉのணྗのଌఆや、ૂった࢜
子導入など、ै来法を྇կするࡉ๔のૢ
作ɾ制御ɾܭଌख法の։発と研究に取り組
んでいます。1���ஹ分の̍ඵというۃΊて
い࣌間に光をࡏہさせたパルスϨー
βーʢフΣムトඵϨーβーʣをݦඍڸԼで
ू光すると、光のΤωルΪーが࣌間的ɾۭ
間的にݶۃにまでू中されます。この高い
光ΤωルΪーを水中に作用させると、Ϩー
βーのू光でマイクロスケールのര発ݱ
がҾきىされ、ඍখۭ間にিܸྗが伝播
します。研究ࣨは、このフΣムトඵϨー
βー༠ىিܸྗをミクロな世քで生体ࢼྉ
をૢるたΊの“ख”とする研究で世ք的な
イニシアνϒをとっており、これにマイクロ
ྲྀ体νッϓ、光ηンシンά、ݪ子間ྗݦඍ
新などを༥合し、世քでもྫを見ないڸ
なඍখ物体のૢ作ɾܭଌ技術の։発と研
究をਐΊています。

ʣ̍パルスϨーβーとݪ子間ྗݦඍڸを組Έ合わせた生体のྗֶ特性のଌఆ
　パルスϨーβーが༠ىするিܸྗをࡉ๔やඍখ生体ࢼྉに作用させ、ࢼྉを伝ൖする性をݪ子間ྗݦඍڸのカンνϨバー
のৼಈとしてݕ出することで、ඍࡉ生体ࢼྉのྗֶ的性質を明らかにしようとしていますʢਤ ʣ̍。さらに、分光ɾイメーδンά技術をۦ
新なアイσィアであり、ଟくのҩଌ技術は世ք的にܭ๔ૢ作ɾࡉしています。これらのࡧを୳ݱحす新΅ٴ๔にࡉして、িܸྗが ɾֶ
生物ֶ分野の研究ऀと࿈ܞして研究をਐΊています。

̎ʣϨーβーૢ作技術とマイクロྲྀ体νッϓをۦしたࡉ๔分取ஔの։発�　
　近年、パルスϨーβーのૢ作性がඈ༂的に্し、ҩྍɾ生物ֶ分野の研究ऀにも容қに利用できるஔになり、ͦの用్が
֦大しています。研究ࣨでは、パルスϨーβーが༠ىするিܸྗを利用してマイクロྲྀ体νッϓをྲྀれるࡉ๔を高で分取Մ
能な革新的なҩྍɾバイオ機器の։発研究にも取り組んでいますʢਤ̎ʣ。

生ମϓϩηε学研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/env@photo@greenbio/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：細　ཅҰ hosokawa@Ns.naist.jp
।教授：Yalikun　Yaxiaer yaxiaer@Ns.naist.jp
助教：҆ᅳ　良ฏ r-yasukuni@Ns.naist.jp
特任助教：ࢁ田　ฏ so-yaNada@bs.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　本研究室では物理学、生物学といっͨ分野やैདྷの֓೦にとらΘΕないい視野で、まっͨく新しい研究課題取り組もうとするνϟ
レンジਫ਼ਆを重視します。

研究室の指導方針
　学生本人の研究എܠとϞνϕーションを考ྀしながら、ύルスレーβー技術とマイクロνοプ技術をத心としͨ細胞のૢ作ɾ解
析に関するテーマを設定し、Αりਂい専門ੑを身につけます。まͨҟ分野のڞಉ研究者ともੵۃ的に関Θり、分野をԣஅする研究を推
進Մ能なマωジメント能力とίϛϡニケーション能力をҭします。ࠃ֎の学術ձٞにもੵۃ的にࢀՃし、自らの研究課題をॱং立
てて説明できるプレゼンテーション能力をཆいます。

この研究で身につく能力
　基本的な顕微鏡、光学システムや、細胞ഓཆなど生体ࢼྉの扱いを習得します。ͦの্でύルスレーβーがҾきىこすॾݱと
マイクロྲྀ体技術や光ηンシンά技術を組み߹Θͤͨ、細胞や生体組৫の新しいૢ作ɾܭଌ技術の։発や、レーβーが生体ࢼྉにも
ͨらす物理的ɾ分子生物学的作用に関する理解をਂめ、物理ɾ化学から生物ɾҩ学にるい知見から、ಠ自の観で研究を進めらΕ
る力を身にணけます。

修了生の活躍の場
業研究։発৬Ұൠاɾਫ਼ີ機ցメーカーをத心としͨؾి

究ۃのࡉ๔ૢ࡞に、ઌのϨʔβʔٕज़ͱϚΠΫϩνοϓٕज़ͰΉ

研究設備
顕微フェムトඵレーβーরࣹシステム（ߴग़力フェムトඵレーβー、顕微鏡、
設ࢪ子ؒ力顕微鏡、細胞ഓཆݪ、য顕微分光システムڞ、（カメϥߴ

共同研究
　本学バイオサイΤンスɾใ科学ྖҬ、理化学研究ॴ、౦ژ大学、ژ大学、
、立ަ通大学（）、6CLAࠃ、大学、ཅ明大学（）ށ大学、ਆـۙ
ύリサクレ大学（フϥンス）、マοίーリー大学（オーストϥリア）など

図２　Ϩーβー༠ىিܸྗΛར༻したߴࡉ๔
औ。マイクϩνοϓதΛߴにྲྀΕΔࡉ๔Λ
গͰՃر、イϝーδンάにΑΓબผしߴ
Ձのࡉ͍ߴ๔ΛऔしΑ͏ͱし͍ͯ·͢。
Ϩーβー༠ىিܸྗΛ༻͍たํ๏にΑΓ、ੈ
ք࠷のऔஔの։ൃにΜͰ͍·͢。

図１　Ϩーβー༠ىিܸྗにΑΔθϒラϑΟοシϡᡢのա
ৼಈの༠ಋͱݪ子ؒྗݦඍڸ（"'.）にΑΔৼ
ಈのݕग़。"'.にΑΓݕग़͞ΕたナノϨϕルのৼಈ
Λղੳ͢Δ͜ͱにΑΓ、ൃ 生段֊に͋Δඍখͳ生ମ
ଶมԽͱྗのมભΛ໌Β͔にしΑ͏ͱしͯܗྉのࢼ
͍·͢。

.aUeSialT Science　��� 
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物ੑใ物ཧ学研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/surGace-Naterial-physics/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究内容　
ʲ的 �r機能性ࡐྉを作するࡍには、ࡐにඍྔなݩૉをఴՃ	υーϐンά
したり、ද໘にݪ子を吸ணɾଯੵするख法がよく用いられ
ます。これらのఴՃしたݪ子が形成するݪ子ྻ構は物性に大きく関わっていますので、ݪ子構の
Մࢹ化がࡐྉ։発のݤとなります。しかし、ै来のଌఆ
法だけでは見ることはできません。研究ࣨではࡐྉ科
ֶに技術革新をもたらすべく、このඍྔなఴՃݪ子の構
をՄࢹ化する࣮ݧஔを։発しԠ用する研究を行って
います。

ʲ研究テーマʳ
1��導体σバイスʢシリコン、μイϠモンυ、4J$、άラフΣ
ンなどʣやࢎ化物伝導体などのυーパント　���ۚଐシ
リサイυ　���Έ導体φノബບܥ　���৮ഔσバイスを
ࢦした吸ண分子Ԡ制御　ڥ���քを作らないφノബບ
の新成長法　���低次݁ݩথのి子ঢ়ଶ　���ి子֨子相ޓ
作用　���ද໘構のඇઢ形ৼಈݱ　���ཱ体構ද໘

。機構の機能解明に迫りますݱの研究ख法で物性発هの物質を対として、Լه্

1���大ࣹ์ܕ光ࢪઃ41SJOH��を利用した光ి子ホロάラフィーによる物質中の
υーパントのݪ子構解析

����機ցֶशとࢄཚのྔ子を組Έ合わせた、ホロάラムからのཱ体ݪ子૾࠶生
ཧ研究

���ࣹܕ高ి子ઢճંによる֨ٯ子ۭ間マッϐンάよるද໘ݪ子構解析
����ද໘ɾφノബບの作とࠪトンωルݦඍڸ、低ి子ઢճં、質ྔ分析に
よる解析

���֯分解光ి子分光とີ൚関法ཧࢉܭによるి子構解析
���ラマン分光とカιーυルミωッηンスによる֨子と発光機構解析

ࢠిޫ、ճંτϞάϥϑΟʔࢠి、ϗϩάϥϑΟʔࢠిޫ、ઌٕज़ͱしͯ࠷Δݟをߏࢠྻͱిࢠݪ
ޫ、ࠪτϯωϧݦඍڸなどを։ൃし、ಘΒΕͨσʔλにରしͯใཧをۦしͯ、ઌػੑࡐ
ྉのػ解明をࢦしͨ研究を͍ͯͬߦ· ɻ͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ಋ体ɾۚ属などのݻ体物ੑに関する基礎知識	結থߏɾΤωルΪーバンドなど
がましいですが、必ਢではありまͤΜ。新しい
ଌ定技術にΑるද໘科学ɾి子分光に挑戦する意欲と知的好奇心をもっͨ学生を歓迎します。

研究室の指導方針
　配属学生には、ߴ真ۭૢ作、ද໘ࢼྉ作、ද໘観手法を指ಋします。装置のૢ作だけでなく、装置の設ܭや組立など装置作
りの本࣭を伝授します。物ੑ物理の教ҭ、ߋには新ܕ装置の։発や大ܕઌ研究ࢪ設での実験などを通じて、ઌ機能ࡐྉのݪ子配
ྻやͦの物ੑの発ݱするి子ߏの解明を、ใ理論を用いͨデータॲ理をߦってνϟレンジしてもらいます。研究テーマはできるݶ
りرを考ྀしঢ়گにԠじॊೈにରԠします。

この研究で身につく能力
　新しい物理ݱを見るͨめの研究手法や装置։発を通じて、কདྷ、どのΑうなಓに進Μでも、さま͟まな装置を։発できる能力が身
につきます。実験技術として、装置設ܭ、ߴ真ۭ、Ψス分析、ද໘作、ৠண、Ψス࿐、Ճ、Թ、ి子ճં、9ઢճં、光ి
子分光、ࠪトンωル顕微鏡、ిؾ伝ಋ、࣓化ଌ定、発光分光、ϥマン分光などを習得できます。データ解析を通じて、ݻ体物理学、
6NI9、ୈҰݪ理ࢉܭ、Python、C��、Lab7I&Wなどの能力が身につきます。まͨ、ब活に༗རなද໘科学技術者֨ࢿも得らΕます。

修了生の活躍の場
　म࢜ଔ：主にిؾ機器業の研究技術者ɾ6ۙ࠷ ϲでは、ΩーΤンス、౦ژΤレクトロン、トϤタ、ルωサス、)OYA、N55、
SOLI;&、オムロン、ίϕルί、シンプレοクス、フジクϥ、リクルート、リίー、ルωサス、ローム、ՖԦ、ژηϥ	2
、७化学ߴ、

2	力、ॅ༑ిిࠃ࢛、ॅ༑ి装	3
、ଜ田作ॴ、ଠฏి装、த෦ి力、本Ϟレοクス、立	3
、দϗトニクス、࢜通、ງ
作ॴ	2
。ଞに ଞ大学の進学:大ࡕ大学、Ϣーリοώ研究ηンター。 
　 ത ଔ：主にアカデϛοクの࢜ 研 究 者	ϙスドク、 助 教 など
。 ࠷ ۙ6 ϱ では、Lund大 学	MA9 I7
、 アー ϔン 科大 学、
International IslaNic 6niversity Malaysia、NIMS、Ԭࢁ大、໊大、大ࡕ大、ಸ良ઌ大、ถ子ߴ専、ܦBP、Bollho⒎、Ϣニ
ιク、マイクロメϞリジϟύン、౦ژΤレクトロン。

（写真左から）
教授：দԼ　ஐ༟ t-Natusita@Ns.naist.jp
।教授：෦　ݡ khattori@Ns.naist.jp
助教：田　さくら sakura@Ns.naist.jp
助教：ڮ本　由հ yusuke@Ns.naist.jp
助教：重　و৴ jujo@Ns.naist.jp

研究設備
ߴ真ۭࢼྉ作ଌ定装置	3
、ࠪトンωル顕微鏡	S5M
、֯分
解光ి子分光	ARP&S
、オージェి子分光	A&S
、ࣹߴి子ઢճં
	R)&&%
、ి子ઢճં	L&&%
、࣭ྔ分析	5P%
など。光ి子ϗ
ロάϥフΟーなどのݪ子分解能ϗロάϥフΟーଌ定装置は大ࣹ์ܕ光ࢪ設
SPring-8にて設置。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
<1> 5. Yokoya, 5. Matsushita, et al., Nano Lett. 19, 5915	2019
.

<2> K. 5sutsui , 5. Matsushita, et al., Nano Lett. 17, 7533	2017
.
<3>  K. )ayashi, 5. Matsushita, et al., Science Advances 3, 

e1700294 	2017
.
<4>  S. 5akeNoto,K. )attori, et al., Jpn. J. Appl. Phys. 57, 090303 

	2018
.
<5> N. )irota, K. )attori, et al., Appl. Phys. &xpress 9, 047002 	2016
.
<6> O. RoNanyuk, K. )attori, et al., Phys. Rev. B 90, 155305 	2014
.
<7> S. N. 5akeda et al., Phys. Rev. B 93, 125418 	2016
. 
<8> 科研අ 学術変ֵྖҬAʮடংߏがする物ੑ科学ʯ（R2-R6）
<9>  科研අ 挑戦的研究（๖ժ）（R1-R3）、基൫研究（B）（R2-R4）

େࢪޫࣹ์ܕઃSPSing��	上段
にͯ։ൃし͍ͯΔޫి子
ϗϩάラϑΟー༻のి子ΤωルΪーੳث。ి 子ඈ
ࢉܭにΑΔઃܭͱஔ࡞

ޫి子ϗϩάラϑΟーͰ؍ଌしたダイϠ
ϞンυதのϦンݪ子のߏ。�ͭのԽֶ
ঢ়ଶ͕͋Γ、ஔߏͱ�ͭのۭのத
৺にϦンݪ子͕Ґஔ͢ΔߏΛ࣮ଌ<�>。

ߴਅۭͰ࡞した'eシϦαイυ
ද໘のࠪトンωルݦඍڸ	S5.

૾。ҰͭҰͭのً͕ݪ子。

֯ղޫి子ޫͰಘΒΕた、シϦ
コンసதのྔ子Խి子ঢ়ଶのα
ϒバンυࢄ<�>。
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Պ学研究室ࢠૉػޫ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/pdslab/index-j.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ଠ田　३ ohta@Ns.naist.jp
।教授：　ਗ਼ོ sasagawa@Ns.naist.jp
客һ।教授：田　༸ߦ tashiro@Ns.naist.jp
助教：य़田　人 N-haruta@Ns.naist.jp
特任助教：ߒ　ݪ t-hironari@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　Τレクトロニクスが研究の࣠になりますが、どのΑうな理系分野からでも習得してもらえる研究室のトレーニンάプロάϥムを४උし
ています。ԿΑり、ͦして།Ұ必要なのは学研究の興味と学Ϳ意思です。

研究室の指導方針
　配属学生ॾ܅શһにCMOS光ूੵճ࿏設ܭにνϟレンジしてもらい、CMOSΤレクトロニクスの基礎を身につけてもらいます。ͦの
うえでテーマ͝とにҟなる取り組みをߦってもらいます。テーマは֤人の興味と特ੑ、رを考ྀして決定します。テーマ͝とに୲当教
һがܧଓ的にサϙートしながら、すてのテーマについて教һνームશһがࢀՃして指ಋしています。学生ॾ܅の自主ੑをଚ重し、ಠ
的なアイデΟアがग़てきͨら、ੵۃ的に取りೖΕて進めます。

この研究で身につく能力
　テーマにΑら 、ͣશһに光Τレクトロニクス、特にCMOS光ηンサデバイスの設ܭɾ評価の能力を身につけてもらいます。ͦ の΄かはテー
マ͝とに、ಋ体プロηス技術、バイオけ光デバイスの実装技術、イメージηンサシステムのߏஙや評価、バイオ研究者とのڞಉ実
験にΑる実ূ実験を習得してもらいます。さらにどの研究テーマでも、指ಋ教һや研究室֎のڞಉ研究者とのίϛϡニケーション能
力をߴめてもらい、νーム研究のܦ験をੵΜでもらう体੍になっています。

修了生の活躍の場
　मྃ生の大は、主要ి機メーカーをத心としͨا業にब৬し、技術৬にबいています。Ұ෦はίンサルタントやマωジメントを業
とするا業にब৬しています。研究分野、おΑび研究室で身につく能力が࢈業քのニーズとマονするͨめ、ത࢜後ظ課ఔमྃ生に
ついても大手Τレクトロニクスメーカーの研究෦門のब৬が࠷も多くなっています。

研究内容
　ຊ研究ࣨでは、高ใ化ࣾձɾ高ྸ化ࣾձで中心
的ׂを୲うը૾ใを高かつॊೈにॲཧするたΊの
新しい光機能性の物質科ֶとૉ子機能成の研究։発を
ࢦしています。研究߲の۩体ྫは以Լの通りです。

ᶃバイオメσィカルフォトニックࡐྉɾσバイスの研究։発
�ɾ4J�-4*技術をجにしたフォトニックバイオ-4*。۩体的に
は࠶֮ࢹ生をࢦしたਓ֮ࢹσバイスʢਤ�ʣやهԱ
メカニズム解明や機能性࣬ྍ࣏ױにけたຒࠐ
。σバイスの研究։発ʢਤ�ʣܕ
ᶄマイクロケミカルフォトニックσバイスの研究։発
�ɾフォトニック-4*技術とマイクロケミストリを༥合したσ
バイス。۩体的にはภ光ܭଌ機能をଂしたフラッシュ
ケミストリԠ用にけた4J�-4*্マイクロྲྀ࿏σバイス。
ᶅ高機能イメーδηンサٴびͦのԠ用システムの研究։発
�ɾシステムɾオンɾνッϓ技術にجづく高機能な$.04イ
メーδηンサٴびͦのԠ用システム。۩体的には、オϓ
トδΣωティクスԠ用にけた新しいバイオメσィカル
フォトニックσバイスʢਤ�ʣやφノフォトニクスにجづ
く新しい光機能ૉ子、σδλル&-*4"用ηンサなど。

研究設備
ᶃフォトニックσバイス作ɾධՁઃ備ɿ%RI&、RI&、߅Ճৠண装置、

スύοタ装置、ύリレンίーター、アοシϟー、ϫイϠーϘンμー（ェο
ジɼϘール）、フリοプνοプϘンμー、レーβーՃ機、レーβーリϖア、
マスクアϥイφー（ີண、྆ ໘、ॖ খ影）、67রࣹ装置、S&M。
ᶄフォトニック-4*ઃܭɾධՁઃ備ɿ&WS、LSI設ܭCA%、デバイスシϛϡ

レータ（SP&C5RA）、光学シϛϡレータ（;&MA9など）、ಋ体ύϥ
メータアφϥイβ、データジェωレータ、ロジοクアφϥイβ、ωοトϫー
クアφϥイβ、マニϡアルプローバ、蛍光顕微鏡、ి 生理実験設උ、細ؾ
胞ഓཆ設උ等。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
 ɾڞಉ研究：ώϡーストン大学、ࠃ立ަ通大学、Ϟントリオール理科

大学、ژ大学（ҩ学）、大ࡕ大学（ҩ学、ༀ学）、۽本大学（ༀ学）、໊
ニデοク、生理研、΄か（ג）、立大学（ༀ学）ࢢݹ

 ɾ本学術ৼ興ձୈ125、131、174、179ҕһձ、JS5さきがけアドバ
イβ

 ɾԠ用物理学ձ、ిؾ学ձ、ө૾ใメデΟア学ձ、ి子ใ通৴学ձ、
I&&&（ถؾిࠃ学ձ）΄か

ຊ研究室Ͱ、৽し͍ߏػを備͑ͨޫػૉࢠʢσόΠεʣをΓग़し、όΠΦϝσΟΧϧを
த৺ͱしͨ৽し͍Ԡ༻ల։を୳ٻし͍ͯ· ɻ͢ޫΤϨΫτϩχΫεをϕʔεにしな͕Β、ଟ༷なに·
͕ͨΔ研究を、ҟの研究άϧʔϓͱの活ൃな共同研究にΑͬͯਐΊ͍ͯ· ɻ͢զʑのνʔϜͰ৽し
͍研究にઓし͍ͨ、ΞΫςΟϒなॾ܅のࢀՃを৺ͪにし͍ͯ· ɻ͢

図 ɿ̏ຒࠐデバイス 図 ɿ̐オϓトδΣωςΟクスܹޫ͚デバイス

図１ɿڀݚࣨڀݚ༰ 図２ɿਓ工֮ࢹシスςム
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ใػૉࢠՊ学研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/uraoka/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ӜԬ　࣏ߦ uraoka@Ns.naist.jp
।教授：্প　ກయ uenuNa@Ns.naist.jp
客һ।教授：ੴՏ　ହ明 yishikawa@Ns.naist.jp
客һ।教授：౻Ҫ　ᣈඒ G-NaNi@Ns.naist.jp
助教：BerNundo Juan Paolo Soria b-soria@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　こΕまでのバοクάϥンドは問いまͤΜ。新しい物ͮくりに挑戦するやるؾと未知の科学の解明に取りࠐむ好奇心さえあΕे分
です。あとは、研究を楽しむ心。

研究室の指導方針
　ಋ体プロηスに新しいࡐྉを、どΜどΜ取りࠐΜでͦのࡐྉの特が生かさΕͨಋ体デバイスをります。デΟスプレイ、ଠཅ
ి、LSI、ύϫーಋ体、ి変ૉ子などくԠ用を考えることで、ࡐྉ科学の基礎と物ͮくりをバϥンス良く研究します。どの研
究テーマもΤωルΪー問題の解決とٿの持ଓ的発లにݙߩします。
　ಋ体の基礎知識やデバイスプロηスの習得まではスタοフがஸೡにフォローしますが、あとは、֤自の能力を৴じ、自由な発想で
発లしていͨだきます。

この研究で身につく能力
　ੈքのதで戦える科学者ɾ技術者を目指し、ͦΕに必要な能力をཆします。ᶃಋ体の基礎知識、ᶄ物ͮくりの基本（真ۭ装置、
ಋ体デバイスの動作ݪ理）、ᶅࡐྉの分析能力、ᶆ実ߦ力とܭը力、ᶇޠ学力ɾプレゼンテーション能力、ᶈ新しい分野を切り։く
力。まͨ、本研究室の特は、ᶃきめ細かい指ಋ体੍、ᶄ基礎とԠ用のバϥンス、ᶅا業やւ֎の大学とのڞಉ研究の推進、ᶆॆ実
しͨ物ͮくりのڥ、ᶇ๛な研究テーマです。こΕらのメリοトを活用しͨ研究活動は、ا業でのଈ戦力としての活༂だけでなく、ࡐ
ྉ科学にֵ໋をもͨらす人ࡐをҭてます。

修了生の活躍の場
૯߹ి機メーカ、自動ं関࿈分野、ಋ体装置メーカ、大学ɾߴ専教һ、ࠃ立研究ॴ

研究内容
　ຊ研究ࣨでは、次世代ΤωルΪーΤϨクトロニクスをݗҾする新しい導体ࡐྉを物づくりのࢹから研究しています。これらのす
べての研究テーマは、業քで࠷ઌをりଓけるࡍࠃ的なا業や大ֶとの共ಉ研究の形でਐΊられています。
ʢ1ʣ次世代σィスϓϨイの࣮ݱにΉけたബບトランδスλ

高ਫ਼ࡉσィスϓϨイやಁ明フϨキシϒルσィスϓϨイを࣮

*O(B;O0など	化物導体ࢎするたΊに、シリコンやݱ
を用いたബບトランδスλを作します。ਅۭϓロηスと
ӷ体ϓロηスの྆໘から、高性能化、高৴པ性化をࢦ
します。また、発解析ஔや発光解析ஔを用いたಠ
自の技術で、৴པ性ྼ化メカニズムの解明に取り組んで
います。

ʢ�ʣ高ޮബບ太陽ి
シリコンബບやϖロϒスカイトࡐྉを用いた高ޮ太陽
ిの作をࢦします。ਅۭϓロηスとӷ体ϓロηスの
྆໘から、高ޮ化、低コスト化を研究します。また、φ
ノ構のテクスνϟーを࠾用することで、光ด͡ࠐΊޮՌ
を増ڧしています。

ʢ�ʣ化ガリウムを用いた高ѹパϫー導体ࡐྉ
自ಈंなどະ来のり物のΤンδンをޮよく制御ؾి
するたΊ、高ѹのॎ04.ܕ構トランδスλの研究を
行います。ಠ自の高ѹ水ৠؾॲཧやݪ子ଯੵ技術ʢ"-%ʣ
をۦすることで、高質のゲート絶ԑບք໘をࢦして
います。

ʢ�ʣࢎ化物ࡐྉを用いたಁ明フϨキシϒルి変ૉ子
ಁ明でフϨキシϒルなి変ૉ子の࣮ݱをࢦして、ࢎ化物導体ʢ*O(B;O0などʣのՄ能性を研究しています。ిૉ子の
形成条件とθーϕックなどのిパラメーλの相関性を調べることで、高ޮなిૉ子をࢦします。

研究設備
クリーンルーム、微細Ճ装置、ബບଯੵ装置、ٸॲ理装置、レーβ
結থ化システム、ి 子Ϗームඳը装置、֎ઢ発解析装置、ಋ体ύϥメー
タアφϥイβ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
1.  5akanori 5akahashi, Ryoko Miyanaga, MaNi N. Fujii, Jun 

5anaka, Ka[ushige 5akechi, )iroshi 5anabe, Juan Paolo 
BerNundo , Yasuaki Ishikawa, and Yukiharu 6raoka, �)ot 
carrier e⒎ects in In(a;nO thin-plN transistor� Applied Physics 
&xpress 12, 094007 	2019
.

2.  5engda Lin, Mutsunori 6enuNa, Masaaki Fururkawa, Juan 
Paolo Soria BerNundo, Yasuaki Ishikawan, and Yukiharu 
6raoka �&GGective 5rapping Reduction in SiO2/(aN MOS 
Structure by )igh PressureWater 7apor Annealing� &CS 
Journal oG Solid State Science and 5echnology, 8 	8
 388-391 
	2019
.

3.  Juan Paolo S BerNundo, Chaiyanan Kulchaisit, Yasuaki 
Ishikawa, MaNi N Fujii, )iroshi Ikenoue and Yukiharu 6raoka, 
�Rapid photo-assisted activation and enhanceNent oG solution-
processed In;nO thin-plN transistors� J. Phys. %: Appl. Phys. 
53, 045102 	2020
.

ࣗΒのखͰ世界ॳのಋମσόΠεをΔʂ
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学研究室物ཧࢠྔ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/yanagida/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：༄田　݈೭ t-yanagida@Ns.naist.jp
।教授：Տޱ　ൣ明 n-kawaguchi@Ns.naist.jp
助教：Ճ౻　ঊ kato.takuNi.ki5@Ns.naist.jp
特任助教：த　大հ nakauchi@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究の༰は物理学80�、ແ機化学20�。ͦのͨめྫえ大学ड験࣌のબ理科で、物理をબしなかっͨํにはదੑがありま
ͤΜ。

研究室の指導方針
　理系の研究։発৬を目指すલఏで指ಋをߦい、ا業ଆがम࢜ଔにظする理実験系としてे分な知識を得るࣄがग़དྷるΑう、
研究重視の教ҭシステムです。学生から見ͨ大学Ӄ進学の目的は主に研究とब৬活動になりますが、どͪらのൺ重が大きいかは人ͦΕ
ͧΕですし、どの研究室も基本的にどͪらかを主に想定し、教ҭシステムを組Μでいます。当研究室は研究メインで大学Ӄに進学しͨ
ํ用の教ҭシステムです。配属をرする߹、マονンάνェοクのҝ、ೖ学後に個ผ໘ஊをडけるΑうおئいします。

この研究で身につく能力
　バルク୯結থɾ多結থɾΨϥスを߹するແ機化学、։発しͨ物࣭の光物ੑをܭଌɾ理解ɾ考する物理、ͦΕらの์ࣹઢܭଌデバ
イス特ੑを評価する物理学的な能力が身につきます。म࣌࢜からෳのࠃɾࡍࠃ学ձで主ஶ発දをܦ験するҝ、発දࢿྉの作ɾ
発දɾ࣭ٙԠ技法も身につきます。म࢜課ఔでもશһがインύクトフΝクターのࢽࡍࠃに主ஶ論จを発දするͨめ、科学論จのॻ
きํやӳޠのจॻ作といっͨ実力も身につきます。2015 ʙ18ظ生のम࢜ೋؒでのฏۉ研究業は、主ஶのӳޠ論จ4.2、ࠃ
学ձ発ද13.0、ࡍࠃ学ձ発ද4.7、ड1.7です。論จをॻいてみͨいというやるؾ、あとは࠷ݶの物理の知識があΕҰൠ的な
ത࢜課ఔमྃ者の研究果をೋؒであげらΕます。

修了生の活躍の場
　ແ機化学と物ੑɾデバイス物理をߦうͨめ、化学メーカー、物理メーカー（ܭଌ機器։発など）に々でब৬しています	研究室
)Pにશࡌهしています
。म࢜मྃ者શһが主ஶӳޠ論จをࣥචしているͨめ、大がا業でも研究৬として初ظ配属さΕています。
こΕはNAIS5のみなら 、ͣશࠃ的にもۃめてߴいׂ߹です。ത࢜課ఔに関しては、こΕまでത࢜課ఔ進学8໊શһが学ৼ%C1࠾
です。࠾用後からӳޠ論จをҰ人でࣥචՄ能というଈ戦力ੑが評価さΕ、ത࢜ɾ教һOBはશһがアカデϛοクϙストを得ています。

研究設備
　୯結থҭ̒、SPS̏、ిؾ15、༡Ϙールϛル、切அ研
ຏ装置、9R%、9RF、S&M、&PMA、光物ੑ評価装置10छҎ্、ੈք
།Ұの設උをؚむ์ࣹઢܭଌデバイス特ੑ評価装置10छҎ্。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業：2015の研究室発࣌Αり論จ503、ࡍࠃ学ձ発ද501、ࠃ
学ձ発ද1084、NAIS5初の本学術ৼ興ձडなど。
Ҫۚ属߭業、トクϠマ、立ࡾ、業：本結থ光学اಉ研究実のあるڞ
ۚ属、ਆౡ化学業、立アロカメデΟカル、দϗトニクス、立作ॴ、
N5N、ژηϥ、౦ࣳマテリアル、খࢳ作ॴ、ϰΟーωοクス、ઍ田テク
ノル、オΩサイドなど。
ࣾձ活動：Ԡ用物理学ձ-์ࣹઢ分科ձ、本学術ৼ興ձ186ҕһձ、次
ੈઌ光科学研究ձなど。
֎෦ا：ۚࢿ業ڞಉ研究අ、科研අ基൫A、JS5 A-stepなど。

ɻ͢·͍ߦଌ༻σόΠεの研究をܭମを༻͍ͨ์ࣹઢޫܬ

研究内容　
　์ࣹઢݕ出器はҩ ʢྍ9ઢ$5、1&5、41&$5、σδλルϨントゲンʣ、ηキュリティʢۭߓのखՙ物ࠪݕ器、ߓのコンテφࠪݕ器ʣ、
被ばくઢྔܭ、ੴ༉等のݯࢿ୳ࠪ、ܭڥଌ、Ӊɾૉཻ子物ཧなどいԠ用ൣғを有していますが、これらのηンサ෦分のଟくは
光体はシンνϨーλと呼ばれていまܬする光に変ࢹに吸ऩした์ࣹઢをՄ࣌によってॠ光体を用いています。ྔ子ΤωルΪー変ܬ
す。一方で์ࣹઢのྔやΤωルΪーをهԱしておくهԱܕૉ子はυシメーλと呼ばれ、هԱख法の違いによってًਚܬ光体、ܬ光体、
。光体などが用いられていますܬ-31
　ຊ研究ࣨでは、これら์ࣹઢܭଌ用ແ機ܬ光体の合成、ධՁ、ܭଌσバイス։発までを研究対としており、大きくແ機化ֶ、光
物性物ཧֶ、์ࣹઢܭଌֶのࡾ分野を༥合させた研究をల։しています。これらࡾ分野をਨ౷合的に行える研究ࣨは世քでも
えるほどしかありませんし、シンνϨーλと֤छυシメーλ方の研究を行える研究ࣨは世ք།一です。ֶ࢈࿈ܞにਫ਼ྗ的に取り組ん
でおり、-J$B"M'�シンνϨーλʢトクϠマʣ、("((シンνϨーλʢݹՏ機ցۚଐʣ、4S*�シンνϨーλʢオキサイυʣ、パルス9ઢストリー
クカメラシステムʢদホトニクスʣなど、ଟの研究成Ռがとして世に出ており、࣮ࣾձにݙߩしています。
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研究内容
�ɾʮΘΒか͍ʯిࡐྉのग़
　生活ڥやਓ体からのഉをిؾΤωルΪーに変
するڥ発ిૉ子として、ै来֓೦を෴す有機ిࡐ
ྉやフϨキシϒルి変ૉ子の出に取り組んでいま
す。カーボンφノνューϒ間に特घなλンパク質による単
分子合を形成することで伝導が1�1���に制さ
れるφノ複合ࡐྉʢਤ ʣ̍や、研究ࣨで発見された有
機低分子ࡐྉにおけるڊ大θーϕックޮՌの機構解明
と制御ʢਤ̎ʣなどについて、ઌܭଌɾ物性ཧɾܭ
ܥ化ֶを૯ಈһして研究をਐΊています。また、$/5ࢉ
ిࡐྉをࢳにしてσバイスを作りࠐΉことで、ʮ発ిす
るʯを࣮ݱさせる研究も行っています。
�ɾφノεケーϧ༌ૹのܭଌɾシミュϨーションɾ੍ޚ
　分子スケールでのԹやྗిى分をՄࢹ化する新
しいࠪܕϓローϒݦඍڸを։発していますʢਤ̏ʣ。さ
らにɼ平ߧおよびඇ平ߧ分子ಈྗֶシミュϨーションな
どによって有機ݻ体やք໘における༌ૹ機構のཧ解
をਐΊます。ͦれらの識はɼ༌ૹを制御する分子
合をさらに高性能化するたΊにཱてます。
ɾੈ࣍ϓϥενοΫଠཅిの։ൃ
　光を吸ってిؾをྲྀす高分子ࡐྉʢК共高分子ʣを用いてɼ次世代のフϨキシϒル太陽ిとしてظされるϓラスνック太陽ి
の研究։発に取り組んでいます。φノメートルスケールのہॴۭ間ྖҬにおける光ి変機能をՄࢹ化するಠ自のܭଌख法をۦし
て太陽ిのಈ作機構を分子Ϩϕルで解明していますʢਤ̐ʣ。さらに、これらૅج研究を通して得られる見を活かしてɼ太陽ిの
高性能化をࢦしたԠ用研究もਐΊています。

༗ػΤϨΫτϩχΫε研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/greendevice/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：தଜ　խҰ NnakaNura@Ns.naist.jp
।教授：Ⴕఱ　明 benten@Ns.naist.jp
客һ।教授：খౡ　 kojiNah@Ns.naist.jp
助教：Pandey Manish Npandey@Ns.naist.jp
助教：᪅　ϤンϢン yy.cho@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　学ࡍ的分野なのでɼݻ体物理学ɼಋ体学ɼ伝学ɼද໘科学ɼྔ子化学ɼߴ分子化学ɼ光化学など෯い専門科目が基礎と
なります。いͣΕかҰつに自৴があΕɼଞは必要にԠじて配属後に学ΜでԼさい。機ցɾిؾ作ɼプロάϥϛンάなどのスΩルも
活かͤます。

研究室の指導方針
　Ұ人Ұ人の興味とదੑにԠじてɼ物࣭に関Θる基礎的な研究から実ࡍに動作するデバイスまでɼ෯いテーマ設定をߦいます。配属
学生の研究に決まっͨύターンはありまͤΜ。લྫをなͧらないとෆ҆な人はෆきかもしΕまͤΜ。ରに、自分で考え、教һにఏ
案するくらいのಠ立心のある人をٻめます。学֎とのڞಉ研究やࡍࠃձٞなどでの発දをੵۃ的にߦいɼ研究者としての自主ੑとҰྲྀ
の研究マインドをཆいます。科学に関する෯い知識と࢈業Ԡ用にけてのలをซͤ持ͪɼا業でも大学でも活༂できる研究者を
ཆすることを目指しています。

この研究で身につく能力
　બしͨ研究テーマにԠじてɼബບのߏʗ物ੑ評価ɼ༗機ಋ体デバイスおΑびి変デバイスの作と評価ɼਫ਼ີిܭؾଌɼ
ʗߏとޚ੍プローϒ顕微鏡にΑるφノスケール物ੑ評価ɼಋ体ϙリマーやカーϘンφノνϡーϒの配ܕଌプロάϥϛンάɼࠪܭ
物ੑ評価などɼҰઢのి子ࡐྉ研究者ɾ技術者としてಇくͨめの༷々なスΩルを身につけることができます。さらにɼલྫのないઌ
デバイスを։する研究を通じてɼ自らௐɼ考えɼ実験を४උしɼ研究をߦする能力を鍛えます。

修了生の活躍の場
　大学や֤छ研究機関、ࡐྉɾΤレクトロニクスを࢝めとする༷々な分野のメーカー研究ɾ技術৬など

研究設備
༗機ࡐྉ用おΑびແ機ࡐྉ用の֤छৠண装置, ߴ真ۭঢ՚ਫ਼ʗؾ相結থ
装置, CN5ෳ߹ࡐྉࢳ装置, ロϘοトデΟスϖンサーඳը装置ɼࠪܕプロー
ϒ顕微鏡（用్ຖにカスタマイズしͨもの̑ ）ɼి特ੑ評価装置（用్ຖにಠ
自։発しͨもの̏ ）ɼ 伝ಋʗ֦ࢄ評価装置（用్ຖにカスタマイズしͨ
もの̐ ）, ์ࣹ光(I9%用ドリフトフリーԹՄ変νϟンバー, 5)[ྖؒ࣌Ҭ分光
装置, ৮ࣜஈࠩܭ, ιーϥーシϛϡレータ, インϐーμンス分光装置, ࢵ֎Մ視
ۙ֎分光光ܭ, 分光蛍光光ܭ,Ҿுࢼ験機, 化学ࢉܭクϥスタ́ か

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
1. A.5. )idayat et al., ʠ&nhanceNent oG short-range ordering oG low-bandgap donorr

acceptor conjugated polyNer in polyNer/polyNer blend plNsʡ, MacroNolecules 
��, 6630 	2020
.

2. M. Pandey et al., ʠFabrication oG ribbon-like plNs oG orientation-controlled carbon 
nanotube/polyNer coNposite using a robotic dispenserʡ, Appl. Phys. &xpress  1�, 
065503 	2020
.

3. M. Suda et al., ʠLight-driven Nolecular switch Gor reconpgurable spin pltersʡ, Nat. 
CoNNun . 1�, 2455 	2019
.

4. ). KojiNa et al., ʠ6niversality oG (iant Seebeck &GGect in Organic SNall 
Moleculesʡ, Mater. CheN. Front.  �, 1276 	2018
.

5. M. Ito, et al., ʠFroN Naterials to device design oG a therNoelectric Gabric Gor 
wearable energy harvestersʡ, J. Mater. CheN . A �, 12068 	2017
.

図１　 ΧーϘンナノνϡーϒΛແཻػ子แ͔͝ঢ়タンύ
ク質Ͱଓしたʗిՙ༌ૹಠ੍ཱޚナノߏ

図２　ڊେθーϕοクޮՌの֓೦図ɿ子ੑ
༺࡞ޓମにಛ༗のిྲྀ�ྲྀ૬ݻ

ʠ&MFDUSPOJDT�PO�"OZ�4VSGBDF�ʡ�͜Ε͕զʑの研究のେきなඪͰ ɻ͢どΜなۂ໘に͛ۂΒΕΔ
ճ࿏ɼମに·ͱ͏͚ͩͰൃి͢Δɼど͜にͰషΕΔϑΟϧϜঢ়ଠཅిなどɼ༷ʑなʮද໘ʯにࢠి
͜Ε·Ͱなかͬͨଟ༷なػをՃしͯΏ͘͜ͱͰɼͪͨࢲの Β͘しΑΓշదͰ๛かなのになΓ· ɻ͢
༗ݻػମにݱΕΔଟ࠼なݱのし͘Έをɼಠࣗ։ൃしͨ世界།ҰのධՁஔなどにΑͬͯ解明͢Δͱͱ
にɼͦ͜ͰಘΒΕͨൃݟ෯͍ࣝに͍ͨͮج৽ੑحの͍ߴσόΠεをఏҊし、࣮ূしͯΏき· ɻ͢
ʮ世界͕ޙかΒ͍ͯ͘ Δಠతな研究ʯをࢦし· ɻ͢

図̐　ϓラスνοクଠཅిのޫిม
能ΛナノۭؒͰʠΈΔʡػ

図̏　༌ૹ͓Αͼྗిىにର͢Δ子スέール
Ͱの؍ଌͱ੍ޚ
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情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
客һ教授：౻　߁ naito.yasuyuki@jp.panasonic.coN
客һ教授：田த　ߒ೭ tanaka.hiroyuk@jp.panasonic.coN
客һ।教授：ۄ置　༸ਖ਼ taNaki.hiroNasa@jp.panasonic.coN

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基本的な物理ɾ化学の知識おΑびԢな好奇心と実ߦ力。

研究室の指導方針
　まͣ研究のࣾձ的必要ੑおΑび科学技術研究が人ྨの発లに必要ෆՄܽであることについて教ҭをߦい理解してもらう。ͦΕを౿
まえて、本研究室のメκスίϐοク、φノྖҬに関Θる研究にैࣄするதで、物ͮくりと新しい発見の喜びを体験し、কདྷの科学技術
の୲い手となΕる研究者にࢿするૉཆの֬立を目指す。

この研究で身につく能力
　本研究室にԙける研究ߦにΑり、未౿ࡐྉや新نデバイスの୳ࡧɾ設ܭɾ߹ɾ評価に関する専門能力がഓΘΕる。特にബບి子
ଘの研ط、技術おΑびͦの物理的特ੑの評価技術の習得がさΕる。まͨҰ࿈の研究活動を通してܗ࣭ബບߴ、技術ܭྉの設ࡐ
究ྖҬにとらΘΕない新しい研究ྖҬを切り։くことがՄ能な人ࡐにదう能力がҭまΕる。

修了生の活躍の場
　ి機、ి子෦、光学機器、ૉࡐ、自動ं等の業やެࠃ立研究機関の研究ので活༂த。

研究内容
　研究ࣨでは、メκスコϐックྖҬにおける新しい物ཧݱ、特にബບの形ଶに
することで発ݱする新ح物性の։、およびͦのσバイス化に関する研究を行ってい
ます。۩体的には、機能性ࢎ化物に代දされるڧ相関ి子ࡐܥྉを研究対として
取りѻい、ബບの特徴を活かした新ح物性の୳ࡧと、ͦの機能を利用した高性能σ
バイス࣮ݱにる研究։発を行っています。機能物性としては、ڧ༠ి性、࣓ڧ性、
伝導、ి変、光ి変、イオン伝導、ిؾ化ֶݱなどを対とし、ਤ に̍
ࣔすようなݪ子Ϩϕルで制御を行ったメκスコϐックࡐྉの合成と新機能出のݕ
ূを通して、研究をਪਐしています。
　主な研究分野として、ిؾ化ֶɾイオントロニクスࡐྉ研究、およびスϐンɾڧ相
関ΤϨクトロニクスࡐྉ研究の̎つの分野を機࣠とし、Τϐλキシϟルݻ体ి解質ബ
ບにおけるイオンのૅج的なৼるいとిؾ化ֶԠの寄༩解明にجづく新ح物
性発ݱ、およびメκスコϐックϨϕルで発ݱするڧ相関ࡐܥྉの機能解析にجづく
ి子とスϐンの相ޓ作用にணした新حσバイスの出をࢦして研究をਐΊていま
す。

研究設備
　スύοタບ装置、レーβーアϒレーションບ装置、ݪ子ଯੵ装置、
真ۭৠண機、ి ք์ࣹܕࠪి子顕微鏡、ݪ子ؒ力顕微鏡、ॲ理、Το
νンά装置、物理特ੑଌ定装置、ిੑ能ଌ定装置、デバイスిؾ特ੑଌ
定装置など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ॴ属学ձ：Ԡ用物理学ձ、本ηϥϛοクスڠձ、ిؾ化学ձなど

৽ࡐحྉ・物ੑにֵͮ͘ج৽తσόΠεの࣮ݱを共に͏ͦࢦ

図１．ݪ子Ϩϕルのੵ੍ޚബບ

ʢ࿈ܞʣϝκείϐοΫ物࣭Պ学研究室
ʢύφιχοΫʢגʣςΫϊϩδʔຊ部ʣ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/panasonic/top/top.htNl
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情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
客һ教授：ଜ　࢘ܓ kitaN@shiNad[u.co.jp
客һ教授：Ҫ　ਖ਼थ Nasakik@shiNad[u.co.jp
客һ।教授：ٶݹ　 GuruNiya@shiNad[u.co.jp

ੳܭଌثػҩ༻ثػのԠ༻をࢦしͨ、ϚΠΫϩྲྀମσόΠεηϯγϯάٕज़にؔ͢Δ研究
։ൃを͍ͯͬߦ·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　νϟレンジਫ਼ਆと知的好奇心、ڠௐੑのあるํを歓迎します。
　論จがಡめるఔの基礎的なӳޠ力、物理学（ྲྀ体力学、์ࣹઢなど）の基礎知識があΕ研究に立ͪます。

研究室の指導方針
　マイクロྲྀ体デバイスやηンシンά関࿈の基൫技術研究と、ͦΕらの技術を౷߹ɾूੵ化しͨখܕ化学分析システム 	�5AS
、ҩ
用ը૾அ装置、ඇഁյࠪݕ装置などのߴ機能システムに関する研究ɾ教ҭをߦいます。
　研究活動は（ג）ౡ作ॴの基൫技術研究ॴでߦい、ا業の研究者とڠ力しながらニーズ指の研究をߦうことで、ࣾձで活༂で
きる人ࡐをҭします。
　研究では実験とシϛϡレーションをバϥンスΑく取りࠞͥ、定ظ的なϛーテΟンάや実験レϙートのఏग़ɾఴを通して、学ձ発දで
きるレϕルの研究を目指します。

この研究で身につく能力
　マイクロྲྀ体や9ઢɾЍઢݕग़器の要ૉ技術にՃえ、ͦΕらをԠ用しͨ�5AS、ҩ用ը૾அ装置、ඇഁյࠪݕ装置に関する基礎知
識を学Ϳことができます。
　基本的なデバイスの作技術、֤छ分析ܭଌ機器の基本ݪ理と使いํ、ྲྀ体や光学に関するࢉܭ機シϛϡレーションの活用ํ法が
習得できます。
　研究の立案ɾํ のݕ౼ɾ実験のデβインɾ結果の考といっͨ々の研究活動や学ձ発දを通して、自らௐ考える力、論理的思考力、
課題解決能力、ίϛϡニケーション能力、プレゼンテーション能力を身につけらΕます。
。に結びつける力をཆいますݙߩうことで、研究果をࣾձߦ力してকདྷの化を意識しͨ実用的な研究։発をڠ業研究者とا　

修了生の活躍の場
ి子機器メーカ、ҩྍ機器メーカ、ࡐྉメーカなど

研究内容
　.&.4ʢ.JDSP�&MFDUSP�.FDIBOJDBM�4ZTUFNTʣ技術などηンサɾσバイス関࿈のج൫技術研究を࣮ࢪするとともに、ͦれを用い
て作したిؾӭಈνッϓ、ࡉ๔ഓ養νッϓʢਤ̍ࢀরʣやマイクロリアクλー、ిྲྀಁਁؾϙンϓ、ؾӷ分離νッϓなどの様々なマイ
クロྲྀ体σバイスの։発を行なっています。さらに、ͦ れらの技術を౷合ɾू ੵ化することで、高機能なখܕ化ֶ分析システム�ʢ�5"4ɿ
.JDSP�5PUBM"OBMZTJT�4ZTUFNTʣの࣮ݱに取り組んでいます。۩体的には、導体ϓロηス技術をԠ用して、シリコンج൘やガ
ラスج൘にサϒЖNオーμのඍࡉՃʢマイクロマシニンάʣをࢪすことで、化ֶ分析や化ֶૢ作ʢԠやந出などʣを行なうЖNサイ
ズのࡾ次ݩ構を࣋つ機能σバイスを։発しています。また、ͦれらの機能σバイスをج൘্にूੵ化して、%/"分析システム、リア
ルλイムࡉ๔機能解析システム、オンサイトڥ分析システム、Մൖܕ分析システムなどの、複雑な機能を有するЖ5"4の࣮ݱをࢦして、
。൫技術研究に取り組んでいますج
　また、がんのૣظ発見などҩྍɾஅ分野や業用ɾࡐྉなどのඇഁյࠪݕ分野のԠ用をࢦして、高ਫ਼ࡉで高機能な9ઢ
ը૾ݕ出器や陽ి子์ࣹஅࡱӨʢ1&5ʣ用のЍઢݕ出器ʢਤ̎ࢀরʣとͦの৴߸ॲཧճ࿏の։発、9ઢҐ相イメーδンάなどの新し
いイメーδンάख法の研究を行っています。さらに、生体性高分子を用いた࠶生ҩྍけ機能ࡐྉʢਤ̏ࢀরʣなどのバイオ関࿈
技術についても取り組んでいます。

研究設備
 ɾ֤छບ（スύοタ、ৠண）装置
 ɾ࿐光装置（アϥイφ、&B࿐光）
 ɾドϥイΤονンά装置
 ɾ์ࣹઢܭଌ装置

研究業績
 ɾ࣓ ੑ体ཻ子と、ゲルにΑるࢼༀӷの۠ըɾݻ定手ஈを用いͨ新ࢎ֩نந

ग़法、ౡ評論 72ʤ3ɾ4ʥ83ʙ88（2016.3）
 ɾマルνϞμリテΟରԠフレΩシϒルP&5装置の研究։発、ౡ評論 72

ʤ3ɾ4ʥ83ʙ88（2016.3）
 ɾφノࡐྉ分ܭڃଌシステムの։発、ౡ評論 72ʤ3ɾ4ʥ165ʙ171 

（2016.3）

図１　ࡉ๔ػ能ղੳシスςム༻ࡉ๔ഓཆνοϓ 図２　ҩྍ༻ࣹ̏์ݩ࣍ઢݕग़ث 図̏ ࠶生ҩྍԠ༻に͚た生ମੑήル

ʢ࿈ܞʣػ֮ײૉࢠՊ学研究室
ʢʢגʣౡ࡞ॴɹج൫ٕज़研究ॴʣ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/shiNad[u/index-j.htNl
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ޫԠࢠՊ学研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/kawai/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：Տ߹　ᆴ tkawai@Ns.naist.jp
।教授：本　ੵ NoriNoto@Ns.naist.jp
।教授：தౢ　ୖ ntaku@Ns.naist.jp
助教：ࢁ田　ඒึ子 NyaNada@Ns.naist.jp

ޫにԠしޫを੍͢ޚΔࢠ・φϊࡐྉの߹・։ൃを௨ͯ͡ະདྷのใ、ΤωϧΪʔ、Խ学Ԡを
୲͏ࢠγεςϜのߏஙをࢦし·͢ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　化学に関する基礎知識を༗することがましいですが必ਢではありまͤΜ。新しいྖҬに挑戦する意欲と意を持ͪ、೪りڧく研究
活動に取り組むことができる学生さΜを歓迎します。

研究室の指導方針
　ຖिの研究進ใࠂձにՃえ、のதؒใࠂձならびに々のデΟスカοションを通じて、研究テーマにԊっͨഎܠをे分に理解
し、研究ํの決定とͦの実ࢪ、さらには研究指の見しなどをߦいます。研究にかかΘるҰ࿈のステージを֤自がに体験し、
なおかつޭ体験を֫得することにΑり、ઌ分野における։者に要ٻさΕるしさのৢをはかります。

この研究で身につく能力
　म࢜मྃレϕルでは、基本的なӳจಡ解能力にՃえ、光Ԡ分子科学ྖҬにおけるઌ的な技術ɾ科学課題にରする課題解決能力
と専門的な知識を身につけなおかつઌ的な研究果を༗し、さらにͦΕらをݩにम࢜論จのࣥචとम࢜論จ発දにおける࣭ٙԠ
能力を身につけます。ത࢜学Ґレϕルでは、当֘ྖҬにおいてઌ的な技術ɾ科学課題を自身で見ग़し解決する課題発見ɾ解決能力と
専門的な知識を身につけます。なおかつ自身が得ͨઌ的な研究果をࡍࠃ的に発දするͨめの、ӳޠにΑるࣥච、プレゼンテーショ
ン能力を身につけます。

修了生の活躍の場
　大学等における教ҭ研究৬、化学関࿈ا業の研究৬など。

研究内容
ʣ̍光Ԡ性分子ࡐྉの։発
　光Ԡ性のλーアリーϨンܥ分子を։発しています。高ޮ化をࢦしたૅج研究にՃえ、世ք࠷高ϨϕルのΤϨクトロクロミズム、
9ઢײをࣔす分子や、ͦの構をϕースにした光ࢎ発生ࡎʢਤ1ʣの։発、ԁภ光発光特性を光スイッνする分子などを։発します。

̎ʣ新有機合成Ԡの։発
　有機物質が高に機能化されるにつれてͦの化ֶ構は複雑ɾ高次になり、ै来の合成ख法では対Ԡしきれなくなります。ͦこで、
高次構有機分子の構ஙをՄ能とする新有機合成Ԡを։発します。特に、有機分子の݁合を容қにஅɾ࠶構ஙする遷Ҡۚଐ৮ഔ
を用いた新合成Ԡの։発にྗを入れていますʢਤ�ʣ。さらに、։発した合成ख法を活用し、生体機能有機物質を合成します。

̏ʣφノཻ子ࡐྉの։発
　ද໘ઃܭを通͡、形ঢ়ɾి子構、分ࢄঢ়ଶならびに自ݾ組৫化特性を制御したφノཻ子ࡐྉの։発を行っています。キラルҐ子
を通͡た導体φノཻ子、ۚଐクラスλーのキラリティの༠ىʢਤ�ʣ、ද໘の྆ഔઃܭによる自ݾ組৫化構のਫ਼ີ制御、දࣔσ
バイスをࢦしたڧ発光性複合体ࡐྉの։発などをਐΊています。

研究設備
　֤छ分光評価装置、֤छ)PLCおΑび߹ɾਫ਼ࢧԉ装置、分析装置、
ి特ੑ評価装置、άローϒϘοクスなど

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
）̍ʠPhoto-Lewis Acid (enerator Based on Radical-Free 6-pai 
Photo-Cycli[ation Reactionʡ, R. Mi[utsu, R. Asato, C. J. Martin, 
M. YaNada, Y. Nishikawa, S. Katao, M. YaNada, 5. NakashiNa, 5. 
Kawai, J. AN. CheN. Soc., 141, 20043 	2019


̎）ʠPhotosynergetic ANpliGication oG Radiation Input: GroN 
&GGicient 67 Induced Cycloreversion to Sensitive 9-ray 
%etectionʡ, R. Asato, C. J. Martin, J. P. %. C. Calupitan, R. 

図２．ҟछۚଐ৮ഔにΑΔߏ࣍ߴΧルϘχルԽ߹物߹ 図̏．Ωラル"g�9クラスター図１．৽ݪ理にൃࢎޫͮ͘ج生子

Mi[utsu, 5. NakashiNa, (. Okada, N. Kawaguchi, 5. Yanagida, 5. 
Kawai, CheN. Sci., 11, 2504 	2020


̏）ʠ&nantioseparation and Chiral Induction in Ag29 Nanoclusters 
with Intrinsic Chiralityʡ, ). Yoshida, M. &hara, 6. %. PriyakuNar. 5. 
Kawai, 5. NakashiNa, CheN. Sci., 11, 2394 	2020


̐）ʠCO (as-Gree IntraNolecular Cyclocarbonylation Reactions oG 
)aloarenes )aving a C-Nucleophile through CO-Relay between 
RhodiuN and PalladiuN,ʡ 5. MoriNoto, M. YaNashita, A. 5oNiie, ). 
5aniNoto, K. Kakiuchi, CheN. Asian J., 15, 473 	2020
.

 、大学、レンψ大学ൣࢣ等ߴಉ研究：フϥンスɾϙールサバνΤ大、カシϟンڞ
スϖインɾάϥφμ大学、インドɾIIS&R-トリバンドϥム、ؖࠃɾܚ尚大学、
インドωシアɾIPBなど、ͦのଞ、ࠃڞಉ研究多
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　ʮੈքをڻかす新しい分子を自分の手で作りͨいʂʯという意欲。ʮ化学と研究が好きだʂʯというૉなここΖ。ʮ新しいことに挑戦
しͨいʂʯという好奇心。νームのҰһとしてڠ力できるڠௐੑɾίϛϡニケーション力。

研究室の指導方針
　༗機ి子ࡐྉ、発光ੑࡐྉなどの機能ੑ༗機ࡐྉの։発を通じて、༥߹分野で活༂しࣾձにݙߩできる研究者をҭします。研究
എܠの理解、目的ୡのͨめの分子設ܭ、༗機化学߹、物ੑ評価にΑるフΟードバοク、問題のચいग़しと解決ࡦのఏ案、学ձɾ
論จɾ特ڐなどにΑる果発දというҰ࿈のステοプを実ࢪすることで、問題ఏىɾ実験ߦɾ問題解決する力とプレゼンテーション
能力を༗する研究者をҭします。さらにത࢜後ظ課ఔでは、ใऩू、研究テーマのఏ案とߦ、論จࣥචを通じてੈքで活༂す
る研究者として自立できるΑう指ಋします。

この研究で身につく能力
　機能ੑ༗機ࡐྉの։発を通じて、研究։発に必要な基礎知識、専門知識おΑび技術を身につけます。具体的には、ࢉܭ科学を用い
ͨ分子設࠷、ܭ新かつ多࠼な設උを使っͨ༗機߹とߏ解析ɾ分光特ੑ評価、化߹物のूੵプロηス։発とデバイス作、ಋిੑ
などのデバイス特ੑ評価を自らߦうことで、༗機߹化学から༗機ΤレクトロニクスにΘͨる෯い知識と技術を、ݪ理からテクニοク
まで習得します。さらにത࢜後ظ課ఔの学生は、ҟ分野の研究者とのڞಉ研究にΑるίϛϡニケーション力、学ձ発දや֎෦֫ۚࢿ得
ਃにΑるプレゼンテーション能力、論จのࣥචにΑるӳޠ力ɾ論理ల։能力など研究ߦ能力を身につけ、ੑࡍࠃなどを݉Ͷඋえͨ
自立しͨ研究者、技術者を目指します。

修了生の活躍の場
（ࡌه細は)Pにৄ）い理系৬ྉ化学メーカーをத心としͨ෯ࡐ

研究内容
　有機ബບ太陽ి、有機ബບトランδスλなどに利用
Մ能な有機導体ࡐྉ、分子性άラフΣンɾάラフΣン
φノリボンや近外ྖҬに吸ऩをもつ৭ૉ、発光ࡐྉの
։発を的に、新نК共֦ு๕߳化合物をઃܭɾ合
成し、物性ධՁと機能։を行っています。

ʢ�）༗ػΤϨΫτϩニΫεࡐྉの։ൃ
　太陽ిやトランδスλなどのԠ用をΊ͟し、革新
的な有機導体を։発しています。特に、Մ༹なલۦ体
をج൘にృしたޙ、光রࣹやՃすることでෆ༹な低
分子導体ബບと変するϢニークなʮલۦ体法ʯを
ྉ合成ʙσバイス作成をཏするแׅ的な研ࡐ、に࣠ج
究を行っていますʦ1�ʧ。
ʢ�）৽ͳ形ঢ়ɾػੑを༗͢ΔКڞ分子のߏங
　े分にК共ܥが֦がりかつ化ֶ的に҆ఆな、Ϣニー
クな形ঢ়をもつ分子性άラフΣンɾオリゴアηンなどのଟ
๕߳化水ૉの新ن合成法を։しています。また
ͦのࡐྉの特長を活かした光機能性ૉ子ɾి子ૉ子の։
発および高ޮの近外発光ࡐྉの合成を行っています
ʦ�ʧ。
ʢ�）৽نφノΧーϘンࡐྉの合成とػ։
　次世代σバイスのࡐװجྉになる、新نφノカーボンࡐྉの成をࢦしています。特に、༏れたి子物性が༧されるάラフΣン
φノリボンにணし、ボトムアッϓ有機合成によるάラフΣンφノリボンલۦ体の合成と、ݪ子Ϩϕルでの構ɾ物性をධՁできる技術
を組Έ合わせたࡐྉ։発をల։していますʦ�ʧ。

研究設備
Մ視ۙ֎分光ܭଌ装置、ઈର蛍光ྔ子ऩଌ定装置、MAL%IおΑび
APCI࣭ྔ分析装置、ࠪܕプローϒ顕微鏡、ภ光顕微鏡、άローϒϘο
クス、ঢ՚ਫ਼装置、ిؾ化学アφϥイβー、ৠண装置、֤छ光ࣅٙ、ݯ
ଠཅ光光ݯ、プローバー、(PC、)PLC、Թ߃Թ૧など

研究業績・共同研究・外部資金など
1.  ). )ayashi, ). YaNada, R. Fasel et al., On-surGace light-

induced generation oG higher acenes and elucidation oG their 
open-shell character, Nat. CoNNun., ��1�, 10, 861.

2.  K. 5akahashi, M. Su[uki, 2. Miao, ). YaNada et al., &ngineering 
5hin FilNs oG a 5etraben[oporphyrin toward &⒏cient Charge-
Carrier 5ransport: Selective ForNation oG a Brickwork MotiG, 
ACS Appl. Mater. InterGaces , ��1�, 9, 8211.

世界をม͑Δ༗ػΤϨΫτϩχΫεࡐྉのにνϟϨϯδ

（写真左から）
教授：ࢁ田　༰子 hyaNada@Ns.naist.jp
।教授：ߥ୩　थ aratani@Ns.naist.jp
助教：ྛ　ெ hhayashi@Ns.naist.jp
助教：দඌ　ګฏ kNatsuo@Ns.naist.jp

3.  R. Kurosaki, ). )ayashi, M. Su[uki, J. Jiang, M. )atanaka, N. 
Aratani, ). YaNada, A reNarkably strained cyclopyrenylene 
triNer that undergoes Netal-Gree direct oxygen insertion into 
the biaryl C-C М-bond, CheN. Sci. , ��1�, 10, 6785. 	Selected 
as an Inside Back Cover


4.  J. YaNaguchi, ). )ayashi, ). YaNada, S. Sato et al ., SNall 
bandgap in atoNically precise 17-atoN-wide arNchair-edged 
graphene nanoribbons, CoNNun. Mater., ����, 1, 36. 

ɾڞಉ研究：౦大、ژ大、ࡕ大、ਆށ大、Ѫඤ大、ઍ葉大、新ׁ大、関学Ӄ
大、࢜通研究ॴ、&Npa（スイス）、߳ த՚大、6C Santa Barbaraߓ
（ถࠃ）、National 6niversity oG Singaporeなど

ɾ学術変ֵྖҬ研究（A）ň動的ΤΩシトンŉ（R2ʙR6）ܭը൝
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（写真左から）
教授：ϥοϖン　ゲφΤル gwenael-rapenne@Ns.naist.jp
।教授：҆ݪ　主അ yasuhara@Ns.naist.jp
助教：野　ஐ༤ t-nishino@Ns.naist.jp
特任助教：ඌ本　ݡҰ oNoto@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　༗機化学ɾࡨ体化学ɾߴ分子化学ɾ生体関࿈化学に関する基礎的な知識を習得し、多ஈ֊の༗機߹（Ԡɾਫ਼ɾ解析）をߦい、
学ࡍ的研究をߦう意欲。まͨ、研究デΟスカοションに必要なӳޠおΑび本ޠの能力。

研究室の指導方針
　自主的な研究テーマのߦを通じて、研究者としての自৴をཆうことができる研究指ಋをߦいます。まͨ、ࡍࠃ学ձ発දや論จࣥච
を通じて、ࡍࠃ的なで活༂できる人ࡐをҭします。ৗ的な研究室活動では、互いを研究者としてଚܟし、৴པできる関をߏ
ஙすることで、研究に専೦できるڥ作りをߦいます。研究ϛーテΟンάは基本的にӳޠで実ࢪすることで、ւ֎もใ発৴できる
基礎的なίϛϡニケーション能力を身につけるとಉ࣌に、研究室アクテΟϏテΟ（研究室ཱྀߦɾύーテΟなど）を通じて教һɾ学生の
࿈ଳײをߴめます。

この研究で身につく能力
研究νームのҰһとして、機能ੑ分子を設ܭɾ߹ɾ評価することができる能力
研究テーマに関して、ӳޠもしくは本ޠにΑって学ձ等でプレゼンテーションできる能力
挑戦的な༗機߹おΑび࠷ઌの学ࡍ的研究をୡする能力

修了生の活躍の場
メーカー、৯メーカー、ి機メーカー、機ցメーカーなどࡐ業ք：化学メーカー、ૉ࢈
アカデϛア：大学（ࠃ֎）、ެ的研究機関など

研究内容
　バイオミメティックスおよびテクノミメティクスを༥合することで、新しい分子マシンの成とφノ機ցֶおよび生物Ԡ用に関する
研究を行っています。

�ɾςΫノミϝςΟοΫ分子Ϛシン
　テクノミメティック分子マシンとは、ࢹڊ的な機ցの機構にώントを得て、ミクロスケールもしくはφノスケー
ルで機ց的なಈきを࣮ݱする分子です。有機合成化ֶおよび分子化ֶのख法を用いることで、光や、ి
子にԠしてφノメートルスケールでΤωルΪー生࢈や通৴、ใ伝達を行うことのできる分子マシンのઃܭと
合成を行っています。۩体的なλーゲットとして、分子モーλー、分子ΪϠ、φノカーを։発しています。

�ɾόΠΦミϝςΟοΫ分子Ϛシン
　外෦ܹにԠして༠導される、ࡉ๔ບの形ଶ変化やࡉ๔ບでの分子ू合体の形成はଟくのࡉ๔機能や
࣬පと関࿈する重要な分子機構です。ບλンパク質など、ఱવに存ࡏする分子マシンをൣنとして、有機化ֶ
および高分子化ֶのख法をもとに、ࡉ๔ບのμイφミクスを༠導することのできるਓ分子をσβインɾ合成
し、生きたࡉ๔の機能を制御する方法を։発しています。また、生体での自ݾ組৫化からώントを得た新
しい分子ࡐྉの成にも取り組んでいます。

�ɾϋΠϒϦου分子Ϛシン
　テクノミメティク分子マシンとバイオミメティック分子マシンを༥合することで、次世代の分子マシンの։発
を行っています。ྫえば、光もしくはి子によってԠする分子マシンをσβインし、生体とద用すること
で、φノメートルスケールでの機ց的なಈきをトリガーとした生ཧ活性の༠導や生体機能の制御をΊ͟した研究
を行っています。

研究設備
　分光分析装置（ࢵ֎Մ視、ԁೋ৭ੑ、%LS、蛍光など）、߹機器Ұ （ࣜリ
サイクル分取)PLC、フϥοシϡ自動ਫ਼装置など）、ײߴ示ࠩࠪ
ྔ分析ܭ、ゼータిҐܭ、શࣹ蛍光顕微鏡、ిؾ化学ଌ定装置、生体
分子ؒ相互作用ଌ定装置など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
［1］Controlled clockwise and anticlockwise rotational switching 

oG a Nolecular Notor 6.(.&. Perera, F. ANple, ). Kersell, Y. 
;hang, J. &cheverria, M. (risolia, (. 7ives, (. Rapenne, C. 
JoachiN, S.-W. )la, Nature Nanotech.��1�, 8 , 46-51. 

［2］%ipolar Nanocars Based on a Porphyrin Backbone 5. Nishino, 
C. J. Martin, ). 5akeuchi, F. LiN, K. Yasuhara, Y. (isbert, S. 
Abid, N. SaGGon-Merceron, C. KaNNerer, (. Rapenne, CheN. 
&ur. J . ����, 26, 12010-12018.

生き物に学ͼ、世界を͋ͬͱ͍ΘͤΔࢠϚγϯを生Έग़͢

［3］A chiral Nolecular propeller designed Gor unidirectional 
rotations on a surGace Y. ;hang, J. P. Calupitan, 5. Rojas, R. 
5uNbleson, (. &rbland, C. KaNNerer, 5. M. Ajayi, S. Wang, L. 
A. Curtiss, A. 5. Ngo, S. &. 6lloa, (. Rapenne, S.-W. )la, Nature 
CoNNun. ��1�, 10, 3742.

［4］Spontaneous Lipid NanodiscFoNation by ANphiphilic 
PolyNethacrylateCopolyNers, K. Yasuhara, J. Arakida, 
5. Ravula, S. K. RaNadugu, B. Sahoo, J. Kikuchi, and A. 
RaNaNoorthy, J. AN. CheN. Soc.��1�, 139, 18657-18663.

アルΰンψࠃ立研究ॴ、オϋイオ大学、ϛシΨン大学、カリフォルニア大学
サンフϥンシスίߍ（ถࠃ）、ドレスデン科大学（ドイπ）、άϥーπ大学

（オーストリア）΄かフϥンス、νリ、ϕルΪーとのڞಉ研究おΑび౦ژ大
学、ژ大学、౦ژҩ科ࣃ科大学などࠃ大学おΑび学ଞ研究室とのڞ
ಉ研究
本学術ৼ興ձ（科学研究අิ助ۚ）、科学技術ৼ興機ߏ、フϥンスおΑ
び&6からのެ的研究අ、ا業とのڞಉ研究など

.aUeSialT Science　��� 
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（写真左から）
客һ教授：本田　ਸ hondat@Ns.naist.jp
客һ教授：Ԭ෦　ߴ明 koNei.okabe@santen.coN
客һ।教授：౻　Ұ߂ ka[uhirokudo@Ns.naist.jp

ҩྍ͕ਐาし༏Εͨༀଟ͘ݟग़͞Ε͍ͯΔ͕、؟のපؾͰۤしΉਓͨͪ·ͩ·ͩଟ͍ɻͪͨࢲの
ඪ、ༀ物のޮՌを࠷େݶにൃ͢شΔγεςϜをఏҊし࣮ͯݱし、ΑΓ༏Εͨҩༀを世界தの؟のප
ͰۤしΉਓͨͪにಧ͚Δ͜ͱͰ ɻ͢

研究を始めるのに必要な知識・能力
　大学教ཆ課ఔレϕルの༗機おΑびແ機化学と生物の知識があるࣄがましい。まͨӳจ学術ࢽの༰をあるఔ理解でき、教һの
指ಋのԼ、छ々の化学物࣭や研究データのదਖ਼な取り扱いがग़དྷるࣄがましい。

研究室の指導方針
　ʮϞノ作りʯにເを持ͪ、ͦの実ݱのͨめに力を੯しまない人ࡐのҭをபとして、研究ɾ教ҭをߦう。ͦのͨめに、研究എܠやҐ
置ͮけの理解、実験ܭըɾ手法、結果の解析、考、結論のಋきํなどの習得を重視する。まͨਖ਼֬で৴པੑのߴいデータをग़で
きる基本的な手技ɾ能力を身にける。さらに法ྩॱकや҆શӴ生໘での配ྀもできること。

この研究で身につく能力
　あるछの༗機化߹物（ྫ：ϖプνド）の߹とਫ਼（分取)PLCなど）、MS（࣭ྔ分析）やNMR（࣓֩ڞؾ໐）スϖクトルなどにΑ
る分析とߏ解析。まͨテーマにΑってはௐしͨサンプルを用いͨ細胞系での֤छࢼ験、ͦの分析として)PLCやLC-MSなどの֤छ
装置にΑる分析。まͨ߹にΑってछ々の化学ࢉܭ（MM ̎、M%、MO）などもߦい、ࢉܭ結果を用いͨ考、考案しͨํ法のద用
ൣғの༧ଌ。
。修了生の活躍の場
　当研究室のଔ業生は、主にҩༀ関࿈ا業やࠃの化হձࣾにब৬して活༂しています。
　 ：ྫ࢜フΟルム、興ࣜג။ࣾ、ؙੴༀ、φード研究ॴ、 Ѵ化メデΟカル、ϙーϥ、テπゲン（新మॅۚŞƄſŖŲƅ）、ϐアス、カー
リοト

研究内容
　近年ҩྍがਐาし、߅体ҩༀなど༏れたༀもଟく見出されているが、؟のපؾで
ۤしΉਓたͪはまだまだଟく存ࡏする。ͦのཧ由の一つのとして؟のҩༀの合、ຆ
どのࡎがࡎ؟のたΊ、有ޮ成分であるༀ物が、作用に౸達しくΉޮྍ࣏Ռ
が得にくいࣄがあげられる。またোなどは自֮ঢ়がほとんどないたΊ、ऀױさ
んがༀをࢭΊてしまい、ؾづいた࣌にはපঢ়がਂࠁなࣄଶになっていることがある。
私たͪのඪは、؟においてもༀ物がॴの作用にޮよく౸達しༀ物のޮՌを
ༀとして、かྍ࣏のױ෦の࣬؟ޙするシステムや、Ճྸԫൗ変性などのشに発ݶ大࠷
݄間࣋ଓ性をҡ࣋するঃ์性の子体ࣹࡎのఴՃࡎのૅج研究を࣮ࢪしている。
༏れたものはさらにࢀఱༀの研究։発において高次のධՁを࣮ࢪし、ͦこで高い有
ޮ性ɾ҆全性が見出されれば、ϓロδΣクトとしてఏҊし、新しい形の؟科用ҩༀと
して世ք中の؟のපでۤしΉਓたͪにಧけたいと考えている。

研究設備
　)PLC、LC-MS、分取)PLC、NMR、IR、プレートリーμー、ి子顕
微鏡など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
 ɾ特ڐग़ئ൪߸：2017-234651：細胞ບಁաੑϖプνドをؚ༗する؟科

用ҩༀ組物
 ɾ特ެڐ։൪߸：2016-104708：アスίルϏンࢎ༠ಋ体をؚ༗するඇਫ

ੑࣹٴࡎびデϙܗํ法
 ɾ特ެڐ։൪߸：2016-104709：シスνン༠ಋ体をؚ༗するඇਫੑࣹ

ํ法ܗびデϙٴࡎ
 ɾެࡍࠃ։൪߸：2008-093677：݂新生્作用を༗する新نるオΩ

サジアκール༠ಋ体おΑびνアジアκール༠ಋ体
 ɾ特ެڐ։൪߸：2011ɻ 190238：新نঢ়スクアリンࢎアϛド༠ಋ体
 ɾ特ެڐ։൪߸：2008ʵ231088：1,4ʵϕンκオΩサジンʵ3ʵオン֨ࠎ

を༗する新ن化߹物
 ɾ化学系ԤจジϟーφルおΑびࠃ学ձ発දなど

'ig�１　%%S GoS eZe EiTeaTe（anUeSioScIaNCeS）

ʢ࿈ܞʣػߴࢠՊ学研究室
ʢࢀఱༀʢגʣʣ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/santen/kinohoNe/GraNepage1.htNl
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研究内容　
　研究ࣨは、ແ機ࡐྉを主たる研究対とし、Թஆ化対ࡦ技術の一つである$$4ʢೋࢎ化ૉճऩஷཹʣでの࣮用化をඪに、
$0�分離ճऩ性能に༏れた新ࡐنྉの研究։発をਐΊています。また、ૉࣾձ構ஙに必要なج൫技術として、水ૉや$0�分離な
どの֤छ分離ࡐྉおよび分離法の研究にもྗしています。

1ʣٿԹஆ化対ࡦのたΊの$0�分離ճऩ技術։発
�ʣૉࣾձ構ஙにけた新ࡐنྉ։発
く共ಉ研究を行っ業とا外の研究機関、ຽ間ࠃ、ྉを様々な用్にల։すべくࡐのテーマを中心とし、։発した革新的なه্　
ています。

۩体的には以Լの様なࡐྉを։発しています。
ɾθオライトɾメιଟ体ɾૉࡐܥྉɾアミンࡐܥྉɾۚଐ有機構体ɾແ機ບʢθオライト、シリカ、パラδウム等ʣ、など

研究設備
　9ઢ光ి子分光装置（9PS）、ࠪܕトンωル顕微鏡（S5M）、ࠪిܕ
子顕微鏡（F&-S&M）、F5-IR、67-7IS、)PLC、5(-%5A、9R%、ڞযレー
βー顕微鏡、̎分Ψスٵணଌ定装置など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業：

［1］K. Kida,et al., ʠPreparation and gas perNeation properties on 
pure silica C)A-type [eolite NeNbranesʡ, Journal oG MeNbrane 
Science 522 	2017
 363-370.

［2］2. 5. 7u, et al., ʠ&xploring the Role oG INida[oles in ANine-
INpregnated Mesoporous Silica Gor CO2 Captureʡ, Industrial � 
&ngineering CheNistry Research, 57 	2018
 2638-2644.

［3］K. Yogo, et al., ʠPore-Gill-type palladiuN-porous aluNina 
coNposite NeNbrane Gor hydrogen separationʡ, &nergy 
Procedia, 37 	2013
 1104-1108.

ಉ研究ɾࣾڞ ձ活動：本化学ձ、化学学ձ、৮ഔ学ձ、ゼオϥイト学ձ、
֎の研究機ࠃ、ண学ձなどで活動。まͨٵ、ΤωルΪー学ձ、ບ学ձݯࢿ
関とڞಉ研究を実ࢪ（AIS5、JA9A、౦大学、Ӊٶ大学、ౡ大学、ノ
ルェーN5N6、ถN&5L、ถスタンフォード大など）。

ϚςϦΞϧαΠΤϯεͰٿԹஆԽを્ࢭʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　新しいものをしΑうとする好奇心ɾ意を必要とします。まͨ、ͦΕを実ݱするͨめに基礎学力がظさΕます。ߋに、実ࡍに
物࣭をௐし、ͦΕを評価ɾ研究しͨܦ験があΕ、当研究室での研究に立ͪます。
　研究室の指導方針
　当研究室は、（ެࡒ）࢈ڥٿ業技術研究機ߏRI5&のスタοフが୲当する研究室です。RI5&が実ࢪするԹஆ化ରࡦの技術։発プ
ロジェクトを通じてOJ5（On-the-Job 5raining）教ҭをߦい、関࿈知識ɾ技術を習得さͤるとともに、ࣾձ人としての心得について
も指ಋします。学生はॴҦインターンシοプをܦ験しながら、ͦのதで学Ґ論จを্げていきます。少人੍のͨめ、֤研究テーマ
を୲当するത࢜研究һにΑる々の実験活動等のマンπーマン指ಋとともに、指ಋ教һとの໖ີな研究ଧ߹ͤがՄ能であり、専門分
野において価のある研究果をٻめることができます。

この研究で身につく能力
　ڥٿ問題、特にԹஆ化問題について、ͦのࣾձ的എݪ、ܠҼ、ରࡦにରする理解をਂめるとともに、RI5&で実ࢪதのCO2や
)2の分ճऩ技術、バイオマテリアル生࢈技術の։発を通じて、ڥٿ問題の解決にݙߩする物࣭の科学についての知識を習得で
きます。
　まͨ、ࡐྉ科学、化学学、༗機ɾແ機߹、物理化学などの化学分野の専門知識をਂめるとڞに、く学問体系が見ͤ、ੈの
தにଘࡏする課題のநग़や解決のํ法論などを૯߹的に理解できる能力が身につきます。
རを֬อすݖに、RI5&のスタοフの研究活動にすることにΑり、研究果を用技術と発లさͤるͨめの視、自らの発明のߋ　
るͨめの知的࢈ࡒの知識、෯いྸߏの人々とのڠௐੑ等、ࣾձ人としてのスΩルもߴまります。

修了生の活躍の場
業（化学、ੴ༉、ిؾ、ి子、ΰム、༼業など）、研究機関

（写真左から）
客һ教授：༨ࠀ　ޠଇ yogo@rite.or.jp
客һ教授：後౻　 goto.ka@rite.or.jp

ʢ࿈ܞʣڥదԠ物࣭学研究室
ʢʢެࡒʣ࢈ڥٿ業ٕज़研究ߏػʣ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/rite/index.htNl
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研究内容　
　研究ࣨでは、ࡐྉの成およびվ質技術をج൫として、࢈業քの๊える՝にき合い、次世代のΤωルΪーσバイス࣮ݱのݤ
となるࡐྉ、およびڥٿにྀした高分子ࡐྉɾͦ の合成技術の研究։発をਐΊています。ͦのたΊの技術ج൫として、ボトムアッ
ϓܕのφノテクノロδーはもとより、有機ɾແ機合成技術ɾ高分子合成技術、ηラミックス合成技術、ハイϒリッυࡐྉʢφノコンϙδッ
トࡐྉʣ成技術をۦし、φノメートルϨϕルで構を制御した高機能ࡐྉの։発を行っています。
　۩体的な։発՝の一ྫは以Լのとおりです。

研究設備
　大ࢢࡕ ೭ٶの大࢈ࡕ業技術研究ॴ ೭ٶηンターを研究ڌとし
て、大࢈ࡕ業技術研究ॴがॴ༗する研究設උをத心に、大学設උも活用し
ます。

共同研究・外部資金など
　科学研究අ基൫研究、ࠃՈプロジェクト ʮઌ進ɾֵ新ిࡐྉ評価技
術։発（SOLi%-&7）ʯ（N&%O）にࢀը、ʮ戦ུ的基൫技術ߴ化ࢧԉࣄ業ʯ

（サϙインࣄ業）にࢀը。
　技術研究組߹リνムイオンిࡐྉ評価研究ηンター（LIB5&C）を࢝
め、多のا業とのڞಉ研究、ৗ的に多分野のا業技術者や大学の研
究者と࿈ܞして研究։発を推進。

ྉを։ൃし·͢ɻࡐͱなΔݤのݱʣ࣮ి࣍ମೋݻ世のΤωϧΪʔσόΠεʢશ࣍
ڥٿにྀしͨόΠΦϚεࡐྉを։ൃし·͢ɻ
ྉの։ൃ͓Αͼ࣮༻Խ研究をਐΊ·͢ɻࡐ業ઢを౿·͑ͯઌਐا

研究を始めるのに必要な知識・能力
　化学、Ԡ用化学、ߴ分子化学まͨはࡐྉ学の基礎的な知識を持っていることがまΕます。まͨ、実験のํ法を自分でし、
ͦの研究を楽しむことができる࢟が必要です。

研究室の指導方針
　当֘分野の知識を習得することがୈҰ目的ではなく、主体的に問題を発見しಠ的に解決ࡦをఏ案できるΑうになり、どのΑうな
テーマにも意にΑりରԠし解決できる力を持つことを重要視しています。まͨデΟスカοションを通して多༷な視を持ͪ、自立
的に研究を進め、কདྷの৬における活༂の基൫となる問題解決ɾ発ల力をձ得することをめ͟します。多༷な視とは、さま͟ま学
問分野を༥߹さͤることにとどまら ෛՙやࣾձ的意ٛまでをもؚめͨ視を意味ڥ的߹理ੑや、さらにࡁܦ業的な視であるاͣ、
します。
　この研究で身につく能力
　当研究室では、ڥٿに配ྀしͨࡐྉ։発とͦの実用化を意識して、ηϥϛοクス、ߴ分子、ۚ属というࡾ大ࡐྉの研究をߦって
います。学生のօさΜは、ͦΕら個々の研究のߦだけでなく、શ体的なٞ論のを通じて、෯いछྨのࡐྉの基礎、さらにプロ
ηス	߹
ŋߏŋ物 ŋੑ機能をΑりਂく理解できるΑうになります。ͦの理解の্に立って研究を進めることで、ا業にब৬後に༗用な、
ڥٿอશ関࿈技術やछ々のࡐྉを࢈業にԠ用するͨめの研究։発能力を身につけることができます。まͨ、多分野のا業の技術
者と࿈ܞしͨ研究։発にৗ的に৮ΕることにΑり、個ผの研究։発課題のا業的目ઢでの取り組みや評価のํ法、さらにڥෛ
ՙやࣾձ的意ٛを意識する態がৢさΕます。こΕらはଈ戦力技術者としての能力の基൫になるものです。

修了生の活躍の場
　プϥスνοクɾΰム、ࢴなどのૉࡐからਫ਼ີ機ց、自動ंといっͨ࠷ऴにࢸる༷々なステージのメーカーで活༂しています。まͨ、
ใ通৴インフϥ分野のا業、ެ的研究機関でも活༂しています。

正極

負極

全固体電池の断面

固体電解質

40 µm

シート型全固体電池
でLEDを点灯

図�　શແػɾશݻମɾϦνムイオンೋి࣍
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図�　植物༝དྷϓラスνοクのਫ਼ີ߹

（写真左から）
客һ教授：ڮߴ　խ Nasataka@oNtri.or.jp
客һ।教授：門多　ৎ࣏ kadota@oNtri.or.jp
客һ।教授：ࢁ本　真理 Nari@oNtri.or.jp

ʢ࿈ܞʣઌਐػࡐྉ研究室
ʢʢಠʣେ࢈ࡕ業ٕज़研究ॴʣ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/oNtri/index.htNl

ʢ1ʣ҆全ɾ҆心、長
ण໋、ϢϏキλスなʢど
こでもえるʣσバイ
スの要が高まり、
খిܕ子機器から
自ಈंに利用できる
ೋ次ిの։発がٻ
Ίられています。ͦこ
で、次世代全ݻ体リ
νウムイオンೋ次ి
のたΊに必要なࡐྉ、
およびϓロηス։発
を行い、シートܕ全
体ిのల։をݻ
ਤっていますʢਤ ʣ̍。

ʢ�ʣφノଟ質化、φノフΝイ
バー化などによるφノ形ଶ制御
によるిࡐྉの։発、ి性
能のվળ、および、ແ機高分子
成技術をۦした新ݻن体
ి解質の։発と࣮用化ϓロηス
のԠ用研究を行っています。
ʢ�ʣඍ生物により生分解される
バイオマスࡐྉの高性能化を
ࡐして、代ද的なバイオマスࢦ
ྉであるϙリೕܥࢎϓラスνッ
クのߗいというܽを、ಠ自։
発のʮ有機৮ഔʯを用いて、η
ルロースφノフΝイバーにάフラ
フト化することで、ॊೈ性、
ண性ともに高Ίるなどの高性能
化の研究を行っていますʢਤ�ʣ。
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　化学を基൫としͨ新نタンύク࣭の։発おΑび生໋ݱの解明をߦいますので、化学の基礎知識を༗することがましいが、タンύ
ク࣭の知識は問いまͤΜ。新しい研究に興味があり、新しいテーマに挑戦する意欲を持つ学生を歓迎します。

研究室の指導方針
　֤学生にಠ立しͨ研究テーマを設定し、タンύク࣭分子、༗機ɾࡨ体߹分子をし、ͦΕらの機能を評価する実験指ಋをߦい、
得らΕͨ実験結果を解析する指ಋをߦいます。実験を通じて、研究をܭըɾߦできる能力をߴめるとともに、タンύク࣭ਫ਼、遺伝
子発ݱ、༗機ɾࡨ体߹、֤छ分光機器の取り扱い、データの解析などの基本的な実験ૢ作と研究プロηスを体得できるΑうに指ಋ
します。

この研究で身につく能力
　化学ɾ生物྆ํの研究手法、実験技術を身につけることにΑり、কདྷ、どのΑうなಓに進Μでも、༷々な課題にରしてॊೈにରԠで
きる能力が身につきます。

修了生の活躍の場
　大学、ެ的研究機関（理化学研究ॴ、࢈業૯߹研究ॴ）、ҩྍ系ɾ化学系をத心としͨا業（アステϥスༀ、খྛༀ、大௩ༀ、
テルϞ、ॅ༑ΰム、Ϣニνカ、立作ॴ、ژηϥϛタ、μイϋπ業、大本ҹ）

研究内容
　生体では、λンパク質、%/"、などの生体分子が相ޓ作用して分子を形成し、生໋活ಈをҡ࣋しています。研究ࣨでは、
次世代分子の成、ఱવを྇կするਓλンパク質の成、ߋに、アルツハイマーපや異常ϔモάロϏンපなどでىこるλンパク質
変性の分子メカニズムの解明を行っています。これらの研究は、φノバイオロδーやༀֶの分野でされています。۩体的には、以
Լの研究を行っています。

���৽نλンύΫ࣭ҩༀの։ൃɿώトの߅体などを用いて、λンパク質ҩༀの։発を行っていま
す。また、)F-Bࡉ؞๔のࡉ๔ບをഁյするλンパク質分子などの機能性λンパク質を作して
います。

���ਓλンύΫ࣭σβΠンɿλンパク質を自ࡏにૢり、生体分子を作できれば、新しい機能
性ࡐྉにܨがります。ͦこで、私達は新しい֓೦で、λンパク質をパズルのようにଊえ、λンパク
質分子の分子システムをσβインɾ作していますʢਤ ʣ̍。

���ҟৗϔϞάϩϏンͳどのλンύΫ࣭มੑߏػの解໌ɿ異常ϔモάロϏンප、アルツハイマーප、
パーキンιンපなどのλンパク質構変性による機能ෆ全の分子メカニズムのଟくはෆ明のままで
す。これらの࣬පに関࿈する変性機構を分子Ϩϕルで調べ、ͦの્害法を研究しています。

���༗ػ合成と分子生物ֶのख๏をۦしたਓۚଐ߬ૉɾλンύΫ࣭分子ػցの成ɿ有機合成
と生化ֶ的ख法による新しい生体分子の։発研究をしています。ਫ਼ີ有機合成ɾ生体高分子化 ɾֶ
໔Ӹֶをجにした生体ۚଐ৮ഔの成を行っています。さらに、λンパク質の構変化にجづくʮλ
ンパク質分子機ցの成ʯを通して、分子構変化で機能発ݱを制御するʮ分子ใ変システムʯ
の։発を࣮ࢪしていますʢਤ̎ʣ。

���生ཧੑ׆分子のػ解໌を͢ΔϝσΟシφϧケミετϦーɿメσィシφルケミストリーの؍よ
り、アϙトーシス関࿈߬ૉに対する生ཧ活性খ分子の機能メカニズムの解明と、ͦの見をجに
した新しい生体Ԡの制御法の։発とͦのたΊの新ن分子の合成։発を行っています。

Խ学研究室ࢠػ
https://Nswebs.naist.jp/LABs/hirota/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：ኍ田　ढ़ hirota@Ns.naist.jp
।教授：দඌ　࢙و tNatsuo@Ns.naist.jp
助教：ࢁத　༏ NyNnk@Ns.naist.jp
助教：খྛ　 kobayashi.naoya@Ns.naist.jp
特任助教：真ౡ　߶࢙ t.NashiNa@Ns.naist.jp

ࢠϨϕϧͰのԽ学తࣝにͮجき、༷ʑなޫੳ、λϯύΫ࣭学、༗ػ߹をۦしͯ、生ମ
ࢠのࢠσβΠϯͱͦのԠ༻ར༻をࢦしͨ研究をし͍ͯ·͢ɻ

図１．タンύク質子のデβイン

図２． オϨϑΟンϝタηシスΛ৮ഔ͢Δਓ工ۚ
ଐ߬ૉ（バイオ৮ഔ）の

研究設備
装置、φノ（分解ଌ定Մ能ؒ࣌）໐ϥマン装置、ステοプスΩϟンF5-IRڞ
ඵաٵऩଌ定装置、ストοプトフロー装置、YA(レーβー、Ar�レーβー、
倒立蛍光顕微レーβー、倒立蛍光顕微鏡、PCR、)PLC、FPLC、(C、άロー
ϒϘοクス、示ࠩࠪྔܭ（%SC）、֤छ分子生物学実験機器、֤छタ
ンύク࣭ਫ਼機器など

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
1 . C. JatNika, 5. Matsuo et al., %alton 5rans., 49, 11618 

	2020
.
2 . S. Nagao et al., CheN. Asian J., 15, 1743 	2020
 	7ery 

INportant Paper
.
3 . ). 5ai, S. )irota, CheNBioCheN, 21, 1573 	2020
 	7ery 

INportant Paper
.
4 . 5. Miyake, 5. Matsuo et al., Bioconjugate CheN., 31, 794 

	2020
. 
5 . R. Cahyono et al., MetalloNics, 12, 337 	2020
 	Front 

Cover
. 
6 . 5. Matsuo, P. P. Parui et al., LangNuir, 36, 426 	2020
.
7 . 5. Matsuo et al., 5etrahedron Lett., 60, 151226 	2019
 

	Front Cover
.
8 . ). 5ai et al., Angew. CheN. Int. &d., 58, 13285 	2019
.
9 . P. P. Parui et al., CheN. Sci., 10, 9140 	2019
. 
10. 5. MiyaNoto et al., ACS Synth. Biol., 8, 1112-1120 	2019
.
11. Y. ShoNura et al., Science, 357, 928 	2017
.
12. K. YuyaNa et al., Angew. CheN. Int. &d., 56, 6739 	2017
 

	)ot Paper
.
֎多（アメリカ、フϥンス、ドイπ、イタリア、オϥンμ、インࠃ：ಉ研究ڞ

ド、தࠃ、等）
֎෦ࢿ ：ۚ科学研究අ等多

.aUeSialT Science　��� 
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研究内容
　ਓ間、一ਓ一ਓのྗはখさくても、ࣾձूஂを形成することでより大きな
ྗを発شすることができます。これとಉ͡ことが分子の世քでもىきていま
す。分子複合ܥ科ֶ研究ࣨでは、分子ूஂのڠݱが生Έ出す機能性の
ཧ解とͦのࡐྉ科ֶのԠ用をࢦしています。

分子ෳ合ܥのཧ解ɿզ々が研究対としているのは、様々な分子が共存する
複雑な生໋システムです。生໋システムの中では、ന質と呼ばれる分子達
がͦれͧれݸ性をͪ࣋、機能に対しԿらかのׂを୲っています。しかしな
がら、ݸ々のന質分子は生物に見られる高な機能とかけ離れたささやか
な機能を࣋っているにす͗ません。զ々がのたりにする生物がࣔすଟ様
な機能性は、これらന質が؇やかに݁びついたूஂが߃常的かつ自的
なू合離ࢄを܁りฦすことによって࣮ݱされています。研究ࣨでは、分子
ूஂがࣔす機能性のݯをඥ解くたΊに、ै来分析がࠔだった複雑な分子
システムのಈଶを解析する新しい研究ख法の։発をਐΊています。

分子ෳ合ܥのར༻ɿന質分子ूஂは、生ཧ機能を生Έ出すのΈなら 、ͣ様々な生体ࡐྉの構成物にもなっています。ݸ々のന質に
は自分自身がなりたい構がજࡏ的にϓロάラムされており、自発的にͦの構にંりまれる性質を有していますʢ自ݾ組৫化ʣ。ࢋ
やクモのࢳʢシルクʣ等に代දされる構ന質と呼ばれるछྨのന質は、ߋにന質ಉ࢜がنଇਖ਼しくूڽし、に見える大きさ
のࡐྉを構成します。シルクの中では、ന質ಉ࢜が複雑な相ޓ作用をհしてݻڧに݁びつくことによって、ਓ間が作り出したਓ物
ではݱ࠶することができない༏れた特性をࣔします。ݪྉとなるന質をվ変しシルクを࠶構成することができれば、身近なࡐྉから
やクモࢋঢ়、զ々はݱ、われています。しかしながらݴྉ科ֶに革໋をもたらすとࡐ、るまでࢸྉにࡐ機やӉで利用される特घۭߤ
のように্खにന質を͙ことができていません。研究ࣨでは、ݸ々のന質やന質ूஂがࣔす自ݾ組৫化能の研究を通͡て
このにアϓローνし、新نന質ࡐྉの։発と࣮用化、ͻいてはന質ࡐྉ科ֶとも呼べる新たなֶ術分野の։をਐΊています。

ࢠෳ߹ܥՊ学研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/kaNikubo/index.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授：্ٱอ　༟生 kaNikubo@Ns.naist.jp
।教授：౻ؒ　子 toNa@Ns.naist.jp
助教：࡚ࢁ　༸Ұ yaNa[aki@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　物理学、化学、生物学などの分野からなる༥߹研究を進めています。未知なるものに興味を持ͪ、୳究心を持ͪଓける能力を身につ
けͨいと考えている人であΕ、研究を࢝めてから必要な知識は身につけることができます。

研究室の指導方針
　分子ෳ߹系に見らΕる༷々なݱの解明、ͦこで得らΕͨ科学的知見に基ͮいͨ新ن分子ෳ߹系ࡐྉの։発を通じ、論理的思考に
Αって自らஅする意思を持つ自立しͨ研究者ɾࣾձ人をཆしͨいと考えています。分子ෳ߹系は学ྖࡍҬ研究にΑって解き明かさΕ
るものであり、特定の学術分野に特化しͨ研究ではࣃが立ͪまͤΜ。新しいݱに興味をଅすことで、課題解決に必要な科学的ૉཆ
を主体的に身につける実ફ的な能力をҭすることを指ಋํとしています。

この研究で身につく能力
　ࠒの研究活動を通じ、9ઢ/தੑ子/光ࢄཚܭଌ、分光学的ܭଌ、顕微観、遺伝子/タンύク࣭学等の手法や物理化学、生物
物理学、ന࣭科学、ࡐྉ科学に関する知識を身につけることができます。学生にはಠ立しͨ研究テーマを設定し、立্ͪげから任
を持ってߦにあͨってもらいます。研究を立্ͪげ果をग़すことは、ࣾձ人になってҰつのプロジェクトを任さΕ、ͦの課題のߏ
をಡみ解き、ҰつҰつߦ動しながら解決しܗにしていく作業にࣅています。研究࣌ߦに生じる問題を研究室メンバーとڞ༗しつつ、༷ 々
なアドバイスやアイデΟアに基ͮき、࠷ऴ的には自らのஅにΑって解決できる能力を身につけるڥをఏڙします。

修了生の活躍の場
　ത࢜取得者のதには、ެ 的研究機関や大学等で研究者として活༂しているमྃ生や、ຽؒا業にब৬し、新しいプロジェクトを任さΕ、
ͦの立্ͪげにਚ力しているमྃ生が多います。ത࢜લظ課ఔでଔ業しͨ学生も、化学系、ࡐྉ系、ༀ系をはじめとしͨຽؒا業
にब৬し活༂しています。

ࢠの世界の社会学
͕ஂूࢠ৫Γな͢ػੑのݯをඥ解きར༻͢Δ

研究設備
9ઢ༹ӷࢄཚଌ定装置、9ઢ結থߏ解析装置、動的光ࢄཚଌ定装置、分
析ܕԕ心機、顕微/֎ٵऩ分光装置、ԁೋ৭ੑ分ܭࢄ、蛍光光ܭ、
ଌシステム、φܭԹ分光ଌ定システム、ྜྷ光ण໋、ܭՄ視分光光֎ࢵ
ノඵ蛍光ण໋ܭଌシステム、AFM、ڞযレーβー顕微鏡、શࣹ蛍光
顕微鏡、%NAシーケンサー、PCR、プϥスϛドௐロϘοト、Жྲྀ࿏ܕ自
動サンプリンάシステム、Ҿுѹॖࢼ験機

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業
ɾK. Yone[awa, N. ShiNi[u, K. Kurihara, Y. YaNa[aki, ). KaNikubo, M. Kataoka
　ʡNeutron crystallography oG photoactive yellow protein reveals unusual 

protonation state oG Arg52 in the crystalʡ Scientipc Reports  �,9361（2017）
ɾ). KuraNochi, S. 5akeuchi, K. Yone[awa, ). KaNikubo, M. Kataoka, 5.5ahara 

ʠProbing the early stages oG photoreception in photoactive yellow protein with 
ultraGast tiNe-doNain RaNan spectroscopyʡ Nature CheNistry ��, 660-666
（2017）

ɾY. YoshiNura, N. A.Oktaviani, K.Yone[awa, ).KaNikubo, F. A. A. Mulder 
ʠ6naNbiguous %eterNination oG the Ioni[ation State oG a Photoactive Protein 
Active Site Arginine in Solution by NMR Spectroscopyʡ Angewandte CheNie 
��,239-242（2017）

ಉ研究（Spiber Inc.）ڞಉ研究多（ւ֎: 6SA, %enNark等）ɾຽؒڞ֎でのࠃ：ಉ研究ڞ
֎෦ࢿ ：ۚ新学術ྖҬ研究ʮ生໋分子システムにおける動的டংܗとߴ次機能発ݱʯֵ 新的研
究։発推進プロάϥム INPAC5ʮߴ機能ߏタンύク࣭にΑるૉ࢈ࡐ業ֵ໋ʯଞ、科学研究අ
ิ助ۚ等

��6　-"B03"503: (6*%& ����
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研究内容
　高ྸࣾձで必要となる新しいҩྍࡐྉと、ΤωルΪー解ܾにݙߩするࡐྉ、のトϐックにணしています。これを達成するた
Ίの高分子ࡐྉとして、ʮ合成高分子ࡐྉʯ、ʮ生分解性高分子ࡐྉʯ、ʮ྆ഔ性高分子ࡐྉʯ、ʮφノ高分子制御ࡐྉʯの̐ࡐྉに۠ผし、
ͦれͧれ取り組んでいます。
　ʮ合成高分子ࡐྉʯでは、طに出ճっている൚用性の高分子ࡐྉをって、新たな機能性を複༩したり、ྗֶ的ڧや性な
どの性能を্させたりすることをࢦしています。ྫえば、ϙリスνϨン֨ࠎを利用したオイルゲルをって、新しいༀ物୲ࡐ࣋ྉや
吸ணࡐྉとల։します。また、ϙリウϨλン֨ࠎを利用して高い生体ద合性やྗֶ的ڧを༩するなど、複機能性高分子ࡐྉや高
性能高分子ࡐྉをります。
　ʮ生分解性高分子ࡐྉʯでは、生分解性高分子をって、特ఆのපঢ়をλーゲットとした機能性を༩することをࢦします。ྫえば、
体で分解してもࢎ性有機化合物を生成しないΤステルフリーܕ構にணしています。このΤステルフリーܕを特徴とする、トリメν
Ϩンカーボωート༠導体を利用して、॥器ྍ࣏用ࡐྉ、長ظༀ物ঃ์ࡐྉや݂߅ખ性ࡐྉをります。
　ʮ྆ഔ性高分子ࡐྉʯでは、水にも༉にもな͡Ή྆ഔ性の化合物をって、機能性ࡐྉ出をࢦします。ྫえば、/�Ϗニルア
ミυについて、新しいモノマー構のઃܭや複のモノマーを組Έ合わせた共重合体をઃܭします。これらを用いることで、水༹性
ༀ物をޮՌ的に୲࣋するࡐྉや、߅菌性ࡐྉ、さらにはガスハイυϨート生成をࢭするࡐྉをります。
　ʮφノ構制御ࡐྉʯでは、φノ構を制御する技術をって、機能性ࡐྉ出をࢦします。ྫえば、ޓいに相ޓ作用するೋछྨ
の高分子を組Έ合わせることによってेからඦφノメートル
サイズのബບを構ஙできるަੵޓ法や、スϐンコート法などを
利用します。また、高分子間相ޓ作用を利用したφノཻ子調法
を利用します。これらのख法によって、ࡐやணࡎの高性能
化をਤります。また、外෦ڥの変化にԠしてφノ構や形ଶ
が変化するࡐྉをって、新しいༀ物ૹ達ࡐྉを構ஙします。
　以্のࡐྉ出の研究をਐΊるࡍには、分子ઃܭ、高分子構
制御、高分子間相ޓ作用、および高性能化と高機能化、のͦ
れͧれの֤ステーδで࣮݁ݧՌをまとΊ、֤ステーδとの相関を
よくݕ౼します。

φϊߴࡐࢠྉ研究室
https://Nswebs.naist.jp/LABs/ajiro/index-j.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

研究設備
　レオメーター（Malvernࣾ、Kinexus）。্ܕਫ਼ີສ能ࢼ験機（ౡ
作ॴ：&;-S9）。ࢵ֎Մ視光分光光ܭ（ౡ作ॴ：67-2600）。フー
リΤ変֎分光光ܭ（ౡ作ॴ：IRAGGinity-1S,A5R）。示ࠩࠪ
重ྔଌ定装置（ౡ。（ౡ作ॴࣾʀ%SC-60Plus、5AC/L）ܭྔ
作ॴࣾ：5(A-50）。倒立ܕ蛍光顕微鏡（オプトサイΤンスࣾ）。ٵ光マ
イクロプレートリーμ（ίロφిࣾؾ： M5P-310Lab）。৮֯ܭ（Flow 
%esignࣾ）。分子ྔ分析装置（本分光ࣾ、ౡ作ॴࣾ）。プϥ
ズマরࣹ装置（տಋ体ࣾ：Y)S-R）。67রࣹ装置（ࡾӬిؾ作ॴ：
67F-352S）ߴ。 ԹサーΩϡレーター（Juloboࣾ：F12-&%）。ϗϞ
ジφイβー（Asoneࣾ：A)(-160A）。スϐンίーター（Aidenࣾ： 
SC4001）。ローテーター（タイテοクࣾ：R5-5）。ԕ心分機（5OMY
ࣾ、K6BO5Aࣾ）。ਫথ発ৼ子ɾৼ動ଌ定装置。イオンަ७ਫ装
置。७ਫ装置。ණ機。Իચড়機。ਫ༗機༹ഔとしてιルϕ
ントサプϥイシステム。インΩϡϕータ。༗機߹設උとして、ドϥフト、ૉ
真ۭϥイン、άローϒϘοクス、真ۭϙンプ、Τバϙレーター、ס૩器、Ճ
ࣜデシケータ、オートドϥイデシケータなど。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
ʲ研究室設置2015ʙ2021）ࡏݱ1݄ ）までの実としてʳ
ஶ論จ54ใ、学ձ発ද217ݪ　 ڞ業とのا。（50݅ࡍࠃ、167݅ࠃ݅）
ಉ研究3݅。特ڐग़10݅ئ。ଞ大学とのڞಉ研究（大ࡕ大学、ۙـ大学、
Ҫ大学、তༀ科大学、ௗ取大学、ࢢٶ立தԝපӃ、アメリカ߹ऺ
、フϥイϒルク大学ࠃ科大学、ドイπアーϔンࠃϛシΨン大学、ドイπࠃ
フϥンスࠃトΡールーズ大学、ノルェーࠃシϡタバンゲル大学、タイࠃνϡ
ϥロンίン大学、タイࠃカηサート大学、フΟリϐンࠃアテωオɾデɾマニ
ϥ大学など）

ࢠϨϕϧかΒ設ܭしͯ、৽し͍ҩྍࡐྉΤωϧΪʔؔ࿈ࡐྉをΔ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基礎的な化学、༗機߹、ߴ分子、おΑび機器分析、もしくは、ۭいͨؒ࣌にಠ学でこΕらをૣく学る能力と学習意欲。ӳจの
学術ࢽࡶからใऩूできる基礎的なӳޠ能力。
　研究室の指導方針
　当研究室ではʮ分子技術ʯの֓೦に基ͮいͨ研究をߦっています。つまり分子レϕルから化学ߏを設ܭし、༷々な機能ੑߴ分子ࡐ
ྉをります。特に、ࣾྸߴձにରするҩྍࡐྉや次ੈのΤωルΪー関࿈ࡐྉにண目しています。
　ここでは、࢈学࿈ܞを重視してੵۃ的にا業との࿈ܞをਤります。まͨ人ࡐҭにΑるࣾձݙߩを目指します。ࠒからのデΟスカο
ションを重視し、学生がࠔにग़ձっても、ͦΕらを্ճる೪りڧさとνϟレンジਫ਼ਆをഓえるΑうに、々શ力をਚくします。

この研究で身につく能力
ྉの基本ࡐできる能力。機能ੑߦྉの߹と物ੑに関する基礎知識、実験手法、おΑび解析手法を習得し、研究課題をࡐ分子ߴ　
的な化߹物の知識と、߹技術や解析能力。分子ؒ相互作用にରする理解と੍ޚする手法と技術。分子ू߹体の設ܭとࡐྉ化との相
関の設ܭをߦえる能力。φノߏ੍ޚの手法と技術。ӳจ学術ࢽࡶの୳ࡧと༰を理解できる能力、おΑび研究課題に関࿈するੈք
的な動とҐ置ͮけの理解と、発ද能力。ӳޠを使って専門に関する個々の実験結果の解析と考能力と、૯߹的なまとめと結論を
ಋきग़す能力と、こΕらを学術学ձで発දできる論理的説明能力。自らの研究課題にとらΘΕ 、ͣ関࿈にରするデΟスカοション能力。

修了生の活躍の場
技術者などܭ学研究者、化学։発技術者、機ց設、ྉ系や化学系のձࣾ、機器メーカーのձࣾࡐ分子ߴ　

（写真左から）
教授：　࣏ ajiro@Ns.naist.jp
।教授：҆౻　߶ tando@Ns.naist.jp
助教：Chanthaset Nalinthip nalin@Ns.naist.jp
助教：吉田　༟҆ࡐ hyoshida@Ns.naist.jp
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研究内容
　これまで、σδλル技術を用いて物質が機能発ݱする機構の解明および新しい機能性ࡐྉのઃܭを行って
きました。機能発ݱについては主にࢉܭ物質科ֶख法を用いており、機能性ࡐྉのઃܭには機ցֶशɾਂ
ֶशのख法を用いてきました。また、h 見えないものを見るʱをキーϫーυにܭଌインフォマティクスも࣮ݧ研
究ऀとの共ಉ研究を行ってきました。
１ɿ༗ػബບଠཅిのϚϧνεケーϧ解析
有機ബບ太陽ిのిメカニズムを解明するたΊに、σバイスシミュϨーション、分子ಈྗֶࢉܭ、ୈ一
を用いたマルνスケール解析を行ってきましたʢਤࢉܭཧݪ ʣ̍。ここでは、ి子やਖ਼のඇࡏہ性がిՙ分離
機構に重要であることを見出しました。
２ɿػցֶशɾਂֶशʹΑΔ物ੑ༧ଌとࡐྉઃܭ
機ցֶशによるࡐྉ特性を༧ଌɾਪఆするख法を։発しています。これによりୈ一ݪཧࢉܭではしい
大نܥのΤωルΪーਪఆをՄ能にしましたʢਤ�<�>ʣ。また、ॴ特性を備えたࡐྉのઃܭのたΊに、
(FOFSBUJWF�"EWFSTBSJBM�/FUXPSLを用いた化ֶ組成ࣜの生成モσルをఏҊしました。ʢਤ�<1>ð
３ɿ͑ݟͳ͍のをΈΔεύーεϞσϦンά
機ցֶशख法であるスパースモσリンάを用いて、全ݸ体ిにおけるリνウムイオンೱの解૾を行いま
した。ここでは、े分な৴߸対雑Իൺが得られないオϖランυ解析であってもスパースモσリンάを用いるこ
とでリνウムイオンがਖ਼ۃからݻ体ి解質にҠಈする様子を見ることに成ޭしましたʢਤ�<�>ʣ。
はhޙࠓ　 異छσーλ౷合ʱをجຊ֓೦として複のࡐྉܥ、複の物性の新しい関性を見出す研究をల
։していきます。一般に、ཧ解するとは、複の֓೦間の関性を見つけ、ޠݴ化ɾఆࣜ化していく活ಈです。
自વ科ֶはؼೲ的なख法とԋ៷的なख法の方を྆ྠとしてこの関性を法ଇとしてఆࣜ化することで発ల
してきました。ୈ一ݪཧࢉܭや分子ಈྗֶࢉܭといったࢉܭ物質科ֶख法は自વ科ֶ法ଇをݪཧとしてԋ៷
的に物質をཧ解する代ද的なものです。一方で、σーλ科ֶのڧΈはσーλからؼೲ的に関性を見出すと
こΖにあります。このσーλ科ֶのڧΈをもとに異なるࡐྉܥや異なる物性間の新しい関性を発見すること
を私達はࢦします。特に、సҠֶश、マルνλスクֶश、マルνモーμルֶशなどのख法にして研究を
ల։していきます。

ϚςϦΞϧζ・ΠϯϑΥϚςΟΫε研究室
https://Nswebs.naist.jp/courses/list/labo@26.htNl

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

教授：౻Ҫ　װ Gujii.Nikiya@Ns.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　新しい学術ྖҬを切り։く好奇心、失敗をڪΕないߦ動力、νームメンバーのオープンマインド。ͦして、物理、化学、ใのい
ͣΕかの基礎知識を持ͪ、CޠݴやPythonなどԿらかのプロάϥムޠݴがར用Մ能なことがましいです。

研究室の指導方針
　機ց学習やਂ学習、ͦしてࢉܭ物࣭科学手法を用いて、物࣭理解おΑび新ࡐྉ։発を推進する研究力を指ಋします。この力はア
カデϛアに進むにも、インμストリーに進むにも必要な研究力です。マテリアルズɾインフォマテΟクスは学ྖࡍҬΏえ、物࣭科学ग़身
者やใ科学ग़身者など多༷な研究者がいます。研究室ではͦΕͧΕの学生がもつバοクάϥンドを重視し、論จྠߨηϛφーや研
究デΟスカοションなどを通して科学的思考༷ࣜと実ફ力のཆを指ಋํとします。

この研究で身につく能力
　物࣭科学とใ科学の能力が身につきます。物࣭科学に関しては、ݪ子ɾి子のスケールからྔ子力学のݪ理にैって物࣭を理解で
きるΑうになります。具体的には、ୈҰݪ理ࢉܭや分子動力学ࢉܭなどࢉܭ物࣭科学の手法にਫ਼通することができ、学術քでの研究
者や業での技術者として活༂する基礎になります。ใ科学については、基礎的なデータ解析手法や౷ܭ的手法、ͦして機ց学
習やਂ学習の能力が身につきます。こΕらは、मྃ後に物࣭科学にݶら༷ͣ々な分野でօさΜが活༂できる礎になるでしΐう。まͨ、
研究者ɾ技術者として特定の学問ྖҬをਂくಥき٧める力と、研究։発リーμーとして必要な学問ྖҬをԣஅで၆ᛌする能力のํを
身につけらΕるΑう指ಋします。

修了生の活躍の場
　2021スタートの研究室ですのでまだमྃ生はいまͤΜが、౻ҪはI5ا業や૯߹ిؾメーカーでの研究։発ܦ験がありますので、
業や業、ͦしてアカデϛアのͦΕͧΕで活༂しاに指ಋしͨ学生はI5ڈա、ࡍ学྆໘からमྃ後の進࿏を考えて指ಋします。実࢈
ています。

σδλϧٕज़のྗͰ、物࣭の৽し͍学ཧをݟग़し、৽ࡐྉを࣮͢ݱΔະ౿ྖҬの։にઓし·
しΐ͏ɻ����ελʔτの研究室Ͱ͢のͰ、৽し͍νʔϜをͭ͘Γ͋͛Δ͜ͱ͕きなօ͞Μのࢀ
ըを͍ͬͯ·͢ɻ

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業（2019Ҏ߱）
< ̍ >  Y. Sawada, K. Morikawa and M. Fujii, �Conditional (enerative Adversarial 

Networks Gor Inorganic CheNical CoNpositions�, accepted in CheN. Lett. 
	2020
 

< 2 >  Y. -J. Wu, 5. 5anaka, 5. KoNori, M. Fujii, ). Mi[uno, S. Itoh, 5. 5akada, &. 
Fujita, and Y. 9u, �&ssential structural and experiNental descriptors Gor 
bulk and grain boundary conductivities oG Li solid electrolytes�, S5AM, 
21, 712r725 	2020


< 3 >  Y. NoNura, K. YaNaNoto, M. Fujii, 5. )irayaNa, &. Igaki and K. Saitoh, 
�%ynaNic iNaging oG lithiuN in solid-state batteries by operando electron 
energy-loss spectroscopy with sparse coding�, Nat. CoNN., 11, 2824 

	2020

< 4 >  &. KawashiNa, M. Fujii, and K. YaNashita, �&ntropy ProNotes Charge 

Separation in Bulk )eterojunction Organic Photovoltaics�, J. PhotocheN. 
Photobiol. A: CheNistry, 382, 111875, 	2019
 

< 5 >  &. KawashiNa, M. Fujii, and K. YaNashita, �SiNulation oG Conductive 
AtoNic Force Microscopy oG Organic Photovoltaics by %ynaNic Monte 
Carlo Method�, CheN. Lett., 48, 513-516, 	2019
 

< 6 >  M. Kaneko, M. Fujii, 5. )isatoNi, K. YaNashita, and K. %oNen, �Regression 
Nodel Gor stabili[ation energies associated with anion ordering in 
perovskite-type oxynitrides�, J. &ne. CheN., 36, 7 - 14, 	2019


ࣾձ活動
　ᶃ理論化学ձࣄװ（2019ʙ）
　ᶄࢉܭ物࣭科学ٞڠձӡӦҕһ（2020ʙ）

図１．༗ػബບଠཅిのマルνスέールղੳ

図２．ػցֶशɾਂֶशにΑΔ物ੑ༧ଌͱࡐྉઃܭ

図̏．Խֶࣜの生Ϟデル

図̐．͑ݟͳ͍のΛΈΔスύースϞデϦンά
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ʢྗڠʣσʔλۦ動ܕԽ学研究室

情 報 理 工 情 報 生 命 バ　イ　オ バイオナノ 物 質 理 工 知 能 社 会 デ　ー　タ

（写真左から）
教授（݉任）：ӜԬ　࣏ߦ uraoka@Ns.naist.jp
特任教授：ધ　ެ人 Gunatsu@dsc.naist.jp
।教授：ٶඌ　知 Niyao@dsc.naist.jp
特任助教：Swarit Jasial  jasial@dsc.naist.jp

σʔλۦ動ܕԽ学Ͱのͮ͘ΓのΠϊϕʔγϣϯをʂ

研究内容
　化ֶおよび化ֶֶに関わる༧ଌとઃܭに関するॾを、ケモインフォマティクスʢ化ֶใֶʣを器に、シミュϨーションを
通して解ܾする研究を行います。ケモインフォマティクスとは、コンϐューλを利用したใॲཧ技術をج൫として、化ֶに関する様々
なの解ܾをࢦすൺֱ的新しい研究分野で、様々な՝に対して࣮用的な成Ռをڍげています。�զ々ਓྨを取りרくڥʢ化ֶ
システムʣのྑなվળと࠷ద化は、一つ一つの構成要ૉや要ૉ技術の࠷ద化によって࣮ݱできる༁ではありません。ଟくの合、
的の達成には構成要ૉや要ૉ技術間のトϨーυオフのが出てくるからです。この解ܾは、分子Ϩϕル、マクロϨϕルの構ใ、
制御ใおよび物質の҆全性など、化ֶの様々なใおよびツールをޓいに࿈ܞɾ౷合させ、૯合的にධՁすることによっては͡Ίて
および化ֶܭɾ分子ઃܭྉઃࡐنを೦಄に新ݙߩから、࣮ࣾձのࢹ化ֶ研究ࣨではこのようなܕಈۦされます。σーλݱ࣮
ϓラントのࢹと制御など、まさにコンϐューλによってしか取り組Ίない新なアイσアと研究成Ռを世の中に発৴しଓけていきます。
化ֶシステムઃܭに寄༩する的ใج൫の構ஙにも取り組んでいます。化ֶใとの関わり方が、化ֶ研究のスλイルを変えつつあ
ります。化ֶ分野におけるϏッάσーλの取り組Έも࢝まりました。σーλۦಈܕ化ֶ研究ࣨはͦのઌ಄にཱつ研究ࣨです。

研究設備
　Ұ人ҰのデスクトοプPCにՃえ、ਂ学習用の(P(P6ࢉܭ機があり
ます。学生のօさΜが必要とするࢉܭ機ڥなどはे分に手当てする༧定
です。

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
　ケϞインフォマテΟクス、化学学関の知໊な論จࢽに200ใをえ
る論จをࡌܝしています。まͨ、ا業とのڞಉ研究も大変にΜで、ઌ
的な課題をا業のํ々とともに解決しています。科学技術ৼ興機ߏ（JS5）
の的戦ུ研究推進ࣄ業（CR&S5）の新ن研究ྖҬʮ科学的発見ɾࣾ
ձ的課題解決にけ֤ͨ分野のϏοάデータのར活用推進のͨめの次ੈ
アプリケーション技術のग़ߴɾ 化（)25 ʙ 31）の研究課題としてʮҩ
ༀༀからまでのϏοάデータからの知識ग़基൫の֬立ʯが真っ
ઌに࠾さΕましͨ。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基礎的な機ց学習の知識があり、おΑびいくつかのプロάϥϛンάޠݴを使えることがましいですが、必ਢではありまͤΜ。༗機
化学、ༀ化学、ࡐྉ化学、化学学のいͣΕかの分野に関する知識があることが༗ӹな研究につながります。
　研究室の指導方針
　データ駆動ܕ化学の研究を通して、実用的な課題のデータ解析、Ϟデリンά、ͦ してͦΕらを通しͨ新ࡐنྉ設ܭなどをߦい、デー
タ駆動ܕ化学のԠ用ੑを身をもって体験してもらう教ҭを実ࢪしͨいと考えています。オープンでੵۃ的なٞ論ができる研究室を目指
してߦきͨいと考えています。

この研究で身につく能力
　化学のॾ問題をデータサイΤンスの視で解決する実ફ的能力が身につきます。こΕにって化学データの解析法、化学ߏのίン
ϐϡータ্での取り扱いなど、新しい化学研究のͨめの基礎おΑびԠ用力が身につきます。

修了生の活躍の場
　化学系ا業等ではࠓまさにデータ駆動ܕ化学を定ணさͤΑうとしています。しͨがって、ࣾでのデータ駆動ܕサイΤンスのத֩的な
人ࡐとしてҐ置ͮけらΕる活༂をするものと思います。

.aUeSialT Science　��9 
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物࣭成ՊֶྖҬɾ
物࣭Պֶڭҭڀݚηンλーڞ௨ઃඋػ器

物࣭ධՁ解析ɾ࣭ྔ分析ஔ܈
　物࣭やࡐྉのߏ、組や多༷なੑ࣭を評価ɾ解析するͨめのࢪ設܈です。

ಁաిܕ子ݦඍڸʢ5&.）ஔ܈
300̺ߴ࠷　 7のిߴѹにΑってՃさΕͨి子ઢをࢼྉにরࣹし、ಁ աするి子ઢを結૾さͤて、ࢼྉの֦大૾や結থੑに関するใを取
得する装置です。ू ଋしͨి子Ϗームをࠪしながらࢼྉにরࣹして֦大૾を得るࠪಁաి子顕微鏡やి子ઢトϞάϥフΟー、クϥイオ観、
ૉ分析などにରԠՄ能な̏ݩྉから์ग़さΕͨ9ઢやඇੑಁաి子を用いͨサϒφノメートルスケールのࢼ 装置からߏさΕています。

ಁաిܕ子顕微鏡 Si୯結থ（110）໘のߴ分解能観૾

ೋ࣍ΠΦン࣭ྔ分析ஔʢ4*.4

　ूଋしͨηシムイオンあるいはࢎૉイオンをࢼྉにরࣹし、ͦ のときに生じるೋ次イ
オンを用いて࣭ྔ分析する装置です。ಋ体やηϥϛοクスなどにؚまΕる微ྔݩૉのݕ
ग़やਂさํの分を解析することがग़དྷます。

ೋ次イオン࣭ྔ分析装置

伝ಋ/.3ଌఆஔ܈
。ߴを解析する装置ですߏをར用して分子のݱ໐ڞؾ࣓֩　 分解能ଌ定に特化しͨ
600M)͉ 伝ಋNMRଌ定装置をはじめ、ԹՄ変ଌ定、多֩ଌ定、࣓ ޯ配ύルスを
用いͨೋ次ݩଌ定にରԠしͨ500M)[、̐ ̌̌ M)[おΑび300M)[の֤伝ಋNMRଌ
定装置が設置さΕています。まͨ、CPMAS法を用いてݻ体サンプルのଌ定ができるݻ体
400M)[伝ಋNMRଌ定装置も設置さΕています。

体400M)͉伝ಋNMR装置ݻ

9ઢճંߏ解析ஔ܈
　9ઢのճંݱから多༷なࡐྉの結থߏを解析する装置です。ࣹଌ定もՄ能な
体ɾ༗機分子などのेϛクロンఔの微খࡨ、解析装置ߏग़力のคɾബບ用9ઢߴ
結থをଌ定できる微খ結থ9ઢߏ解析装置、さらにタンύクなどのڊ大分子や分子ू
߹体の解析にҖ力を発شする9ઢখ֯ࢄཚ装置をඋえͨ分子9ઢߏ解析装置などが
設置さΕています。

微খ結থ9ઢߏ解析装置
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ද໘؍ଌஔ܈
　物࣭やࡐྉのද໘を観ଌするͨめの装置܈です。φノメートルスケールの解૾や多༷な分析技術にΑり、ࡐྉのද໘を多֯
的に解析することがग़དྷます。

࣭ྔ分析ஔ܈
　分子やݩૉの࣭ྔをଌ定して、ࡐྉのݩૉ組を解析する装置܈です。生体分子やߴ
分子などにもରԠしͨMAL%I-専用ඈྔ࣭ܕؒ࣌ߦ分析ܭ（5OF-MS）ߴ、 ਫ਼なスύイ
ϥル5ܕOF-MS、ෆ҆定な化学छもײߴでܭଌできるFABをはじめ多༷なイオン化法
にରԠՄ能なೋ重ऩଋྔ࣭ܕ分析装置が設置さΕています。さらに༹ӷதの微ྔݩૉの
多ݩૉಉ࣌定ྔにҖ力を発شする༠ಋ結߹プϥズマ࣭ྔ分析装置（ICP-MS）が設置さ
Εています。

MAL%I-Spiral5OFMS

ૉ分析ஔݩ9ઢޫܬ
ߴྉから蛍光として์ࣹさΕる9ઢを分析することでඇഁյかつࢼ体やӷ体などのݻ　
ਫ਼のݩૉ分析がՄ能です。

શࣗಈݩૉ分析ஔ
　༗機分子ࡐྉなどにؚまΕるૉɾਫૉɾૉのؚ༗ଌ定をߦう装置です。技術৬һ
にΑるґཔଌ定にΑりӡ用さΕています。

ଟػࠪ9ܕઢޫి子分ޫ分析ஔʢ914）
ૉのछྨや化ݩྉにؚまΕるࢼ、ྉに9ઢをরࣹして発生する光ి子スϖクトルからࢼ　
学ঢ়態を分析できます。100ʙ10Ж̼ にߜって9ઢをࠪすることにΑりマοϐンάをߦう
こともできます。Ar�イオンॐ、（Ar̽ ）�クϥスタイオンॐ（(CIB）もඋえています。

多機能ࠪ9ܕઢ光ి子分光分析装置	9PS
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ࠪి子ݦඍ܈ڸ
　nNにूଋしͨి子ઢでࢼྉද໘をࠪし、発生しͨೋ次ి子をݕग़して֦大૾を得ることがՄ能なੑߴ能のి子顕微鏡です。&%SにΑ
る微খྖҬのݩૉ分析ߴ、 解૾ࠪಁաి子顕微鏡（S&5M）૾ のಉ࣌観、結থํҐ観などにରԠする2のి子顕微鏡設උにՃえて、
ೋ次ి子૾機能にՃえてߴ分解能ݩૉマοϐンάをߦう&PMA専用機おΑび微খిܭؾଌ機能を༗するφノプローバーがӡ用さΕています。

ࠪϓϩーϒݦඍ܈ڸʢ41.）
子ؒ力（AFM）やトンωルిݪ　 （ྲྀS5M）をར用して、ࢼྉのද໘ܗঢ়をφノレϕルの
分解能でイメージンάする装置です。ӷதでのଌ定や、ࢼྉද໘の࣓化やిҐの分と
いっͨ物ੑଌ定にもରԠしています。

ࠪプローϒ顕微鏡（SPM）

ిք์ࣹܕࠪి子顕微鏡 多カーϘンφノνϡーϒのS5&M૾

分ޫ分析ஔ܈
　物࣭の組やߏの解析にՃえて、光と物࣭の相互作用を解明する目的で多༷な分光分析機器が設置さΕています。

܈ܭඍϨーβーϥϚン分ޫޫݦ
　マイクロメータースケールの微খྖҬのϥマン分光にΑり、ࡐྉのߏ、組おΑびి
子ঢ়態を解析することがՄ能です。多レーβー光ݯや̏ 次ݩステージを装උしていま
す。

顕微レーβーϥマン分光光ܭ
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ਫ਼ɾ成ບɾՃஔ܈
　ಋ体をはじめとする多༷なࡐྉのബບ化、ՃおΑびਫ਼ͨめの設උが配උさΕています。多くはクリーンルームにऩ༰
さΕています。

ԁೋ৭ੑ分ܭࢄ
　生体関࿈などの光学活ੑ分子のԁೋ৭ੑを評価する装置です。

分ޫΤϦϓιϝーλー
　ೖࣹ光とࣹ光のภ光ঢ়態の変化からബບࢼྉのບް、۶ં、ফਰなどをߴਫ਼
で評価する装置です。

ϑΣムτඵ5J�4BQQIJSFˍޫܬण໋ଌఆஔ
　ύルス෯100GsecのՄ変ύルスレーβーと5psecのؒ࣌分解能を༗するスト
リークスίープからなる蛍光ण໋ଌ定装置です。分子やಋ体ࡐྉにおけるి子ྭىঢ়
態やߴの؇ݱを解析することがग़དྷます。室Թから̍ ǨまでのԹଌ定用にク
ϥイオスタοトもඋえています。

フェムトඵ5i-Sˍ蛍光ण໋ଌ定装置

ෳ合ࢎ化物ബບ形成ஔ
　ෳのࢎ化物ターゲοトにిߴѹをかけてイオン化さͤͨアルΰンΨス等をিಥさͤ、
きग़さΕͨターゲοトࡐྉをରする基൘্にଯੵさͤることで༷々な組の機能ੑ
ബບࡐྉを作する装置です。

ෳ߹ࢎ化物ബບܗ装置
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ूଋΠΦンϏームՃஔʢ'*#）
　ूଋしͨΨリムイオンをরࣹすることにΑり、ࢼྉの微細Ճができる装置です。イオ
ンরࣹ࣌に生じるೋ次ి子をݕग़してࢼྉද໘の૾を得ることもできます。ࢼྉから5&M
で観する෦分をϐοクアοプするͨめのマイクロサンプリンάシステムを装උしています。

ूଋイオンϏームՃ装置

5'&ి子Ϗームඳըஔ
機能もซͤ持って細ి子ϏームにΑり、10nNオーμーの微細ඳըができます。ඳըύターンの評価にS&Mとしてもॆ分活用できる観ۃ　
います。

७ۚଐεύολஔߴ
　നۚ、ಔ、ۚ おΑびνタンなどの多༷なۚ属ബບをスύοタ法にΑりບすることがग़དྷ
ます。

ॖখӨ࿐ޫஔ
　マスクύターンのਫ਼ີస写にΑる微細ύターンܗがՄ能な࿐光装置です。ඇ৮で
࿐光でき、ஈࠩがあるものやׂΕやすいಋ体ૉ子、光ૉ子等の作にҖ力を発شしま
す。

ॖখ影࿐光装置

5F&ి子Ϗームඳը装置 ి子ϏームՃύターン（40nNϐον）
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ΫϦーンϧーム
　大ؾதにଘࡏするΰϛɾϗίリをੑߴ能フΟルタで取りのͧいてਗ਼ড়งғ
、Լで物࣭のができます。クリーンはCLASS 1000です。レジストృؾ
マスクのҐ置߹ͤ、࿐光、૾ݱなど微細デバイス作にରԠՄ能なイΤロー
ルームはCLASS 100レϕルのਗ਼ড়です。特定ߴѹΨスを使用するマスク
作、ࢎ化ɾ֦ࢄఔにରԠしͨߴѹ実験室も設置さΕています。

クリーンルーム

ਓ༻コンϐューλーݸ
　大学Ӄ学生おΑびスタοフにશ学のߴωοトϫークにଓさΕͨPCが配さΕ研究データ解析や論จࣥච、ใऩूに活
用さΕています。まͨ、֤ PCから࠷新のジϟーφルや化߹物ɾจࡧݕݙシステムにアクηスすることができます。

ϚςϦΞϧɾシミュϨーションɾΞφϦシεシεςム
　�(aussian�や�MaterialsStudio�といっͨシϛϡレーションιフトを使用して分子設ܭや分子のੑ࣭を༧ଌしͨり、物࣭をߏ
するݪ子や分子ߏが物࣭の特ੑやڍ動にどのΑうに関しているのかを༧ଌするͨめのੑߴ能なίンϐϡータシステムです。
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